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中
川
博
夫

例
　
言

一
、
鎌
倉
幕
府
第
六
代
将
軍
宗
尊
親
王
の
家
集
の
一
つ
『
中
書
王
御
詠
』（
三
五
八
首
）
の
注
解
を
試
み
る
。

一
、１
番
歌
か
ら
始
め
て
順
番
ど
お
り
に
注
釈
を
付
し
て
、
数
次
の
分
載
と
す
る
。
今
回
は
、
冬
（
131
〜
160
）
と
恋
（
161
〜
209
）
を
取
り

上
げ
る
。

一
、
次
の
各
項
か
ら
な
る
。

①
整
定
本
文
。
②
本
文
を
改
め
た
り
注
記
が
必
要
な
場
合
は
、
本
文
の
項
目
を
立
て
る
。
③
通
釈
。
④
本
歌
・
本
説
・
本
文
（
前
項
の

「
本
文
」
と
は
別
、
基
に
し
た
漢
詩
文
の
意
）、
参
考
（
宗
尊
が
踏
ま
え
た
歌
な
ら
び
に
解
釈
上
に
必
要
な
歌
）、
類
歌
（
表
現
・
趣
向

が
類
似
し
た
歌
）、
影
響
（
宗
尊
歌
を
踏
ま
え
た
歌
）、
享
受
（
宗
尊
歌
を
本
歌
取
り
し
た
歌
）。
⑤
出
典
。
⑥
他
出
。
⑦
語
釈
。
⑧
補

説
。
②
と
④
〜
⑧
は
、
無
い
場
合
に
は
省
略
。

一
、
底
本
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
影
印
版
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書　

第
三
十
一
巻　

中
世
私
家
集　

七
』（
二
〇
〇
三
・
八
、

朝
日
新
聞
社
）
に
拠
る
。
適
宜
、
そ
の
転
写
本
で
あ
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
五
〇
一
・
八
七
）
を
参
照
す
る
。

一
、
本
文
は
、
次
の
方
針
に
従
う
。



一
一
二

１
．
底
本
の
翻
印
は
、
通
行
の
字
体
に
よ
り
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
、
意
味
や
読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
、
適
宜
ひ
ら
仮
名
を
漢
字

に
、
漢
字
を
ひ
ら
仮
名
や
別
の
漢
字
に
改
め
る
。
送
り
仮
名
を
付
す
。
清
濁
・
読
点
を
施
す
。
な
お
、
原
則
と
し
て
ひ
ら
仮
名
の
反

復
記
号
は
用
い
な
い
。「
謌
」「
哥
」
は
「
歌
」
に
統
一
す
る
。

２
．
本
文
を
改
め
た
場
合
、
底
本
の
原
状
は
右
傍
に
記
す
（
送
り
仮
名
を
付
し
た
場
合
は
傍
点
）。
私
に
ふ
り
仮
名
を
付
す
場
合
は

（　

）
に
入
れ
て
区
別
す
る
。
そ
の
他
、
問
題
点
や
注
意
点
は
、
適
宜
特
記
す
る
。

３
．
他
資
料
の
本
文
と
の
異
同
は
、
漢
字
・
仮
名
の
別
や
仮
名
遣
い
の
違
い
や
送
り
仮
名
の
有
無
な
ど
、
表
記
上
の
違
い
は
原
則
と
し

て
取
ら
な
い
（
解
釈
の
分
か
れ
る
可
能
性
の
あ
る
表
記
上
の
違
い
で
あ
る
場
合
は
参
考
ま
で
に
注
記
す
る
）。

４
．
底
本
の
本
行
の
原
状
（
見
消
ち
等
の
補
訂
は
本
行
に
復
元
）
に
対
し
て
他
資
料
の
本
文
と
の
異
同
を
示
す
。

５
．
底
本
の
和
歌
に
は
、
合
点
（
鉤
点
）
が
付
さ
れ
て
い
て
、
ま
ま
胡
粉
の
塗
り
消
し
が
あ
る
と
い
う
。
影
印
版
で
は
判
然
と
し
な
い

の
で
、
時
雨
亭
叢
書
の
解
題
に
付
載
の
一
覧
に
拠
り
つ
つ
、
こ
れ
ら
を
〔
補
説
〕
に
記
す
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
和
歌
の
下
や
左
下

な
ど
に
書
か
れ
て
い
る
評
詞
は
、
統
一
し
て
和
歌
の
左
に
三
字
下
げ
で
記
す
。

６
．
歌
頭
に
通
し
番
号
を
付
し
た
（
新
編
国
歌
大
観
番
号
と
同
じ
）。

一
、
引
用
の
和
歌
は
、
特
記
し
な
い
限
り
新
編
国
歌
大
観
本
に
拠
る
。
万
葉
集
は
、
原
則
と
し
て
西
本
願
寺
本
の
訓
と
旧
番
号
に
従
う
。

な
お
、
表
記
は
私
に
改
め
る
。
歌
集
名
は
、
原
則
と
し
て
「
和
歌
」
を
省
く
。
そ
の
他
の
引
用
は
、
日
本
歌
学
大
系
本
他
の
流
布
刊
本

に
拠
る
他
、
特
殊
な
本
文
の
場
合
に
は
特
記
す
る
。
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注
　
釈秋

初
秋

81　

あ
は
れ
ま
た
空そ
ら

に
浮う

き
立た

つ
心こ
ゝ
ろ

か
な
夕ゆ
ふ

べ
の
雲く
も

の
秋
の
初は
つ

風か
せ

〔
通
釈
〕　

秋
初
め
の
秋

あ
あ
ま
た
再
び
、
何
と
な
く
浮
き
立
ち
落
ち
着
か
な
く
な
る
私
の
心
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
夕
方
の
空
に
浮
か
ぶ
雲
を
吹
く
秋
の
初
風

が
立
つ
よ
。

〔
本
歌
〕　

天
雲
の
浮
き
た
る
こ
と
と
聞
き
し
か
ど
な
ほ
ぞ
心
は
空
に
な
り
に
し
（
後
撰
集
・
雑
二
・
一
一
四
二
・
女
の
母
）

〔
参
考
〕　

あ
は
れ
ま
た
い
か
に
忍
ば
む
袖
の
露
野
原
の
風
に
秋
は
来
に
け
り
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
二
九
四
・
通
具
。
千
五
百
番
歌
合
・

秋
一
・
一
〇
八
九
。
自
讃
歌
・
五
二
。
新
三
十
六
人
撰
正
元
二
年
・
一
八
二
。
新
時
代
不
同
歌
合
・
八
二
）

あ
は
れ
ま
た
今
日
も
暮
れ
ぬ
と
な
が
め
す
る
雲
の
は
た
て
に
秋
風
ぞ
吹
く
（
御
室
五
十
首
・
秋
・
五
二
〇
・
定
家
）

い
つ
し
か
と
物
の
あ
は
れ
を
誘
ひ
来
て
心
に
宿
す
秋
の
初
風
（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
一
三
九
・
惟
明
親
王
）

秋
に
な
る
風
の
け
し
き
の
か
は
る
よ
り
心
浮
き
立
つ
空
の
村
雲
（
為
家
集
・
秋
・
秋
風
建
長
五
年
七
月
・
五
四
六
）

〔
類
歌
〕　

身
に
し
み
て
心
も
空
に
浮
き
立
つ
は
雲
の
は
た
て
の
秋
の
初
風
（
長
景
集
・
秋
・
立
秋
風
・
四
三
）



一
一
四

〔
影
響
〕　

思
ふ
よ
り
空
に
憂
き
立
つ
心
こ
そ
涙
の
雨
の
雲
と
な
る
ら
め
（
耕
雲
千
首
・
恋
・
寄
雨
恋
・
六
一
一
）

〔
語
釈
〕　

○
空
に
浮
き
立
つ
―
何
気
な
く
そ
ぞ
ろ
に
平
静
で
は
な
く
な
る
と
の
意
。「
空
に
」
は
何
と
な
く
の
意
に
「
雲
」「
初
風
」
の
縁

で
天
空
に
の
意
が
掛
か
る
。「
浮
き
」
は
「
雲
」
の
縁
で
雲
が
浮
か
ぶ
意
が
掛
か
り
、「
立
つ
」
は
「
初
風
」
の
縁
で
風
が
吹
き
起
こ
る

意
が
掛
か
る
。
こ
の
句
の
先
行
例
は
、
宗
尊
の
命
令
で
撰
さ
れ
た
ら
し
い
『
東
撰
六
帖
』（
抜
粋
本
）
の
「
池
水
の
氷
残
さ
ぬ
蘆
間
よ

り
空
に
浮
き
立
つ
す
が
の
村
鳥
」（
冬
・
水
鳥
・
四
一
八
・
親
行
）
だ
が
、
こ
れ
は
「
鳥
」
が
空
に
飛
び
上
が
る
様
を
言
う
。「
心
」
に

つ
い
て
言
う
の
は
該
歌
が
早
い
。

〔
補
説
〕　
「
秋
来
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
風
の
音
に
ぞ
驚
か
れ
ぬ
る
」（
古
今
集
・
秋
上
・
一
六
九
・
敏
行
）
を
初
め
と
す

る
、
風
に
拠
っ
て
秋
の
訪
れ
を
知
る
と
い
う
類
型
・
通
念
と
、「
心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
知
ら
れ
け
り
鴫
立
つ
沢
の
秋
の
夕
暮
」（
新

古
今
集
・
秋
上
・
三
六
二
・
西
行
）
に
典
型
を
見
る
、
秋
の
夕
方
は
「
あ
は
れ
」
を
催
す
と
い
う
類
型
・
通
念
と
の
交
点
上
に
詠
ま
れ

た
歌
。

本
歌
取
り
で
、
か
つ
新
古
今
時
代
以
降
の
幾
つ
か
の
参
考
歌
の
言
詞
や
想
念
を
も
取
り
込
ん
だ
よ
う
な
詠
作
だ
が
、
そ
れ
は
宗
尊
の

詠
作
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

類
歌
の
安
達
（
城
）
長
景
の
一
首
は
、
あ
る
い
は
宗
尊
詠
の
影
響
下
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。『
長
景
集
』
に
は
「
文
永
十
年
八
月

の
初
め
、
中
務
卿
親
王
御
悩
の
由
、
聞
こ
え
侍
り
し
か
ば
、
御
と
ぶ
ら
ひ
の
御
使
に
、
都
へ
上
り
侍
り
し
程
に
、
七
月
二
十
九
日
御
隠

れ
に
て
、
む
な
し
く
帰
り
下
り
て
後
、
円
勇
律
師
が
許
へ
遣
は
し
侍
り
し
は
／
思
ひ
や
れ
都
の
秋
の
袖
の
露
今
年
は
深
き
人
の
涙
に
」

（
雑
・
一
四
六
）
と
見
え
、
長
景
の
宗
尊
と
の
縁
故
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
影
響
に
挙
げ
た
耕
雲
（
花
山
院
長
親
）
の
一
首
は
、
他
に

も
散
見
す
る
宗
尊
の
歌
の
南
朝
歌
人
の
摂
取
の
中
で
影
響
歌
と
捉
え
て
お
き
た
い
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
一
五

（
初
秋
）

82　

な
ほを

ざ
り
に
身
に
染し

む
も
の
と
思お
も

ひ
け
ん
昔む
か
し

も
恋こ
ひ

し
秋
の
初は
つ

風か
せ

〔
通
釈
〕　
（
初
め
の
秋
）

（
以
前
は
）
ほ
と
ほ
ど
に
、
秋
の
初
風
が
身
に
染
み
る
も
の
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
、
そ
ん
な
昔
も
恋
し
い
。（
今
は
）
切
実
に
身
に
染

み
て
感
じ
る
秋
の
初
風
よ
。

〔
参
考
〕　

秋
吹
く
は
い
か
な
る
色
の
風
な
れ
ば
身
に
染
む
ば
か
り
あ
は
れ
な
る
ら
ん
（
詞
花
集
・
秋
・
一
〇
九
・
和
泉
式
部
。
和
泉
式
部

集
・
風
・
一
三
二
、
八
六
〇
重
出
。
古
来
風
体
抄
・
五
四
四
。
定
家
八
代
抄
・
一
二
六
八
。
興
風
集
・
五
四
）

衣
手
の
ま
だ
薄
け
れ
ば
朝
ま
だ
き
身
に
染
む
も
の
は
秋
の
初
風
（
久
安
百
首
・
秋
・
三
三
〇
・
顕
輔
）

〔
語
釈
〕　

○
な
ほ
ざ
り
に
―
「
染
む
」
と
「
思
ひ
け
ん
」
両
方
に
か
け
て
解
さ
れ
る
。
○
思
ひ
け
ん
―
「
け
ん
（
け
む
）」
は
、
終
止
形

に
も
連
体
形
に
も
解
さ
れ
る
が
、
後
者
と
見
て
お
く
。
○
昔
も
恋
し
―
四
句
切
れ
。「
昔
も
恋
ひ
し
」（
昔
も
恋
い
慕
っ
た
の
意
）
は
、

一
首
が
不
通
で
あ
り
、
取
ら
な
い
。「
昔
」
は
、
①
自
分
自
身
の
過
去
か
、
②
一
般
的
な
往
昔
か
。
①
に
解
す
る
。
後
出
だ
が
、
正
徹

の
「
呉
竹
を
馬
に
な
し
つ
る
い
に
し
へ
を
思
ふ
も
恋
し
窓
の
北
風
」（
正
徹
千
首
・
雑
・
窓
竹
・
八
七
四
。
草
根
集
・
雑
・
窓
竹
・

九
五
五
八
、
二
句
「「
馬
と
な
し
つ
る
」）
が
類
似
す
る
。

五
十
首
歌
合
に
、
秋
歌

83　

吹ふ

け
ば
と
て
思お
も

ひ
驚お
と
ろ

く
人
も
な
し
夢ゆ
め

の
憂う

き
世よ

の
秋
の
初は
つ

風か
せ



一
一
六

〔
通
釈
〕　

五
十
首
歌
合
で
、
秋
の
歌

風
が
吹
く
か
ら
と
い
っ
て
、
は
っ
と
思
っ
て
秋
だ
と
気
が
つ
く
人
も
い
な
い
。
悟
り
覚
め
る
人
の
な
い
夢
の
よ
う
な
こ
の
憂
き
世
に

吹
く
秋
の
初
風
よ
。

〔
参
考
〕　

窓
近
き
い
さ
さ
む
ら
竹
風
吹
け
ば
秋
に
驚
く
夏
の
夜
の
夢
（
新
古
今
集
・
夏
・
二
五
七
・
公
継
）

は
か
な
さ
を
思
い
驚
く
心
あ
ら
ば
憂
き
世
の
夢
も
覚
め
ざ
ら
め
や
は
（
六
条
院
宣
旨
集
・
雑
・
夢
・
九
六
）

〔
影
響
〕　

吹
け
ば
と
て
稲
葉
の
そ
よ
ぐ
音
も
な
し
風
よ
り
茂
き
露
の
重
さ
に
（
李
花
集
・
秋
・
秋
田
を
・
三
六
〇
）

〔
語
釈
〕　

○
五
十
首
歌
合
―
未
詳
。
→
13
。
○
思
ひ
驚
く
―
…
と
思
っ
て
は
っ
と
気
が
つ
く
。「
驚
く
」
は
「
夢
」
の
縁
で
悟
り
目
覚
め

る
意
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　

民
部
少
輔
顕
良
の
女
で
俊
成
の
妻
・
八
条
院
坊
門
局
母
で
あ
っ
た
六
条
院
宣
旨
の
歌
に
倣
っ
た
か
。
と
す
る
と
宗
尊
の
学
習
範

囲
の
広
範
さ
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
→
87
。

影
響
歌
は
、
用
例
希
少
な
が
ら
初
句
と
「
も
な
し
」
の
一
致
の
み
だ
が
、
他
に
も
宗
尊
か
ら
宗
良
へ
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、

そ
の
一
連
と
見
て
お
く
。

七
夕

84　

天あ
ま

の
川か
は

逢あ

ふ
瀬せ

ま
れ
な
る
水み
な

上か
み

の
定さ
た

め
て
け
り
な
秋あ
き

の
一ひ
と

夜
は

〔
通
釈
〕　

七
夕

天
の
川
は
七
夕
の
両
星
の
川
の
瀬
な
ら
ぬ
逢
う
瀬
が
稀
で
あ
る
、
そ
れ
は
、（
再
び
堀
川
の
水
が
澄
み
天
皇
が
堀
河
院
に
住
む
こ
と



『
中
書
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注
釈
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（
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一
一
七

を
定
め
た
よ
う
に
）
水
上
が
決
め
た
の
で
あ
っ
た
な
。
秋
の
一
夜
（
七
月
七
日
の
夜
だ
け
に
逢
う
の
）
は
。

〔
本
歌
〕　

水
上
の
定
め
て
け
れ
ば
君
が
代
に
ふ
た
た
び
す
め
る
堀
川
の
水
（
和
漢
朗
詠
集
・
水
付
漁
父
・
五
二
〇
・
好
忠
。
詞
花
集
・
雑

下
・
円
融
院
御
時
、
堀
河
院
に
ふ
た
た
び
行
幸
せ
さ
せ
給
け
る
に
よ
め
る
・
三
八
五
、
初
句
「
水
上
を
」）

〔
参
考
〕　

恋
ひ
渡
る
涙
の
淵
と
な
り
は
て
て
逢
ふ
瀬
ま
れ
な
る
天
の
川
か
な
（
金
葉
集
初
度
本
・
秋
・
二
四
〇
・
勝
超
）

天
の
川
逢
ふ
瀬
ま
れ
な
る
七
夕
に
よ
そ
ふ
ば
か
り
の
契
り
や
は
せ
し
（
続
後
撰
集
・
秋
上
・
二
六
四
・
小
弁
）

〔
影
響
〕　

水
上
の
い
か
に
定
め
て
天
の
河
逢
ふ
瀬
は
秋
の
一
夜
な
る
ら
む
（
文
保
百
首
・
秋
・
一
九
三
五
・
有
忠
）

〔
出
典
〕　

文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
。
→
２
。

〔
他
出
〕　

柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
秋
・
七
〇
三
。

〔
語
釈
〕　

○
逢
ふ
瀬
―
逢
う
折
節
の
意
。「
瀬
」
は
「
天
の
川
」「
水
上
」
の
縁
で
川
の
浅
瀬
の
意
が
掛
か
る
。
○
水
上
の
定
め
て
け
り
な

―
本
歌
の
「
水
上
の
定
め
て
け
れ
ば
」
に
拠
る
措
辞
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
水
上
」
が
何
を
指
す
か
は
漠
然
と
し
て
い
る
。
→
補
説

〔
補
説
〕　

本
歌
の
「
水
上
」
は
、
貞
元
元
年
（
九
七
六
）
五
月
十
一
日
の
内
裏
焼
亡
後
の
七
月
二
十
六
日
に
円
融
天
皇
を
自
邸
で
あ
る
堀

河
院
に
遷
御
さ
せ
住
ま
わ
せ
た
（
日
本
紀
略
）、
関
白
藤
原
兼
通
を
寓
意
す
る
。「
ふ
た
た
び
す
め
る
」
は
、
兼
通
没
後
の
天
元
五
年

（
九
八
二
）
十
一
月
七
日
に
ま
た
内
裏
が
焼
亡
し
、
十
二
月
二
十
五
日
に
再
度
円
融
天
皇
が
堀
河
院
に
遷
幸
し
た
（
日
本
紀
略
）
こ
と

を
言
う
。「
す
め
る
」
は
「
住
め
る
」
に
「
堀
川
の
水
」
の
縁
で
「
澄
め
る
」
が
掛
か
る
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。



一
一
八

七
夕
別

85　

七た
な

夕は
た

の
天あ
ま

の
川か
は

舟
漕こ

ぎ
返か
へ

り
同お
な

じ
秋
を
や
ま
た
契ち
き

る
ら
ん

〔
本
文
〕　

秋
を
や
―
底
本
「
秋
をや

」（「
や
」
は
右
に
傍
記
）
と
あ
り
。

〔
通
釈
〕　

七
夕
の
別
れ

七
夕
の
天
の
川
を
、（
牽
牛
の
）
川
舟
が
繰
り
返
し
漕
い
で
戻
り
な
が
ら
、
同
じ
（
織
女
と
逢
う
七
月
七
日
の
）
秋
を
繰
り
返
し
ま

た
契
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

掘
江
漕
ぐ
棚
無
し
小
舟
漕
ぎ
返
り
同
じ
人
に
や
恋
ひ
渡
り
な
む
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
三
二
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

天
の
川
雲
の
波
立
ち
月
の
舟
星
の
林
に
漕
ぎ
返
る
見
ゆ
（
古
今
六
帖
・
第
一
・
あ
ま
の
は
ら
・
二
五
一
・
人
麿
）

〔
類
歌
〕　

秋
ご
と
の
天
の
川
舟
漕
ぎ
返
り
同
じ
人
に
や
別
れ
来
ぬ
ら
ん
（
草
庵
集
・
秋
上
・
七
夕
後
朝
・
四
三
四
）

〔
影
響
〕　

今
朝
や
は
や
天
の
川
舟
漕
ぎ
返
り
ま
た
来
む
秋
を
待
つ
や
苦
し
き
（
一
宮
百
首
・
七
夕
朝
・
三
七
）

〔
語
釈
〕　

○
天
の
川
舟
―
「
天
の
川
」
か
ら
「
川
」
を
重
ね
て
「
川
舟
」
へ
鎖
る
。
○
返
り
―
本
歌
を
承
け
、
帰
る
意
に
繰
り
返
し
す
る

（
漕
ぐ
）
意
が
掛
か
り
、
後
者
の
意
味
で
「
ま
た
契
る
ら
ん
」
に
か
か
る
。

〔
補
説
〕　

類
歌
も
影
響
歌
も
、
同
じ
く
『
古
今
集
』
の
「
堀
江
漕
ぐ
」
歌
を
本
歌
に
す
る
。
後
者
の
作
者
南
朝
の
尊
良
親
王
に
は
、
他
に

も
宗
尊
詠
か
ら
の
摂
取
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
そ
の
一
連
と
見
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
作
者
頓
阿
の
さ
ら
な
る
宗
尊
詠
と
の

関
わ
り
を
追
及
す
る
中
で
、
改
め
て
定
位
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
一
九

荻

86　

聞き

く
た
び
に
見
し
世よ

の
秋あ
き

の
恋こ
ひ

し
き
は
荻お
き

の
葉は

風か
せ

や
昔む
か
し

な
る
ら
む

未
不
落
居
候

〔
通
釈
〕　

荻

そ
の
音
を
聞
く
た
び
に
、
か
つ
て
見
た
時
世
が
恋
し
い
の
は
、
荻
の
葉
風
そ
の
も
の
が
昔
か
ら
の
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

未
だ
落
ち
居
ず
候
ふ
。（
い
ま
だ
に
納
得
は
し
な
い
で
お
り
ま
す
。）

〔
参
考
〕　

聞
く
た
び
に
涙
も
露
も
こ
ぼ
れ
き
て
あ
は
れ
つ
き
ぬ
は
萩
の
上
風
（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
二
二
四
三
・
信
広
）

な
が
む
れ
ば
見
し
世
の
秋
も
忘
ら
れ
ず
月
に
昔
の
影
や
添
ふ
ら
ん
（
続
後
撰
集
・
秋
中
・
三
七
一
・
知
家
）

つ
く
づ
く
と
な
が
む
る
ま
ま
に
恋
し
き
は
霞
め
る
方
や
昔
な
る
ら
ん
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
七
七
・
忠
定
。
続
古
今
集
・

雑
上
・
一
四
九
一
）

吹
き
過
ぎ
て
こ
れ
か
と
に
ほ
ふ
梅
が
香
の
そ
な
た
の
風
や
昔
な
る
ら
ん
（
宝
治
百
首
・
春
・
梅
薫
風
・
二
七
六
・
俊
成
女
。
万

代
集
・
春
上
・
一
二
四
）

秋
来
ぬ
と
聞
き
つ
る
か
ら
に
我
が
宿
の
荻
の
葉
風
の
吹
き
か
は
る
ら
ん
（
千
載
集
・
秋
上
・
二
二
六
・
侍
従
乳
母
）

〔
語
釈
〕　

○
聞
く
た
び
に
―
参
考
の
『
正
治
初
度
百
首
』
詠
に
学
ん
で
い
よ
う
。
宗
尊
の
別
の
一
首
「
聞
く
た
び
に
物
ぞ
悲
し
き
来
る
秋

は
我
が
た
め
な
れ
や
荻
の
上
風
」（
柳
葉
集
・
巻
一
・
弘
長
元
年
五
月
百
首
歌
・
秋
・
二
四
）
は
、
よ
り
明
確
に
そ
れ
を
示
し
て
い
よ

う
。
安
達
（
城
）
長
景
（
→
81
）
も
こ
の
歌
を
、「
聞
く
た
び
に
涙
こ
ぼ
れ
て
悲
し
き
は
人
待
つ
暮
の
荻
の
上
風
」（
長
景
集
・
藤
大
納

言
家
、
題
を
探
り
侍
り
し
に
・
待
恋
・
九
七
）
と
摂
取
し
て
い
る
。
○
見
し
世
の
秋
―
『
源
氏
物
語
』
の
「
月
影
は
見
し
世
の
秋
に
変



一
二
〇

は
ら
ぬ
を
隔
つ
る
霧
の
つ
ら
く
も
あ
る
か
な
」（
源
氏
物
語
・
賢
木
・
一
五
五
・
光
源
氏
）
が
早
い
。
こ
の
歌
を
宗
尊
は
「
月
だ
に
も

見
し
世
の
秋
に
か
は
れ
と
や
今
は
涙
の
か
き
暗
す
ら
ん
」（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
二
一
五
）
と
摂
取
し
て
い
る
。
○
未
不
落
居
候
―
本

集
に
於
け
る
為
家
の
評
詞
は
、
宗
尊
詠
を
批
判
す
る
趣
で
あ
る
の
で
、「
未
」
は
再
読
せ
ず
に
解
し
て
お
く
。

〔
補
説
〕　

為
家
の
「
未
不
落
居
候
」
の
批
判
は
、「
荻
の
葉
風
」
が
何
故
そ
れ
を
「
聞
く
た
び
に
見
し
世
の
秋
」
が
「
恋
し
」
く
な
る
の

か
の
根
拠
が
不
明
で
、
か
つ
下
句
の
「
荻
の
葉
風
や
昔
な
る
ら
む
」
の
措
辞
が
未
熟
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
向
け
ら
れ
た
か
。

参
考
歌
の
『
百
首
歌
合
建
長
八
年
』
は
、
他
の
事
例
か
ら
見
て
、
宗
尊
が
披
見
し
た
と
推
定
さ
れ
る
歌
合
で
あ
る
。
こ
れ
を
含
め
て
、

い
ず
れ
も
宗
尊
が
披
見
し
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
参
考
の
諸
歌
の
言
詞
に
負
っ
た
詠
作
で
あ
ろ
う
。
前
代
か
ら
当
代
ま
で
の
歌
に
倣

う
の
は
宗
尊
の
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。

（
荻
）

87　

い
つ
ま
で
か
老お

い
を
も
知し

ら
で
秋あ
き

の
夜
の
寝ね

覚さ

め
を
荻お
き

の
音を
と

に
か
こ
た
ん

〔
通
釈
〕（
荻
）

い
っ
た
い
い
つ
ま
で
自
分
の
老
い
も
悟
ら
な
い
で
、
秋
の
夜
の
寝
て
の
目
覚
め
を
、（
老
い
故
で
は
な
く
）
荻
の
音
の
せ
い
に
す
る

の
だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

い
つ
ま
で
か
長
き
夜
か
ら
と
か
こ
ち
け
ん
老
い
の
寝
覚
め
は
折
を
分
く
か
は
（
続
古
今
集
・
雑
下
・
一
八
一
四
・
後
鳥
羽
院
。

秋
風
集
・
雑
下
・
一
二
四
一
、
二
句
古
典
文
庫
本
同
上
、
新
編
国
歌
大
観
本
「
な
び
き
よ
か
ら
と
」）

心
し
て
い
た
く
な
鳴
き
そ
き
り
ぎ
り
す
か
ご
と
が
ま
し
き
老
い
の
寝
覚
め
に
（
続
後
撰
集
・
秋
中
・
三
八
三
・
後
鳥
羽
院
下



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
二
一

野
。
宝
治
百
首
・
秋
・
暁
虫
・
一
五
五
九
。
秋
風
抄
・
秋
・
六
九
。
現
存
六
帖
・
き
り
ぎ
り
す
・
三
三
九
）

秋
の
夜
は
ひ
と
り
寝
覚
め
の
と
こ
と
は
に
音
す
る
も
の
は
荻
の
上
風
（
六
条
院
宣
旨
集
・
秋
・
を
ぎ
・
四
二
）

〔
類
歌
〕　

荻
原
や
末
越
す
風
ぞ
か
こ
た
る
る
寝
覚
め（
マ
マ
）老

い
の
な
ら
ひ
な
り
け
り
（
和
漢
兼
作
集
・
秋
上
・
寝
覚
荻
・
五
五
六
・
師
継
）

〔
補
説
〕　

参
考
の
『
六
条
院
宣
旨
集
』
歌
に
つ
い
て
は
、
83
参
照
。

萩

88　

今い
ま

し
は
や
咲さ

き
に
け
ら
し
な
さ
牡を

鹿し
か

の
朝あ
さ

臥ふ

す
小を

野の

のゝ
秋
萩は
き

の
花は
な

初
五
文
字
不
甘
心
候
（
墨
滅
）

〔
通
釈
〕　

萩

今
早
く
も
、
咲
い
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
な
。
牡
鹿
が
朝
に
臥
し
て
寝
て
い
る
間
に
、
小
野
の
秋
萩
の
花
は
。

初
め
の
五
文
字
は
甘
心
せ
ず
候
ふ
。（
墨
滅
）

〔
参
考
〕　

今
し
は
や
鳥
も
鳴
く
な
り
東
路
の
こ
て
の
よ
び
さ
か
誰
か
越
ゆ
ら
ん
（
宝
治
百
首
・
雑
・
暁
鶏
・
三
二
二
一
・
真
観
）

秋
萩
の
花
咲
き
に
け
り
高
砂
の
尾
上
の
鹿
は
今
や
鳴
く
ら
む
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
一
七
・
敏
行
）

い
と
は
や
も
咲
き
に
ほ
ふ
ら
し
を
山
田
の
か
り
ほ
の
宿
の
秋
萩
の
花
（
万
代
集
・
秋
上
・
八
三
二
・
実
経
。
続
古
今
集
・
秋

上
・
三
二
五
）

さ
牡
鹿
の
朝
臥
す
小
野
の
秋
萩
を
折
れ
ぬ
ば
か
り
も
置
け
る
露
か
な
（
古
今
六
帖
・
第
二
・
し
か
・
九
四
七
・
作
者
不
記
）

さ
牡
鹿
の
朝
臥
す
小
野
の
秋
萩
を
折
る
と
は
な
し
に
折
り
や
し
つ
ら
む
（
雅
成
親
王
集
・
萩
・
一
八
）



一
二
二

〔
類
歌
〕　

今
よ
り
や
咲
き
に
ほ
ふ
ら
む
さ
牡
鹿
の
声
聞
く
小
野
の
秋
萩
の
花
（
新
千
載
集
・
秋
下
・
四
五
八
・
伏
見
院
）

〔
出
典
〕　

文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
。
→
２
。

〔
他
出
〕　

柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
秋
・
七
一
一
。

〔
語
釈
〕　

○
今
し
は
や
―
今
早
く
も
。「
し
」
は
強
意
の
助
詞
。
参
考
の
真
観
詠
に
学
ぶ
か
。
宗
尊
は
該
歌
と
同
じ
「
三
百
六
十
首
歌
」

（
夏
）
で
「
今
し
は
や
空
曇
り
あ
ひ
て
ふ
る
里
の
あ
し
も
休
め
ぬ
五
月
来
ぬ
ら
し
」（
柳
葉
集
・
六
九
一
）
と
も
詠
む
。
勅
撰
集
で
は
京

極
派
の
『
玉
葉
集
』
の
「
今
し
は
や
花
咲
き
ぬ
ら
し
初
瀬
山
朝
ゐ
る
雲
の
峰
に
か
を
れ
る
」（
春
上
・
一
三
五
・
実
兼
）
と
『
風
雅
集
』

の
「
今
し
は
や
待
た
る
る
月
ぞ
に
ほ
ふ
ら
し
群
雲
白
き
山
の
端
の
空
」（
秋
中
・
五
八
四
・
良
基
）
の
み
。
南
朝
の
『
新
葉
集
』
に
も

「
禊
ぎ
す
る
八
十
島
か
け
て
今
し
は
や
波
を
さ
ま
れ
る
時
は
見
え
け
り
」（
賀
・
一
四
二
三
・
後
村
上
院
）
が
あ
っ
て
、
他
に
も
南
朝
歌

人
に
作
例
が
散
見
す
る
。
○
さ
牡
鹿
の
朝
臥
す
―
鹿
が
寝
て
い
て
鳴
い
て
い
な
い
こ
と
を
言
う
。

〔
補
説
〕　

合
点
を
見
消
ち
（「
ヒ
」）
し
さ
ら
に
白
滅
。
評
詞
を
墨
滅
。
取
り
消
さ
れ
た
評
詞
は
「
初
め
の
五
文
字
（
初
句
）
は
快
く
は
思

わ
れ
な
く
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
っ
た
意
。
こ
の
初
句
へ
の
批
判
と
そ
の
取
り
消
し
は
、
耳
慣
れ
な
い
句
形
で
、
し
か
し
実
は
『
宝
治
百

首
』
に
作
例
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
結
果
を
反
映
か
。

薄

89　

色い
ろ

に
つ
く
人
の
心こ
ゝ
ろ

の
花は
な

薄す
ゝ
き

ほ
に
出い

で
ぬ
べ
き
言こ
と

の
葉
も
な
し

〔
通
釈
〕　

薄

花
の
色
な
ら
ぬ
色
恋
に
執
着
す
る
（
し
か
し
う
つ
ろ
い
や
す
い
）
人
の
心
の
花
な
の
で
、
そ
の
花
薄
の
穂
に
出
る
よ
う
に
、
表
に
出



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
二
三

て
し
ま
っ
て
よ
い
は
ず
の
言
葉
は
な
い
よ
。

〔
参
考
〕　

色
見
え
で
う
つ
ろ
ふ
も
の
は
世
の
中
の
人
の
心
の
花
に
ぞ
あ
り
け
る
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
九
七
・
小
町
）

人
目
守
る
我
か
は
あ
や
な
花
薄
な
ど
か
ほ
に
出
で
て
恋
ひ
ず
し
も
あ
ら
む
（
古
今
集
・
恋
一
・
五
四
九
・
読
人
不
知
）

色
に
つ
き
匂
ひ
に
め
づ
る
心
と
も
梅
が
枝
よ
り
や
移
り
そ
め
け
ん
（
俊
成
五
社
百
首
・
賀
茂
・
春
・
梅
・
一
〇
七
。
玉
葉
集
・

春
上
・
六
六
・
俊
成
）

さ
ら
ず
と
て
た
だ
に
は
過
ぎ
じ
花
薄
招
か
で
人
の
心
を
も
見
よ
（
新
勅
撰
集
・
秋
上
・
二
四
五
・
長
方
）

〔
類
歌
〕　

身
は
秋
に
埋
も
れ
果
て
て
花
薄
ほ
に
出
す
べ
き
言
の
葉
も
な
し
（
慕
風
愚
吟
集
・
玉
津
島
社
毎
月
法
楽
の
百
首
に
・
薄
・

八
七
）

〔
影
響
〕　

色
に
つ
く
人
の
心
の
花
も
ま
た
秋
は
千
ぐ
さ
に
移
る
野
辺
か
な
（
芳
雲
集
・
秋
・
草
花
・
一
八
九
六
）

〔
語
釈
〕　

○
色
―
「
花
」
の
色
合
い
。「
人
の
心
」
の
縁
で
色
恋
、
恋
愛
の
意
が
掛
か
る
。
○
人
の
心
の
花
薄
―
「
人
の
心
の
花
」
か
ら

「
花
」
を
重
ね
て
「
花
薄
」
へ
鎖
る
。
○
ほ
に
出
で
ぬ
―
「
花
薄
」
ま
で
が
有
意
の
序
で
、「
穂
に
出
で
ぬ
」
と
の
掛
詞
で
「
ほ
（
秀
）

に
出
で
ぬ
」（
は
っ
き
り
と
表
に
出
て
し
ま
う
）
が
起
き
る
。
○
言
の
葉
―
言
詞
の
意
。「
花
薄
」
の
縁
で
植
物
の
「
葉
」
が
響
く
。

〔
補
説
〕　

秋
の
「
薄
」
題
の
歌
な
が
ら
、
人
事
、
そ
れ
も
言
わ
ば
恋
に
つ
い
て
述
懐
し
た
趣
で
あ
り
、『
正
徹
物
語
』
が
言
う
「
宗
尊
親

王
は
四
季
の
歌
に
も
、
良
も
す
れ
ば
述
懐
を
詠
み
給
ひ
し
を
難
に
申
し
け
る
也
。
物
哀
れ
の
体
は
歌
人
の
必
定
す
る
所
也
。
此
の
体
は

好
み
て
詠
ま
ば
、
さ
こ
そ
あ
ら
ん
ず
れ
ど
も
、
生
得
の
口
つ
き
に
て
あ
る
也
」
と
い
う
評
に
通
じ
る
一
首
で
あ
る
。

三
〜
五
句
が
酷
似
す
る
類
歌
に
挙
げ
た
尭
孝
の
一
首
は
、
あ
る
い
は
該
歌
か
ら
影
響
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
か
。
影
響
に
挙
げ
た
武

者
小
路
実
陰
の
一
首
は
、
実
陰
が
宗
尊
詠
に
学
び
得
た
か
否
か
の
問
題
を
含
め
て
検
証
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。



一
二
四

葛

90　

報む
く

ひ
あ
る
身
を
か
へ
り
見
て
真ま

葛く
す

原は
ら

た
だゝ
前さ
き

の
世よ

に
秋
風か
せ

ぞ
吹ふ

く

是
体
心
、
信
実
朝
臣
詠
候
歟

〔
通
釈
〕　

葛

応
報
あ
る
こ
の
身
を
顧
み
て
、
葉
裏
が
返
り
見
え
る
真
葛
原
に
吹
く
秋
風
の
よ
う
に
、
た
だ
前
世
に
は
恨
め
し
い
秋
風
だ
け
が
吹
い

て
い
る
の
だ
（
と
思
う
）。

是
の
体
の
心
、
信
実
朝
臣
詠
じ
候
ふ
か
。

〔
参
考
〕　

も
の
を
の
み
さ
も
思
は
す
る
前
の
世
の
報
ひ
や
秋
の
夕
べ
な
る
ら
ん
（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
あ
き
の
晩
・
一
五
四
・
信
実
。
万

代
集
・
秋
上
・
九
五
三
。
秋
風
抄
・
序
）

う
け
難
き
身
の
報
ひ
さ
へ
忘
ら
れ
て
な
ほ
前
の
世
ぞ
悲
し
か
り
け
る
（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
一
一
八
〇
・
雅
成
親
王
。
秋
風

集
・
雑
中
・
一
二
二
三
・
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
。
→
１
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
葛
・
二
〇
九
。
拾
遺
風
体
集
・
雑
・
述
懐
・
四
四
八
。

〔
語
釈
〕　

○
葛
―
『
竹
風
抄
』
で
は
、
六
帖
題
（『
古
今
六
帖
』
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
拠
し
つ
つ
題
を
取
捨
し
た
『
新
撰
六
帖
』）
に
基
づ

い
た
五
百
首
歌
の
中
の
題
の
一
つ
で
、『
古
今
六
帖
』（
第
六
・
草
）
の
「
く
ず
」
に
当
た
る
。
○
か
え
り
見
て
―
「
顧
み
て
」
に
「
真

葛
原
」
の
縁
で
葛
の
葉
が
裏
返
っ
て
そ
れ
を
見
て
の
意
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　

為
家
の
評
詞
は
、「
こ
の
よ
う
な
風
体
の
趣
意
は
、
信
実
朝
臣
が
詠
じ
ま
し
た
か
。」
と
い
っ
た
意
味
で
、
参
考
に
挙
げ
た
信
実



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
二
五

の
「
も
の
を
の
み
」
歌
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
秋
風
の
吹
き
裏
返
す
葛
の
葉
の
恨
み
て
も
な
ほ
恨
め
し
き
か
な
」（
古
今
集
・
恋
五
・
八
二
三
・
貞
文
）
を
本
歌
に
し
た
歌
は
多

い
。「
真
葛
原
」
を
用
い
た
公
経
の
「
か
れ
果
て
て
言
の
葉
も
な
き
真
葛
原
な
に
を
う
ら
み
の
野
辺
の
秋
風
」（
続
後
撰
集
・
恋
五
・

一
〇
〇
二
）
も
そ
の
一
首
。
そ
の
後
に
宗
尊
は
、「
真
葛
原
う
ら
み
し
こ
ろ
の
秋
風
や
か
れ
が
れ
に
な
る
は
じ
め
な
り
け
ん
」（
宗
尊
親

王
三
百
首
・
恋
・
二
七
〇
）
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
恋
歌
だ
が
、「
秋
風
」
の
吹
く
「
真
葛
原
」
の
印
象
は
、
葛
の
葉
の
「
裏
見
」

の
掛
詞
の
「
恨
み
」
と
結
び
付
い
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。
該
歌
も
、
そ
の
印
象
に
従
っ
た
感
が
あ
ろ
う
か
。

虫

91　

つ
れ
も
な
き
人
を
頼た
の

ま
ぬ
虫む
し

の
音ね

も
暮く

る
るゝ
夜よ

毎こ
と

に
鳴な

き
ま
さ
る
な
り

〔
通
釈
〕　

虫

つ
れ
な
く
冷
淡
な
人
を
そ
も
そ
も
頼
み
と
す
る
こ
と
の
な
い
虫
、
そ
の
声
も
、
暮
れ
る
夜
の
た
び
毎
に
い
っ
そ
う
泣
く
よ
う
に
鳴
き

ま
さ
っ
て
聞
こ
え
る
。

〔
参
考
〕　

つ
れ
も
な
き
人
を
頼
ま
ば
い
か
が
せ
む
暮
る
る
夜
毎
の
荻
の
上
風
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
秋
・
一
五
八
・
顕
朝
）

さ
筵
に
人
を
ば
誰
と
頼
ま
ね
ど
暮
る
る
夜
毎
に
秋
風
ぞ
吹
く
（
内
裏
歌
合
建
保
二
年
・
秋
風
・
五
・
家
隆
。
壬
二
集
・
秋
・

二
四
一
一
）

虫
の
音
は
こ
の
秋
し
も
ぞ
鳴
き
ま
さ
る
別
れ
の
遠
く
な
る
心
ち
し
て
（
金
葉
集
正
保
版
二
十
一
代
集
拾
遺
・
雑
下
・
七
〇
六
・

藤
原
知
陰
。
後
葉
集
・
哀
傷
・
四
一
八
・
康
資
王
母
。
続
詞
花
集
・
哀
傷
・
三
九
八
・
同
上
。
今
鏡
・
ね
あ
は
せ
・
九
六
・



一
二
六

同
上
。
宝
物
集
・
第
三
冊
・
三
一
九
）

〔
影
響
〕　

つ
れ
も
な
き
人
を
や
あ
だ
に
頼
む
ら
ん
暮
る
る
夜
毎
の
ま
つ
虫
の
声
（
延
文
百
首
・
秋
・
虫
・
二
四
四
九
・
有
光
）

つ
れ
も
な
き
人
を
た
の
も
の
秋
風
も
身
に
寒
き
夜
と
鹿
ぞ
鳴
く
な
る
（
宗
良
親
王
千
首
・
秋
・
田
鹿
・
三
八
五
）

〔
語
釈
〕　

○
鳴
き
―
「
人
」「
頼
ま
ぬ
」
の
縁
で
「
泣
き
」
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　

参
考
歌
の
中
、
他
の
事
例
か
ら
も
、
宗
尊
は
『
百
首
歌
合
建
長
八
年
』
を
披
見
し
て
い
た
と
思
し
く
、
ま
た
家
隆
詠
に
目
を
向

け
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
。「
虫
の
音
」「
鳴
き
ま
さ
る
」
の
措
辞
の
原
拠
と
な
る
「
虫
の
音
は
」
歌
は
、
直
接
念
頭
に
置
い
た
も
の

で
は
な
く
、
当
然
の
知
識
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
。

影
響
歌
の
後
者
は
、
宗
尊
歌
の
摂
取
が
強
く
推
認
さ
れ
る
南
朝
の
宗
良
の
歌
で
あ
り
、
こ
れ
も
そ
の
一
首
と
見
て
お
く
。
前
者
に
つ

い
は
、
言
詞
の
一
致
と
趣
向
の
立
て
方
か
ら
、
宗
尊
の
歌
を
踏
ま
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
な
お
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

（
虫
）

92　

茂し
け

き
野の

と
荒あ

れ
に
し
里さ
と

の
秋あ
き

風か
せ

に
人
こ
そ
見
え
ね
松ま
つ

虫む
し

の
声こ
ゑ

〔
通
釈
〕（
虫
）

草
深
く
生
い
茂
る
野
と
な
っ
て
荒
れ
て
し
ま
っ
た
里
に
吹
く
秋
風
の
中
で
、
飽
き
た
人
は
訪
れ
ず
そ
の
姿
は
見
え
な
い
け
れ
ど
、
人

を
待
つ
よ
う
に
松
虫
の
声
が
す
る
。

〔
参
考
〕　

茂
き
野
と
荒
れ
は
て
に
け
る
宿
な
れ
や
籬
の
暮
に
鶉
鳴
く
な
り
（
六
百
番
歌
合
・
秋
・
鶉
・
三
四
八
・
寂
蓮
）



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
二
七

君
が
植
ゑ
し
一
群
薄
虫
の
音
の
茂
き
野
辺
と
も
な
り
に
け
る
か
な
（
古
今
集
・
哀
傷
・
八
五
三
・
御
春
有
助
）

秋
の
野
に
来
宿
る
人
も
お
も
ほ
え
ず
誰
を
松
虫
こ
こ
ら
鳴
く
ら
ん
（
後
撰
集
・
秋
上
・
二
六
〇
・
貫
之
）

人
問
は
ぬ
浅
茅
が
原
の
秋
風
に
心
長
く
も
松
虫
の
鳴
く
（
続
後
撰
集
・
秋
中
・
三
八
二
・
土
御
門
院
。
土
御
門
院
御
集
・

一
二
九
。
秋
風
集
・
秋
上
・
二
九
二
）

〔
語
釈
〕　

○
茂
き
野
と
荒
れ
に
し
里
―
参
考
の
寂
蓮
詠
も
、
そ
れ
と
同
じ
『
六
百
番
歌
合
』（
夏
・
夏
草
・
一
九
八
）
の
家
隆
詠
「
茂
き

野
と
夏
も
な
り
ゆ
く
深
草
の
里
は
鶉
の
鳴
か
ぬ
ば
か
り
ぞ
」
も
、「
年
を
経
て
住
み
こ
し
里
を
出
で
て
い
な
ば
い
と
ど
深
草
野
と
や
な

り
な
む
」「
野
と
な
ら
ば
鶉
と
な
り
て
鳴
き
を
ら
む
か
り
に
だ
に
や
は
君
か
来
ざ
ら
む
」（
伊
勢
物
語
・
百
二
十
三
段
・
二
〇
六
・
男
、

二
〇
七
・
女
。
古
今
集
・
雑
下
・
九
七
一
・
業
平
、
九
七
二
・
読
人
不
知
・
三
句
「
鶉
と
鳴
き
て
年
は
経
む
」）
に
基
づ
く
俊
成
の

「
夕
さ
れ
ば
野
辺
の
秋
風
身
に
し
み
て
鶉
鳴
く
な
り
深
草
の
里
」（
千
載
集
・
秋
上
・
二
五
九
）
の
歌
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
こ
こ
も
、

そ
の
山
城
国
の
歌
枕
「
深
草
の
里
」
が
想
起
さ
れ
る
。
○
秋
風
―
「
荒
れ
に
し
里
」「
人
こ
そ
見
え
ね
」「
待
つ
（
松
）」
の
縁
で
「
秋
」

に
「
飽
き
」
が
掛
か
る
。
○
松
虫
―
「
荒
れ
に
し
里
」「
飽
き
（
秋
）」「
人
こ
そ
見
え
ね
」
の
縁
で
「
松
」
に
「
待
つ
」
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　

参
考
の
土
御
門
院
歌
に
先
行
し
て
、「
人
問
は
ぬ
真
葛
が
原
の
秋
風
に
恨
み
て
明
か
す
松
虫
の
声
」（
御
室
五
十
首
・
秋
・

四
七
八
・
有
家
）
が
あ
る
。

鶉

93　

秋
深ふ
か

き
磐い
は

余れ

の
野ゝ
辺へ

の
小こ

萩は
き

原は
ら

う
つ
ろ
ふ
露つ
ゆ

に
鶉う
つ
ら

鳴な

く
な
り

〔
通
釈
〕　

鶉



一
二
八

秋
が
深
い
磐
余
の
野
辺
の
小
萩
原
は
、（
そ
れ
に
よ
っ
て
萩
の
下
葉
が
）
色
づ
く
露
に
、
鶉
が
鳴
く
の
が
聞
こ
え
る
。

〔
本
歌
〕　

鶉
鳴
く
磐
余
の
野
辺
の
秋
萩
を
思
ふ
人
と
も
見
つ
る
今
日
か
な
（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
・
秋
興
・
丹
比
国
人
）

秋
風
に
下
葉
や
寒
く
なち

り
ぬ
ら
ん
小
萩
が
原
に
鶉
鳴
く
な
り
（
後
拾
遺
集
・
秋
上
・
三
〇
三
・
藤
原
通
宗
）

〔
参
考
〕　

ひ
る
と
の
み
い
は
れ
の
野
辺
の
月
影
は
露
ば
か
り
こ
そ
よ
る
と
見
え
け
れ
（
金
葉
集
橋
本
公
夏
筆
本
拾
遺
・
秋
・
五
二
・
源
定

信
）

我
が
恋
は
雪
降
り
埋
む
小
萩
原
う
つ
ろ
ふ
露
を
恨
み
し
も
の
を
（
仙
洞
影
供
歌
合
建
仁
二
年
五
月
・
遇
不
逢
恋
・
五
八
・
定
家
）

朝
な
朝
な
散
り
ゆ
く
萩
の
下
紅
葉
う
つ
ろ
ふ
露
も
秋
や
た
け
ぬ
る
（
拾
遺
愚
草
員
外
・〔
建
保
六
年
春
韻
字
四
季
歌
〕・
秋
・
鶏

犬
声
稀
隣
里
静
、
遥
村
人
定
漏
万
闌
・
六
五
〇
）

〔
他
出
〕　

夫
木
抄
・
秋
五
・
鶉
・
六
帖
題
御
歌
、
鶉
・
五
六
六
一
。

〔
語
釈
〕　

○
磐
余
―
大
和
国
の
歌
枕
。
磯
城
郡
か
ら
高
市
郡
に
か
け
て
、
現
奈
良
県
桜
井
市
と
橿
原
市
の
辺
り
の
地
で
、
香
具
山
の
北
東

に
位
置
。
○
鶉
―
『
夫
木
抄
』
の
集
付
に
よ
れ
ば
、
90
と
同
様
に
、
六
帖
題
（『
古
今
六
帖
』
あ
る
い
は
『
新
撰
六
帖
』）
の
一
つ
で
、

『
古
今
六
帖
』（
第
二
・
野
）
の
「
う
づ
ら
」
に
当
た
る
。

百
首
の
歌
の
中な
か

に

94　

あ
は
れ
我わ

が
涙な
み
た

の
外ほ
か

の
秋あ
き

な
ら
ば
置を

き
け
る
露つ
ゆ

や
袖そ
て

に
知し

ら
ま
し

〔
通
釈
〕　

百
首
の
歌
の
中
で

あ
あ
、
私
の
袖
に
流
す
涙
と
は
無
関
係
の
秋
で
も
し
あ
る
な
ら
ば
、
置
い
た
秋
の
露
が
そ
れ
だ
と
袖
に
分
か
ろ
う
も
の
を
。



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
二
九

〔
参
考
〕　

あ
は
れ
我
が
多
く
の
春
の
花
を
見
て
染
め
置
く
心
誰
に
伝
へ
む
（
新
勅
撰
集
・
春
下
・
九
九
・
西
行
）

荻
の
葉
に
風
の
音
せ
ぬ
秋
も
あ
ら
ば
涙
の
外
に
月
は
見
て
ま
し
（
新
勅
撰
集
・
秋
上
・
二
二
三
・
覚
助
。
三
十
六
人
歌
合
元

暦
・
七
。
新
三
十
六
人
撰
正
元
二
年
・
六
三
、四
句
「
涙
の
外
の
」。
新
時
代
不
同
歌
合
・
二
八
七
）

柴
の
戸
に
雨
と
時
雨
る
る
木
の
葉
か
な
涙
の
外
に
袖
は
濡
れ
ね
ど
（
続
古
今
集
・
冬
・
建
長
五
年
十
月
三
首
歌
に
、
山
家
落

葉
・
五
五
六
・
為
教
）

初
秋
の
夕
べ
知
ら
す
る
白
露
は
昨
日
の
袖
の
涙
な
り
け
り
（
土
御
門
院
御
集
・
二
八
七
）

〔
類
歌
〕　

涙
に
は
さ
ら
で
も
濡
る
る
我
が
袖
を
知
ら
で
や
秋
の
露
は
置
く
ら
ん
（
三
十
六
人
大
歌
合
弘
長
二
年
・
一
五
三
・
能
清
）

〔
語
釈
〕　

○
百
首
の
歌
―
未
詳
。
本
集
に
は
他
に
「
百
首
歌
」
と
併
せ
て
、
同
様
の
詞
書
は
55
、
78
、
128
、
143
、
156
、
162
、
176
、
191
に
見

え
る
。
○
あ
は
れ
我
が
―
初
句
に
置
く
の
は
参
考
の
『
新
勅
撰
集
』
の
西
行
歌
が
勅
撰
集
の
初
出
。
早
く
は
、
大
中
臣
輔
親
の
「
あ
は

れ
我
が
昔
な
が
ら
の
今
日
な
ら
ば
心
の
程
に
返
し
ま
し
や
は
」（
兼
澄
集
・
八
一
）
や
和
泉
式
部
の
「
あ
は
れ
我
が
心
に
か
な
ふ
身
な

り
せ
ば
二
つ
三
つ
ま
で
な
は
も
見
て
ま
し
」（
和
泉
式
部
続
集
・
二
〇
九
）
が
あ
り
、
初
句
に
置
く
以
外
の
勅
撰
集
の
初
例
は
『
後
拾

遺
集
』
の
「
な
が
む
れ
ば
月
傾
き
ぬ
あ
は
れ
我
が
こ
の
よ
の
程
も
か
ば
か
り
ぞ
か
し
」（
雑
一
・
八
六
六
・
深
覚
）。

〔
補
説
〕　
「
草
葉
に
は
玉
と
見
え
つ
つ
侘
び
人
の
袖
の
涙
の
秋
の
白
露
」（
新
古
今
集
・
秋
下
・
四
六
一
・
道
真
）
等
に
象
徴
さ
れ
る
、

「
秋
」
の
「
袖
」
に
置
く
「
涙
」
と
「
露
」
の
見
紛
い
の
通
念
・
類
型
を
踏
ま
え
る
。

参
考
の
土
御
門
院
の
歌
に
負
っ
て
か
、
宗
尊
は
『
宗
尊
親
王
三
百
首
』
で
「
涙
に
は
秋
の
夕
べ
は
告
げ
な
く
に
あ
は
れ
知
ら
す
る
袖

の
露
か
な
」（
秋
・
一
一
三
）
と
詠
ん
で
い
る
。

「
涙
の
外
」
は
宗
尊
好
尚
の
詞
で
、
次
の
作
例
が
あ
り
、
宗
尊
詠
の
述
懐
性
を
示
し
て
い
る
。

空
も
憂
き
時
や
知
る
ら
む
神
無
月
涙
の
外
の
ま
た
時
雨
れ
つ
つ
（
柳
葉
集
・
巻
一
・
弘
長
元
年
五
月
百
首
歌
・
冬
・
四
〇
）



一
三
〇

今
日
は
ま
た
涙
の
外
に
菖
蒲
草
長
き
ね
を
さ
へ
袖
に
か
け
つ
つ
（
柳
葉
集
・
巻
二
・
弘
長
二
年
十
二
月
百
首
歌
・
昌
蒲
・

三
一
四
）

な
ほ
ざ
り
の
秋
の
空
行
く
月
だ
に
も
涙
の
外
の
影
を
や
見
み
し
（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
二
一
八
）

返
し
て
も
涙
の
外
の
玉
は
見
ず
夜
半
の
衣
の
う
ら
め
し
の
身
や
（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
二
八
二
。
竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十

月
五
百
首
歌
・
玉
・
一
六
八
、五
句
「
う
ら
め
し
の
よ
や
」）

春
の
月
涙
の
外
に
見
る
人
や
霞
め
る
影
の
あ
は
れ
知
る
ら
ん
（
竹
風
抄
・
巻
三
・
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
・
春
月
・

五
〇
〇
）

冬
来
ぬ
と
涙
の
外
も
時
雨
る
な
り
い
か
が
は
す
べ
き
墨
染
の
袖
（
竹
風
抄
・
巻
五
・〔
文
永
九
年
十
一
月
頃
百
番
自
歌
合
〕・
初

冬
・
九
五
八
）

類
歌
の
作
者
、
一
条
能
清
は
将
軍
宗
尊
幕
下
の
関
東
祗
候
の
廷
臣
歌
人
。

文
永
三
年
秋
の
頃こ
ろ

、
初は
つ

雁か
り

を
聞き

き
て
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我わ
れ

も
さ
ぞ
世よ

を
あ
き
風か
せ

に
浮う

か
れ
来き

て
都み
や
こ

に
侘わ

ぶ
る
初は
つ

雁か
り

の
声こ
ゑ

〔
本
文
〕　

○
聞
き
て
―
底
本
「
き
□
□
」（「
き
」
の
下
「
ゝ
て
」
と
思
し
い
が
不
分
明
）
を
、
書
陵
部
本
の
「
き
ゝ
て
」
を
参
照
し
、

「
聞
き
て
」
と
す
る
。

〔
通
釈
〕　

文
永
三
年
の
秋
の
頃
、
初
雁
を
聞
い
て

私
も
そ
う
だ
。
世
の
中
を
飽
き
、
秋
風
に
（
北
国
を
）
浮
か
れ
出
て
来
て
、
都
に
心
細
く
過
ご
す
初
雁
の
鳴
き
声
よ
。（
私
は
東
国



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
三
一

を
憂
か
れ
出
て
来
て
都
で
侘
び
て
い
る
）。

〔
参
考
〕　

都
人
い
か
に
と
問
は
ば
山
高
み
晴
れ
ぬ
雲
居
に
侘
ぶ
と
答
へ
よ
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
三
七
・
小
野
貞
樹
）

初
雁
の
は
つ
か
に
聞
き
し
言
つ
て
も
雲
路
に
絶
え
て
侘
ぶ
る
頃
か
な
（
新
古
今
集
・
恋
五
・
一
四
一
八
・
源
高
明
）

〔
類
歌
〕　

今
さ
ら
に
立
ち
帰
る
べ
き
く
ま
ぞ
な
き
世
を
あ
き
霧
と
身
は
浮
か
れ
て
も
（
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
・
新
日
吉
社
・
霧
・

三
五
三
）

我
が
ご
と
や
世
を
あ
き
果
て
て
奥
山
に
妻
恋
ひ
侘
ぶ
る
さ
牡
鹿
の
声
（
風
葉
集
・
雑
一
・
一
二
三
三
・
ま
よ
ふ
琴
の
ね
の
中
納

言
）

〔
語
釈
〕　

○
文
永
三
年
の
秋
の
頃
―
宗
尊
二
十
五
歳
の
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
の
秋
七
月
に
将
軍
職
か
ら
失
脚
し
、
同
月
八
日
に
鎌
倉

を
離
れ
て
二
十
日
に
入
京
し
た
、
そ
の
秋
の
頃
、
と
い
う
こ
と
。
○
世
を
あ
き
風
に
―
「
世
を
飽
き
」
か
ら
「
あ
き
」
を
掛
詞
に
「
秋

風
に
」
へ
鎖
る
。
古
く
「
う
ち
し
く
に
物
を
思
ふ
か
女
郎
花
世
を
あ
き
風
の
心
憂
け
れ
ば
」（
新
撰
万
葉
集
・
下
・
五
四
六
・
作
者
不

記
）
の
例
が
あ
る
。「
か
り
に
く
る
人
に
と
こ
よ
を
見
せ
け
れ
ば
世
を
あ
き
風
に
思
ひ
な
る
か
な
」（
続
詞
花
集
・
恋
下
・
六
三
七
・
匡

衡
）
の
例
も
あ
る
。
○
浮
か
れ
来
て
―
「
く
た
か
け
は
い
づ
れ
の
里
を
浮
か
れ
来
て
ま
だ
夜
深
き
に
八
声
鳴
く
ら
ん
」（
正
治
初
度
百

首
・
鳥
・
七
九
五
・
忠
良
）
や
「
浮
か
れ
来
て
さ
こ
そ
は
昼
と
迷
ふ
ら
め
明
く
る
も
知
ら
ぬ
月
の
夜
烏
」（
現
存
六
帖
・
か
ら
す
・

八
五
三
・
実
氏
か
）
等
に
学
ぶ
か
。

〔
補
説
〕　

既
に
関
東
に
地
歩
を
得
て
足
か
け
十
五
年
を
過
ご
し
て
鎌
倉
を
「
故
郷
」
と
も
言
い
な
し
て
い
た
宗
尊
の
、
謀
反
の
嫌
疑
を
掛

け
ら
れ
て
鎌
倉
か
ら
京
都
へ
送
還
さ
れ
、
し
か
し
そ
の
京
都
で
も
六
波
羅
の
北
条
時
茂
邸
で
幕
府
方
の
監
視
下
に
置
か
れ
て
い
た
境
遇

に
対
す
る
述
懐
で
あ
ろ
う
。
秋
の
「
初
雁
」
が
「
都
」
に
「
侘
ぶ
」
と
い
う
趣
向
に
は
、「
故
郷
の
花
の
都
に
住
み
侘
び
て
八
雲
立
つ

て
ふ
出
雲
へ
ぞ
行
く
」（
後
拾
遺
集
・
別
・
四
九
六
・
大
江
正
言
）
や
「
春
霞
立
つ
を
見
捨
て
て
行
く
雁
は
花
な
き
里
に
住
み
や
な
ら



一
三
二

へ
る
」（
古
今
集
・
春
上
・
三
一
・
伊
勢
）
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

初
雁
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秋あ
き

霧ゝ
り

の
う
へ
か
た
山
の
峰み
ね

越こ

え
て
霞か
す

み
て
去い

に
し
雁か
り

ぞ
来き

に
け
る

〔
通
釈
〕　

初
雁

秋
霧
の
上
、
宇
敝
可
多
山
の
峰
を
越
え
て
、
春
に
は
霞
み
が
か
っ
て
去
っ
て
行
っ
た
雁
が
や
っ
て
来
た
の
だ
っ
た
。

〔
本
歌
〕　

春
霞
霞
み
て
去
に
し
雁
が
ね
は
今
ぞ
鳴
く
な
る
秋
霧
の
上
に
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
一
〇
・
読
人
不
知
）

竹た
か

敷し
き

の
宇う

敝へ

可か

多た

山
は
紅
の
八
入
の
色
に
な
り
け
る
か
も
（
万
葉
集
・
巻
十
五
・
三
七
〇
三
・
大
蔵
忌
寸
麿
）

〔
参
考
〕　

峰
越
え
て
今
ぞ
鳴
く
な
る
初
雁
の
初
瀬
の
山
の
秋
霧
の
空
（
土
御
門
院
百
首
・
秋
・
初
雁
・
四
四
）

峰
越
え
て
秋
来
し
道
や
迷
ふ
ん
霞
の
北
に
雁
も
鳴
く
な
り
（
土
御
門
院
御
集
・
詠
五
十
首
和
歌
・
春
・
雁
返
炉
峰
頂
北
霞
・

一
三
三
）

〔
語
釈
〕　

○
秋
霧
の
う
へ
か
た
山
の
―
本
歌
の
『
古
今
集
』
歌
の
「
秋
霧
の
上
」
と
『
万
葉
集
』
歌
の
「
う
へ
か
た
山
」
を
取
り
、「
秋

霧
の
上
」
か
ら
「
宇
敝
可
多
山
の
」
へ
鎖
る
。「
宇
敝
可
多
山
」
は
、
対
馬
の
「
竹
敷
」（
現
長
崎
県
対
馬
市
美
津
島
町
。
対
馬
の
中
央

部
，
浅あ
そ
う茅
湾
南
東
岸
の
入
り
組
ん
だ
所
）
の
海
岸
線
に
近
い
丘
を
言
っ
た
と
い
う
。

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
本
歌
の
万
葉
歌
を
、「
弘
長
元
年
五
月
百
首
歌
」
で
も
「
竹
敷
の
う
へ
か
た
山
や
時
雨
る
ら
む
う
ら
ま
の
紅
葉
色
ま
さ

り
ゆ
く
」（
柳
葉
集
・
巻
一
・
秋
・
一
〇
七
）
と
、
本
歌
に
取
っ
て
詠
じ
て
い
る
。
こ
の
「
う
ら
ま
の
紅
葉
」
は
、
同
じ
『
万
葉
』
の

一
首
前
の
歌
「
竹
敷
の
浦
ま
の
紅
葉
我
行
き
て
帰
り
来
る
ま
で
散
り
こ
す
な
ゆ
め
」（
巻
十
五
・
三
七
〇
二
・
壬
生
使
主
宇
太
麿
）
か



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
三
三

ら
取
る
。秋

夕
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な
が
め
て
も
身
を
ば
か
く
や
は
愁う
れ

へ
来こ

し
あ
は
れ
昔む
か
し

の
秋
の
夕ゆ
ふ

暮く
れ

〔
通
釈
〕　

秋
の
夕
べ

物
思
い
に
眺
め
て
も
、
我
が
身
を
こ
の
よ
う
に
愁
え
て
来
た
か
。
い
や
、
来
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
あ
あ
昔
の
秋
の
夕
暮
よ
。

〔
参
考
〕　

な
が
め
て
も
あ
は
れ
と
思
へ
お
ほ
か
た
の
空
だ
に
悲
し
秋
の
夕
暮
（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
三
一
八
・
長
明
）

あ
る
じ
な
き
す
み
か
に
残
る
桜
花
あ
は
れ
昔
の
春
や
恋
し
き
（
続
古
今
集
・
哀
傷
・
花
山
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
、
僧
正
遍
昭

が
室
の
跡
の
桜
の
散
り
け
る
を
見
て
・
一
四
一
〇
・
国
基
。
万
代
集
・
雑
一
・
二
七
八
五
。
国
基
集
・
七
三
。
新
時
代
不
同

歌
合
・
二
一
八
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
。
→
７
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
三
・
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
・
秋
夕
・
五
二
五
。

〔
補
説
〕　

文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
七
月
の
将
軍
失
脚
・
西
上
帰
洛
直
後
の
八
月
の
定
数
歌
の
一
首
。
下
句
に
往
昔
を
し
み
じ
み
と
偲
ぶ

懐
旧
の
情
が
表
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
失
脚
後
の
宗
尊
の
詠
作
に
通
底
す
る
傾
き
で
あ
る
。

六
帖
の
題
の
歌う
た

に
、
秋
雨
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暮く

る
るゝ
夜よ

の
月
の
た
め
と
や
急い
そ

ぐ
ら
ん
浮う
き

雲く
も

早は
や

き
秋
の
村む
ら

雨さ
め



一
三
四

〔
通
釈
〕　

六
帖
の
題
の
歌
に
、
秋
の
雨

暮
れ
る
夜
に
出
る
月
の
為
だ
と
急
ぐ
の
だ
ろ
う
か
。
降
ら
せ
る
浮
雲
の
流
れ
が
早
い
、
秋
の
村
雨
よ
。

〔
参
考
〕　

光
添
ふ
月
の
た
め
と
や
暮
る
る
よ
り
比
良
山
颪
う
み
に
吹
く
ら
ん
（
宝
治
百
首
・
秋
・
湖
月
・
一
六
三
四
・
承
明
門
院
小
宰

相
。
秋
風
抄
・
秋
・
七
九
。
秋
風
集
・
秋
上
・
三
二
八
）

〔
影
響
〕　

に
は
か
に
も
風
の
涼
し
く
吹
き
立
て
て
浮
雲
早
き
夕
立
の
空
（
嘉
元
百
首
・
夏
・
夕
立
・
一
七
二
四
・
為
信
）

出
で
ぬ
よ
り
月
の
た
め
な
る
空
な
れ
や
浮
雲
澄
め
る
秋
の
夕
暮
（
伏
見
院
御
集
・
秋
歌
中
に
・
九
四
三
）

〔
語
釈
〕　

○
六
帖
の
題
の
歌
―
『
古
今
六
帖
』
も
し
く
は
『
新
撰
六
帖
』
の
題
に
基
づ
く
詠
作
。
他
に
、
26
、
45
、
62
、
80
、
166
、
190
、

193
、
257
が
同
機
会
詠
か
。「
弘
長
文
永
の
は
じ
め
、
九
月
六
日
六
帖
の
題
あ
ま
ね
く
関
東
の
好
士
に
下
さ
れ
て
十
三
夜
の
御
会
に
詠
進

す
べ
き
よ
し
仰
せ
下
さ
る
る
時
、
僅
か
に
八
ケ
日
の
間
、
六
帖
一
部
の
題
五
百
廿
余
首
を
奉
る
事
、
寂
恵
が
ほ
か
公
朝
法
印
、
円
勇
一

両
人
に
過
ぎ
ず
」（
寂
恵
法
師
文
）
と
伝
え
る
よ
う
に
、
鎌
倉
で
六
帖
題
歌
会
を
催
し
、
ま
た
後
藤
基
政
に
『
東
撰
六
帖
』
を
撰
ば
せ

た
と
思
し
い
宗
尊
の
、
六
帖
題
歌
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
示
す
と
見
て
よ
く
、
そ
れ
は
大
量
の
定
数
歌
を
立
て
続
け
に
詠
じ
て
和
歌

に
習
熟
し
和
歌
に
耽
溺
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
の
顕
れ
な
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
「
弘
長
文
永
の
は
じ
め
」
の
「
九
月
十
三

夜
」
の
「
六
帖
題
」
歌
会
（
寂
恵
法
師
文
）
の
催
行
時
期
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
。
参
加
者
公
朝
の
出
詠
歌
に
、

「
六
帖
題
、
さ
は
／
今
年
は
や
四
十
も
過
ぎ
ぬ
蒲
を
切
る
沢
辺
の
水
に
袖
濡
ら
し
つ
つ
」（
夫
木
抄
・
雑
八
・
沢
・
一
二
三
九
四
）
が
あ

る
。
こ
の
「
今
年
は
や
四
十
も
過
ぎ
ぬ
」
に
つ
け
ば
、
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
生
ま
れ
の
公
朝
の
四
十
歳
は
、
文
永
二
年

（
一
二
六
五
）
な
の
で
、
早
く
と
も
同
年
か
そ
の
翌
年
の
詠
作
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
同
じ
く
公
朝
の
出
詠
歌
「
六
帖
題
、

庭
／
秋
の
野
に
庭
を
ば
造
れ
今
も
か
も
布
留
の
滝
見
る
君
も
こ
そ
来
れ
」（
夫
木
抄
・
雑
八
・
滝
・
ふ
る
の
滝
、
大
和
・
一
二
三
七
二
）

は
、『
新
撰
六
帖
』
の
「
宿
し
め
て
か
ひ
こ
そ
な
け
れ
苔
の
上
の
庭
造
り
せ
ぬ
山
の
岩
か
ど
」（
第
二
・
に
は
・
八
一
九
・
信
実
）
に
学
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一
三
五

び
つ
つ
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
七
月
七
日
の
『
白
河
殿
七
百
首
』
の
「
今
も
ま
た
行
き
て
も
見
ば
や
石
の
上
布
留
の
滝
つ
瀬
跡
を

尋
ね
て
」（
雑
・
名
所
滝
・
六
二
〇
・
後
嵯
峨
院
。
続
拾
遺
集
・
雑
上
・
一
〇
九
八
）
に
も
触
発
さ
れ
た
一
首
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
右
の
推
定
と
矛
盾
し
な
い
。
従
っ
て
、
宗
尊
の
下
命
し
た
「
九
月
十
三
夜
六
帖
題
歌
会
」（
仮
称
）
の
催
行
時
期
は
、
文
永

二
年
（
一
二
六
五
）
〜
三
年
（
一
二
六
六
）
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
拙
稿
「
僧
正
公
朝
の
和
歌
注
釈
稿
（
四
）」（『
鶴
見

日
本
文
学
』
二
二
、
平
三
〇
・
三
）
参
照
。
○
秋
雨
―
『
新
撰
六
帖
』
の
第
一
の
「
秋
雨
」。『
古
今
六
帖
』
に
は
見
え
な
い
題
。
○
月

の
た
め
―
西
行
の
「
月
の
た
め
心
や
す
き
は
雲
な
れ
や
憂
き
世
に
澄
め
る
影
を
隠
せ
ば
」（
西
行
法
師
家
集
・
秋
・
月
・
一
八
九
）
が

早
い
。
宗
尊
は
こ
れ
に
も
学
ぶ
か
。

〔
補
説
〕　

気
象
の
動
態
を
叙
し
て
い
る
点
で
、
京
極
派
に
通
う
。
用
詞
の
点
で
も
、
伏
見
院
へ
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
京
極
派
の

宗
尊
詠
を
重
視
す
る
姿
勢
の
反
映
か
。

直
接
に
は
参
考
歌
に
拠
っ
た
詠
作
だ
ろ
う
が
、
あ
る
い
は
西
行
の
「
浮
雲
の
月
の
お
も
て
に
か
か
れ
ど
も
早
く
過
ぐ
る
は
嬉
し
か
り

け
り
」（
山
家
集
・
秋
・
月
歌
あ
ま
た
よ
み
け
る
に
・
三
七
一
）
や
「
な
か
な
か
に
一
村
雨
に
浮
雲
は
月
の
光
を
磨
く
な
り
け
り
」（
正

治
後
度
百
首
・
月
・
八
三
二
・
宮
内
卿
）
等
に
も
刺
激
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

稲
妻

99　

稲い
な

妻つ
ま

の
光ひ
か
り

ば
か
り
に
雲く
も

見
え
て
夕ゆ
ふ

闇や
み

暗く
ら

き
遠を
ち

の
山や
ま

の
端は

〔
通
釈
〕　

稲
妻



一
三
六

稲
妻
が
光
る
そ
の
一
瞬
の
光
だ
け
に
雲
は
見
え
て
、
夕
闇
が
暗
く
沈
む
遠
く
の
山
の
端
よ
。

〔
参
考
〕　

稲
妻
の
光
に
見
ゆ
る
山
の
端
に
程
な
く
通
ふ
我
が
心
か
な
（
公
衡
集
・
勒
一
句
詠
百
首
和
歌
・
秋
・
一
七
六
。
玄
玉
集
・
天
地

下
・
二
三
一
・
公
衡
）

稲
妻
の
光
に
の
み
や
慰
め
む
田
中
の
里
の
夕
闇
の
空
（
六
百
番
歌
合
・
秋
・
稲
妻
・
三
二
七
・
顕
昭
）

山
の
端
に
残
れ
る
雲
の
絶
え
間
よ
り
鳥
羽
田
の
面
に
通
ふ
稲
妻
（
六
百
番
歌
合
・
秋
・
稲
妻
・
三
三
〇
・
慈
円
）

山
里
の
門
田
に
通
ふ
稲
妻
に
し
ば
し
慰
む
夕
闇
の
空
（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
六
四
八
・
慈
円
）

頼
み
つ
る
月
の
し
る
べ
は
程
更
け
て
夕
闇
暗
き
山
陰
の
道
（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
ゆ
ふ
や
み
・
三
三
二
・
為
家
）

こ
の
里
は
雲
間
も
見
え
ぬ
夕
立
に
日
影
い
ざ
よ
ふ
遠
の
山
の
端
（
宝
治
百
首
・
夏
・
夕
立
・
一
一
三
〇
・
実
雄
）

〔
類
歌
〕　

夕
闇
に
見
え
ぬ
雲
間
も
あ
ら
は
れ
て
時
時
照
ら
す
宵
の
稲
妻
（
風
雅
集
・
秋
中
・
五
七
五
・
為
家
）

星
清
き
夕
闇
な
が
ら
稲
妻
の
光
に
見
れ
ば
群
雲
の
空
（
草
根
集
・
秋
・
稲
妻
・
三
四
六
五
）

夕
闇
の
山
の
端
暗
き
村
雲
の
絶
え
間
を
見
す
る
稲
妻
の
影
（
通
勝
集
・
冬
夜
詠
百
首
和
歌
一
夜
百
首
・
秋
・
稲
妻
・
三
八
）

〔
補
説
〕　

光
の
明
滅
や
明
暗
の
叙
景
で
、
京
極
派
の
好
み
に
通
う
。

宗
尊
は
、
参
考
の
『
宝
治
百
首
』
の
実
雄
詠
に
負
っ
て
か
、
後
に
「
雲
間
よ
り
日
影
涼
し
く
う
つ
ろ
ひ
て
夕
立
晴
る
る
遠
の
山
の

端
」（
竹
風
抄
・
巻
五
・〔
文
永
八
年
七
月
内
裏
千
五
百
番
歌
合
百
首
歌
〕・
夏
・
八
六
三
）
と
も
詠
む
。

類
歌
の
中
院
通
勝
の
一
首
は
、
該
歌
に
近
似
す
る
。
あ
る
い
は
該
歌
か
ら
の
影
響
下
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
さ
ら
に
検
証
を

加
え
て
、
改
め
て
定
位
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。
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江
秋
夕
と
い
ふ
こ
と
を

100　

蘆あ
し

そ
よ
ぐ
入い
り

江
の
秋あ
き

の
夕
暮く
れ

に
月
待ま

つ
舟ふ
ね

や
あ
は
れ
知し

る
ら
ん

〔
通
釈
〕　

江
の
秋
の
夕
べ
と
い
う
こ
と
を

蘆
が
そ
よ
ぐ
入
江
の
秋
の
夕
暮
に
、
月
を
待
つ
舟
は
、
そ
の
し
み
じ
み
と
し
た
情
趣
を
分
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

蘆
そ
よ
ぐ
潮
風
寒
み
片
岸
の
入
江
に
伝
ふ
あ
ぢ
の
群
鳥
（
久
安
百
首
・
冬
・
一
〇
五
六
・
待
賢
門
院
堀
川
。
堀
河
集
・
六
七
、
三

句
「
か
た
し
き
の
」。
万
代
集
・
冬
・
一
四
四
七
、三
句
「
か
た
そ
ぎ
の
」）

年
深
き
入
江
の
秋
の
月
見
て
も
別
れ
を
知
ら
ぬ
人
や
悲
し
き
（
六
百
番
歌
合
・
恋
下
・
寄
商
人
恋
・
一
一
九
九
・
良
経
）

な
が
め
よ
と
思
は
で
し
も
や
帰
る
ら
む
月
待
つ
波
の
海
人
の
釣
舟
（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
五
五
九
・
具
親
。
熊
野
懐
紙
・
海

辺
晩
望
・
一
四
。
自
讃
歌
・
一
三
八
、四
句
「
月
待
つ
浦
の
」。
新
三
十
六
人
撰
正
元
二
年
・
三
一
七
、四
句
同
上
）

〔
類
歌
〕　

難
波
江
の
蘆
間
の
月
に
鳴
く
た
づ
や
沈
め
る
影
の
あ
は
れ
知
る
ら
ん
（
竹
風
抄
・
巻
四
・
文
永
六
年
五
月
百
首
歌
・
雑
・

七
四
四
）

百
五
十
首
歌
に
、
秋
天

101　

山
の
端は

に
月
ほ
の
見
え
て
寂さ
ひ

し
き
は
雲く
も

な
き
空そ
ら

の
秋あ
き

の
夕ゆ
ふ

暮く
れ

〔
通
釈
〕　

百
五
十
首
歌
に
、
秋
の
天

山
の
端
に
月
が
か
す
か
に
見
え
て
、
寂
し
い
の
は
、
雲
が
な
い
空
の
下
の
秋
の
夕
暮
だ
。



一
三
八

〔
参
考
〕　

ほ
の
見
え
し
月
を
恋
し
と
帰
る
さ
の
雲
路
の
波
に
濡
れ
て
来
し
か
な
（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
六
一
・
読
人
不
知
）

草
も
木
も
枯
れ
ゆ
く
色
に
寂
し
き
は
外
山
の
庵
の
秋
の
夕
暮
（
順
徳
院
御
集
・
同
〔
承
久
元
年
二
月
〕
廿
三
日
、
当
座
歌
合
・

暮
秋
夕
・
一
一
三
四
）

厭
ひ
得
て
雲
な
き
空
と
な
る
ま
ま
に
い
や
遠
ざ
か
る
山
の
端
の
月
（
千
五
百
番
歌
合
・
秋
二
・
一
二
五
六
・
具
親
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
。
→
７
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
三
・
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
・
秋
天
・
四
九
四
。

〔
語
釈
〕　

○
百
五
十
首
歌
―
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
。『
竹
風
抄
』
に
現
存
は
一
〇
四
首
。
題
は
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
を
頭
に

関
し
た
種
々
の
結
び
題
。
→
７
。

〔
補
説
〕　
「
秋
の
夕
暮
」
を
「
寂
し
」
と
す
る
の
は
、
良
暹
詠
「
寂
し
さ
に
宿
を
立
ち
出
で
て
な
が
む
れ
ば
い
づ
く
も
同
じ
秋
の
夕
暮
」

（
後
拾
遺
集
・
秋
上
・
三
三
三
）
や
、
そ
の
「
良
暹
法
師
の
許
に
遣
し
け
る
」
と
詞
書
す
る
「
思
ひ
や
る
心
さ
へ
こ
そ
寂
し
け
れ
大
原

山
の
秋
の
夕
暮
」（
同
・
雑
三
・
一
〇
三
八
・
国
房
）、
あ
る
い
は
「
い
か
ば
か
り
寂
し
か
る
ら
ん
木
枯
ら
し
の
吹
き
に
し
宿
の
秋
の
夕

暮
」（
同
・
哀
傷
・
五
五
四
・
顕
房
室
隆
子
）
の
『
後
拾
遺
集
』
の
三
首
と
、
寂
蓮
の
「
寂
し
さ
は
そ
の
色
と
し
も
な
か
り
け
り
槙
立

つ
山
の
秋
の
夕
暮
」（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
六
一
）
に
代
表
さ
れ
て
、
通
念
と
な
っ
て
い
よ
う
。
中
で
、
第
三
句
に
「
寂
し
き
は
」、

第
五
句
に
「
秋
の
夕
暮
」
を
置
く
形
は
、
参
考
の
順
徳
院
詠
が
早
い
例
と
な
る
。
そ
の
後
、
所
謂
宇
都
宮
歌
壇
の
『
新
和
歌
集
』
に

「
み
山
辺
や
住
み
な
ら
ひ
て
も
寂
し
き
は
桐
の
葉
落
つ
る
秋
の
夕
暮
」（
雑
上
・
山
家
秋
・
七
九
七
・
源
宗
景
）
と
「
憂
き
世
に
て
な
が

め
し
よ
り
も
寂
し
き
は
草
の
庵
の
秋
の
夕
暮
」（
同
・
宇
都
宮
神
宮
寺
二
十
首
歌
・
七
九
九
・
浄
忍
）
の
両
首
が
見
え
る
。
宗
尊
自
身

も
該
歌
よ
り
先
に
「
色
か
は
る
野
辺
よ
り
も
な
ほ
寂
し
き
は
朽
ち
木
の
杣
の
秋
の
夕
暮
」（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
秋
・
一
二
二
。
瓊
玉

集
・
秋
上
・
一
九
七
）
と
詠
じ
て
い
る
。
後
代
で
は
、「
松
の
葉
の
か
は
ら
ぬ
色
も
寂
し
き
は
尾
上
時
雨
る
る
秋
の
夕
暮
」（
光
吉
集
・
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秋
・
一
三
一
）
や
「
こ
と
わ
り
と
思
ひ
な
が
ら
も
寂
し
き
は
み
山
の
庵
の
秋
の
夕
暮
」（
草
庵
集
・
秋
上
・
四
四
二
）
が
目
に
付
く
程

度
で
あ
る
。
該
歌
も
、
こ
れ
ら
の
類
型
の
中
に
あ
る
が
、「
山
の
端
に
月
ほ
の
見
え
て
」「
雲
な
き
空
の
」
の
措
辞
に
よ
っ
て
、
新
鮮
な

趣
が
あ
る
。
そ
れ
も
例
え
ば
、「
な
が
め
つ
つ
何
に
た
と
へ
む
方
も
な
し
雲
な
き
空
の
秋
の
夜
の
月
」（
如
願
法
師
集
・
秋
明
月
・

五
一
六
）
の
雲
の
な
い
秋
天
の
明
月
の
景
趣
を
讃
美
す
る
歌
と
対
比
す
る
時
、
同
様
の
景
趣
に
物
寂
し
さ
を
表
出
す
る
宗
尊
の
述
懐
性

が
際
立
つ
か
。

山
月

102　

暮く

れ
ぬ
と
て
月つ
き

に
は
急い
そ

ぐ
人ひ
と

も
な
し
名な

の
み
を
ぐ
ら
の
山や
ま

の
下し
た

陰か
け

〔
通
釈
〕　

山
の
月

暮
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
て
、
し
か
し
月
に
は
道
を
急
ぐ
人
も
い
な
い
。
そ
の
名
ば
か
り
が
「
小
暗
」
と
い
う
（
け
れ
ど
、
月
が
照
り

明
る
い
）「
小
倉
」
の
山
の
下
陰
よ
。

〔
本
歌
〕　

大
堰
川
浮
か
べ
る
舟
の
篝
火
に
小
倉
の
山
も
名
の
み
な
り
け
り
（
後
撰
集
・
雑
三
・
一
二
三
一
・
業
平
）

〔
参
考
〕　

入
り
ぬ
と
て
人
の
急
ぎ
し
月
影
は
出
で
て
の
後
も
久
し
く
ぞ
見
し
（
後
拾
遺
集
・
雑
一
・
八
五
九
・
赤
染
衛
門
）

秋
の
夜
の
木
の
下
照
ら
す
月
影
に
小
倉
の
山
も
名
の
み
な
り
け
り
（
久
安
百
首
・
秋
・
一
三
七
・
公
能
）

〔
類
歌
〕　

更
け
ぬ
る
か
渡
瀬
の
波
の
音
澄
み
て
月
に
急
が
ぬ
夜
半
の
舟
人
（
和
漢
兼
作
集
・
秋
中
・
渡
月
・
七
〇
二
・
法
印
良
清
）

〔
語
釈
〕　

○
名
の
み
を
ぐ
ら
の
山
―
「
名
の
み
小
暗
（
し
）」
か
ら
「
を
ぐ
ら
」
を
掛
詞
に
山
城
国
の
歌
枕
「
小
倉
の
山
」
へ
鎖
る
。「
小

倉
の
山
」（「
小
倉
山
」）
は
、
現
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
の
大
堰
川
を
挟
ん
で
対
峙
す
る
山
。



一
四
〇

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

浦
月

103　

明あ
か
し石
潟か
た

年と
し

経へ

し
浦う
ら

の
秋あ
き

風か
せ

に
苫と
ま

屋や

も
荒あ

れ
て
月
や
澄す

む
ら
ん

〔
通
釈
〕　

浦
の
月

明
石
潟
は
、
幾
年
も
の
間
を
経
て
吹
い
て
き
た
浦
の
秋
風
に
よ
っ
て
苫
屋
も
荒
れ
て
、
し
か
し
月
は
変
わ
ら
ず
に
明
る
く
澄
ん
で
い

る
の
だ
ろ
か
。

〔
参
考
〕　

年
経
つ
る
苫
屋
も
荒
れ
て
う
き
波
の
返
る
か
た
に
や
身
を
た
ぐ
へ
ま
し
（
源
氏
物
語
・
明
石
・
二
三
八
・
明
石
君
）

明
石
潟
海
人
の
苫
屋
の
煙
に
も
し
ば
し
ぞ
曇
る
秋
の
夜
の
月
（
続
後
撰
集
・
秋
中
・
三
五
七
・
順
徳
院
）

名
に
し
負
ふ
境
や
い
づ
く
明
石
潟
な
ほ
浦
遠
く
澄
め
る
月
か
な
（
続
古
今
集
・
秋
上
・
四
〇
八
・
信
実
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
。
→
１
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
笘
屋
（「
苫
屋
」
の
誤
り
か
）・
一
一
一
。

〔
語
釈
〕　

○
明
石
潟
―
播
磨
国
の
歌
枕
。
現
在
の
兵
庫
県
明
石
市
の
海
岸
。「
月
」「
澄
む
」
の
縁
で
月
が
「
明
か
し
」
が
掛
か
る
。
○
秋

風
―
「
年
」「
経
し
」
の
縁
で
「
飽
き
」
が
響
く
か
。
○
苫
屋
―
菅
や
茅
を
編
ん
で
屋
根
を
葺
い
た
粗
末
な
小
屋
。
主
に
海
浜
の
も
の

を
言
う
。

〔
補
説
〕　

帰
洛
し
て
三
ヶ
月
後
の
定
数
歌
の
一
首
だ
が
、
述
懐
性
は
「
年
経
し
浦
」「
苫
屋
も
荒
れ
て
」
の
表
現
の
中
に
溶
か
し
込
ま
れ

て
露
骨
で
は
な
く
、
む
し
ろ
『
源
氏
物
語
』
へ
の
傾
斜
を
予
見
さ
せ
る
よ
う
な
趣
が
あ
る
。
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参
考
の
明
石
君
歌
は
、
光
源
氏
が
帰
洛
す
る
の
に
際
し
、
明
石
君
に
ま
た
逢
ふ
ま
で
の
形
見
と
し
て
琴
を
残
し
て
惜
別
す
る
場
面

で
、
源
氏
の
「
う
ち
捨
て
て
立
つ
も
悲
し
き
浦
波
の
名
残
い
か
に
と
思
ひ
や
る
か
な
」
に
対
す
る
返
歌
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

江
月

104　

沈し
つ

む
身
の
類た
く
ひ

知し

ら
れ
て
難な
に

波は

江
の
蘆あ
し

間ま

の
月
に
濡ぬ

る
るゝ
袖そ
て

か
な

〔
通
釈
〕　

江
の
月

沈
淪
す
る
我
が
身
の
類
だ
と
自
然
に
分
か
っ
て
、
難
波
江
の
蘆
の
間
の
底
に
沈
み
映
る
月
に
、
そ
こ
に
沈
む
で
も
な
く
涙
で
濡
れ
る

袖
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

〔
参
考
〕　

難
波
江
の
蘆
間
に
宿
る
月
見
れ
ば
我
が
身
一
つ
は
沈
ま
ざ
り
け
り
（
詞
花
集
・
雑
上
・
三
四
七
・
顕
輔
。
西
宮
歌
合
・
月
寄
述

懐
・
一
。
後
葉
集
・
雑
一
・
四
五
九
。
顕
輔
集
・
四
五
。
古
来
風
体
抄
・
五
六
二
）

難
波
潟
蘆
間
に
宿
る
月
は
な
ほ
沈
む
と
見
る
も
光
あ
り
け
り
（
隆
祐
集
・
二
三
三
）

夏
虫
の
思
ひ
を
映
す
池
水
に
類
知
ら
す
る
篝
火
の
影
（
千
五
百
番
歌
合
・
夏
三
・
九
六
五
・
通
光
）

波
騒
ぐ
蘆
間
に
か
づ
く
鳰
鳥
の
浮
き
沈
み
て
も
濡
る
る
袖
か
な
（
千
五
百
番
歌
合
・
恋
二
・
二
四
七
三
・
寂
蓮
）

難
波
潟
蘆
間
の
月
に
鶴た
づ

鳴
き
て
夜
寒
に
な
り
ぬ
秋
の
浦
風
（
秋
風
抄
・
雑
下
・
前
大
納
言
頼
経
家
十
首
に
・
二
八
二
・
三
善
康

朝
）

我
の
み
や
入
江
の
波
に
袖
濡
れ
て
沈
め
る
影
を
月
に
愁
へ
ん
（
続
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
八
〇
・
藤
原
為
綱
）



一
四
二

〔
類
歌
〕　

難
波
江
の
蘆
間
の
月
に
鳴
く
た
づ
や
沈
め
る
影
の
あ
は
れ
知
る
ら
ん
（
竹
風
抄
・
巻
四
・
文
永
六
年
五
月
百
首
歌
・
雑
・

七
四
四
）

〔
語
釈
〕　

○
沈
む
身
―
沈
淪
す
る
我
が
身
。
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
七
月
の
将
軍
更
迭
・
京
都
送
還
後
の
境
遇
を
言
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。「
沈
む
」
は
「
難
波
江
」「
蘆
間
」
の
縁
で
そ
の
水
底
に
沈
み
映
じ
て
い
る
意
が
掛
か
る
。
○
濡
る
る
袖
―
涙
で
濡
れ
る

袖
。「
濡
る
る
」
は
「
沈
む
」「
難
波
江
」「
蘆
間
」
の
縁
で
そ
こ
に
沈
ん
で
水
に
濡
れ
る
意
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　

参
考
歌
の
中
、「
難
波
江
の
」
の
歌
は
、
宗
尊
自
身
が
作
歌
に
当
た
り
念
頭
に
置
い
た
一
首
で
あ
ろ
う
。
実
質
的
に
本
歌
だ
が
、

『
金
葉
集
』
初
出
歌
人
顕
輔
の
作
な
の
で
、
本
歌
と
ま
で
は
見
な
い
で
お
く
。
宗
尊
の
師
の
一
人
真
観
の
作
で
、
恐
ら
く
は
宗
尊
に
献

じ
ら
れ
た
『
簸
河
上
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

代
々
の
宣
旨
集
を
披
き
て
姿
古
き
を
捨
て
じ
と
は
、
新
古
今
、
新
勅
撰
、
続
後
撰
の
中
に
も
、
万
葉
集
、
三
代
集
の
作
者
の
歌
の

見
ゆ
る
を
ば
本
と
し
て
、
そ
れ
は
新
古
今
の
歌
な
れ
ば
と
て
嫌
は
じ
と
な
り
。

新
し
き
に
つ
く
事
な
か
れ
と
い
ふ
は
、
後
拾
遺
の
現
存
の
作
者
よ
り
当
世
ま
で
の
歌
を
ば
、
一
句
半
句
乃
至
一
字
な
り
と
も
、
そ

の
歌
の
こ
れ
は
節
よ
と
見
え
ん
を
ば
用
ゐ
じ
。
い
は
ん
や
、
心
を
も
取
り
詞
を
も
ま
ね
び
て
ん
は
、
歌
に
は
あ
ら
じ
と
な
り
。
た
だ

し
、
後
拾
遺
は
見
直
し
、
ひ
た
た
け
て
取
り
用
ゐ
る
こ
と
に
な
ん
な
り
て
侍
り
。
金
葉
、
詞
花
も
さ
る
こ
と
ど
も
に
て
侍
る
め
れ

ば
、
苦
し
か
る
ま
じ
き
こ
と
に
こ
そ
。
さ
れ
ど
も
、
三
代
集
の
歌
な
ど
の
や
う
に
本
と
す
る
ま
で
は
い
か
が
侍
る
べ
か
ら
ん
。

（
拙
稿
「
校
本
『
簸
河
上
』」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
二
二
、
平
八
・
三
）

真
観
の
師
で
も
あ
る
定
家
が
父
俊
成
の
考
え
を
踏
襲
し
て
詠
作
原
理
と
し
て
説
い
た
、
旧
き
を
以
て
用
い
る
詞
の
範
囲
を
三
代
集
の

先
達
の
用
語
に
限
る
と
い
う
原
則
（
詠
歌
大
概
）
に
は
ま
た
、『
新
古
今
』
の
古
人
の
歌
は
同
様
に
用
い
て
よ
い
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

当
然
そ
れ
は
『
後
拾
遺
』
か
ら
『
新
古
今
』
ま
で
の
各
集
の
古
歌
人
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
心
は
新
し
く
す
る
こ
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と
が
原
理
な
の
で
あ
る
か
ら
、
古
い
詞
を
取
る
こ
と
を
宗
と
す
る
定
家
の
本
歌
取
り
説
も
そ
の
原
則
の
中
に
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ

る
。
真
観
は
こ
れ
を
援
用
し
、
時
代
の
下
る
の
に
従
っ
て
定
家
が
例
示
し
た
『
新
古
今
』
を
『
新
勅
撰
』『
続
後
撰
』
に
ま
で
拡
大
し

つ
つ
、
定
家
の
訓
説
に
従
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
各
集
の
所
収
歌
人
で
は
な
く
所
収
歌
そ
の
も
の
に
ず
ら
し
、
か
つ
定
家
に

よ
る
心
と
詞
の
明
確
な
区
別
を
曖
昧
に
す
る
な
ど
、
独
自
の
解
釈
を
加
え
て
変
容
さ
せ
て
い
よ
う
。
そ
の
真
観
の
、『
後
拾
遺
』
に
つ

い
て
は
見
直
し
て
三
代
集
と
等
し
な
み
に
取
り
用
い
る
こ
と
と
な
り
、『
金
葉
』
と
『
詞
花
』
に
つ
い
て
も
同
様
に
不
都
合
で
は
な
い
、

と
い
う
考
え
方
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
状
況
を
反
映
し
た
判
断
で
あ
ろ
う
。
三
代
集
の
歌
の
よ
う
に
本
歌
と
す
る
こ
と
ま
で
は
認
め
ら

れ
な
い
と
す
る
点
は
、『
金
葉
』
と
『
詞
花
』
に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
厳
密
に
は
真
観
は
こ
れ
を
そ
の
所
収
歌
に
つ
い

て
言
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
元
々
定
家
の
所
収
歌
人
に
つ
い
て
言
っ
た
説
に
基
づ
く
の
で
、
宗
尊
の
認
識
を
明
確
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
ま
で
も
、
当
時
、『
金
葉
集
』
初
出
歌
人
の
歌
を
本
歌
に
取
る
こ
と
は
全
面
的
に
容
認
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
お

く
。

海
辺
月
を

105　

伊い

勢せ

の
海あ

人ま

の
干ほ

さ
ぬ
袂た
も
と

に
宿や
と

り
来き

て
潮し
ほ

な
れ
に
け
る
秋
の
月
か
な

〔
通
釈
〕　

海
辺
の
月
を

伊
勢
の
海
人
の
干
す
こ
と
の
な
い
褻
れ
て
よ
れ
よ
れ
の
袂
に
宿
り
映
っ
て
来
て
、
す
っ
か
り
海
人
の
よ
う
に
潮
に
馴
れ
て
し
ま
っ
た

秋
の
月
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

〔
本
歌
〕　

鈴
鹿
山
伊
勢
を
の
海
人
の
捨
て
衣
潮
な
れ
た
り
と
人
や
見
る
ら
ん
（
後
撰
集
・
恋
三
・
七
一
八
・
伊
尹
）



一
四
四

〔
参
考
〕　

潮
垂
る
る
伊
勢
を
の
海
人
の
袖
だ
に
も
干
す
な
る
暇
は
あ
り
と
こ
そ
聞
け
（
千
載
集
・
恋
三
・
八
一
五
・
親
隆
）

藻
塩
汲
む
伊
勢
を
の
海
人
の
袂
だ
に
干
さ
で
や
返
る
秋
の
浦
風
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
恋
・
怨
恋
・
一
四
六
五
・
隆
祐
）

濡
れ
て
こ
そ
月
を
も
宿
せ
我
が
袖
の
露
を
ば
干
さ
じ
涙
な
り
と
も
（
弘
長
百
首
・
秋
・
月
・
三
一
四
・
寂
西
）

見
る
ま
ま
に
な
ほ
も
袂
の
濡
れ
添
は
ば
い
か
に
干
さ
ま
し
秋
の
夜
の
月
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
・
秋
・
一
五
八
・
惟
宗
忠

景
）

袖
の
上
枕
の
下
に
宿
り
来
て
幾
歳
馴
れ
ぬ
秋
の
夜
の
月
（
拾
遺
愚
草
・
花
月
百
首
・
月
・
六
八
六
。
続
古
今
集
・
秋
上
・

四
一
八
・
定
家
）

〔
出
典
〕　

文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
。
→
２
。

〔
他
出
〕　

柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
秋
・
七
三
二
。

〔
語
釈
〕　

○
潮
な
れ
―
「
潮
馴
れ
」
は
「
海
人
」
の
縁
語
、
か
つ
「
袂
」
の
縁
で
「
潮
褻
れ
」
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　

前
歌
は
恐
ら
く
将
軍
失
脚
後
在
京
都
の
一
首
で
、
こ
の
歌
は
将
軍
在
任
中
在
鎌
倉
の
一
首
だ
が
、
共
に
歌
枕
の
月
に
寄
せ
て
濡

れ
る
袖
・
袂
を
詠
じ
て
い
る
。
本
集
の
撰
者
は
不
明
だ
が
、
こ
こ
に
は
和
歌
に
よ
っ
て
宗
尊
の
境
遇
激
変
の
境
界
を
曖
昧
に
し
て
、
悲

嘆
を
緩
和
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
窺
わ
れ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

百
五
十
首
の
歌
に
、
秋
海
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清き
よ

見み

潟か
た

夜
舟ふ
ね

漕こ

ぎ
出い

で
てゝ
三み

保ほ

が
崎さ
き

松ま
つ

の
上う
へ

行ゆ

く
月
を
見
る
か
な

〔
通
釈
〕　

百
五
十
首
の
歌
で
、
秋
の
海



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
四
五

清
見
潟
に
夜
舟
を
漕
ぎ
出
て
、
三
保
が
崎
の
松
の
上
を
渡
っ
て
行
く
月
を
見
る
こ
と
で
あ
る
な
。

〔
参
考
〕　

清
見
潟
な
ぎ
た
る
沖
に
漕
ぎ
出
で
て
雲
な
き
夜
半
の
月
を
見
る
か
な
（
玄
玉
集
・
天
地
下
・
百
首
歌
中
に
、
月
歌
と
て
・

一
八
四
・
摂
政
家
丹
後
）

清
見
潟
富
士
の
煙
や
消
え
ぬ
ら
ん
月
影
み
が
く
三
保
の
浦
浪
（
後
鳥
羽
院
御
集
・
同
月
日
〔
建
仁
三
年
十
一
月
〕
六
首
、
和
歌

所
・
海
辺
月
明
・
一
六
四
六
。
風
雅
集
・
秋
中
・
六
二
二
）

清
見
潟
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
庵
原
の
三
保
の
沖
つ
は
海
静
か
な
り
（
宝
治
百
首
・
雑
・
海
眺
望
・
三
八
九
九
・
為
氏
。
新
後
撰

集
・
羈
旅
・
五
九
一
）

〔
類
歌
〕　

波
の
上
に
松
原
見
え
て
清
見
潟
三
保
の
洲
崎
に
澄
め
る
月
影
（
沙
弥
蓮
愉
集
・
雑
・
四
六
二
）

〔
影
響
〕　

明
石
潟
夜
舟
漕
ぎ
出
で
て
心
さ
へ
つ
な
ぐ
か
た
な
く
見
つ
る
月
か
な
（
晩
花
集
・
秋
・
月
・
二
二
九
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
。
→
７
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
三
・
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
・
秋
海
・
五
四
四
、
三
句
「
み
ほ
が
島
」。
歌
枕
名
寄
・
巻
二
十
・
東
海
四
・

駿
河
・
清
見
・
三
穂
浦
・
崎
・
五
二
一
七
。
夫
木
抄
・
雑
八
・
崎
・
み
ほ
が
さ
き
、
近
江
又
駿
河
・
御
集
中
、
秋
海
、
古
来
歌
・

一
二
一
八
八
。

〔
語
釈
〕　

○
百
五
十
首
―
→
101
。
○
清
見
潟
―
駿
河
国
庵
原
郡
の
歌
枕
。
現
静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
（
旧
清
水
市
）
興
津
の
海
湾
。
そ
の

突
き
出
た
所
が
「
清
見
が
崎
」
で
、
北
東
に
海
越
し
に
富
士
山
、
南
側
の
対
岸
に
半
島
状
に
突
き
出
た
「
三
保
が
崎
」
を
望
む
。「
浪

の
上
は
す
べ
て
清
見
が
関
な
れ
ば
か
か
る
物
な
き
月
を
見
る
か
な
」（
弘
長
百
首
・
雑
・
関
・
六
〇
四
・
基
家
）
を
参
照
す
れ
ば
、
該

歌
も
、「
月
」「
見
る
」
の
縁
で
「
清
見
」
に
「
清
」（
清
く
）「
見
」
が
響
く
か
。
○
夜
舟
―
夜
間
に
航
行
す
る
舟
。
万
葉
語
。「
我
の

み
や
夜
舟
は
漕
ぐ
と
思
へ
れ
ば
沖
へ
の
方
に
楫
の
音
す
な
り
」（
万
葉
集
・
巻
十
五
・
三
六
二
四
・
作
者
未
詳
）。
勅
撰
集
で
は
「
湊
川



一
四
六

夜
夜
舟
漕
ぎ
出
づ
る
追
ひ
風
に
鹿
の
声
さ
へ
瀬
戸
渡
る
な
り
」（
千
載
集
・
秋
下
・
三
一
五
・
道
因
）
が
初
出
。
宗
尊
は
こ
れ
以
前
に

「
夜
舟
漕
ぐ
瀬
戸
の
潮
干
を
よ
そ
に
見
て
月
に
ぞ
越
ゆ
る
佐
屋
形
の
山
」（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
四
二
八
）
と
詠
む
。
○
三
保
が
崎
―
駿
河

国
の
歌
枕
。
現
静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
の
三
保
半
島
。「
松
」
の
景
勝
地
。
○
松
の
上
行
く
―
新
鮮
な
措
辞
。
類
似
の
古
い
例
に
「
松

の
上
に
月
は
移
り
ぬ
紅
葉
葉
の
過
ぎ
ぬ
や
君
が
逢
は
ぬ
夜
多
く
」（
古
今
六
帖
・
第
五
・
日
ご
ろ
へ
だ
て
た
る
・
二
七
六
六
・
池
の
う

へ
の
大
君
）
が
あ
る
が
、
そ
の
原
歌
は
『
万
葉
』（
巻
四
・
相
聞
・
六
二
三
・
池
辺
王
）
で
、
初
句
は
「
松
之
葉
尓
（
ま
つ
の
は
に
）」。

〔
補
説
〕　

参
考
歌
三
首
の
内
、『
玄
玉
集
』
の
一
首
は
該
歌
と
似
通
う
が
、
宗
尊
が
直
接
こ
れ
に
倣
っ
た
と
ま
で
は
推
断
で
き
な
い
。
む

し
ろ
後
鳥
羽
院
詠
と
為
氏
詠
は
、
宗
尊
詠
全
体
の
学
習
傾
向
に
照
ら
し
て
、
宗
尊
が
目
に
し
た
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
為
氏

詠
は
、「
田
子
の
浦
に
う
ち
出
で
て
み
れ
ば
白
妙
の
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
つ
つ
」（
新
古
今
集
・
冬
・
六
七
五
・
赤
人
。
原
歌
万
葉

集
・
巻
三
・
雑
歌
・
三
一
八
、
初
句
「
田
子
の
浦
ゆ
」
三
句
「
真
白
に
ぞ
」
結
句
「
雪
は
降
り
け
る
」）
を
意
識
し
て
い
よ
う
。
あ
る

い
は
宗
尊
も
、
赤
人
詠
を
微
か
に
思
い
起
こ
す
か
。

影
響
歌
と
し
た
『
晩
花
集
』
の
一
首
は
、
下
河
辺
長
流
の
宗
尊
詠
受
容
の
可
能
性
を
探
る
中
で
改
め
て
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
が
、『
竹
風
抄
』
の
同
じ
「
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
」
の
「
憂
か
り
け
る
誰
が
祈ね

ぎ
言
の
神
な
月
あ
は
れ
な
げ
き
の
杜
ぞ
時

雨
る
る
」（
冬
杜
・
五
四
〇
）
も
、『
晩
花
集
』
の
「
神
な
月
世
の
祈
ぎ
言
は
い
ひ
や
み
て
今
朝
よ
り
聞
く
は
時
雨
な
り
け
り
」（
冬
・

初
冬
・
二
七
三
）
と
類
似
し
て
い
て
、
そ
の
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
。

月
の
歌
の
中な
か

に
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吹ふ

き
ま
さ
る
秋あ
き

の
夜
風
に
月
を
見
て
そ
こ
は
か
と
な
く
澄す

む
心こ
ゝ
ろ

か
な

更ふ

け
行ゆ

く
ま
で
に
月
は
見
じ
、
と
い
ふ
歌
候
歟



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
四
七

〔
通
釈
〕　

月
の
歌
の
中
に

吹
き
つ
の
っ
て
ゆ
く
秋
の
夜
風
の
中
で
月
を
見
て
、
何
と
は
な
し
に
澄
む
心
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

更
け
行
く
ま
で
に
月
は
見
じ
、
と
い
う
歌
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

〔
参
考
〕　

神
無
月
風
に
紅
葉
の
散
る
時
は
そ
こ
は
か
と
な
く
物
ぞ
悲
し
き
（
新
古
今
集
・
冬
・
五
五
二
・
高
光
）

月
見
れ
ば
憂
き
世
の
中
に
つ
く
づ
く
と
思
ひ
も
知
ら
ず
澄
む
心
か
な
（
堀
河
百
首
・
秋
・
月
・
七
九
〇
・
源
顕
仲
）

残
り
な
く
我
が
よ
更
け
ぬ
と
思
ふ
に
も
傾
く
月
に
澄
む
心
か
な
（
千
載
集
・
雑
上
・
九
九
九
・
待
賢
門
院
堀
河
。
久
安
百
首
・

秋
・
一
〇
四
九
）

思
ひ
き
や
秋
の
夜
風
の
寒
け
き
に
妹
な
き
床
に
ひ
と
り
寝
む
と
は
（
拾
遺
集
・
哀
傷
・
一
二
八
五
・
国
章
。
後
拾
遺
集
・
雑

一
・
八
九
〇
・
元
輔
）

〔
補
説
〕　

為
家
の
評
詞
は
、「
今
よ
り
は
更
け
行
く
ま
で
に
月
は
見
じ
そ
の
こ
と
と
な
く
涙
落
ち
け
り
」（
千
載
集
・
雑
上
・
九
九
四
・
清

輔
）
を
、
既
存
の
類
歌
と
し
て
指
摘
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
月
の
歌
の
中
に
）
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昔む
か
し

思お
も

ふ
涙な
み
た

の
ひ
ま
に
影か
け

見
れ
ば
あ
り
し
に
似ゝ
た
る
秋
の
夜
の
月

〔
通
釈
〕（
月
の
歌
の
中
に
）

昔
を
思
う
涙
の
合
間
に
そ
の
光
を
見
る
と
、
過
去
に
似
て
い
る
秋
の
夜
の
月
だ
。

〔
参
考
〕　

天
の
原
月
は
か
は
ら
ぬ
空
な
が
ら
あ
り
し
昔
の
夜
を
や
恋
ふ
ら
ん
（
後
拾
遺
集
・
雑
一
・
八
五
二
・
元
輔
）



一
四
八

あ
り
し
に
も
あ
ら
ず
な
り
ゆ
く
世
の
中
に
か
は
ら
ぬ
も
の
は
秋
の
夜
の
月
（
詞
花
集
・
秋
・
九
八
・
明
快
）

我
が
た
め
に
心
か
は
ら
ぬ
月
だ
に
も
あ
り
し
に
似
た
る
影
を
や
は
見
る
（
続
後
撰
集
・
恋
四
・
八
七
六
・
家
良
。
後
鳥
羽
院
定

家
知
家
入
道
撰
歌
〈
家
良
〉・
後
鳥
羽
院
御
撰
・
八
〇
。
新
三
十
六
人
撰
正
元
二
年
・
一
五
八
）

昔
思
ふ
涙
の
底
に
宿
し
て
ぞ
月
を
ば
袖
の
物
と
知
り
ぬ
る
（
新
勅
撰
集
・
雑
一
・
一
〇
七
五
・
守
覚
。
御
室
五
十
首
・
秋
・

二
九
）

昔
思
ふ
草
に
や
つ
る
る
軒
端
よ
り
あ
り
し
な
が
ら
の
秋
の
夜
の
月
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
秋
・
月
・
六
二
六
・
定
家
。
拾
遺
愚

草
・
一
四
三
二
。
続
拾
遺
集
・
雑
秋
・
六
〇
五
）

〔
補
説
〕　

参
考
の
後
の
二
首
は
、
俊
成
の
「
昔
思
ふ
草
の
庵
の
夜
の
雨
に
涙
な
添
え
そ
山
時
鳥
」（
長
秋
詠
藻
・
右
大
臣
家
百
首
・
郭

公
・
五
一
三
）
の
影
響
下
に
あ
ろ
う
。
宗
尊
も
そ
れ
は
意
識
し
た
か
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

（
月
の
歌
の
中
に
）
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も
の
思お
も

ふ
涙な
み
た

の
露つ
ゆ

に
宿や
と

り
来き

て
袖そ
て

の
上う
へ

な
る
秋
の
夜よ

の
月

〔
本
文
〕　

○
宿
り
来
て
―
底
本
「
か
け
見
れ
は
」
を
墨
滅
し
て
右
傍
に
「
や
と
り
き
て
」
と
あ
り
。

〔
通
釈
〕（
月
の
歌
の
中
に
）

物
思
い
を
す
る
涙
の
露
に
宿
り
に
来
て
、
私
の
袖
の
上
に
あ
る
秋
の
夜
の
月
よ
。

〔
参
考
〕　

も
の
思
ふ
我
か
は
あ
や
な
秋
の
月
尋
ね
て
袖
の
露
に
す
む
ら
む
（
秋
篠
月
清
集
・
秋
・
一
二
〇
六
）



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
四
九

わ
り
な
し
や
露
の
よ
す
が
を
尋
ね
来
て
も
の
思
ふ
袖
に
宿
る
月
影
（
千
五
百
番
歌
合
・
恋
二
・
二
四
三
三
・
丹
後
）

物
思
へ
ば
月
だ
に
曇
る
袖
の
上
の
涙
に
宿
る
秋
の
夕
暮
（
壬
二
集
・
日
吉
奉
納
五
十
首
・
秋
・
一
八
一
七
）

物
思
ふ
秋
の
夕
べ
の
露
よ
り
や
袖
に
は
月
の
宿
り
初
め
け
む
（
後
鳥
羽
院
御
集
・
同
〔
建
保
二
年
〕
八
月
撰
歌
合
・
秋
十
・

一
七
二
七
）

物
思
ふ
涙
に
濡
る
る
袖
の
上
に
い
か
に
契
り
て
月
宿
る
ら
ん
（
信
生
法
師
集
・
女
の
本
よ
り
、
月
明
き
夜
申
し
お
こ
せ
て
侍

る
・
一
五
一
）

露
な
ら
で
月
の
宿
り
は
誰
か
知
る
も
の
思
ふ
袖
の
涙
な
り
け
り
（
万
代
集
・
雑
二
・
三
〇
〇
六
・
道
家
）

〔
影
響
〕　

せ
き
か
ぬ
る
涙
の
露
に
宿
り
来
て
人
に
知
ら
る
る
袖
の
月
影
（
隣
女
集
・
巻
二
自
文
永
二
年
至
同
六
年
・
秋
・
九
月
十
三
夜
、
入
道

前
大
納
言
為
家
家
の
会
に
題
を
探
り
て
、
月
前
顕
恋
・
五
〇
六
。
雅
有
集
・
御
室
の
五
十
首
・
恋
・
四
一
八
。
嵯
峨
の
通
ひ

路
・
一
四
、
初
句
「
せ
き
わ
ぶ
る
」）

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
こ
れ
以
前
、『
宗
尊
親
王
三
百
首
』
で
「
幾
秋
の
涙
の
露
を
払
ひ
か
ね
も
の
思
ふ
袖
に
月
を
見
る
ら
む
」（
恋
・

二
三
六
）
と
い
う
類
詠
を
も
の
し
て
い
る
。
ま
た
、「
夜
な
夜
な
の
袖
の
涙
に
宿
り
来
て
う
き
身
古
さ
ぬ
月
の
影
か
な
」（
瓊
玉
集
・
秋

下
・
花
月
五
十
首
に
・
二
三
五
）
と
も
詠
ん
で
い
る
。
参
考
に
挙
げ
た
諸
歌
の
何
れ
に
倣
っ
た
か
の
特
定
は
で
き
な
い
が
、
鎌
倉
初
期

と
そ
れ
以
降
に
少
し
く
盛
行
し
た
用
詞
と
趣
向
に
沿
っ
た
詠
み
方
で
あ
ろ
う
。
秋
歌
で
は
あ
っ
て
も
述
懐
性
あ
る
い
は
恋
の
情
趣
が
感

じ
ら
れ
る
一
首
で
あ
る
。

文
永
四
年
八
月
十
五
夜
曇く
も

り
て
侍
り
し
、
念
な
き
よ
し
な
ど
申
し・

おを

こ
せ
て
侍
り・

し
人
の
返
事
に
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も
の
思お

も

は
ぬ
人
に
今こ

宵よ
ひ

の
月
は
問と

へ
涙な
み
た

か
ら
に
や
曇く
も

る
と
も
見
る



一
五
〇

〔
通
釈
〕　

文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
八
月
十
五
夜
が
曇
っ
て
お
り
ま
し
た
、
そ
れ
が
残
念
だ
と
い
う
旨
な
ど
を
言
っ
て
よ
こ
し
た
人
に
対

す
る
返
事
に
（
詠
み
ま
し
た
歌
）

物
思
い
を
し
な
い
人
に
、（
中
秋
の
曇
っ
て
い
る
）
今
夜
の
月
は
ど
う
か
と
問
い
尋
ね
て
く
れ
。（
ど
う
せ
）
私
は
物
思
い
の
涙
の
せ

い
で
曇
っ
て
い
る
か
と
も
見
る
の
だ
か
ら
。

〔
本
歌
〕　

物
思
は
ぬ
人
も
や
今
宵
な
が
む
ら
ん
寝
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
月
を
見
る
か
な
（
千
載
集
・
雑
上
・
九
八
四
・
赤
染
衛
門
。
赤
染
衛
門

集
・
五
七
二
。
続
詞
花
集
・
雑
中
・
八
四
一
。
古
来
風
体
抄
・
六
〇
八
）

〔
参
考
〕　

物
思
ふ
に
あ
は
れ
な
る
か
と
我
な
ら
ぬ
人
に
今
宵
の
月
を
見
せ
ば
や
（
和
泉
式
部
続
集
・
三
月
ば
か
り
夜
の
あ
は
れ
な
る
を
見

て
・
四
二
九
。
千
載
集
・
雑
上
・
九
八
六
・
和
泉
式
部
、
初
句
「
ひ
と
り
の
み
」。
風
雅
集
・
恋
四
・
一
二
八
七
）

〔
語
釈
〕　

○
文
永
四
年
八
月
十
五
夜
―
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
七
月
将
軍
更
迭
京
都
送
還
の
翌
年
の
中
秋
。
前
年
冬
に
は
謀
反
の
嫌
疑

は
一
応
解
か
れ
、
父
後
嵯
峨
院
と
も
対
面
を
果
た
し
て
は
い
た
。

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
こ
れ
以
前
、『
宗
尊
親
王
三
百
首
』
で
「
物
思
ふ
我
か
ら
く
も
る
月
影
を
涙
の
咎
と
何
恨
む
ら
む
」（
恋
・
二
三
七
）
と

詠
ん
で
い
る
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

愁う
れ

へ
に
沈し
つ

み
て
後の
ち

、
月
を
見
て

111　

我わ
れ

の
み
や
心こ
ゝ
ろ

尽つ

く
し
の
憂う

き
世
と
て
月
も
木こ

の
間ま

の
外ほ
か

に
見み

ゆ
ら
ん

〔
通
釈
〕　

愁
い
に
沈
ん
で
後
、
月
を
見
て



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
五
一

私
だ
け
が
、
心
悲
し
さ
の
限
り
を
尽
く
さ
せ
る
憂
く
辛
い
世
の
中
だ
と
い
う
の
で
、
月
ま
で
も
憂
き
世
の
外
な
ら
ぬ
木
の
間
の
外
に

見
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

木
の
間
よ
り
洩
り
来
る
月
の
影
見
れ
ば
心
尽
く
し
の
秋
は
来
に
け
り
（
古
今
集
・
秋
上
・
一
八
四
・
読
人
不
知
）

な
が
む
る
に
物
思
ふ
こ
と
の
慰
む
は
月
は
憂
き
世
の
外
よ
り
や
行
く
（
拾
遺
集
・
雑
上
・
四
三
四
・
大
江
為
基
）

〔
参
考
〕　

我
の
み
や
月
に
心
の
あ
く
が
れ
て
臥
さ
ず
や
す
ま
ぬ
夜
を
重
ぬ
ら
ん
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
秋
・
三
九
二
・
具
氏
）

見
て
も
な
ほ
心
尽
く
し
の
空
な
れ
や
木
の
間
の
外
の
秋
の
夜
の
月
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
秋
・
月
・
六
九
二
・
少
将
）

〔
類
歌
〕　

木
の
間
洩
る
み
山
の
月
の
影
な
れ
や
憂
き
世
の
外
の
心
尽
く
し
は
（
草
庵
集
・
法
印
浄
弁
よ
ま
せ
侍
り
し
三
首
に
、
深
山
月
・

五
二
六
）

〔
語
釈
〕　

○
愁
へ
に
沈
み
て
後
―
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
七
月
の
将
軍
更
迭
と
京
都
送
還
に
よ
り
愁
い
落
ち
込
ん
で
後
、
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
○
我
の
み
や
―
「
見
ゆ
ら
ん
」
に
か
か
る
。『
万
葉
集
』
以
来
の
歌
句
。
勅
撰
集
で
は
『
古
今
集
』
の
「
我
の
み
や
あ
は

れ
と
思
は
む
き
り
ぎ
り
す
鳴
く
夕
影
の
や
ま
と
な
で
し
こ
」（
秋
上
・
二
四
四
・
素
性
）
と
「
我
の
み
や
世
を
う
ぐ
ひ
す
と
な
き
わ
び

む
人
の
心
の
花
と
散
り
な
ば
」（
恋
五
・
七
九
八
・
読
人
不
知
）
が
初
出
。

〔
補
説
〕　

二
首
の
本
歌
取
り
と
見
る
が
、
宗
尊
は
直
接
に
は
参
考
の
藻
璧
門
院
少
将
の
歌
に
倣
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
か
ら
116
ま
で
の
六
首
は
、
将
軍
を
失
脚
し
て
帰
洛
し
た
境
遇
下
の
月
に
寄
せ
る
述
懐
の
歌
。

（
愁
へ
に
沈
み
て
後
、
月
を
見
て
）

112　

偲し
の

ば
る
るゝ
昔む
か
し

の
秋あ
き

は
帰か
へ

り
来こ

で
同お
な

じ
雲
井
に
め
ぐ
る
月
影か
け



一
五
二

〔
通
釈
〕（
愁
い
に
沈
ん
で
後
、
月
を
見
て
）

思
わ
ず
に
偲
ば
れ
る
昔
の
秋
は
帰
り
来
る
こ
と
は
な
く
て
、
た
だ
同
じ
空
に
ま
た
め
ぐ
り
来
て
移
り
行
く
月
よ
。

〔
参
考
〕　

思
ひ
き
や
憂
き
身
な
が
ら
に
め
ぐ
り
来
て
同
じ
雲
ゐ
の
月
を
見
む
と
は
（
今
鏡
・
宮
木
野
・
八
八
・
多
子
。
平
家
物
語
延
慶

本
・
主
上
上
皇
御
中
不
快
之
事
付
二
代
后
立
給
事
・
九
。
平
家
物
語
覚
一
本
・
二
代
后
・
七
）

年
を
経
て
同
じ
雲
ゐ
に
幾
め
ぐ
り
変
は
ら
ぬ
秋
の
月
を
見
る
ら
ん
（
撰
歌
合
建
仁
元
年
八
月
十
五
日
・
月
多
秋
友
・
一
〇
・
公
経
）

思
ひ
出
で
て
同
じ
空
と
は
月
を
見
よ
ほ
ど
は
雲
ゐ
に
め
ぐ
り
逢
ふ
ま
で
（
新
古
今
集
・
離
別
・
八
七
七
・
後
三
条
院
）

待
て
し
ば
し
同
じ
空
行
く
秋
の
月
ま
た
め
ぐ
り
逢
ふ
昔
な
ら
ぬ
に
（
洞
院
摂
政
継
百
首
・
秋
・
月
・
六
八
八
・
俊
成
女
。
秋
風

抄
・
秋
上
・
九
二
。
秋
風
集
・
雑
中
・
一
二
〇
九
。
俊
成
卿
女
集
・
一
一
三
）

〔
類
歌
〕　

帰
り
来
ぬ
昔
の
秋
も
め
ぐ
り
逢
ふ
同
じ
月
日
ぞ
形
見
な
り
け
る
（
為
世
十
三
回
忌
和
歌
・
懐
旧
・
一
二
〇
・
澄
基
）

偲
ば
る
る
昔
は
ま
た
も
帰
り
来
で
憂
か
り
し
秋
と
袖
ぞ
露
け
き
（
為
世
十
三
回
忌
和
歌
・
懐
旧
・
一
二
八
・
法
輪
）

い
か
に
せ
ん
偲
ぶ
昔
は
帰
り
来
で
涙
に
浮
か
ぶ
世
世
の
古
こ
と
（
新
葉
集
・
雑
下
・
一
三
〇
二
・
菅
原
為
基
）

〔
語
釈
〕　

○
め
ぐ
る
―
月
が
空
の
軌
道
を
移
動
す
る
意
。「
昔
」「
帰
り
来
で
」
の
縁
で
時
が
周
期
的
に
到
来
す
る
意
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

（
愁
へ
に
沈
み
て
後
、
月
を
見
て
）

113　

こ
の
秋あ
き

は
涙な
み
た

に
影か
け

ぞ
変か

は
り
ぬ
る
月
や
あ
ら
ぬ
と
思お
も

ふ
ば
か
り
に

〔
通
釈
〕（
愁
い
に
沈
ん
で
後
、
月
を
見
て
）



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
五
三

こ
の
秋
は
、
月
の
光
が
涙
で
変
わ
っ
て
（
曇
っ
て
）
し
ま
っ
た
。
あ
の
業
平
の
よ
う
に
、「
月
や
あ
ら
ぬ
」、
昔
と
同
じ
月
は
な
い
の

か
、
い
や
あ
る
け
れ
ど
（
我
が
身
の
境
遇
が
変
わ
っ
た
の
だ
）、
と
思
う
だ
け
に
。

〔
本
歌
〕　

月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
我
が
身
一
つ
は
も
と
の
身
に
し
て
（
伊
勢
物
語
・
四
段
・
五
・
男
、
古
今
集
・
恋
五
・

七
四
七
・
業
平
）

〔
参
考
〕　

面
影
の
霞
め
る
月
ぞ
宿
り
け
る
春
や
昔
の
袖
の
涙
に
（
新
古
今
集
・
恋
二
・
一
一
三
六
・
俊
成
女
）

里
は
荒
れ
て
月
や
あ
ら
ぬ
と
恨
み
て
も
誰
あ
さ
ぢ
ふ
に
衣
う
つ
ら
む
（
新
古
今
集
・
秋
下
・
四
七
八
・
良
経
）

身
の
憂
さ
を
月
や
あ
ら
ぬ
と
な
が
む
れ
ば
昔
な
が
ら
の
影
ぞ
も
り
く
る
（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
五
四
二
・
二
条
院
讃
岐
）

な
に
と
か
は
月
や
あ
ら
ぬ
と
た
ど
る
べ
き
我
が
も
と
の
身
を
思
ひ
知
り
な
ば
（
続
古
今
集
・
釈
教
・
月
の
夜
坐
禅
の
次
に
・

七
六
二
・
後
嵯
峨
院
）

〔
類
歌
〕　

い
か
に
せ
ん
月
や
あ
ら
ぬ
と
か
こ
ち
て
も
我
が
身
一
つ
に
変
は
る
憂
き
世
を
（
竹
風
抄
・
巻
二
・
文
永
五
年
十
月
三
百
首
歌
・

月
・
三
七
四
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
。
→
１
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
秋
月
・
五
一
。

〔
語
釈
〕　

○
こ
の
秋
―
七
月
に
将
軍
を
更
迭
さ
れ
京
都
に
送
還
さ
れ
た
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
の
秋
。
○
涙
に
影
ぞ
変
は
り
ぬ
る
―
悲

し
み
に
流
す
涙
に
よ
っ
て
、
月
光
の
様
子
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
見
え
る
、
と
い
う
こ
と
。
先
行
す
る
類
例
で
は
、「
こ
と
わ
り
の
秋

に
は
あ
へ
ぬ
涙
か
な
月
の
桂
も
変
は
る
光
に
」（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
九
一
・
俊
成
女
）
が
早
く
、
土
御
門
院
に
「
雲
ゐ
よ
り
宿
り

な
れ
に
し
秋
の
月
い
か
に
変
は
れ
る
涙
と
か
知
る
」（
続
古
今
集
・
雑
下
・
一
七
三
六
）、
順
徳
院
に
も
「
月
も
な
ほ
見
し
面
影
は
変
は

り
け
り
泣
き
ふ
る
し
て
し
袖
の
涙
に
」（
順
徳
院
百
首
・
恋
・
八
四
）
が
あ
る
。
ま
た
、『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
に
も
「
待
ち
出
で
し
な



一
五
四

ら
ひ
ば
か
り
は
そ
れ
な
が
ら
影
も
涙
に
変
は
る
月
か
な
」（
恋
・
遇
不
逢
恋
・
一
三
三
四
・
成
実
）
と
見
え
る
。
宗
尊
と
同
時
代
の
例

に
は
、「
秋
を
経
て
な
れ
し
な
か
ば
の
夜
半
の
月
曇
る
涙
に
影
ぞ
か
は
れ
る
」（
実
材
母
集
・
八
月
十
五
夜
、
終
夜
眺
む
る
月
も
影
寂
し

う
見
え
し
か
ば
・
一
九
四
）
が
あ
る
。

〔
補
説
〕　

文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
の
「
こ
の
秋
」
は
、
京
都
を
出
て
東
下
り
す
る
『
伊
勢
物
語
』
の
男
・
業
平
と
は
逆
に
、
将
軍
を
廃

さ
れ
て
鎌
倉
を
追
わ
れ
て
西
上
帰
洛
し
た
秋
。
参
考
や
語
釈
に
挙
げ
た
諸
詠
は
、
特
に
意
識
の
上
に
置
い
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
が
、
日
頃
か
ら
当
然
に
学
ん
で
い
て
、
既
に
宗
尊
の
知
識
の
中
に
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
竹
風
抄
』
で
は
「
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
」
の
一
首
で
、
詠
作
時
期
の
明
記
か
ら
一
応
出
典
と
し
た
が
、
本
集
の
111
の
詞
書

「
愁
い
に
沈
ん
で
後
、
月
を
見
て
」
が
実
際
の
詠
作
状
況
で
該
歌
も
そ
の
一
連
と
す
れ
ば
、
属
目
の
述
懐
詠
を
定
数
歌
に
取
り
込
ん
だ

こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
逆
に
、
定
数
歌
の
一
首
を
「
愁
い
に
沈
ん
で
後
、
月
を
見
て
」
の
詞
書
の
下
に
再
構
成
し
て
本
集
に
収
め
た
可

能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
愁
へ
に
沈
み
て
後
、
月
を
見
て
）

114　

目め

の
前ま
へ

に
変か

は
り
果は

て
ぬ
る
身
の
憂う

さ
は
馴な

れ
に
し
月
も
あ
は
れ
と
や
見み

る

〔
通
釈
〕（
愁
い
に
沈
ん
で
後
、
月
を
見
て
）

見
る
見
る
と
変
わ
り
果
て
て
し
ま
っ
た
我
が
身
の
辛
さ
は
、
馴
れ
親
し
ん
だ
月
も
哀
れ
だ
と
見
る
の
か
。

〔
本
歌
〕　

月
影
に
我
が
身
を
か
ふ
る
も
の
な
ら
ば
つ
れ
な
き
人
も
あ
は
れ
と
や
見
む
（
古
今
集
・
恋
二
・
六
〇
二
・
忠
岑
。
拾
遺
集
・
恋

三
・
七
九
三
、四
句
「
思
は
ぬ
人
も
」）



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
五
五

〔
参
考
〕　

目
の
前
に
変
は
り
果
て
に
し
世
の
憂
さ
に
涙
を
君
に
流
し
け
る
か
な
（
山
家
集
・
雑
・
一
二
三
五
・
女
房
）

秋
の
色
を
送
り
迎
へ
て
雲
の
上
に
馴
れ
に
し
月
も
も
の
忘
れ
す
な
（
続
後
撰
集
・
雑
下
・
一
二
〇
三
・
土
御
門
院
。
土
御
門
院

百
首
・
雑
・
懐
旧
・
九
六
）

〔
語
釈
〕　

○
目
の
前
に
変
は
り
果
て
ぬ
る
身
の
憂
さ
―
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
七
月
に
将
軍
を
失
脚
し
て
鎌
倉
か
ら
帰
洛
し
た
境
遇
の

変
化
に
よ
る
憂
鬱
。

〔
補
説
〕　

参
考
の
『
山
家
集
』
歌
は
、
保
元
の
乱
で
讃
岐
に
配
さ
れ
た
崇
徳
院
を
め
ぐ
る
西
行
と
行
宮
付
き
女
房
や
行
宮
に
赴
い
た
寂
然

等
と
の
一
連
の
贈
答
の
一
首
で
、
西
行
の
「
そ
の
日
よ
り
落
つ
る
涙
を
形
見
に
て
思
ひ
忘
る
る
時
の
間
も
な
し
」（
か
く
て
後
、
人
の

ま
ゐ
り
け
る
に
つ
け
て
ま
ゐ
ら
せ
け
る
・
一
二
三
四
）
に
対
す
る
女
房
の
返
歌
。
初
二
句
が
類
似
す
る
歌
は
、
和
泉
式
部
に
も
「
目
の

前
に
変
は
り
ぬ
め
り
と
見
る
も
の
を
ま
た
忘
れ
ず
や
あ
り
し
世
の
こ
と
」（
和
泉
式
部
集
・
六
〇
七
）
が
あ
る
。

（
愁
へ
に
沈
み
て
後
、
月
を
見
て
）
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よ
も
す
が
ら
答こ
た

へ
ぬ
月
に
音ね

を
ぞ
泣な

く
あ
り
し
に
変か

は
る
身
を
愁う
れ

ふ
と
て

亡
父　

愁う
れ

へ
て
音ね

を
ぞ
泣な

く
命い
の
ち

に
む
か
ふ
も
の
思お
も

ふ
と
て　

詠
候
（
墨
滅
）

〔
通
釈
〕（
愁
い
に
沈
ん
で
後
、
月
を
見
て
）

夜
通
し
、
答
え
な
い
月
に
声
を
上
げ
て
泣
く
こ
と
だ
。
以
前
に
変
わ
る
こ
の
身
を
愁
い
嘆
く
と
い
う
こ
と
で
。

亡
父
（
定
家
）　
（
よ
も
す
が
ら
月
に
）
愁
へ
て
音
を
ぞ
泣
く
命
に
む
か
ふ
物
思
ふ
と
て
、
詠
候
ふ
。（
墨
滅
）

〔
参
考
〕　

夜
も
す
が
ら
月
に
愁
へ
て
音
を
ぞ
泣
く
命
に
む
か
ふ
物
思
ふ
と
て
（
続
後
撰
集
・
恋
二
・
七
三
三
・
定
家
。
定
家
卿
百
番
自
歌



一
五
六

合
・
一
三
五
。
拾
遺
愚
草
・
一
三
七
五
。
定
家
家
隆
両
卿
撰
歌
合
・
八
一
。
万
代
集
・
恋
三
・
二
三
五
四
。
井
蛙
抄
・

一
八
八
。
正
徹
物
語
・
七
八
）

天
の
原
月
は
変
は
ら
ぬ
空
な
が
ら
あ
り
し
昔
の
よ
を
や
恋
ふ
ら
ん
（
後
拾
遺
集
・
雑
一
・
八
五
二
・
元
輔
）

あ
り
し
に
も
あ
ら
ず
な
り
ゆ
く
世
の
中
に
変
は
ら
ぬ
も
の
は
秋
の
夜
の
月
（
詞
花
集
・
秋
・
九
八
・
明
快
）

梅
が
香
に
昔
を
問
へ
ば
春
の
月
答
へ
ぬ
影
ぞ
袖
に
う
つ
れ
る
（
新
古
今
集
・
春
上
・
四
五
・
家
隆
）

愁
へ
て
も
泣
き
て
も
い
は
む
友
も
が
な
答
へ
ぬ
月
に
な
が
め
わ
び
ぬ
る
（
如
願
法
師
集
・
詠
百
首
和
歌
・
雑
・
二
四
四
）

〔
語
釈
〕　

○
よ
も
す
が
ら
―
終
夜
。「
泣
く
」
に
か
か
る
。「
答
へ
ぬ
」
に
も
か
か
る
か
。

〔
補
説
〕　

為
家
の
評
詞
は
参
考
に
挙
げ
た
定
家
の
歌
を
類
歌
と
し
て
指
摘
し
つ
つ
、
何
ら
か
の
理
由
で
墨
滅
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
愁
へ
に
沈
み
て
後
、
月
を
見
て
）
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長な
か

き
夜
も
明あ

く
る
を
際き
は

に
ま
ど
ろ
ま
で
愁う
れ

へ
ぞ
人
に
月
は
見
せ
け
る

第
二
終
句
不
幽
玄
事
歟
（
墨
滅
）

〔
通
釈
〕（
愁
い
に
沈
ん
で
後
、
月
を
見
て
）

長
い
夜
も
明
け
る
ま
で
を
限
り
に
し
て
、（
そ
の
間
）
ま
ど
ろ
む
こ
と
も
な
く
て
、（
夜
明
け
ま
で
）
月
は
人
に
対
し
て
愁
え
を
見
せ

た
の
だ
っ
た
。

第
二
句
・
終
句
、
幽
玄
な
ら
ざ
る
こ
と
か
。（
墨
滅
）

〔
参
考
〕　

ま
ど
ろ
ま
で
物
思
ふ
宿
の
長
き
夜
は
鳥
の
音
ば
か
り
う
れ
し
き
は
な
し
（
新
勅
撰
集
・
雑
二
・
一
一
七
一
・
匡
房
。
堀
河
百



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
五
七

首
・
雑
・
暁
・
一
二
八
二
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
。
→
１
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
月
・
四
八
、二
句
「
明
く
る
を
き
は
と
」
結
句
「
月
は
見
せ
け
り
」。

〔
影
響
〕　

夜
な
夜
な
は
明
く
る
を
際
に
待
ち
尽
く
す
限
り
は
い
つ
も
暁
の
鐘
（
伏
見
院
御
集
・
暁
恋
・
二
〇
三
六
）

分
き
て
な
ど
夜
し
も
ま
さ
る
愁
へ
に
て
明
く
る
を
際
に
虫
の
鳴
く
ら
ん
（
風
雅
集
・
秋
中
・
五
五
九
・
章
義
門
院
）

〔
語
釈
〕　

○
明
く
る
を
際
に
―
夜
明
け
を
境
目
と
し
て
そ
れ
ま
で
、
と
い
う
こ
と
。
先
行
類
句
は
、「
灯
火
の
尽
く
る
を
際
と
な
が
め
つ

つ
あ
は
れ
幾
夜
を
嘆
き
来
ぬ
ら
ん
」（
二
条
太
皇
太
后
宮
大
弐
集
・
一
一
七
）
や
「
灯
火
の
尽
く
る
を
際
に
な
が
め
つ
つ
ま
ど
ろ
ま
ぬ

夜
を
幾
夜
経
ぬ
ら
む
」（
物
語
二
百
番
歌
合
・
心
高
・
三
六
〇
・
御
製
）、
あ
る
い
は
「
灯
火
の
尽
く
る
を
際
に
起
き
ゐ
つ
つ
こ
の
世
を

夢
と
さ
と
り
行
く
か
な
」（
後
鳥
羽
院
御
集
・
雑
百
首
・
一
〇
八
二
）
の
「
尽
く
る
を
際
に
（
と
）」
で
、
白
氏
の
「
上
陽
白
髪
人
」
を

踏
ま
え
る
。
→
補
注
。

〔
補
説
〕　

一
首
全
体
が
「
月
」
を
擬
人
化
し
て
い
て
、「
ま
ど
ろ
ま
で
」
の
主
語
も
「
月
」
と
見
れ
ば
、
月
は
ま
ど
ろ
み
も
せ
ず
に
終
夜
、

悲
哀
の
相
を
人
に
見
せ
た
、
と
い
う
主
旨
に
解
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
下
句
だ
け
が
「
月
」
を
擬
人
化
し
て
い
て
、「
ま
ど
ろ
ま

で
」
の
主
語
は
「
人
」（
宗
尊
）
と
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
場
合
で
も
結
局
は
、
そ
の
「
月
」
を
眺
め
る
「
人
」
た

る
宗
尊
自
身
が
、
ま
ど
ろ
む
こ
と
も
で
き
ず
に
終
夜
、
憂
愁
の
心
で
月
を
な
が
め
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
あ
ろ
う
。

語
釈
に
示
し
た
「
尽
く
る
を
際
に
（
と
）」
の
歌
々
に
宗
尊
が
学
ん
だ
と
す
れ
ば
、
該
歌
に
於
て
も
、「
上
陽
白
髪
人
」
の
「
秋
夜
長

（
あ
き
の
よ
な
が
し
）　

夜
長
無
眠
天
不
明
（
よ
な
が
く
し
て
ね
ぶ
る
こ
と
な
け
れ
ば
て
ん
も
あ
け
ず
）　

耿
耿
残
灯
背
壁
影
（
か
う
か

う
た
る
の
こ
ん
の
と
も
し
び
の
か
べ
に
そ
む
け
た
る
か
げ
）　

蕭
蕭
暗
雨
打
窓
声（
せ
う
せ
う
た
る
く
ら
き
あ
め
の
ま
ど
を
う
つ
こ
ゑ
）」

（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
・
秋
夜
・
二
三
三
・
白
居
易
）
を
意
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。



一
五
八

出
典
と
の
関
係
は
113
と
同
様
。

為
家
の
評
詞
の
墨
滅
は
、
第
二
句
「
明
く
る
を
際
に
」
と
結
句
「
月
は
見
せ
け
る
」
が
俗
に
即
物
的
だ
と
し
て
批
判
し
た
も
の
の
、

思
い
返
し
た
結
果
の
反
映
で
あ
ろ
う
か
。

山
の
端は

に
傾か
た
ふ

き
た
る
月
を
見
て

117　

急い
そ

げ
我わ
れ

月
だ
に
も
な
ほを

憂う

き
世
に
は
す
ま
じ
と
て
こ
そ
山
に
入い

る
ら
め

〔
通
釈
〕　

山
の
端
に
傾
い
た
月
を
見
て

急
げ
、
私
も
。
月
さ
え
も
や
は
り
、
こ
の
憂
く
辛
い
世
に
は
澄
む
ま
い
と
い
っ
て
、
山
に
入
る
の
だ
ろ
う
か
ら
。
私
も
住
む
ま
い
と

い
っ
て
、
出
家
し
て
山
に
入
ろ
う
。

〔
参
考
〕　

急
ぎ
つ
つ
我
こ
そ
来
つ
れ
山
里
に
い
つ
よ
り
す
め
る
秋
の
月
ぞ
も
（
後
拾
遺
集
・
秋
・
二
四
八
・
家
経
）

も
ろ
と
も
に
同
じ
憂
き
世
に
す
む
月
の
う
ら
や
ま
し
く
も
西
へ
行
く
か
な
（
後
拾
遺
集
・
雑
一
・
八
六
八
・
中
原
長
国
妻
）

山
の
端
に
入
る
も
惜
し
ま
じ
身
を
つ
め
ば
憂
き
世
や
月
も
す
み
憂
か
る
ら
む
（
秋
風
集
・
雑
中
・
一
二
一
五
・
顕
国
）

〔
語
釈
〕　

○
急
げ
我
―
新
鮮
な
句
。
○
す
ま
じ
―
「
澄
ま
じ
」
に
「
急
げ
」「
我
」
の
縁
で
「
住
ま
じ
」
が
掛
か
る
。
○
山
に
入
る
―

「
月
」
が
西
の
山
に
沈
む
意
に
、「
憂
き
世
」「
す
（
住
）
ま
じ
」
の
縁
で
、
出
家
す
る
意
が
掛
か
る
。

〔
語
釈
〕　
「
憂
き
世
に
は
」
以
外
の
句
は
、
他
に
例
を
見
な
い
か
、
例
が
希
少
な
句
。
宗
尊
の
詠
法
の
一
面
を
示
す
。



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
五
九

擣
衣
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有あ
り

明あ
け

と
言い

ひ
し
ば
か
り
の
月
に
ま
た
誰た
れ

待ま

ち
侘わ

び
て
衣こ
ろ
も

打う

つ
ら
ん

〔
通
釈
〕　

擣
衣

有
明
の
頃
と
、（
恋
人
が
）
言
っ
た
ば
か
り
に
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
有
明
の
月
に
、
同
じ
よ
う
に
誰
が
待
ち
か
ね
て
衣
を
打
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

今
来
む
と
言
ひ
し
ば
か
り
に
長
月
の
有
明
の
月
を
待
ち
出
で
つ
る
か
な
（
古
今
集
・
恋
四
・
六
九
一
・
素
性
）

〔
参
考
〕　

な
が
む
れ
ば
ち
ぢ
に
物
思
ふ
月
に
ま
た
我
が
身
ひ
と
つ
の
峰
の
松
風
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
九
七
・
長
明
）

里
は
荒
れ
て
月
や
あ
ら
ぬ
と
恨
み
て
も
誰
浅
茅
生
に
衣
打
つ
ら
む
（
新
古
今
集
・
秋
下
・
四
七
八
・
良
経
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
。
→
１
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
擣
衣
・
一
一
八
。

〔
語
釈
〕　

○
擣
衣
―
『
竹
風
抄
』
で
は
六
帖
題
の
定
数
歌
の
一
首
で
あ
り
、『
古
今
六
帖
』（
第
五
・
服
飾
）
の
「
こ
ろ
も
う
つ
」
が
当
た

る
。
○
誰
待
ち
侘
び
て
―
作
例
は
少
な
い
。
同
時
代
で
は
他
に
は
、「
夕
暮
は
誰
待
ち
わ
び
て
花
薄
野
中
の
水
に
涙
か
る
ら
ん
」（
長
綱

百
首
・
秋
・
水
辺
薄
・
四
五
）
や
「
降
り
乱
れ
み
ぞ
れ
し
空
の
更
け
し
夜
に
誰
待
ち
わ
び
て
ゆ
き
隠
れ
け
ん
」（
実
材
母
集
・
題
を
探

り
て
人
人
よ
み
侍
り
折
折
の
歌
・
夜
霙
・
七
七
三
）
が
知
ら
れ
る
。
後
代
で
は
、
中
院
通
秀
に
「
思
ひ
や
り
あ
は
れ
も
深
し
里
遠
み
誰

待
ち
わ
び
て
衣
打
つ
ら
ん
」（
十
輪
院
御
詠
・
擣
衣
幽
・
文
明
十
五
将
軍
家
着
到
・
一
五
二
）
が
あ
る
。

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。



一
六
〇

百
五
十
首
の
歌
に
、
秋
暁

119　

里さ
と

人
の
砧き
ぬ
た

の
音を
と

に
寝ね

覚さ

め
し
て
明あ

け
方か
た

寒さ
む

き
月
を
見
る
か
な

〔
通
釈
〕　

百
五
十
首
の
歌
に
、
秋
の
暁

里
人
が
打
つ
砧
の
音
に
目
を
覚
ま
し
て
、
明
け
方
の
寒
い
空
に
か
か
る
月
を
見
る
こ
と
だ
な
。

〔
参
考
〕　

衣
打
つ
砧
の
音
に
こ
と
よ
せ
て
寝
覚
め
が
ち
な
る
秋
の
夜
な
夜
な
（
久
安
百
首
・
秋
・
七
四
五
・
実
清
）

ま
ど
ろ
ま
で
な
が
む
る
月
の
明
け
方
に
寝
覚
め
や
す
ら
ん
衣
打
つ
な
り
（
拾
遺
愚
草
・
春
日
同
詠
百
首
応
製
和
歌
・
秋
・

一
三
四
四
）

月
の
色
も
山
の
端
寒
し
み
吉
野
の
故
郷
人
や
衣
打
つ
ら
ん
（
内
裏
歌
合
建
保
元
年
閏
九
月
・
深
山
月
・
一
・
順
徳
院
。
紫
禁
和
歌

集
・
同
〔
建
保
元
年
〕
閏
九
月
十
九
日
歌
合
、
深
山
月
・
二
八
三
）

夜
を
長
み
寝
覚
め
て
聞
け
ば
長
月
の
有
明
の
月
に
衣
う
つ
な
り
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
秋
・
月
前
擣
衣
・
二
四
七
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
。
→
７
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
三
・
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
・
秋
暁
・
五
一
九
。

〔
語
釈
〕　

○
百
五
十
首
歌
―
→
101
。
○
明
け
方
寒
き
―
新
鮮
な
措
辞
。
後
鳥
羽
院
の
「
宮
城
野
や
暁
寒
く
吹
く
風
に
鳴
く
音
も
弱
き
き
り

ぎ
り
す
か
な
」（
最
勝
四
天
王
院
和
歌
・
宮
城
野
陸
奥
・
四
三
一
）
を
初
め
と
し
た
、「
暁
寒
き
」
が
や
や
先
行
す
る
が
、
い
ず
れ
も
鎌

倉
初
期
頃
以
降
に
詠
ま
れ
始
め
る
。「
明
け
方
寒
き
」
の
先
行
例
は
、
藤
原
光
経
に
「
雲
の
色
も
明
け
方
寒
き
山
の
端
の
松
の
葉
ご
し

に
残
る
月
影
」（
光
経
集
・
冬
・
五
〇
六
）
が
あ
る
。
光
経
は
「
暁
寒
き
」
に
つ
い
て
も
、「
嵐
吹
く
遠
山
も
と
の
里
続
き
暁
寒
く
衣
打

つ
な
り
」（
光
経
集
・
暁
擣
衣
・
五
五
三
）
や
「
こ
の
頃
の
暁
寒
き
月
影
に
里
も
残
ら
ず
打
つ
衣
か
な
」（
同
・
暁
擣
衣
・
五
六
六
）



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
六
一

と
、
擣
衣
を
詠
ん
で
い
て
、
こ
の
両
首
の
景
趣
は
該
歌
に
通
う
。
あ
る
い
は
、
宗
尊
は
こ
れ
ら
真
観
の
叔
父
光
経
の
歌
に
学
ん
で
い
た

か
、
と
も
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
、
参
考
に
挙
げ
た
歌
の
い
ず
れ
か
に
の
み
拠
っ
た
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
歌
々
に
見
ら
れ
る
言
詞
や
想
念
に

日
頃
習
っ
て
い
た
、
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
中
で
順
徳
院
の
一
首
は
、
雅
経
の
「
み
吉
野
の
山
の
秋
風
さ
夜
更
け
て
故
郷
寒
く
衣

打
つ
な
り
」（
新
古
今
集
・
秋
下
・
擣
衣
の
心
を
・
四
八
三
）
に
負
っ
て
い
よ
う
。
該
歌
に
も
微
か
に
、
雅
経
詠
の
面
影
が
感
じ
ら
れ

な
く
も
な
い
。

秋
の
歌う
た

の
中な
か

に

120　

晴は

れ
ず
の
み
思お
も

ひ
尽つ

き
せ
ぬ
類た
く
ひ

か
と
見
れ
ば
よ
に
立た

つ
峰み
ね

の
朝あ
さ

霧き
り

〔
通
釈
〕　

秋
の
歌
の
中
に

心
が
晴
れ
な
い
ば
か
り
で
、
物
思
い
も
尽
き
な
い
類
か
と
見
る
と
、
本
当
に
夜
の
う
ち
に
立
っ
て
晴
れ
ず
に
い
る
峰
の
朝
霧
よ
。

〔
本
歌
〕　

雁
の
来
る
峰
の
朝
霧
晴
れ
ず
の
み
思
ひ
尽
き
せ
ぬ
世
の
中
の
憂
さ
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
三
五
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

晴
れ
ず
の
み
も
の
ぞ
悲
し
き
秋
霧
は
心
の
う
ち
に
立
つ
に
や
あ
る
ら
ん
（
後
拾
遺
集
・
秋
上
・
二
九
三
・
和
泉
式
部
）

秋
霧
の
立
つ
野
と
早
く
な
り
し
よ
り
晴
れ
ず
物
思
ふ
宿
の
寂
し
さ
（
閑
放
集
・
霧
立
つ
あ
し
た
に
、
ひ
と
り
ご
ち
て
・

一
〇
八
）

〔
語
釈
〕　

○
晴
れ
ず
―
心
が
晴
れ
な
い
意
。「
朝
霧
」
の
縁
で
空
が
晴
れ
な
い
意
が
掛
か
る
。
○
よ
に
―
「
世
に
」。
実
に
、
本
当
に
。

「
朝
霧
」
の
縁
で
「
夜
に
」
が
掛
か
る
か
。



一
六
二

〔
補
説
〕　

四
季
の
叙
景
に
よ
せ
て
述
懐
を
詠
じ
る
の
は
宗
尊
の
常
套
だ
が
、
該
歌
は
そ
れ
を
さ
ら
に
反
転
し
て
、
述
懐
に
よ
そ
え
て
叙
景

す
る
点
が
趣
向
。

参
考
の
真
観
の
「
秋
霧
の
」
歌
と
の
先
後
は
不
明
で
あ
る
。
真
観
詠
は
「
誰
見
よ
と
花
咲
け
る
ら
む
白
雲
の
立
つ
野
と
早
く
な
り
に

し
も
の
を
」（
古
今
集
・
哀
傷
・
八
五
六
・
読
人
不
知
）
を
本
歌
に
取
る
が
、
宗
尊
も
「
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
」（
春
）
で

「
雪
消
え
し
焼
け
生ふ

を
見
れ
ば
朝
霞
立
つ
野
と
早
く
春
め
き
に
け
り
」（
柳
葉
集
・
巻
五
・
六
三
四
）
と
、
同
じ
歌
を
本
歌
取
り
し
て
い

る
。こ

こ
か
ら
124
ま
で
は
、
詞
書
「
秋
の
歌
の
中
に
」
の
下
の
四
首
。
一
般
に
も
秋
歌
は
述
懐
性
を
帯
び
る
が
、
宗
尊
の
場
合
は
そ
の
傾

向
が
強
く
、
か
つ
こ
れ
ら
の
歌
の
内
、
123
以
外
の
三
首
は
特
に
そ
れ
が
顕
著
で
あ
っ
て
、
そ
の
123
も
121
と
共
に
「
文
永
三
年
十
月
五
百

首
歌
」
の
歌
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
、
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
七
月
に
将
軍
を
更
迭
さ
れ
て
京
都
に
送
還
さ
れ
た
秋
の
作
を
ま
と

め
た
も
の
か
と
思
し
い
。

（
秋
の
歌
の
中
に
）

121　

草く
さ

も
木き

も
色い
ろ

変か

は
り
行ゆ

く
時と
き

に
こ
そ
憂う

き
も
例た
め

し
は
あ
り
と
見
え
け
れ

〔
通
釈
〕（
秋
の
歌
の
中
に
）

草
も
木
も
、
色
が
変
わ
っ
て
ゆ
く
こ
の
（
秋
の
）
時
に
こ
そ
、
憂
く
辛
い
こ
と
も
そ
の
最
た
る
例
が
あ
る
、
と
分
か
る
の
で
あ
っ

た
。

〔
本
歌
〕　

草
も
木
も
色
か
は
れ
ど
も
わ
た
つ
海
の
浪
の
花
に
ぞ
秋
な
か
り
け
る
（
古
今
集
・
秋
下
・
二
五
〇
・
康
秀
）



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
六
三

〔
参
考
〕　

草
も
木
も
色
か
は
り
ゆ
く
秋
風
に
里
を
ば
か
れ
ず
衣
う
つ
な
り
（
壬
二
集
・
為
家
卿
家
百
首
・
秋
・
一
二
八
九
）

あ
は
ざ
り
し
昔
を
今
に
く
ら
べ
て
ぞ
憂
き
は
例
し
も
あ
り
と
知
ら
る
る
（
続
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
九
九
・
平
政
村
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
。
→
１
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
八
月
・
二
六
。

〔
語
釈
〕　

○
詞
書
―
前
歌
の
「
秋
の
歌
の
中
に
」
を
承
け
る
が
、『
竹
風
抄
』
の
題
「
八
月
」
は
、『
古
今
六
帖
』（
第
一
・
歳
時
・
秋
）

の
「
は
つ
き
」
に
当
た
る
。
○
例
し
―
こ
こ
は
、
物
事
の
基
準
、
典
型
と
い
っ
た
意
か
。
参
考
の
政
村
歌
の
「
例
し
」
は
、
前
例
の

意
。

（
秋
の
歌
の
中
に
）

122　

涙な
み
た

の
み
絶た

え
ず
時し

雨く

る
るゝ
我わ

が
袖そ
て

や
秋
行ゆ

く
雲ゝ
も

の
衣こ
ろ
も

な
る
ら
ん

〔
通
釈
〕（
秋
の
歌
の
中
に
）

涙
だ
け
が
絶
え
る
こ
と
な
く
時
雨
の
よ
う
に
降
る
私
の
袖
は
、
秋
が
行
き
そ
の
空
を
行
く
（
時
雨
を
降
ら
せ
る
）
雲
で
で
き
た
衣
で

あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

墨
染
の
衣
の
袖
は
雲
な
れ
や
涙
の
雨
の
絶
え
ず
降
る
ら
ん
（
拾
遺
集
・
哀
傷
・
一
二
九
七
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

涙
の
み
な
ほ
も
降
る
か
な
神
無
月
時
雨
る
る
頃
も
た
ゆ
む
袂
に
（
白
河
殿
七
百
首
・
恋
・
寄
時
雨
恋
・
四
一
四
一
・
為
家
。
為

家
集
・
恋
・
一
〇
九
一
、四
句
「
時
雨
る
る
ほ
ど
と
」）

〔
語
釈
〕　

○
我
が
袖
や
―
古
く
な
い
句
形
。「
世
と
と
も
に
乾
く
間
も
な
き
我
が
袖
や
潮
干
も
分
か
ぬ
波
の
下
草
」（
新
勅
撰
集
・
恋
二
・



一
六
四

七
七
二
・
隆
信
。
六
百
番
歌
合
・
恋
・
寄
草
恋
・
一
〇
二
四
）
や
「
我
が
袖
や
松
の
陰
な
る
秋
草
の
上
は
つ
れ
な
き
色
に
出
で
な
む
」

（
続
古
今
集
・
恋
一
・
一
〇
〇
一
・
順
徳
院
。
紫
禁
集
・
七
八
六
）
等
に
学
ぶ
か
。
○
秋
行
く
雲
―
秋
に
空
を
流
れ
て
行
く
雲
。「
竜
田

山
秋
行
く
人
の
袖
を
見
よ
木
木
の
梢
は
時
雨
れ
ざ
り
け
り
」（
新
古
今
集
・
羇
旅
・
九
八
四
・
慈
円
）
の
「
秋
行
く
人
」
や
「
湊
川
秋

行
く
水
の
色
ぞ
こ
き
残
る
山
な
く
時
雨
降
る
ら
し
」（
新
勅
撰
集
・
秋
下
・
三
四
一
・
実
氏
）
の
「
秋
行
く
水
」
等
か
ら
援
用
か
。
秋

が
去
っ
て
行
く
意
が
掛
か
る
か
。
○
ら
ん
―
原
因
推
量
の
助
動
詞
。

（
秋
の
歌
の
中
に
）

123　

鷺さ
き

の
ゐ
る
外そ
と

面も

の
梢こ
す
ゑ

色い
ろ

づ
き
て
門か
と

田た

寂さ
ひ

し
き
秋
の
夕ゆ
ふ

暮く
れ

〔
通
釈
〕（
秋
の
歌
の
中
に
）

鷺
が
と
ま
っ
て
い
る
家
の
外
に
あ
る
梢
が
色
づ
い
て
、
家
の
前
の
田
は
寂
し
さ
に
つ
つ
ま
れ
る
、
秋
の
夕
暮
よ
。

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
。
→
１
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
田
家
・
一
一
〇
。
夫
木
抄
・
雑
九
・
鷺
・
秋
御
歌
中
・
一
二
六
九
〇
。

〔
語
釈
〕　

○
鷺
の
ゐ
る
―
『
金
葉
集
』
に
収
め
る
和
泉
式
部
の
「
鷺
の
ゐ
る
松
原
い
か
に
騒
ぐ
ら
ん
白
毛
は
う
た
て
里
響と
よ

む
な
り
」（
雑

上
・
五
五
六
）
や
『
堀
河
百
首
』
の
藤
原
顕
仲
詠
「
鷺
の
ゐ
る
荒
れ
田
の
く
ろ
に
摘
む
芹
も
春
の
若
菜
の
数
に
や
は
あ
ら
ぬ
」（
春
・

若
菜
・
七
四
）
が
早
い
。
家
良
の
「
鷺
の
ゐ
る
野
沢
の
ま
菅
水
越
え
て
な
ほ
曇
り
そ
ふ
五
月
雨
の
空
」（
現
存
六
帖
・
さ
ぎ
・
八
五
四
）

や
『
百
首
歌
合
建
長
八
年
』
の
「
鷺
の
ゐ
る
荒
れ
田
の
く
ろ
に
雪
さ
え
て
根
芹
も
白
く
摘
む
若
菜
か
な
」（
春
・
二
三
三
・
経
家
）
等
が
、

宗
尊
に
身
近
な
例
。
○
外
面
の
梢
―
先
例
は
見
え
な
い
句
。
後
出
と
し
て
も
、『
歌
合
（
正
安
元
年
〜
嘉
元
二
年
）』
の
親
子
詠
「
よ
も
山
に



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
六
五

冬
近
か
ら
し
今
朝
見
れ
ば
外
面
の
梢
色
染
め
ぬ
な
り
」（
秋
朝
・
一
〇
）、
あ
る
い
は
『
宗
良
親
王
千
首
』
の
「
い
と
ど
な
ほ
外
面
の
梢

茂
り
あ
ひ
て
煙
に
暮
る
る
里
の
か
や
り
火
」（
夏
・
蚊
遣
火
・
二
八
五
）
や
『
師
兼
千
首
』
の
「
山
里
の
外
面
の
梢
陰
茂
み
心
涼
し
き

滝
の
音
か
な
」（
雑
・
山
家
夏
・
八
三
二
）
が
見
え
る
程
度
。
こ
れ
ら
に
、
宗
尊
か
ら
の
影
響
の
可
能
性
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

「
外
面
」
は
、
家
の
背
後
あ
る
い
は
北
側
を
言
う
が
、
家
の
外
側
一
般
を
も
言
う
。
○
門
田
―
家
の
門
前
に
あ
る
田
。
あ
る
い
は
家
の

近
く
の
田
。

〔
補
説
〕　
「
鷺
」
が
、「
白
鷺
の
松
の
梢
に
群
れ
ゐ
る
と
見
ゆ
る
は
雪
の
積
も
る
な
り
け
り
」（
為
忠
家
初
度
百
首
・
冬
・
松
上
雪
・

四
八
一
・
頼
政
）
の
よ
う
な
白
鷺
を
言
っ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、「
色
づ
」
く
「
梢
」
と
の
色
彩
上
の
対
照
の
趣
向
と
な
る
。
ま

た
、「
外
面
の
梢
」
を
家
の
後
ろ
側
に
あ
る
梢
、「
門
田
」
を
家
の
門
の
前
側
に
あ
る
田
と
す
れ
ば
、
そ
の
対
比
も
趣
向
と
な
る
が
、
そ

う
と
も
限
ら
な
い
か
。

長な
か

月
の
晦つ
こ

日も
り

頃こ
ろ

、
時
雨
間ま

な
く
か
き
暗く

れ
た
る
に
、
山
里さ
と

な
る
人
に

124　

山
里さ

と

の
梢こ
す
ゑ

も
い
か
がゝ
な
り
ぬ
ら
ん
都み
や
こ

の
空そ
ら

ぞ
時し

雨く

れ
が
ち
な
る

〔
通
釈
〕　

長
月
九
月
の
晦
日
頃
、
時
雨
が
暇
な
く
（
降
り
）
空
が
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
た
時
に
、
山
里
に
い
る
人
に
（
言
っ
て
や
っ
た

歌
）

山
里
の
梢
も
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
都
の
空
は
時
雨
が
ち
で
あ
る
。

〔
参
考
〕　

誰
も
み
な
花
の
都
に
散
り
は
て
て
ひ
と
り
時
雨
る
る
秋
の
山
里
（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
七
六
四
・
顕
輔
）

山
深
み
旅
の
日
数
の
ふ
る
ま
ま
に
時
雨
が
ち
な
る
秋
の
夕
暮
（
万
代
集
・
雑
四
・
三
三
四
九
・
平
範
国
。
別
本
和
漢
兼
作
集
・



一
六
六

三
三
七
）

見
れ
ば
ま
づ
添
ひ
て
涙
ぞ
か
き
暗
す
時
雨
れ
が
ち
な
る
空
の
気
色
に
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
冬
・
一
〇
四
八
・
中
納
言
〔
真

観
女
親
子
〕）

〔
類
歌
〕
山
里
の
梢
は
い
か
に
な
り
ぬ
ら
ん
都
の
花
は
春
風
ぞ
吹
く
（
草
庵
集
・
春
下
・
二
一
八
・
為
藤
。
新
千
載
集
・
雑
上
・

一
七
一
八
、二
句
「
梢
は
い
か
が
」）

〔
語
釈
〕　

○
時
雨
れ
が
ち
な
る
―
時
雨
が
は
っ
き
り
と
降
る
傾
向
を
見
せ
る
、
と
の
趣
旨
。
宗
尊
は
別
に
「
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
」

（
暮
秋
）
で
も
「
昔
思
ふ
涙
も
い
と
ど
降
り
添
へ
て
時
雨
れ
が
ち
な
る
秋
の
暮
か
な
」（
竹
風
抄
・
巻
一
・
三
〇
）
と
詠
ん
で
い
る
。

〔
補
説
〕　

詞
書
と
和
歌
の
内
容
か
ら
、
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
七
月
に
失
脚
し
帰
洛
し
た
後
、
九
月
晦
日
頃
の
詠
作
。

紅
葉

125　

か
く
て
見
む
外と

山や
ま

の
里さ
と

の
薄う
す

紅も
み
ち葉
い
ま
ひ
と
し
ほ
の
色い
ろ

な
時し

雨く

れ
そ

為
紅
葉
無
常
山
候
歟
（
墨
滅
）

〔
通
釈
〕　

紅
葉

こ
の
ま
ま
で
見
よ
う
。
外
山
の
里
の
薄
い
色
の
紅
葉
は
、
も
う
一
段
の
濃
い
色
に
時
雨
れ
て
く
れ
る
な
。

紅
葉
の
為
に
無
常
の
山
に
候
ふ
か
。（
墨
滅
）

〔
本
歌
〕　

常
磐
な
る
松
の
緑
も
春
来
れ
ば
今
一
し
ほ
の
色
ま
さ
り
け
り
（
古
今
集
・
春
上
・
二
四
・
宗
于
）

〔
参
考
〕　

か
く
て
見
む
青
葉
ま
じ
り
の
薄
紅
葉
時
雨
よ
い
た
く
染
め
果
て
ず
と
も
（
楢
葉
集
・
雑
二
・
八
五
一
・
禅
定
院
尊
者
）



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
六
七

夕
づ
く
日
う
つ
ろ
ふ
峰
の
薄
紅
葉
今
一
し
ほ
は
時
雨
せ
ね
ど
も
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
秋
・
夕
紅
葉
・
六
五
五
・
経
乗
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
。
→
７
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
三
・
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
・
秋
山
家
・
五
七
二
。

〔
語
釈
〕　

○
外
山
の
里
―
山
の
端
っ
こ
、
あ
る
い
は
連
山
の
外
れ
に
あ
る
里
。
○
色
な
時
雨
れ
そ
ー
珍
し
い
句
。
後
代
に
、
康
正
三
年

（
一
四
五
七
）
九
月
七
日
『
武
家
歌
合
』
の
「
染
め
残
す
峰
の
紅
葉
葉
ひ
さ
か
た
の
山
よ
り
北
の
色
な
時
雨
れ
そ
」（
二
五
・
心
敬
）
が

見
え
る
程
度
。
紅
葉
の
色
を
濃
く
な
る
よ
う
に
時
雨
が
染
め
上
げ
る
な
、
と
い
う
趣
旨
。

〔
補
説
〕　

措
辞
の
類
似
か
ら
参
考
に
挙
げ
た
『
楢
葉
集
』
の
一
首
に
つ
い
て
は
、
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
六
月
五
日
素
俊
撰
の
同
集
あ

る
い
は
そ
の
歌
を
、
宗
尊
が
披
見
し
得
た
か
否
か
を
含
め
て
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

為
家
の
評
詞
は
、
そ
の
ま
ま
あ
っ
て
欲
し
い
の
に
紅
葉
の
故
に
無
常
に
も
変
化
す
る
山
で
あ
る
こ
と
を
詠
じ
た
歌
だ
と
い
っ
た
趣
旨

か
。
そ
れ
を
撲
滅
し
た
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。

杜
紅
葉

126　

津つ

の
国く
に

や
幾い
く

た
び
雲く
も

の
時し

雨く

れ
来き

て
杜も
り

の
木こ

の
葉
の
色い
ろ

ま
さ
る
ら
ん

〔
通
釈
〕　

杜
の
紅
葉

津
の
国
よ
。
幾
度
、
雲
が
時
雨
を
降
ら
せ
て
来
て
、
杜
の
木
の
葉
の
色
が
濃
く
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

津
の
国
の
生
田
の
森
の
初
時
雨
明
日
さ
へ
降
ら
ば
紅
葉
し
ぬ
べ
し
（
万
代
集
・
秋
下
・
一
一
八
六
・
教
実
。
続
千
載
集
・
秋

下
・
五
七
一
）



一
六
八

村
時
雨
今
朝
も
行
き
来
の
雲
の
杜
幾
た
び
秋
の
梢
染
む
ら
ん
（
宝
治
百
首
・
秋
・
杜
紅
葉
・
一
八
九
九
・
知
家
）

晴
れ
曇
り
時
雨
る
る
た
び
に
神
奈
備
の
杜
の
木
の
葉
ぞ
濡
れ
て
色
濃
き
（
宝
治
百
首
・
秋
・
杜
紅
葉
・
一
九
一
八
・
但
馬
）

時
雨
れ
行
く
日
数
に
添
へ
て
片
岡
の
森
の
木
の
葉
は
色
ま
さ
り
け
り
（
新
和
歌
集
・
秋
・
二
六
一
・
泰
綱
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
。
→
７
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
三
・
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
・
秋
杜
・
五
三
九
。

〔
語
釈
〕　

○
津
の
国
―
摂
津
の
国
の
こ
と
。
歌
枕
。「
摂
津
（
の
）
国
」
で
も
「
つ
の
く
に
」
と
読
む
。

〔
補
説
〕　

参
考
の
但
馬
詠
は
、「
晴
れ
曇
り
幾
た
び
空
に
時
雨
れ
て
か
信
田
の
杜
を
染
め
つ
く
す
ら
む
」（
洞
院
摂
政
家
百
首
東
北
大
学
本

拾
遺
・
紅
葉
・
三
〇
四
・
隆
祐
。
隆
祐
集
・
一
五
三
）
に
倣
っ
て
い
よ
う
が
、
こ
の
両
首
に
参
考
の
泰
綱
詠
も
含
め
た
類
型
の
淵
源

は
、「
時
雨
の
雨
間
な
く
し
降
れ
ば
神
奈
備
の
森
の
木
の
葉
も
色
付
き
に
け
り
」（
古
今
六
帖
・
第
一
・
し
ぐ
れ
・
四
九
四
・
作
者
不

記
）
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

〔
補
説
〕　

歌
頭
の
合
点
を
白
滅
。

山
紅
葉

127　

紅
く
れ
な
ゐ

の
衣こ
ろ
も

干ほ

す
か
と
見み

ゆ
る
か
な
紅も
み
ち葉

し
て
け
り
天あ
ま

の
香か

具く

山

〔
通
釈
〕　

山
の
紅
葉

（
白
妙
な
ら
ぬ
）
紅
の
衣
を
干
す
か
と
見
え
る
こ
と
で
あ
る
な
。
紅
葉
し
た
の
で
あ
っ
た
。
天
の
香
具
山
よ
。

〔
本
歌
〕　

春
過
ぎ
て
夏
来
に
け
ら
し
白
妙
の
衣
干
す
て
ふ
天
の
香
具
山
（
新
古
今
集
・
夏
・
一
七
五
・
持
統
天
皇
。
原
歌
万
葉
集
・
巻



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
六
九

一
・
雑
歌
・
二
八
、二
句
原
文
「
衣
乾
有
」
の
訓
は
「
衣
ほ
し
た
り
」
他
）

〔
参
考
〕　

紅
の
衣
か
け
た
る
佐
保
山
と
見
ゆ
る
は
嶺
の
紅
葉
な
り
け
り
（
久
安
百
首
・
秋
・
七
四
九
・
実
清
）

秋
深
み
時
雨
る
る
ま
ま
に
紅
葉
葉
は
み
な
紅
の
衣
手
の
杜
（
正
治
後
度
百
首
・
秋
・
紅
葉
・
九
三
七
・
越
前
）

紅
に
ち
し
ほ
や
染
め
し
山
姫
の
紅
葉
が
さ
ね
の
衣
手
の
森
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
秋
・
紅
葉
・
七
七
七
・
俊
成
女
。
現
存
六

帖
・
も
み
ぢ
・
四
六
六
。
俊
成
卿
女
集
・
一
一
七
）

紅
の
衣
か
け
干
す
佐
保
山
に
染
む
る
時
雨
の
雨
は
厭
は
ず
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
冬
・
二
〇
七
・
厳
雅
）

〔
語
釈
〕　

○
紅
葉
し
て
け
り
―
先
行
例
は
後
鳥
羽
院
の
「
大
堰
川
嵐
の
山
の
影
見
え
て
底
の
梢
に
紅
葉
し
て
け
り
」（
正
治
後
度
百
首
・

秋
・
紅
葉
・
三
六
。
後
鳥
羽
院
御
集
・
一
三
六
）。
こ
こ
は
四
句
が
独
立
し
て
切
れ
る
。
○
天
の
香
具
山
―
→
51
。

〔
補
説
〕　

古
歌
を
本
歌
に
し
つ
つ
院
政
期
以
降
の
趣
向
も
取
り
込
む
の
は
、
宗
尊
の
詠
法
の
典
型
の
一
つ
。

百
首
の
歌
の
中な
か

に

128　

竜た
つ

田た

川か
は

紅も
み
ち葉
の
陰か
け

に
鳴な

く
鹿し
か

の
声こ
ゑ

も
時し

雨く

れ
て
秋あ
き

風か
せ

ぞ
吹ふ

く

〔
通
釈
〕　

百
首
の
歌
の
中
で

竜
田
川
で
は
、
紅
葉
の
陰
に
鳴
く
鹿
、
そ
の
声
も
、
時
雨
が
降
る
と
共
に
時
雨
の
よ
う
に
響
い
て
、
秋
風
が
吹
く
こ
と
だ
。

〔
本
歌
〕　

雨
降
ら
ば
紅
葉
の
陰
に
宿
り
つ
つ
竜
田
の
山
に
今
日
は
暮
ら
さ
ん
（
続
古
今
集
・
羈
旅
・
八
九
八
・
素
性
。
素
性
集
・
竜
田
山

越
ゆ
る
程
に
時
雨
降
る
・
五
〇
、
三
句
「
隠
れ
つ
つ
」
五
句
「
宿
り
果
て
な
む
」。
万
代
集
・
雑
四
・
三
三
五
〇
、
三
・
五

句
同
上
。
雲
葉
集
・
秋
下
・
六
九
六
、
三
句
同
上
五
句
「
今
日
や
暮
ら
さ
ん
」）



一
七
〇

〔
参
考
〕　

竜
田
山
朝
霧
隠
れ
鳴
く
鹿
の
声
の
色
な
る
秋
風
ぞ
吹
く
（
万
代
集
・
秋
下
・
一
〇
八
七
・
忠
信
）

お
の
が
や
が
て
染
め
し
紅
葉
の
散
る
と
き
は
同
じ
声
に
ぞ
ま
た
時
雨
る
な
る
（
俊
成
五
社
百
首
・
日
吉
・
冬
・
時
雨
・

四
五
七
）

秋
の
色
は
木
の
葉
の
み
か
は
竜
田
山
袖
に
時
雨
る
る
小
牡
鹿
の
声
（
最
勝
四
天
王
院
和
歌
・
竜
田
山
・
三
二
・
慈
円
）

一
目
見
し
遠
ぢ
の
村
の
は
じ
紅
葉
ま
た
も
時
雨
れ
て
秋
風
ぞ
吹
く
（
順
徳
院
百
首
・
秋
・
五
三
。
秋
風
集
・
秋
下
・
四
一
一
・

順
徳
院
）

〔
影
響
〕　

竜
田
山
散
ら
ぬ
紅
葉
に
木
隠
れ
て
ゆ
ふ
つ
け
鳥
の
声
ぞ
時
雨
る
る
（
草
根
集
・
秋
・
山
紅
葉
・
四
八
二
四
）

〔
他
出
〕　

夫
木
抄
・
秋
三
・
鹿
・
御
集
、
紅
葉
・
四
六
二
七
、
初
句
「
竜
田
山
」。

〔
語
釈
〕　

○
百
首
の
歌
―
→
94
。
○
竜
田
川
―
大
和
国
の
歌
枕
。
現
奈
良
県
の
生
駒
山
中
に
源
流
し
て
生
駒
郡
斑
鳩
町
で
大
和
川
に
注
ぐ

川
。
○
声
も
時
雨
れ
て
―
先
行
の
類
例
を
見
な
い
句
。
後
出
で
は
、
影
響
歌
と
見
た
正
徹
詠
の
他
に
、
近
世
の
武
者
小
路
実
陰
に
「
入

相
の
声
も
時
雨
れ
て
行
く
雲
に
ま
よ
ふ
嵐
の
空
ぞ
寒
け
き
」（
芳
雲
集
・
冬
・
冬
夕
・
三
一
九
八
）
が
あ
る
。

（
百
首
の
歌
の
中
に
）

129　

形か
た

見み

と
や
時し
く
れ雨

も
露つ
ゆ

も
侘わ

び
人
の
袖そ
て

に
残の
こ

し
て
秋あ
き

の
行ゆ

く
ら
ん

〔
通
釈
〕（
百
首
の
歌
の
中
で
）

そ
れ
を
形
見
だ
と
、（
涙
の
）
時
雨
も
（
涙
の
）
露
も
失
意
の
人
の
袖
に
残
し
て
、
秋
が
去
っ
て
行
く
の
だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

草
の
葉
に
は
か
な
く
消
ゆ
る
露
を
し
も
形
見
に
置
き
て
秋
の
行
く
ら
ん
（
金
葉
集
・
秋
・
二
五
五
・
師
俊
）



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
七
一

秋
の
色
を
い
か
に
待
ち
見
ん
常
磐
山
時
雨
も
露
も
染
め
じ
と
想
へ
ば
（
続
古
今
集
・
秋
下
・
五
〇
一
・
公
朝
）

惜
し
み
得
ぬ
涙
の
露
を
形
見
に
て
袖
に
残
れ
る
秋
も
は
か
な
し
（
弘
長
百
首
・
冬
・
初
冬
・
三
五
二
・
基
家
。
続
古
今
集
・

冬
・
五
四
四
）

露
時
雨
袖
に
名
残
を
偲
べ
と
や
秋
を
形
見
の
別
れ
な
り
け
ん
（
拾
遺
愚
草
・
雑
・
二
八
八
一
）

〔
語
釈
〕　

○
時
雨
も
露
も
―
「
時
雨
」
も
「
露
」
も
、「
侘
び
人
」「
袖
」
の
縁
で
涙
を
寓
意
。「
露
も
時
雨
も
」
の
形
で
は
、
古
く
『
平

中
物
語
』
の
長
歌
に
「
…
杜
の
木
の
葉
は　

君
な
れ
や　

露
も
時
雨
も　

と
も
す
れ
ば　

も
り
つ
つ
袖
を　

濡
ら
す
ら
む
…
」（
三

段
・
二
一
・
こ
の
男
）
が
見
え
る
。
勅
撰
集
で
は
『
新
古
今
集
』
に
良
経
の
「
石
上
ふ
る
の
神
杉
古
り
ぬ
れ
ど
色
に
は
出
で
ず
露
も
時

雨
も
」（
恋
一
・
一
〇
二
八
・
良
経
）
が
初
出
し
、
定
家
や
後
鳥
羽
に
も
作
例
が
あ
っ
て
、
こ
の
「
露
も
時
雨
も
」
の
形
が
先
行
す
る

よ
う
で
あ
る
。「
時
雨
も
露
も
」
の
形
は
、『
建
保
名
所
百
首
』
の
次
の
四
首
が
早
い
。「
分
き
て
し
も
い
か
に
染
む
ら
ん
竜
田
山
時
雨

も
露
も
変
は
る
も
の
か
は
」（
秋
・
竜
田
山
同
国
〔
大
和
国
〕・
三
七
四
・
行
意
）、「
た
だ
染
め
よ
時
雨
も
露
も
置
く
霜
も
あ
は
で
の
森
の

秋
の
暮
れ
方
」（
恋
・
阿
波
手
杜
尾
張
国
・
八
一
一
・
家
隆
）、「
我
が
袖
に
時
雨
も
露
も
も
る
山
は
下
葉
の
外
も
色
変
は
り
け
り
」「
忍

び
侘
び
時
雨
も
露
も
も
る
山
の
色
な
る
袖
を
何
に
ま
が
へ
ん
」（
恋
・
守
山
近
江
国
、
上
野
国
・
兵
衛
内
侍
・
八
五
八
、
八
六
二
・
範
宗
）。

こ
れ
ら
を
宗
尊
は
見
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
○
侘
び
人
―
失
意
傷
心
の
人
、
不
本
意
に
寂
し
く
暮
ら
す
人
。
宗
尊
自
身
を
言
う
。
○

袖
に
残
し
て
―
「
過
ぎ
に
け
り
信
太
の
杜
の
郭
公
絶
え
ぬ
滴
を
袖
に
残
し
て
」（
新
古
今
集
・
夏
・
二
一
三
・
保
季
。
千
五
百
番
歌

合
・
夏
二
・
七
四
二
、
初
句
「
過
ぎ
ぬ
な
り
」）
が
勅
撰
集
に
初
出
の
句
。

九
月
尽

130　

別わ
か

れ
と
て
誰た
れ

惜を

し
む
ら
む
い
つ
も
我わ

が
身
に
の
み
添そ

へ
る
秋あ
き

の
心
を



一
七
二

〔
通
釈
〕　

九
月
尽

秋
と
の
別
れ
だ
と
い
っ
て
、
い
っ
た
い
誰
が
惜
し
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
常
に
こ
の
我
が
身
に
だ
け
は
寄
り
添
っ
て
い
る
秋
の

心
、
愁
い
で
あ
る
も
の
を
。

〔
参
考
〕　

物
色
自
堪
傷
客
意
（
も
の
の
い
ろ
は
お
の
づ
か
ら
か
く
の
こ
こ
ろ
を
い
た
ま
し
む
る
に
た
へ
た
り
）　

宜
将
愁
字
作
秋
心
（
う

べ
な
り
う
れ
へ
の
じ
を
も
て
あ
き
の
こ
こ
ろ
に
つ
く
れ
る
こ
と)

（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
興
・
二
二
五
・
篁
）

こ
と
ご
と
に
悲
し
か
り
け
り
む
べ
し
こ
そ
秋
の
心
を
愁
へ
と
言
ひ
け
れ
（
千
載
集
・
秋
下
・
三
五
一
・
季
通
）

里
分
か
ず
同
じ
夕
べ
に
行
く
春
を
我
ぞ
別
れ
と
誰
惜
し
む
ら
ん
（
宝
治
百
首
・
春
・
暮
春
・
七
六
四
・
基
家
。
続
拾
遺
集
・
春

下
・
一
四
四
）

〔
類
歌
〕　

い
つ
ま
で
か
よ
そ
に
別
る
と
慕
ひ
け
ん
今
は
身
に
添
ふ
秋
の
心
を
（
竹
風
抄
・
巻
二
・
文
永
五
年
十
月
三
百
首
歌
・
暮
秋
・

三
九
四
）

〔
語
釈
〕　

○
秋
の
心
―
形
声
の
「
愁
」
の
字
の
「
秋
」
と
「
心
」
を
切
り
離
し
て
言
う
。
従
っ
て
逆
に
「
秋
の
心
」
で
「
愁
」
を
表
す
。

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

冬

初
冬

131　

い
つ
し
か
と
今け

朝さ

も
涙な
み
た

の
時し
く
れ雨
し
て
袖そ
て

に
ま
づ
知し

る
神
無な

月
か
な

〔
通
釈
〕　

初
冬



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
七
三

早
く
も
、（
冬
に
な
っ
た
）
今
朝
も
涙
の
時
雨
が
降
っ
て
、
袖
で
先
ず
最
初
に
知
る
神
無
月
、
冬
十
月
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

〔
本
歌
〕　

世
の
中
の
憂
き
も
つ
ら
き
も
告
げ
な
く
に
ま
づ
知
る
も
の
は
涙
な
り
け
り
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
四
一
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

い
つ
し
か
と
袖
に
時
雨
の
そ
そ
く
か
な
思
ひ
は
冬
の
初
め
な
ら
ね
ど
（
千
載
集
・
恋
一
・
六
九
二
・
賀
茂
重
延
）

い
つ
し
か
と
今
日
や
葉
守
の
神
無
月
ま
ば
ら
に
な
り
ぬ
柏
木
の
杜
（
正
治
後
度
百
首
・
紅
葉
・
六
三
九
・
長
明
）

人
知
れ
ぬ
涙
は
今
日
ぞ
初
時
雨
い
つ
し
か
袖
の
色
に
出
で
に
け
る
（
和
歌
所
影
供
歌
合
建
仁
元
年
八
月
・
初
恋
・
一
七
九
・
秀
能
）

い
つ
し
か
と
時
雨
に
し
る
し
神
無
月
今
朝
こ
そ
冬
の
初
め
な
り
け
れ
（
秋
夢
集
・
一
四
）

侘
び
人
や
神
無
月
と
は
な
り
に
け
む
涙
の
ご
と
く
降
る
時
雨
か
な
（
新
勅
撰
集
・
冬
・
三
六
四
・
元
方
）

月
の
う
ち
の
桂
の
枝
を
思
ふ
と
や
涙
の
時
雨
降
る
心
地
す
る
（
新
勅
撰
集
・
恋
五
・
九
五
二
・
光
孝
天
皇
）

〔
類
歌
〕　

冬
来
ぬ
と
言
は
ぬ
を
知
る
も
我
が
袖
の
涙
に
ま
が
ふ
時
雨
な
り
け
り
（
続
古
今
集
・
冬
・
五
四
六
・
宗
尊
）

〔
語
釈
〕　

○
い
つ
し
か
と
―
（
い
つ
の
間
に
か
）
早
く
も
、
の
意
。
○
今
朝
―
「
神
無
月
」
に
な
っ
た
日
の
朝
。

時
雨

132　

神
無
月
時し
く
れ雨

も
時と
き

に
あ
ふ
も
の
を
い
た
づ
ら
に
の
み
ふ
る
涙な
み
た

か
な

〔
通
釈
〕　

時
雨

神
無
月
冬
十
月
に
、
時
雨
も
降
る
絶
好
の
時
節
に
な
っ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
、
た
だ
虚
し
い
ば
か
り
に
時
を
過
ご
し
て
降
り
落
ち
る

涙
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

〔
参
考
〕　

我
が
身
世
に
ふ
る
と
も
見
え
ぬ
春
雨
の
い
た
づ
ら
に
の
み
濡
る
る
袖
か
な
（
万
代
集
・
雑
六
・
三
六
六
四
・
明
教
）



一
七
四

〔
類
歌
〕　

い
た
づ
ら
に
涙
時
雨
れ
て
神
無
月
我
が
身
ふ
り
ぬ
る
杜
の
柏
木
（
続
古
今
集
・
雑
上
・
一
六
一
九
・
教
定
）

神
無
月
時
雨
る
る
空
を
な
が
め
て
も
い
た
づ
ら
に
ふ
る
身
を
嘆
く
か
な
（
続
拾
遺
集
・
雑
秋
・
六
三
九
・
円
勇
）

〔
語
釈
〕　

○
ふ
る
―
「
時
雨
」
の
縁
語
「
降
る
」（
涙
が
流
れ
る
こ
と
の
比
喩
）
に
、「
時
」
の
縁
で
「
経
る
」
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　

類
歌
「
い
た
づ
ら
に
」
の
歌
の
作
者
藤
原
教
定
は
、
宗
尊
幕
下
の
関
東
祗
候
の
廷
臣
で
、
同
歌
壇
の
主
要
歌
人
。
こ
の
歌
は
弘

長
元
年
（
一
二
六
一
）
九
月
の
「
中
務
卿
親
王
家
百
首
歌
」
の
一
首
。
ま
た
、
類
歌
「
神
無
月
」
の
歌
の
作
者
円
勇
は
、
園
城
寺
僧
で

鶴
岡
八
幡
宮
乗
蓮
坊
に
止
住
し
た
法
体
歌
人
。
同
じ
く
宗
尊
幕
下
の
関
東
歌
壇
に
活
躍
し
た
。

（
時
雨
）
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神か
み

無な

月つ
き

空そ
ら

行ゆ

く
雲ゝ
も

の
晴は

る
るゝ
間ま

は
あ
れ
ど
も
袖そ
て

の
な
ほを

時し

雨く

れ
つ
つゝ

〔
通
釈
〕（
時
雨
）

神
無
月
は
、
空
を
流
れ
行
く
（
時
雨
を
降
ら
せ
る
）
雲
が
晴
れ
る
間
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
私
の
袖
は
依
然
と
し
て
涙
の
時
雨
が
降
り

続
い
て
い
て
。

〔
参
考
〕　

こ
と
わ
り
の
時
雨
の
空
は
雲
間
あ
れ
ど
な
が
む
る
袖
ぞ
乾
く
よ
も
な
き
（
新
勅
撰
集
・
冬
・
三
八
一
・
紫
式
部
）

秋
も
な
ほ
野
原
の
露
の
置
か
ぬ
夜
は
あ
れ
ど
も
袖
の
濡
れ
ぬ
日
は
な
し
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
恋
・
寄
露
恋
・
八
六
五
・

家
隆
。
壬
二
集
・
一
七
八
〇
）

〔
語
釈
〕　

○
あ
れ
ど
も
―
「
駿
河
な
る
田
子
の
浦
浪
立
た
ぬ
ひ
は
あ
れ
ど
も
君
を
恋
ひ
ぬ
日
は
な
し
」（
古
今
集
・
恋
一
・
四
八
九
・
読

人
）
が
原
拠
。
参
考
の
家
隆
詠
も
こ
れ
を
本
歌
に
す
る
。
○
時
雨
れ
つ
つ
―
涙
が
断
続
的
に
流
れ
落
ち
る
こ
と
を
時
雨
れ
る
こ
と
に
喩



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
七
五

え
て
言
う
。

（
時
雨
）

134　

神
無な

月
時し
く
れ雨

の
空そ
ら

に
行ゆ

く
雲
の
う
き
て
や
つ
ひゐ

に
我わ

が
身
ふ
り
な
む

〔
通
釈
〕（
時
雨
）

神
無
月
に
時
雨
が
降
る
空
に
流
れ
行
く
雲
が
浮
い
て
、
と
う
と
う
こ
の
憂
き
我
が
身
が
古
び
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

〔
本
歌
〕　

水
無
瀬
川
あ
り
て
行
く
水
な
く
は
こ
そ
つ
ひ
に
我
が
身
を
絶
え
ぬ
と
思
は
め
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
九
三
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

今
は
と
て
わ
が
身
時
雨
に
ふ
り
ぬ
れ
ば
事
の
は
さ
へ
に
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
八
二
・
小
町
）

晴
れ
曇
り
時
雨
は
定
め
な
き
も
の
を
ふ
り
は
て
ぬ
る
は
我
が
身
な
り
け
り
（
新
古
今
集
・
冬
・
五
八
六
・
道
因
）

風
吹
け
ば
空
に
た
だ
よ
ふ
雲
よ
り
も
う
き
て
乱
る
る
我
が
心
か
な
（
新
勅
撰
集
・
恋
四
・
八
九
一
・
二
条
太
皇
太
后
宮
大
弐
）

〔
語
釈
〕　

○
う
き
て
や
つ
ひ
に
―
珍
し
い
句
形
。「
う
き
て
」
は
、「
浮
き
て
」
に
「
我
が
身
」「
ふ
り
（
古
り
）」
の
縁
で
「
憂
き
て
」
が

掛
か
る
。
○
ふ
り
―
「
古
り
」
に
「
時
雨
」
の
縁
で
「
降
り
」
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

前
相
国
の
事
は
か
な
く
聞き

こ
え
し
頃こ
ろ

、
時し
く
れ雨
し
た
る
日
、
人
の
も
と
へ
言い

ひ
つ
か
は
し
侍
り・

し
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さ
ら
で
だ
に
定さ

た

め
な
き
世よ

の
悲か
な

し
き
を
空そ
ら

に
知し

ら
す
る
村む
ら

時し
く
れ雨

か
な



一
七
六

〔
通
釈
〕　

前
の
相
国
（
前
太
政
大
臣
西
園
寺
公
相
）
の
（
死
の
）
こ
と
が
空
し
く
耳
に
入
っ
た
頃
、
時
雨
が
降
っ
た
日
、
人
の
許
へ
言
い

送
り
ま
し
た
（
歌
）

そ
う
で
な
く
て
さ
え
定
め
の
な
い
こ
の
世
が
悲
し
い
の
に
、
さ
ら
に
そ
れ
を
、
空
で
（
定
め
な
く
降
り
）
暗
に
知
ら
せ
る
、
村
時
雨

で
あ
る
こ
と
だ
な
。

〔
参
考
〕　

神
無
月
降
り
み
降
ら
ず
み
定
め
な
き
時
雨
ぞ
冬
の
初
め
な
り
け
る
（
後
撰
集
・
冬
・
四
五
五
・
読
人
不
知
）

晴
れ
曇
る
時
雨
の
空
を
な
が
め
て
も
定
め
な
き
世
ぞ
思
ひ
知
ら
る
る
（
久
安
百
首
・
冬
・
一
〇
五
五
・
待
賢
門
院
堀
川
）

晴
れ
曇
る
秋
の
山
辺
の
村
時
雨
定
め
な
き
世
に
濡
る
る
袖
か
な
（
秋
風
抄
・
雑
上
・
一
一
二
九
・
良
印
）

な
が
め
て
も
定
め
な
き
世
の
悲
し
き
は
時
雨
に
曇
る
有
明
の
空
（
拾
遺
愚
草
・
初
学
百
首
・
無
常
・
八
八
）

偽
り
の
な
き
世
の
人
の
言
の
葉
を
空
に
知
ら
す
る
有
明
の
月
（
続
後
撰
集
・
釈
教
・
六
一
一
・
蓮
生
〔
頼
綱
〕）

〔
語
釈
〕　

○
前
相
国
の
事
は
か
な
く
聞
こ
え
し
頃
―
前
太
政
大
臣
の
西
園
寺
公
相
の
死
の
無
常
を
言
う
か
。
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）

十
二
月
十
五
日
に
太
政
大
臣
従
一
位
、
翌
同
二
年
（
一
二
六
一
）
七
月
二
日
辞
任
。
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
十
月
十
二
日
に
四
十
五

歳
で
没
。
○
定
め
な
き
世
―
公
相
が
父
親
実
氏
に
先
立
ち
四
十
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
念
頭
に
置
く
か
。『
増
鏡
』（
北
野
の
雪
）

に
よ
る
と
、
後
嵯
峨
院
に
心
底
の
憂
い
を
問
わ
れ
て
公
相
は
「
い
か
に
も
入
道
相
国
〔
実
氏
〕
に
先
立
ち
ぬ
べ
き
心
地
な
ん
し
侍
る
。

恨
み
の
至
り
て
恨
め
し
き
は
、
盛
り
に
て
親
に
先
立
つ
恨
み
、
悲
し
み
の
切
に
悲
し
き
は
、
老
い
て
子
に
遅
る
る
悲
し
み
に
は
過
ぎ

ず
、
な
ど
こ
そ
、〔
大
江
朝
綱
が
子
の
〕
澄
明
に
遅
れ
た
る
願
文
に
も
書
き
て
侍
り
し
か
」
と
言
っ
た
と
い
い
、
公
相
は
「
そ
の
後
幾

程
な
く
悩
み
給
ふ
よ
し
聞
こ
ゆ
れ
ど
、
さ
し
も
や
は
と
覚
え
し
に
、
い
と
あ
や
な
く
失
せ
給
ひ
ぬ
」（
講
談
社
学
術
文
庫
本
に
よ
り
表

記
は
改
め
る
）
と
い
う
。
○
空
に
―
暗
に
・
何
と
な
く
の
意
に
、
天
空
で
の
意
が
掛
か
る
。
○
村
時
雨
―
急
激
に
一
頻
り
降
っ
て
は
止

み
ま
た
降
り
し
な
が
ら
通
り
過
ぎ
る
雨
。



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
七
七

〔
補
説
〕　

右
記
の
よ
う
に
公
相
の
追
悼
歌
だ
と
す
る
と
、
文
永
四
年
（
一
二
六
一
）
十
二
月
に
為
家
の
加
点
・
評
詞
を
得
た
本
集
の
中

で
、
最
も
詠
作
時
期
が
遅
い
歌
の
一
つ
。
従
っ
て
、『
中
書
王
御
詠
』
の
成
立
は
、
同
年
十
一
月
前
後
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

橋
辺
時
雨

136　

真ま

野の

のゝ
浦う
ら

の
小こ

菅す
け

の
を
笠か
さ

と
り
も
あ
へ
ず
時し

雨く

れ
て
渡わ
た

る
淀よ
と

の
継つ
き

橋は
し

〔
通
釈
〕　

橋
の
辺
り
の
時
雨

真
野
の
浦
の
、
小
菅
で
編
ん
だ
菅
笠
を
被
る
こ
と
も
で
き
ず
、
時
雨
が
さ
っ
と
降
り
過
ぎ
て
行
く
淀
の
継
橋
を
、
時
雨
に
降
ら
れ
な

が
ら
渡
る
よ
。

〔
本
歌
〕　

真
野
の
浦
の
淀
の
継
橋
心
ゆ
も
思
ふ
や
妹
が
夢い
め

に
し
見
ゆ
る
（
万
葉
集
・
巻
四
・
相
聞
・
四
九
〇
・
吹

〔
吹
黄
〕
刀
自
。
五

代
集
歌
枕
・
一
〇
〇
六
、
三
句
「
心
に
も
」）

吾
妹
子
が
袖
を
頼
み
て
真
野
の
浦
の
小
菅
の
笠
を
着
ず
て
来
に
け
り
（
万
葉
集
・
巻
十
一
・
寄
物
陳
思
・
二
七
七
一
・
作
者
未

詳
。
続
後
撰
集
・
羈
旅
・
一
三
一
九
・
人
麿
、
結
句
「
す
ぎ
て
来
に
け
り
」）

神
無
月
深
く
な
り
ゆ
く
梢
よ
り
時
雨
れ
て
渡
る
深
山
辺
の
里
（
後
拾
遺
集
・
冬
・
三
八
一
・
永
胤
）

〔
参
考
〕　

知
る
ら
め
や
淀
の
継
橋
よ
と
と
も
に
つ
れ
な
き
人
を
恋
ひ
渡
る
と
は
（
金
葉
集
・
恋
上
・
三
七
四
・
長
実
母
）

取
り
あ
へ
ぬ
三
笠
の
森
の
神
無
月
頼
む
陰
な
く
洩
る
時
雨
か
な
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
冬
・
一
〇
二
六
・
良
教
）

〔
類
歌
〕　

真
野
の
浦
の
入
江
も
遠
く
霧
晴
れ
て
秋
風
渡
る
淀
の
継
橋
（
竹
風
抄
・
巻
三
・
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
・
秋
橋
・



一
七
八

五
六
一
）

〔
影
響
〕　

木
の
下
や
風
に
き
ほ
ひ
て
時
雨
る
ら
ん
み
笠
と
り
あ
へ
ぬ
宮
城
野
の
原
（
宗
良
親
王
千
首
・
冬
・
野
時
雨
・
五
〇
九
）

柴
人
の
笠
も
と
り
あ
へ
ず
山
風
の
時
雨
降
り
来
る
峰
の
か
け
橋
（
雪
玉
集
・
雑
・
永
正
十
二
四
御
月
次
・
橋
雨
・
二
一
九
一
）

〔
他
出
〕　

夫
木
抄
・
雑
十
四
・
笠
・
こ
す
げ
の
を
が
さ
・
同
（
六
帖
題
）・
一
五
一
八
二
。

〔
語
釈
〕　

○
橋
辺
時
雨
―
珍
し
い
歌
題
。
○
真
野
の
浦
―
近
江
国
の
歌
枕
。
滋
賀
郡
真
野
郷
（
現
滋
賀
県
大
津
市
真
野
）
の
湖
岸
を
言

う
。
○
小
菅
の
を
笠
―
「
小
」
も
「
を
」
も
接
頭
語
。「
真
野
の
浦
」
か
ら
続
い
て
、
真
野
の
浦
に
生
え
る
菅
で
編
ん
だ
笠
の
意
と
な

る
。
○
と
り
も
あ
へ
ず
―
前
句
の
「
小
菅
の
を
笠
」
ま
で
が
有
意
の
序
と
し
て
働
き
、「（
笠
を
）
取
り
も
敢
へ
ず
」（
取
っ
て
被
る
こ

と
も
で
き
ず
に
）
を
起
こ
し
、「
取
り
も
敢
へ
ず
」（
副
詞
「
取
り
敢
へ
ず
」
に
強
意
の
「
も
」
が
挟
ま
っ
た
形
。
あ
っ
と
い
う
間
に
の

意
）
が
掛
か
る
。
○
時
雨
れ
て
渡
る
―
本
歌
の
『
後
拾
遺
集
』
歌
の
詞
を
取
る
。
時
雨
が
降
り
過
ぎ
て
行
く
意
に
、
人
が
時
雨
の
降
る

中
で
渡
る
意
が
掛
か
り
、「
淀
の
継
橋
」
に
続
く
。
○
淀
の
継
橋
―
水
の
淀
み
に
架
け
ら
れ
た
継
ぎ
継
ぎ
の
橋
を
言
う
が
、
こ
こ
は

「
真
野
の
浦
」
と
あ
る
の
で
、
近
江
国
の
そ
れ
と
認
識
し
た
か
。『
八
雲
御
抄
』（
巻
五
・
名
所
部
）
は
山
城
国
と
す
る
。『
夫
木
抄
』

（
雑
三
・
橋
）
に
「
よ
ど
の
つ
ぎ
は
し
、
山
城
或
近
江
」
と
す
る
の
は
、『
八
雲
御
抄
』
等
を
踏
襲
し
つ
つ
、
右
記
の
「
真
野
の
浦
の
淀

の
継
橋
」
の
歌
を
引
く
の
で
、
そ
れ
に
も
基
づ
い
て
い
よ
う
。

〔
補
説
〕　

三
首
の
古
歌
を
本
歌
に
取
る
と
解
し
た
。
な
お
、『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
永
胤
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊

玉
和
歌
集
注
釈
稿
（
三
）』（
本
紀
要
四
七
、
平
二
二
・
三
）
126
、
128
補
説
参
照
。

序
詞
・
縁
語
・
掛
詞
が
絡
み
合
っ
た
仕
立
て
方
も
、
宗
尊
の
方
法
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

影
響
歌
と
し
た
両
首
の
内
、
前
者
は
、
宗
尊
か
ら
の
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
宗
良
の
詠
作
で
あ
る
の
で
、
そ
の
一
連
と
見
て
お

く
。
後
者
は
、
三
条
西
実
隆
の
詠
作
全
体
の
中
で
、
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
七
九

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

山
家
時
雨

137　

山や
ま

高た
か

み
籬ま
か
き

ば
か
り
の
時し
く
れ雨

に
て
峰み
ね

の
庵い
ほ
り

に
か
かゝ
る
浮う
き

雲く
も

〔
通
釈
〕　

山
家
の
時
雨

山
が
高
い
の
で
、（
そ
こ
に
あ
る
こ
の
庵
の
）
ち
ょ
う
ど
籬
の
高
さ
ぐ
ら
い
か
ら
降
る
時
雨
で
あ
っ
て
、
峰
の
庵
に
は
そ
の
時
雨
を

降
ら
せ
る
雲
が
覆
い
掛
か
る
、
こ
の
よ
う
な
浮
雲
よ
。

〔
参
考
〕　

か
け
つ
く
る
峰
の
庵
の
高
け
れ
ば
籬
を
出
づ
る
山
の
端
の
月
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
秋
・
三
八
六
・
経
家
）

時
雨
れ
来
ん
ほ
ど
も
近
し
や
向
か
ひ
な
る
片
岡
山
に
か
か
る
浮
雲
（
同
・
冬
・
一
〇
五
四
・
忠
定
）

〔
語
釈
〕　

○
山
高
み
籬
ば
か
り
の
時
雨
に
て
―
山
が
す
ご
く
高
い
の
で
、
そ
の
峰
に
構
え
た
庵
に
雲
が
掛
か
り
、
ま
さ
に
そ
の
庵
の
籬
の

高
さ
ぐ
ら
い
か
ら
時
雨
が
下
に
降
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
と
い
う
こ
と
か
。
○
か
か
る
―
「
掛
か
る
」
と
「
斯
か
る
」
の
掛
詞
に

解
し
た
。

〔
補
説
〕　

き
わ
ど
い
趣
向
の
細
か
い
叙
景
の
一
首
で
、
こ
れ
は
宗
尊
の
歌
の
中
で
も
特
に
こ
の
『
中
書
王
御
詠
』
に
目
に
付
く
詠
み
ぶ
り

で
あ
ろ
う
か
。

夜
時
雨

138　

真ま

木き

の
屋や

に
音を
と

せ
ざ
り
せ
は
村む
ら

時し
く
れ雨

降ふ

る
と
も
夜
半
の
夢ゆ
め

は
見み

て
ま
し



一
八
〇

〔
通
釈
〕　

夜
の
時
雨

真
木
で
屋
根
を
葺
い
た
家
に
そ
の
音
が
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
村
時
雨
が
降
る
と
し
て
も
、
夜
中
の
夢
は
き
っ
と
見
た
だ
ろ
う
に
。

〔
参
考
〕　

冬
来
ぬ
と
い
か
で
知
ら
ま
し
山
里
は
夜
半
の
時
雨
の
音
せ
ざ
り
せ
ば
（
久
安
百
首
・
冬
・
一
二
五
一
・
待
賢
門
院
安
芸
）

音
に
さ
へ
袂
を
濡
ら
す
時
雨
か
な
真
木
の
板
屋
の
夜
半
の
寝
覚
め
に
（
千
載
集
・
冬
・
四
〇
三
・
源
定
信
。
金
葉
集
正
保
版

二
十
一
代
集
・
冬
・
六
八
三
、
初
句
「
音
に
だ
に
」）

厭
ひ
出
で
て
都
か
た
し
く
真
木
の
屋
に
夢
だ
に
見
せ
ぬ
村
時
雨
か
な
（
拾
玉
集
・
厭
離
欣
求
百
首
・
三
一
七
九
）

〔
語
釈
〕　

○
真
木
の
屋
―
檜
や
杉
の
板
で
屋
根
を
葺
い
た
家
屋
。
○
村
時
雨
―
→
135
。

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

落
葉
如
雨
と
い
ふ
こ
と
を

139　

木こ

の
葉
散ち

る
真ま

木き

の
板い
た

屋や

の
寝ね

覚さ

め
に
は
晴は

れ
て
も
晴は

れ
ぬ
時し
く
れ雨
を
ぞ
聞き

く

〔
通
釈
〕　

落
葉
雨
の
如
し
と
い
う
こ
と
を

木
の
葉
が
散
る
真
木
の
板
屋
で
寝
て
夜
中
の
目
覚
め
に
は
、
時
雨
が
晴
れ
て
も
晴
れ
な
い
（
木
の
葉
が
板
屋
に
散
る
）
時
雨
の
音
を

聞
く
こ
と
だ
。

〔
本
歌
〕　

木
の
葉
散
る
宿
は
聞
き
分
く
か
た
ぞ
な
き
時
雨
す
る
夜
も
時
雨
せ
ぬ
夜
も
（
後
拾
遺
集
・
冬
・
落
葉
如
レ
雨
と
い
ふ
心
を
よ
め

る
・
三
八
二
・
頼
実
）

〔
参
考
〕　

名
残
な
く
時
雨
の
空
は
晴
れ
ぬ
れ
ど
ま
だ
降
る
も
の
は
木
の
葉
な
り
け
り
（
詞
花
集
・
秋
・
一
三
五
・
俊
頼
）



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
八
一

音
に
さ
へ
袂
を
濡
ら
す
時
雨
か
な
真
木
の
板
屋
の
夜
半
の
寝
覚
め
に
（
千
載
集
・
冬
・
四
〇
三
・
源
定
信
。
金
葉
集
正
保
版

二
十
一
代
集
・
冬
・
六
八
三
、
初
句
「
音
に
だ
に
」）

村
雨
の
晴
れ
て
も
晴
れ
ぬ
峰
の
雲
に
す
め
ば
す
み
ぬ
と
蝉
の
も
ろ
声
（
影
供
歌
合
建
仁
三
年
六
月
・
雨
後
聞
蝉
・
一
〇
六
・
鴨
長

明
）

〔
語
釈
〕　

○
落
葉
如
雨
―
「
葉
声
落
如
レ
雨
、
月
色
白
似
レ
霜
」（
白
氏
文
集
・
巻
十
・
秋
夕
）
を
踏
ま
え
る
か
。
○
真
木
の
板
屋
―
「
真

木
の
屋
」
に
同
じ
。
→
138
。

〔
補
説
〕　
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
源
頼
実
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
注
釈
稿
（
三
）』（
本
紀
要
四
七
、
平

二
二
・
三
）
126
、
128
補
説
参
照
。

歌
頭
の
合
点
を
白
滅
。

朝
落
葉

140　

真ま

木き

の
屋や

に
積つ

も
る
木こ

の
葉は

を
今け

朝さ

見み

ず
は
時し
く
れ雨
と
の
み
や
思お
も

ひ
果は

て
ま
し

〔
通
釈
〕　

朝
の
落
葉

真
木
の
屋
に
積
も
る
木
の
葉
を
今
朝
見
な
い
な
ら
、（
昨
夜
降
っ
た
の
は
木
の
葉
で
は
な
く
）
時
雨
と
ば
か
り
思
っ
て
す
ん
だ
で
あ

ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

水
の
面
に
月
の
沈
む
を
見
ざ
り
せ
ば
我
ひ
と
り
と
や
思
ひ
果
て
ま
し
（
拾
遺
集
・
雑
上
・
四
四
二
・
文
時
）

〔
参
考
〕　

真
木
の
屋
に
積
も
る
木
の
葉
を
吹
き
払
ふ
山
風
つ
ら
く
洩
る
時
雨
か
な
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
冬
・
七
九
八
・
忠
基
）



一
八
二

今
朝
見
ず
は
ま
が
ひ
な
ま
し
を
夕
顔
に
垣
根
に
白
く
咲
け
る
卯
の
花
（
江
帥
集
・
雑
・
三
八
九
。
和
歌
一
字
抄
・
似
・

九
四
七
、三
句
「
夕
顔
の
」）

神
無
月
時
雨
と
の
み
や
思
ふ
ら
む
天
つ
空
に
て
侘
ぶ
る
涙
を
（
秋
風
集
・
恋
上
・
七
四
二
・
高
明
。
新
千
載
集
・
恋
四
・

一
五
三
五
。
西
宮
左
大
臣
集
・
四
一
）

〔
類
歌
〕　

時
雨
と
や
思
ひ
果
て
ま
し
松
風
を
梢
の
月
の
洩
り
来
ざ
り
せ
ば
（
雅
兼
集
・
月
照
松
・
四
五
）

〔
語
釈
〕　

○
真
木
の
屋
―
→
138
。
○
思
ひ
果
て
―
最
後
ま
で
思
い
通
す
意
。

〔
他
出
〕　

新
後
撰
集
・
冬
・
朝
落
葉
と
い
へ
る
心
を
・
四
五
一
、四
句
「
時
雨
と
の
み
ぞ
」。
題
林
愚
抄
・
冬
上
・
朝
落
葉　

新
後
撰
・

五
一
一
五
。

百
五
十
首
の
歌
に
、
冬
夜

141　

夜よ

も
長な
か

し
嵐あ
ら
し

も
寒さ
む

く
時し

雨く

る
な
り
寝ね

覚さ

め
せ
よ
と
は
な
れ
る
頃こ
ろ

か
な

如
レ
此
事
雖
二
有
レ
興
候
一
、
決
而
不
二
庶
幾
一
候

〔
本
文
〕　

○
為
家
評
詞
―
「
如
此
事
」
と
「
雖
」
の
間
に
「
可
然
候
歟
」
を
墨
滅
。

〔
通
釈
〕　

冬
の
夜

夜
も
長
い
。
激
し
く
吹
く
風
も
寒
く
、
時
雨
が
降
る
音
が
聞
こ
え
る
。
ま
さ
に
、
夜
に
寝
て
目
覚
め
よ
、
と
ば
か
り
に
な
っ
て
い
る

こ
の
頃
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

か
く
の
如
き
事
、
興
有
り
て
候
ふ
と
雖
も
、
決
し
て
庶
幾
せ
ず
候
ふ
。（
こ
の
よ
う
な
事
は
、
興
有
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
け



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
八
三

れ
ど
も
、
決
し
て
庶こ
い
ね
が幾

わ
な
く
ご
ざ
い
ま
す
。）

〔
参
考
〕　

寝
覚
め
す
る
袖
さ
へ
寒
く
秋
の
夜
の
嵐
吹
く
な
り
松
虫
の
声
（
新
古
今
集
・
秋
下
・
五
一
一
・
大
江
嘉
言
）

時
し
も
あ
れ
秋
は
嵐
の
寒
け
れ
ば
長
き
夜
あ
か
ず
衣
打
つ
な
り
（
宝
治
百
首
・
秋
・
聞
擣
衣
・
一
八
三
一
・
高
倉
）

音
さ
ゆ
る
風
の
ま
に
ま
に
霰
降
り
夢
路
絶
え
ね
と
な
れ
る
頃
か
な
（
正
治
初
度
百
首
・
冬
・
一
二
六
四
・
隆
信
。
隆
信
集
・

冬
・
正
治
二
年
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
に
・
二
七
七
、
初
句
「
音
さ
や
ぐ
」）

神
無
月
時
雨
る
る
た
び
に
寝
覚
め
し
て
長
き
夜
し
も
ぞ
夢
は
短
き
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
冬
・
時
雨
・
三
六
九
・
公
朝
）

〔
出
典
〕　

文
永
元
年
八
月
百
五
十
首
歌
。
→
７
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
三
・
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
・
冬
夜
・
五
三
一
。

〔
語
釈
〕　

○
百
五
十
首
の
歌
―
→
101
。
○
寝
覚
め
せ
よ
と
は
―
「
…
せ
よ
と
は
」
の
形
は
珍
し
い
。「
五
月
山
越
え
こ
そ
や
ら
ね
時
鳥
旅

寝
せ
よ
と
は
か
た
ら
は
ね
ど
も
」（
治
承
三
十
六
人
歌
合
・
山
路
郭
公
・
二
三
一
・
祐
盛
）
が
早
い
例
。
先
行
歌
に
拠
ら
な
け
れ
ば
詠

出
し
得
な
い
訳
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
が
、「
い
に
し
へ
は
誰
か
教
へ
し
郭
公
花
橘
に
名
の
り
せ
よ
と
は
」（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
夏
・
郭

公
・
四
〇
〇
・
但
馬
）
や
「
入
が
た
の
月
や
は
人
に
教
へ
け
む
あ
か
で
有
明
の
別
れ
せ
よ
と
は
」（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
・
恋
・

二
八
二
・
時
遠
）
等
は
、
宗
尊
に
と
っ
て
身
近
な
先
行
例
で
は
あ
っ
た
ろ
う
。

池
水

142　

氷こ
ほ

る
ら
ん
冴さ

ゆ
る
嵐あ
ら
し

の
山や
ま

陰か
け

に
春は
る

見
し
ま
まゝ
の
庭に
は

の
池い
け

水

〔
通
釈
〕　

池
の
水



一
八
四

氷
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
寒
く
冴
え
る
激
し
い
風
が
吹
く
山
陰
で
、
春
に
見
た
き
り
の
（
冬
の
）
庭
の
池
の
水
は
。

〔
参
考
〕　

か
は
ら
じ
な
春
見
し
ま
ま
の
峰
の
松
音
に
嵐
の
秋
は
あ
り
と
も
（
日
吉
社
大
宮
歌
合
承
久
元
年
・
社
頭
松
風
・
二
一
・
順
徳
院
。

紫
禁
集
・
一
一
六
一
）

山
陰
の
田
面
の
池
の
冬
寒
み
氷
り
に
け
り
な
洩
る
水
も
な
し
（
宝
治
百
首
・
冬
・
池
水
・
二
二
〇
七
・
為
家
）

〔
類
歌
〕　

わ
き
て
な
ほ
氷
り
や
す
ら
ん
大
井
川
さ
ゆ
る
嵐
の
山
陰
に
し
て
（
風
雅
集
・
冬
・
七
九
五
・
基
嗣
）

〔
語
釈
〕　

○
春
見
し
ま
ま
の
―
春
に
見
た
の
と
同
じ
ま
ま
で
あ
る
の
意
。
参
考
の
順
徳
院
歌
に
学
ぶ
か
。
同
院
に
は
別
に
「
難
波
江
や
蘆

の
刈
り
根
は
霜
枯
れ
て
秋
見
し
ま
ま
の
月
ぞ
残
れ
る
」（
紫
禁
集
・
冬
・
三
九
七
）
と
い
う
作
も
あ
る
。

〔
補
説
〕　

大
き
な
枠
組
み
で
は
、「
袖
ひ
ち
て
結
び
し
水
の
氷
れ
る
を
春
立
つ
今
日
の
風
や
と
く
ら
む
」（
古
今
集
・
春
上
・
二
・
貫
之
）

の
、
季
節
を
逆
転
さ
せ
た
よ
う
な
趣
が
感
じ
ら
れ
な
く
も
な
い
。

百
首
の
歌
の
中
に
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鳴な

き
渡わ
た

る
鶴つ
る

の
一ひ
と

声こ
ゑ

空そ
ら

冴さ

え
て
氷こ
ほ

る
霜し
も

夜
の
月
ぞ
更ふ

け
行ゆ

く

〔
通
釈
〕　

百
首
の
歌
の
中
で

鳴
い
て
飛
び
渡
る
鶴
の
一
声
に
空
が
冷
た
く
冴
え
わ
た
っ
て
、
氷
る
霜
の
降
る
夜
の
月
が
更
け
て
行
く
こ
と
よ
。

〔
参
考
〕　

瑶
台
霜
満
（
え
う
た
い
に
し
も
み
て
り
）　

一
声
之
玄
鶴
唳
天
（
い
つ
せ
い
の
く
ゑ
ん
か
く
て
ん
に
な
く
）　

巴
峡
秋
深
（
は
か

ふ
に
あ
き
ふ
か
し
）　

五
夜
之
哀
猿
叫
月
（
ご
や
の
あ
い
ゑ
ん
つ
き
に
さ
け
ぶ
）（
和
漢
朗
詠
集
・
猿
・
四
五
四
・
謝
観
）

浜
松
の
梢
の
風
に
年
古
り
て
月
に
さ
び
た
る
鶴つ
る

の
一
声
（
玉
吟
集
〈
高
松
宮
旧
蔵
本
〉・
百
首
和
歌
後
度
・
雑
・
鶴
・
一
八
五
。



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
八
五

家
隆
卿
百
番
自
歌
合
・
雑
・
私
百
首
・
一
六
八
）

〔
語
釈
〕　

○
百
首
の
歌
―
→
94
。
○
鳴
き
渡
る
―
鶴
を
言
う
歌
語
「
た
づ
」
に
つ
い
て
言
う
の
は
常
套
だ
が
、「
つ
る
」
に
つ
い
て
言
う

の
は
珍
し
い
。
○
鶴
の
一
声
―
歌
語
と
し
て
は
必
ず
し
も
常
套
で
は
な
い
。
早
く
『
元
真
集
』
に
「
冬
の
夜
の
長
き
を
お
く
る
程
に
し

も
暁
方
の
鶴つ
る

の
一
声
」（
一
八
九
）
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
詞
書
「
人
の
子
う
み
た
る
七
夜
」
で
、
子
を
思
う
「
夜
鶴
」
の
故
事
を
踏

ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
参
考
の
詩
句
等
が
宗
尊
の
念
頭
に
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
家
隆
の
歌
に
学
ん
だ
可
能
性
も
否
定
さ
れ

な
い
。
○
空
冴
え
て
―
こ
の
句
形
は
新
し
い
。
先
行
例
は
「
冬
の
夜
は
あ
ま
ぎ
る
雪
に
空
冴
え
て
雲
の
波
路
に
氷
る
月
影
」（
新
勅
撰

集
・
冬
・
四
〇
二
・
宜
秋
門
院
丹
後
。
千
五
百
番
歌
合
・
冬
三
・
一
九
五
五
）。
○
氷
る
霜
夜
―
鎌
倉
時
代
前
期
頃
か
ら
見
え
始
め
る

詞
。「
都
鳥
声
も
寒
け
く
舟
き
ほ
ふ
堀
江
の
河
の
氷
る
霜
夜
に
」（
新
撰
六
帖
・
第
二
・
み
や
こ
ど
り
・
七
五
六
・
家
良
）
は
、
宗
尊
の

視
野
に
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
○
月
ぞ
更
け
行
く
―
こ
れ
も
鎌
倉
時
代
前
期
頃
か
ら
見
え
始
め
る
句
。「
逢
ふ
こ
と
は
寝
る
を
頼
み

の
夢
路
に
て
緒
絶
の
橋
に
月
ぞ
深
け
行
く
」（
建
保
名
所
百
首
・
緒
断
橋
同
国
〔
陸
奥
国
〕・
九
〇
七
・
家
隆
。
家
隆
卿
百
番
自
歌
合
・

恋
・
内
裏
百
首
名
所
・
一
五
四
。
壬
二
集
・
七
七
六
）
が
有
力
な
先
行
例
。

〔
補
説
〕　

第
三
句
以
下
は
、
鎌
倉
時
代
前
期
か
ら
見
え
る
新
し
い
措
辞
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

冬
月

144　

更ふ

け
行ゆ

け
ば
月つ
き

影か
け

寒さ
む

し
鵲
か
さ
ゝ
き

の
夜よ

渡わ
た

る
橋は
し

に
霜し
も

や
置を

く
ら
ん

本
歌
似
過
候
歟

〔
通
釈
〕　

冬
の
月



一
八
六

夜
が
更
け
て
行
く
の
で
、
月
の
光
が
冴
え
て
寒
い
。
月
光
が
夜
に
（
空
を
西
へ
）
渡
っ
て
行
く
、
鵲
が
（
天
の
川
を
）
渡
る
よ
う
に

架
け
た
橋
に
、
霜
が
置
い
て
（
そ
の
上
に
月
光
が
白
く
照
ら
し
て
）
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
歌
似
過
ぎ
て
候
ふ
か
。（
本
歌
に
似
過
ぎ
て
お
り
ま
し
ょ
う
か
。）

〔
本
歌
〕　

鵲
の
渡
せ
る
橋
に
置
く
霜
の
白
き
を
見
れ
ば
夜
ぞ
更
け
に
け
る
（
新
古
今
集
・
冬
・
六
二
〇
・
家
持
）

〔
参
考
〕　

天
の
河
夜
渡
る
月
も
氷
る
ら
ん
霜
に
霜
置
く
鵲
の
橋
（
拾
遺
愚
草
員
外
・
四
季
題
百
首
・
四
季
月
・
五
一
四
）

月
影
の
白
き
を
見
れ
ば
鵲
の
渡
せ
る
橋
に
霜
ぞ
置
き
に
け
る
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
秋
・
月
影
霜
に
似
た
り
と
い
ふ
こ
と
を

よ
め
る
・
二
九
〇
）

鵲
の
峰
飛
び
こ
え
て
鳴
き
行
け
ば
夏
の
夜
渡
る
月
ぞ
隠
る
る
（
後
撰
集
・
夏
・
二
〇
七
・
読
人
不
知
）

鵲
の
門
渡
る
橋
も
白
妙
の
初
霜
急
ぐ
秋
の
月
影
（
弘
長
百
首
・
秋
・
月
・
二
九
五
・
家
良
。
続
拾
遺
集
・
秋
下
・
三
二
一
）

月
影
の
重
ね
て
白
く
見
ゆ
る
か
な
更
け
行
く
ま
ま
に
霜
や
置
く
ら
ん
（
玄
玉
集
・
天
地
下
・
三
〇
〇
・
公
重
）

〔
語
釈
〕　

○
鵲
の
夜
渡
る
橋
―
「
鵲
の
」
は
「
渡
る
」
と
「
橋
」
に
か
か
る
。「
鵲
の
渡
せ
る
橋
」
の
類
の
言
い
換
え
で
あ
ろ
う
が
、
や

や
詞
足
ら
ず
の
感
が
残
る
。「
鵲
の
（
渡
せ
る
）
橋
」
は
、
七
月
七
日
の
夜
に
牽
牛
と
織
女
の
二
星
が
逢
う
時
に
、
鵲
が
そ
の
翼
を
連

ね
て
天
の
川
の
上
に
渡
す
と
い
う
橋
。「
烏
鵲
レ
河
成
レ
橋
度
二
織
女
一
」（
白
孔
六
帖
。
原
拠
は
淮
南
子
）
な
ど
中
国
の
伝
説
が
典
故
。

「
夜
渡
る
」
は
、「
月
影
」
の
縁
で
、
月
が
夜
に
空
を
西
へ
渡
る
意
に
橋
を
渡
る
意
が
重
な
っ
て
掛
か
る
。
○
霜
や
置
く
ら
ん
―
実
際
に

霜
が
置
い
て
い
る
こ
と
に
、
白
い
月
光
が
照
ら
し
て
い
る
こ
と
を
比
喩
す
る
か
。

〔
他
出
〕　

新
後
拾
遺
集
・
秋
下
・
題
し
ら
ず
・
四
二
二
、
結
句
「
霜
や
冴
ゆ
ら
む
」。

〔
補
説
〕　

よ
り
直
接
に
は
、
参
考
の
定
家
詠
に
倣
っ
た
の
で
は
な
い
。



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
八
七

千
鳥

145　

白し
ら

波な
み

の
騒さ
は

ぐ
入い
り

江
の
友と
も

千ち

鳥と
り

よ
に
す
み
難か
た

き
音ね

を
や
な
く
ら
ん

〔
通
釈
〕　

千
鳥

白
波
が
騒
ぐ
入
江
に
い
る
友
千
鳥
は
、
そ
の
水
が
実
に
澄
み
に
く
い
の
で
声
を
上
げ
て
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
、

誠
に
こ
の
世
に
住
み
難
い
我
が
身
故
に
、
声
を
上
げ
て
泣
く
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

蘆
鴨
の
騒
ぐ
入
江
の
水
の
江
の
よ
に
す
み
難
き
我
が
身
な
り
け
り
（
新
古
今
集
・
雑
下
・
一
七
〇
七
・
人
麿
）

〔
参
考
〕　

白
波
に
声
う
ち
そ
ふ
る
友
千
鳥
群
れ
て
ぞ
渡
る
浦
づ
た
ひ
す
と
（
久
安
百
首
・
冬
・
一
五
八
・
公
能
）

〔
語
釈
〕　

○
白
波
の
―
「
騒
ぐ
」
の
枕
詞
だ
が
、
こ
こ
は
有
意
か
。
○
千
鳥
―
ち
ど
り
科
の
小
型
の
鳥
。
水
辺
に
群
れ
な
す
。
○
友
千
鳥

―
群
れ
て
連
れ
立
つ
千
鳥
を
言
う
。
こ
こ
ま
で
が
序
詞
と
も
言
え
る
。
○
よ
に
―
実
に
の
意
の
副
詞
「
よ
に
」
に
「
世
に
」
が
掛
か

る
。
○
す
み
難
き
―
「
白
波
」「
騒
ぐ
」
の
縁
語
の
「
澄
み
難
き
」
に
「
住
み
難
き
」
が
掛
か
る
。
○
な
く
ら
ん
―
「
鳴
く
ら
ん
」
に

「
泣
く
ら
ん
」
が
掛
か
る
。

〔
出
典
〕　

文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
。
→
２
。

〔
他
出
〕　

柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
冬
・
七
六
〇
。

〔
補
説
〕　

失
脚
す
る
前
年
の
歌
だ
が
、
四
季
歌
に
述
懐
を
詠
じ
る
の
は
、
宗
尊
の
常
套
。
→
89
。

（
千
鳥
）
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更ふ

け
行ゆ

け
ば
山
お
ろ
し
冴さ

え
て
さ
ざゝ
な
み
の
比ひ

良ら

の
湊み
な
と

に
千ち

鳥と
り

鳴な

く
な
り



一
八
八

〔
通
釈
〕（
千
鳥
）

夜
が
更
け
て
行
く
と
、
山
か
ら
吹
き
お
ろ
す
風
が
冷
た
く
冴
え
て
、
比
良
の
湊
に
千
鳥
が
鳴
く
声
が
聞
こ
え
る
。

〔
参
考
〕　

我
が
舟
は
比
良
の
湊
に
漕
ぎ
果
て
む
沖
へ
な
行
き
そ
さ
夜
更
け
に
け
り
（
万
葉
集
・
巻
三
・
雑
歌
・
二
七
四
・
黒
人
）

月
影
に
与
謝
の
浦
浪
更
け
行
け
ば
松
の
風
さ
え
千
鳥
鳴
く
な
り
（
拾
玉
集
・
宇
治
山
百
首
・
冬
・
千
鳥
・
一
〇
六
四
）

雪
消
え
ぬ
比
良
山
お
ろ
し
な
ほ
冴
え
て
霞
に
氷
る
志
賀
の
浦
浪
（
老
若
五
十
首
歌
合
・
春
・
一
八
・
雅
経
）

こ
の
里
は
比
良
山
お
ろ
し
な
ほ
冴
え
て
春
と
も
分
か
ず
雪
ぞ
降
り
し
く
（
宝
治
百
首
・
春
・
春
雪
・
一
〇
九
・
成
茂
）

さ
ざ
な
み
や
比
良
の
湊
の
山
お
ろ
し
に
ふ
な
入
り
わ
ぶ
る
志
賀
の
大
わ
だ
（
新
撰
六
帖
・
第
三
・
み
な
と
・
一
二
一
一
・
家

良
）

〔
語
釈
〕　

○
山
お
ろ
し
冴
え
て
―
珍
し
い
句
形
。
宗
尊
は
「
冬
さ
れ
ば
山
お
ろ
し
冴
え
て
た
か
ま
つ
の
野
の
上
の
草
葉
霜
枯
れ
に
け
り
」

（
柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
冬
・
七
五
六
）
と
も
詠
む
。
○
さ
ざ
な
み
の
―
「
比
良
」
の
枕
詞
。
○
比
良

の
湊
―
近
江
国
の
歌
枕
。「
比
良
」
は
、
近
江
国
志
賀
郡
比
良
（
現
滋
賀
県
大
津
市
南
比
良
・
北
比
良
）
の
地
で
、
琵
琶
湖
西
岸
に
沿

う
。
西
が
比
良
山
地
、
東
が
湖
岸
に
当
た
る
。「
湊
」
は
、
そ
の
北
に
あ
る
現
在
近
江
舞
子
（
大
津
市
南
小
松
）
と
呼
ば
れ
る
辺
り
か
。

〔
他
出
〕　

夫
木
抄
・
冬
二
・
千
鳥
・
六
帖
題
御
歌
・
六
八
四
五
。
新
拾
遺
集
・
冬
・
同
じ
（
千
鳥
）
心
を
・
六
一
二
。

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

水
鳥
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沈し
つ

む
身
は
理
こ
と
は
り

な
り
や
水
の
上う
へ

に
う
き
た
る
鳥と
り

も
音ね

を
ば
な
く
世
に



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
八
九

〔
本
文
〕　

○
な
く
世
に
―
底
本
は
「
な
く
な
り
」
の
「
な
り
」
の
上
に
「
世
に
」
を
上
書
き
か
。
書
陵
部
本
は
「
な
く
よ
に
」

〔
通
釈
〕　

水
鳥

世
に
沈
む
こ
の
憂
き
身
は
、
当
然
で
あ
る
の
か
。
沈
む
ど
こ
ろ
か
水
の
上
に
浮
い
て
い
る
鳥
で
も
、
声
を
上
げ
て
鳴
く
こ
の
世
の
中

で
、
私
は
声
を
上
げ
て
泣
い
て
。

〔
本
歌
〕　

水
の
上
に
浮
き
た
る
鳥
の
跡
も
な
く
お
ぼ
つ
か
な
さ
を
思
ふ
頃
か
な
（
新
古
今
集
・
恋
一
・
一
〇
二
一
・
伊
尹
）

〔
参
考
〕　

浮
き
沈
み
何
か
は
分
き
て
嘆
く
べ
き
世
の
理
に
身
を
ば
任
せ
て
（
弘
長
百
首
・
雑
・
述
懐
・
六
五
六
・
家
良
）

心
か
ら
う
き
た
る
鳥
の
浮
き
沈
み
蘆
分
け
舟
の
さ
は
る
の
み
か
は
（
仙
洞
句
題
五
十
首
・
恋
・
寄
舟
恋
・
二
八
五
・
俊
成
女
）

〔
語
釈
〕　

○
沈
む
身
―
沈
淪
す
る
身
。「
沈
む
」
は
「
水
」「
浮
き
」
と
縁
語
。
○
う
き
―
「
浮
き
」
に
「
沈
む
身
」「
な
く
（
泣
く
）」
の

縁
で
「
憂
き
」
が
掛
か
る
。
○
な
く
―
「
鳴
く
」
に
「
沈
む
身
」「
う
き
（
憂
き
）」
の
縁
で
「
泣
く
」
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　

文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
七
月
の
将
軍
更
迭
、
京
都
送
還
後
の
作
か
。

参
考
の
俊
成
女
詠
は
、「
心
か
ら
う
き
た
る
舟
に
乗
り
そ
め
て
ひ
と
日
も
浪
に
濡
れ
ぬ
日
ぞ
な
き
」（
後
撰
集
・
恋
三
・
七
七
九
・
小

町
）
と
「
湊
入
り
の
葦
分
け
を
舟
さ
は
り
お
ほ
み
我
が
思
ふ
人
に
あ
は
ぬ
頃
か
な
」（
拾
遺
集
・
恋
四
・
八
五
三
・
人
麿
。
万
葉
集
・
巻

十
一
・
寄
物
陳
思
・
二
七
四
五
・
作
者
未
詳
、
下
句
「
我
が
思
ふ
君
に
あ
は
ぬ
頃
か
も
）
の
両
首
を
本
歌
に
す
る
。

霰

148　

冬ふ
ゆ

さ
れ
ば
初は
つ

瀬せ

をお

と
め
の
袖そ
て

冴さ

え
て
手て

に
ま
く
玉た
ま

と
散ち

る
霰あ
ら
れ

か
な

〔
通
釈
〕　

霰



一
九
〇

冬
に
な
る
と
、
初
瀬
乙
女
の
袖
は
冷
た
く
冴
え
て
、
ま
る
で
手
に
巻
き
付
け
る
玉
と
ば
か
り
、
散
る
霰
で
あ
る
こ
と
よ
。

〔
本
歌
〕　

こ
も
り
く
の
泊
瀬
を
と
め
が
手
に
纏
け
る
玉
は
乱
れ
て
あ
り
と
言
は
じ
や
も
（
万
葉
集
・
巻
三
・
挽
歌
・
四
二
四
・
山
前
王
）

〔
参
考
〕　

冬
来
て
は
初
瀬
を
と
め
の
衣
手
に
玉
と
乱
れ
て
降
る
霰
か
な
（
弘
長
百
首
・
冬
・
霰
・
三
九
〇
・
為
氏
）

や
す
く
や
は
夢
も
結
ば
ん
袖
さ
え
て
寝
ら
れ
ぬ
閨
に
霰
降
る
夜
は
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
冬
・
一
一
七
二
・
鷹
司
院
帥
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
。
→
１
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
霰
・
六
六
。
夫
木
抄
・
未
通
女
・
雑
十
七
・
御
集
、
霰
・
一
六
五
八
八
。

〔
語
釈
〕　

○
霰
―
『
古
今
六
帖
』（
第
一
・
天
）
の
「
あ
ら
れ
」。
○
初
瀬
を
と
め
―
石
田
王
の
死
を
哀
傷
す
る
歌
の
反
歌
で
あ
る
本
歌
で

は
、
藤
原
宮
に
居
し
た
と
思
し
い
石
田
王
の
、
初
瀬
に
住
ん
で
い
た
ら
し
い
愛
人
を
言
う
。
し
か
し
、
万
葉
左
注
に
は
、「
右
二
首
者

或
云
、
紀
皇
女
薨
後
山
前
王
代
二
石
田
王
一
作
之
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
、
妻
紀
皇
女
を
亡
く
し
た
夫
石
田
王
の
思
い
を
、
山

前
王
が
代
作
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
初
瀬
を
と
め
」
は
、
古
代
の
女
性
の
印
象
が
あ
り
、
該
歌
も
そ
れ
を
踏

ま
え
て
い
よ
う
。
○
散
る
霰
か
な
―
宗
尊
は
先
に
「
さ
え
暮
ら
す
峰
の
浮
き
雲
と
絶
え
し
て
夕
日
か
す
か
に
散
る
霰
か
な
」（
瓊
玉

集
・
冬
・
三
百
六
十
首
中
に
・
三
〇
三
）
と
詠
ん
で
い
て
、
こ
れ
が
こ
の
句
形
の
早
い
例
と
な
る
。

〔
補
説
〕　

本
歌
は
、
愛
す
る
人
の
死
を
玉
の
緒
が
切
れ
て
乱
れ
る
こ
と
に
譬
え
て
悲
傷
す
る
歌
。
該
歌
は
、
そ
の
趣
を
残
し
つ
つ
、
霰
を

玉
に
見
立
て
る
趣
向
。

参
考
歌
一
首
目
に
倣
う
か
。
ま
た
、
二
首
目
の
作
者
鷹
司
院
帥
は
真
観
の
女
で
あ
り
、
こ
れ
に
も
宗
尊
が
意
を
向
け
て
い
た
可
能
性

は
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
九
一

初
雪

149　

里さ
と

は
な
ほを

今け

日ふ

も
時し

雨く

れ
て
信し
か

楽ら
き

の
外と

山や
ま

ば
か
り
に
降ふ

れ
る
初は
つ

雪ゆ
き

〔
通
釈
〕　

初
雪

里
は
依
然
と
し
て
今
日
も
時
雨
れ
て
い
て
、
信
楽
の
里
近
く
の
山
だ
け
に
降
っ
て
い
る
初
雪
よ
。

〔
本
歌
〕　

昨
日
か
も
霰
降
り
し
は
信
楽
の
外
山
の
霞
春
め
き
に
け
り
（
詞
花
集
・
春
・
二
・
惟
成
。
新
撰
朗
詠
集
・
春
・
霞
・
七
一
）

〔
参
考
〕　

群
雲
の
外
山
の
峰
に
か
か
る
か
と
見
れ
ば
時
雨
る
る
信
楽
の
里
（
新
勅
撰
集
・
冬
・
三
八
七
・
平
経
正
）

初
時
雨
昨
日
も
今
日
も
信
楽
の
外
山
の
里
に
冬
は
来
に
け
り
（
新
和
歌
集
・
冬
・
二
七
四
・
西
入
法
師
）

信
楽
の
外
山
ば
か
り
に
見
し
雪
の
里
ま
で
積
も
る
時
は
来
に
け
り
（
弘
長
百
首
・
冬
・
雪
・
三
九
九
・
家
良
。
続
後
拾
遺
集
・

冬
・
四
八
四
）

〔
語
釈
〕　

○
信
楽
―
近
江
国
の
歌
枕
。
近
江
国
甲
賀
郡
信
楽
（
現
滋
賀
県
信
楽
町
）。
天
平
年
間
に
聖
武
天
皇
の
離
宮
紫
香
楽
宮
が
置
か

れ
て
い
た
。
○
外
山
―
連
山
の
一
番
外
側
の
山
。「
深
山
」
の
対
で
、
人
里
に
近
い
山
。
こ
こ
は
後
者
。

〔
補
説
〕　

参
考
歌
の
内
、『
弘
長
百
首
』
の
家
良
詠
は
、
用
詞
や
歌
境
の
点
で
宗
尊
の
歌
に
近
似
す
る
。
正
確
に
は
両
者
の
先
後
は
不
明
。  

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

文
永
三
年
の
冬
、
雪
降ふ

り
た
る
朝
、
人
の
も
と
へ

150　

埋う
つ

も
れ
ぬ
我わ

が
身
な
り
せ
ば
こ
の
雪ゆ
き

に
訪と

ひ
来く

る
人
の
跡あ
と

や
待ま

た
ま
し

此
雪
、
不
二
甘
心
一
候



一
九
二

〔
通
釈
〕　

文
永
三
年
の
冬
、
雪
が
降
っ
た
朝
、
人
の
許
へ

（
雪
な
ら
ぬ
世
に
）
隠
れ
埋
も
れ
て
い
な
い
我
が
身
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
雪
に
尋
ね
て
来
る
人
の
足
跡
を
待
と
う
も
の
を
。

こ
の
雪
、
甘
心
せ
ず
候
ふ
。（「
こ
の
雪
」
は
、
感
心
し
な
い
こ
と
で
す
。）

〔
参
考
〕　

埋
も
る
る
あ
は
れ
我
が
身
の
た
め
し
と
て
な
げ
き
の
杜
は
雪
や
降
り
ぬ
る
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
冬
・
九
二
八
・
実
伊
）

初
雪
の
ひ
と
へ
降
る
に
も
跡
絶
え
て
訪
ひ
来
る
人
も
な
き
住
み
か
か
な
（
出
観
集
・
冬
・
五
七
九
）

雪
降
れ
ば
訪
ひ
来
る
人
も
跡
絶
え
ぬ
花
に
か
は
ら
ぬ
梢
な
れ
ど
も
（
正
治
初
度
百
首
・
冬
・
九
六
六
・
季
経
）

誰
を
訪
ひ
誰
を
待
た
ま
し
と
ば
か
り
に
跡
絶
え
果
つ
る
雪
の
山
里
（
正
治
初
度
百
首
・
冬
・
四
七
〇
・
良
経
。
秋
篠
月
清
集
・

七
六
六
）

〔
類
歌
〕　

山
深
き
す
み
か
な
ら
ず
は
庭
の
雪
に
訪
は
れ
ぬ
ま
で
も
跡
や
待
た
れ
ん
（
新
後
拾
遺
集
・
冬
・
五
五
四
・
浄
弁
）

〔
語
釈
〕　

○
文
永
三
年
の
冬
―
宗
尊
が
失
脚
し
帰
洛
し
た
同
年
（
一
二
六
六
）
秋
の
直
後
の
冬
。
○
埋
も
れ
ぬ
―
「
埋
も
る
」
は
、
世
間

か
ら
離
れ
る
、
世
に
隠
れ
て
い
る
と
の
意
。「
雪
」
の
縁
語
。
○
こ
の
雪
―
為
家
が
批
判
す
る
の
は
、
必
ず
し
も
伝
統
的
な
和
歌
の
詞

で
は
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
原
拠
は
『
万
葉
集
』
の
「
こ
の
雪
の
け
残
る
時
に
い
ざ
か
へ
な
山
橘
の
実
の
照
る
も
見
む
」

（
巻
十
九
・
四
二
二
六
・
家
持
）
で
あ
る
。『
金
槐
集
』（
貞
享
四
年
刊
本
）
に
は
「
こ
の
雪
を
分
け
て
心
の
君
に
あ
れ
ば
主
知
る
駒
の

た
め
し
を
ぞ
ひ
く
」（
三
八
六
・
行
光
）
が
見
え
る
。

〔
補
説
〕　

微
か
に
「
子
猷
尋
戴
」（
蒙
求
）
の
故
事
を
意
識
す
る
か
。

（
文
永
三
年
の
冬
、
雪
降
り
た
る
朝
、
人
の
も
と
へ
）

151　

寂さ
ひ

し
く
て
我わ

が
身
世
に
ふ
る
宿や
と

な
れ
は
都み
や
こ

の
雪ゆ
き

も
見み

る
か
ひ
ぞ
な
き



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
九
三

初
句
、
不
二
庶
幾
一
候

〔
通
釈
〕（
文
永
三
年
の
冬
、
雪
が
降
っ
た
朝
、
人
の
許
へ
）

我
が
身
が
こ
の
世
で
寂
し
く
て
過
ご
す
家
で
あ
る
の
で
、
降
る
都
の
雪
も
見
る
か
い
が
な
い
こ
と
だ
。

初
句
、
庶
幾
せ
ず
候
ふ
。（
初
句
は
、
庶
幾
わ
な
く
ご
ざ
い
ま
す
。）

〔
本
歌
〕　

奥
山
の
松
葉
に
氷
る
雪
よ
り
も
我
が
身
世
に
ふ
る
ほ
ど
ぞ
悲
し
き
（
続
後
撰
集
・
冬
・
五
一
三
・
紫
式
部
。
万
代
集
・
雑
一
・

二
九
五
四
。
万
代
集
・
雑
一
・
二
九
五
四
。
伊
勢
大
輔
集
時
雨
亭
文
庫
本
・
一
四
）

〔
参
考
〕　

寂
し
く
て
ふ
り
ぬ
る
も
の
は
み
の
山
の
一
木
の
松
と
我
と
な
り
け
り
（
現
存
六
帖
・
ま
つ
・
五
一
一
・
雅
成
。
雅
成
親
王
集
・

寄
松
述
懐
・
四
八
）

〔
語
釈
〕　

○
寂
し
く
て
―
「
ふ
る
」
に
か
か
る
。
本
集
18
番
歌
に
も
第
三
句
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
為
家
は
発
言
し
て
い
な

い
。
為
家
の
批
判
は
こ
の
詞
を
初
句
に
置
く
こ
と
を
咎
め
た
も
の
か
。
○
ふ
る
―
「
経
る
」
に
「
雪
」
の
縁
で
「
降
る
」
が
掛
か
る
。

原
拠
は
「
花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
我
が
身
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に
」（
古
今
集
・
春
下
・
一
一
三
・
小
町
）
で
、

本
歌
と
し
て
挙
げ
た
紫
式
部
詠
も
、
こ
の
歌
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
○
見
る
か
ひ
ぞ
な
き
―
慈
円
や
良
経
お
よ
び
隆
信
等
新
古
今
歌
人

が
詠
み
始
め
た
句
。

庭
雪

152　

さ
こ
そ
は
あ
れ
出い

で
入い

る
人
の
跡あ
と

も
な
し
身
の
理
こ
と
は
り

の
庭に
は

の
白し
ら

雪ゆ
き

初
句
不
幽
玄
候　

同
前　

歌
ハ
卅
一
字
物
候
（
墨
滅
）



一
九
四

〔
通
釈
〕　

庭
の
雪

そ
う
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
。
や
は
り
出
入
り
す
る
人
の
足
跡
も
な
い
よ
。（
沈
淪
す
る
）
我
が
身
故
に
当
然
の
、
庭
の
白
雪
よ
。

初
句
は
、
幽
玄
な
ら
ず
候
ふ
。
前
に
同
じ
。
歌
は
三
十
一
字
の
物
に
候
ふ
。（
初
句
は
幽
玄
で
な
く
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

前
に
同
じ
で
す
。
歌
は
三
十
一
字
（
し
か
な
い
）
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。）（
墨
滅
）

〔
本
歌
〕　

お
の
づ
か
ら
さ
こ
そ
は
あ
れ
と
思
ふ
間
に
ま
こ
と
に
人
の
問
は
ず
な
り
ぬ
る
（
新
古
今
集
・
恋
五
・
一
三
九
九
・
経
信
母
。
続

詞
花
集
・
恋
中
・
五
九
二
。
経
信
母
集
・
九
）

〔
参
考
〕　

忘
ら
る
る
身
は
理
と
知
り
な
が
ら
思
ひ
あ
へ
ぬ
は
涙
な
り
け
り
（
詞
花
集
・
恋
下
・
二
六
五
・
清
少
納
言
。
清
少
納
言
集
・

一
、二
句
「
身
の
理
と
」）

昨
日
だ
に
昔
と
言
は
ば
言
は
れ
な
ん
身
の
理
の
秋
の
夕
暮
（
弘
長
百
首
・
恋
・
遇
不
逢
恋
・
四
九
九
・
実
氏
）

〔
類
歌
〕　

問
は
れ
ぬ
る
身
の
理
と
言
ひ
な
が
ら
さ
も
跡
も
無
き
庭
の
雪
か
な
（
竹
風
抄
・
巻
三
・
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
・
冬
閑

居
・
五
七
六
）

我
が
身
世
に
こ
と
繁
か
り
し
跡
も
な
し
昔
に
か
は
る
庭
の
白
雪
（
竹
風
抄
・
巻
四
・〔
文
永
六
年
四
月
廿
八
日
柿
本
影
前
百
首

歌
〕・
冬
・
六
五
三
）

〔
語
釈
〕　

○
さ
こ
そ
は
あ
れ
―
「
さ
」
は
、「
跡
も
な
し
」
を
指
す
か
。
○
出
で
入
る
人
―
自
分
の
所
に
出
入
り
す
る
人
。
珍
し
い
措
辞
。

「
出
で
入
る
」
は
「
月
」
に
つ
い
て
言
う
の
が
常
套
。
○
身
の
理
―
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
秋
に
将
軍
を
更
迭
さ
れ
京
都
に
送
還
さ

れ
た
宗
尊
自
身
の
沈
淪
し
た
境
遇
故
の
道
理
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
○
為
家
評
詞
（
墨
滅
）
―
「
初
句
、
不
二
幽
玄
候
一
歟
。
同
レ

前
、
歌
ハ
卅
一
字
物
候
」。
初
句
の
「
さ
こ
そ
は
あ
れ
」
は
、
幽
玄
で
は
な
く
、
前
歌
の
初
句
と
同
じ
く
「
不
二
庶
幾
一
候
」
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
そ
の
初
句
が
字
余
り
で
あ
る
が
、
歌
は
原
則
と
し
て
三
十
一
字
に
詠
み
収
め
る
も
の
だ
と
い
う
批
判
か
。



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
九
五

〔
補
説
〕　

為
家
が
一
旦
は
初
句
を
批
判
し
な
が
ら
も
そ
れ
を
取
り
消
し
た
の
は
、
本
歌
の
存
在
に
気
付
い
た
か
ら
か
。

雪

153　

埋う
つ

も
れ
ぬ
名
も
い
か
ば
か
り
ふ
り
ぬ
ら
ん
長な
か

柄ら

の
橋は
し

の
跡あ
と

の
白し
ら

雪ゆ
き

〔
本
文
〕　

○
名
も
―
底
本
「
名
〃のも

（
見
消
ち
字
中
）」（「
の
」
を
見
消
ち
し
て
右
傍
に
「
も
」）。

〔
通
釈
〕　

雪

埋
も
れ
る
こ
と
の
な
い
名
も
、
ど
れ
ほ
ど
古
び
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
長
柄
の
橋
の
跡
に
降
り
埋
む
白
雪
よ
。

〔
本
歌
〕　

世
の
中
に
古
り
ぬ
る
も
の
は
津
の
国
の
長
柄
の
橋
と
我
と
な
り
け
り
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
九
〇
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

跡
も
な
き
長
柄
の
橋
の
真
砂
路
に
埋
も
れ
ぬ
名
を
聞
き
渡
る
か
な
（
為
家
五
社
百
首
・
恋
・
橋
・
住
吉
社
・
六
二
九
）

い
か
ば
か
り
ふ
り
重
ぬ
ら
ん
名
に
立
て
て
津
守
の
浦
の
冬
の
白
雪
（
為
家
五
社
百
首
・
冬
・
雪
・
住
吉
社
・
四
一
九
）

〔
類
歌
〕　

聞
き
お
き
し
長
柄
の
橋
は
こ
れ
か
さ
は
雪
ふ
り
に
け
り
跡
だ
に
も
な
く
（
太
皇
太
后
宮
小
侍
従
集
・
名
所
・
長
柄
橋
・

一
七
七
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
。
た
だ
し
歌
題
が
異
な
る
。
→
７
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
三
・
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
・
冬
橋
・
五
六
〇
。

〔
語
釈
〕　

○
埋
も
れ
―
「
白
雪
」
の
縁
で
、
雪
が
降
っ
て
埋
も
れ
る
意
が
掛
か
る
。
○
ふ
り
―
「
古
り
」
に
「
白
雪
」
の
縁
で
「
降
り
」

が
掛
か
る
。
○
長
柄
の
橋
―
摂
津
国
の
歌
枕
。
現
大
阪
市
北
区
長
柄
、
東
淀
川
区
柴
島
の
付
近
に
あ
っ
た
と
い
う
。
弘
仁
三
年

（
八
一
二
）
に
使
者
を
遣
わ
し
造
橋
も
（
日
本
後
紀
）
、
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
十
月
十
一
日
時
点
で
既
に
「
長
柄
三
国
両
河
。
頃
年
橋



一
九
六

梁
断
絶
。
人
馬
不
レ
通
」（
文
徳
実
録
）
と
い
う
。
院
政
期
以
降
に
は
、「
聞
き
渡
る
長
柄
の
橋
は
跡
絶
え
て
朽
ち
せ
ぬ
名
の
み
と
ま
る

な
り
け
り
」（
続
詞
花
集
・
雑
上
・
七
五
八
・
公
重
。
風
情
集
・
長
柄
の
橋
・
八
〇
。
治
承
三
十
六
人
歌
合
・
三
〇
七
）
や
「
今
日
見

れ
ば
長
柄
の
橋
は
跡
も
な
し
昔
あ
り
き
と
聞
き
わ
た
れ
ど
も
」（
千
載
集
・
雑
上
・
一
〇
三
二
・
道
因
）、
あ
る
い
は
「
朽
ち
は
つ
る
長

柄
の
橋
の
跡
に
来
て
昔
を
遠
く
恋
ひ
渡
る
か
な
」「
ひ
と
り
の
み
我
や
古
り
な
ん
津
の
国
の
長
柄
の
橋
は
跡
も
な
き
世
に
」（
続
後
撰

集
・
雑
上
・
一
〇
二
七
、一
〇
二
八
・
実
氏
、
有
教
）
等
と
、
橋
は
朽
ち
て
跡
形
も
な
い
も
の
と
の
通
念
が
認
め
ら
れ
る
。

〔
補
説
〕　

153
〜
155
の
「
雪
」
題
の
三
首
は
、『
竹
風
抄
』
所
収
の
「
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
」
の
作
だ
が
、
そ
の
歌
題
（
冬
橋
・
冬

山
家
・
冬
述
懐
）
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
同
百
五
十
首
の
詠
作
の
中
か
ら
「
雪
」
を
詠
み
込
ん
だ
三
首
を
、
改
め
て
「
雪
」
題
の
下
に

ま
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

（
雪
）

154　

おを

と
づ
れ
て
寂さ
ひ

し
き
も
の
は
山や
ま

里さ
と

の
寝ね

覚さ

め
に
か
かゝ
る
松
の
雪ゆ
き

折を

れ

〔
通
釈
〕（
雪
）

人
が
訪
れ
る
で
も
な
く
、
音
が
聞
こ
え
て
来
て
寂
し
い
も
の
は
、
山
里
で
夜
に
目
を
覚
ま
し
た
時
に
そ
の
音
が
降
り
か
か
っ
て
く

る
、
こ
の
よ
う
な
松
の
雪
折
れ
だ
よ
。

〔
参
考
〕　

草
の
原
か
れ
に
し
人
は
音
も
せ
で
あ
ら
ぬ
外
山
の
松
の
雪
折
れ
（
続
後
撰
集
・
冬
・
五
一
〇
・
家
隆
。
内
裏
百
番
歌
合
健
保
四

年
・
冬
・
一
五
九
。
家
隆
卿
百
番
自
歌
合
・
九
七
。
壬
二
集
・
冬
・
二
五
八
三
）



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
九
七

夕
暮
の
寂
し
き
も
の
は
槿
の
花
を
頼
め
る
宿
に
ぞ
あ
り
け
る
（
後
撰
集
・
雑
四
・
一
二
八
八
・
読
人
不
知
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
。
た
だ
し
歌
題
が
異
な
る
。
→
７
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
三
・
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
・
冬
山
家
・
五
七
三
。

〔
語
釈
〕　

○
お
と
づ
れ
て
―
音
を
立
て
て
来
て
の
意
に
、「
山
里
」
の
縁
で
人
が
訪
れ
な
い
で
の
意
の
「
訪
れ
で
」
が
掛
か
る
。
○
寂
し

き
も
の
は
―
意
外
に
先
行
例
は
少
な
く
、
参
考
の
『
後
撰
集
』
歌
の
他
に
は
、『
万
代
集
』
の
「
世
の
中
に
寂
し
き
も
の
は
霜
枯
れ
の

冬
の
薄
と
我
と
な
り
け
り
」（
雑
一
・
兼
経
）
が
目
に
入
る
程
度
。
○
寝
覚
め
に
か
か
る
松
の
雪
折
れ
―
「
か
か
る
」
を
掛
詞
に
「
寝

覚
め
に
掛
か
る
」（
夜
の
目
覚
め
に
音
が
降
り
か
か
る
意
）
か
ら
「
斯
か
る
松
の
雪
折
れ
」（
こ
の
よ
う
な
松
の
雪
折
れ
よ
の
意
）
へ
鎖

る
。
先
行
す
る
類
例
は
「
忍
び
住
む
心
も
堪
へ
ず
山
陰
や
軒
端
に
か
か
る
松
の
雪
折
れ
」（
民
部
卿
家
歌
合
建
久
六
年
・
深
雪
・

一
六
〇
・
定
家
）。「
雪
折
れ
」
は
、
木
や
竹
な
ど
の
枝
や
幹
が
降
り
積
も
っ
た
雪
の
重
み
で
折
れ
る
こ
と
。
類
例
に
宇
都
宮
景
綱
の

「
吹
き
ま
よ
ふ
嵐
の
風
に
た
ぐ
ひ
来
て
寝
覚
め
に
か
か
る
秋
の
村
雨
」（
新
和
歌
集
・
秋
・
秋
夜
雨
・
二
三
一
）
が
あ
り
、
南
朝
の
尊
良

親
王
の
「
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
嘆
き
な
ら
で
は
来
し
方
の
寝
覚
め
に
か
か
る
物
や
思
ひ
し
」（
一
宮
百
首
・
雑
・
暁
・
八
二
）
も
あ
る
。
関
東

縁
故
歌
人
と
南
朝
歌
人
と
の
共
通
の
一
例
と
な
る
。

（
雪
）

155　

い
つ
ま
で
か
潮し
ほ

瀬せ

の
波な
み

に
降ふ

る
雪ゆ
き

の
跡あ
と

留ゝ
め
難か
た

き
世
に
も
迷ま
よ

は
む

〔
通
釈
〕（
雪
）

い
っ
た
い
い
つ
ま
で
、
潮
が
早
い
波
の
上
に
降
る
雪
が
跡
を
留
め
が
た
い
よ
う
に
、
私
も
生
き
長
ら
え
て
跡
を
留
め
難
い
こ
の
世
に



一
九
八

迷
う
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

蘆
そ
よ
ぐ
潮
瀬
の
波
の
い
つ
ま
で
か
憂
き
世
の
中
に
浮
か
び
渡
ら
む
（
新
古
今
・
釈
教
・
一
九
一
九
・
行
基
）

〔
参
考
〕　

降
る
雪
の
晴
れ
行
く
あ
と
の
波
の
上
に
消
え
残
れ
る
や
海
人
の
釣
り
船
（
続
古
今
集
・
冬
・
六
五
二
・
北
条
泰
時
。
雲
葉
集
・

冬
・
八
六
四
。
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
百
九
番
判
詞
、
四
句
「
残
れ
る
雪
や
」。
六
華
集
・
冬
・

一
二
六
一
、
四
句
「
消
え
残
り
た
る
」）

風
を
い
た
み
磯
越
す
波
の
し
ば
し
ば
も
跡
と
め
難
く
立
つ
千
鳥
か
な
（
閑
月
集
・
冬
・
石
清
水
社
卅
首
歌
に
、
礒
千
鳥
・

三
一
五
・
知
家
。
新
続
古
今
集
・
冬
・
六
六
五
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
。
た
だ
し
歌
題
が
異
な
る
。
→
７
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
・
冬
述
懐
・
五
八
三
、
二
句
「
潮
干
の
浪
に
」。

〔
語
釈
〕　

○
潮
瀬
の
波
に
―
潮
が
早
く
流
れ
る
波
の
上
に
の
意
。『
竹
風
抄
』
の
「
潮
干
の
浪
に
」
の
句
形
は
、
例
を
見
な
い
。
意
味
も

つ
か
み
難
い
が
、
一
応
干
潮
の
引
き
波
の
意
に
解
し
て
お
く
。『
中
書
王
御
詠
』
の
形
が
原
態
か
。
○
降
る
雪
の
―
「
潮
瀬
の
」
か
ら

こ
こ
ま
で
序
詞
。
○
跡
留
め
難
き
―
（
波
に
降
る
雪
が
そ
の
痕
跡
を
）
留
め
残
す
こ
と
が
難
し
い
の
意
に
、
生
き
長
ら
え
る
こ
と
が
困

難
な
（
こ
の
世
）
の
意
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　

下
句
に
、
失
脚
し
て
帰
洛
し
た
後
の
憂
愁
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。

百
首
の
歌
の
中な
か

に

156　

吉よ
し

野の

山
暁
あ
か
つ
き

方か
た

の
空そ
ら

晴は

れ
て
雪ゆ
き

の
梢こ
す
ゑ

に
か
かゝ
る
月
影か
け



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

一
九
九

〔
通
釈
〕　

百
首
の
歌
の
中
で

吉
野
山
は
、
ま
だ
暗
い
暁
方
の
空
が
晴
れ
て
、
雪
が
積
も
っ
た
梢
に
月
が
か
か
っ
て
い
る
。

〔
参
考
〕　

吉
野
山
照
り
も
せ
ぬ
夜
の
月
影
に
梢
の
花
は
雪
と
散
り
つ
つ
（
千
五
百
番
歌
合
・
春
四
・
五
一
〇
・
後
鳥
羽
院
）

別
れ
せ
し
暁
方
の
空
見
れ
ば
ま
た
面
影
の
立
ち
返
り
つ
つ
（
新
撰
六
帖
・
第
五
・
お
も
ひ
い
づ
・
一
五
一
八
・
知
家
）

空
晴
れ
て
雲
を
さ
ま
れ
る
暁
は
星
の
宿
り
も
曇
ら
ざ
り
け
り
（
紫
禁
集
・
建
保
三
年
正
月
十
五
日
・
秋
暁
・
五
二
六
）

〔
語
釈
〕　

○
百
首
の
歌
―
→
94
。
○
吉
野
山
―
大
和
国
の
歌
枕
。
吉
野
郡
（
現
奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
）
辺
り
の
山
々
を
言
う
。
○
雪
の

梢
―
『
六
百
番
歌
合
』
の
「
朝
戸
開
け
て
都
の
た
つ
み
な
が
む
れ
ば
雪
の
梢
や
深
草
の
里
」（
冬
・
冬
朝
・
五
五
〇
・
家
房
）
な
ど
が

早
い
か
。「
吉
野
」
の
そ
れ
に
つ
い
て
言
う
の
は
、
作
者
を
藤
原
基
俊
と
伝
え
る
「
立
つ
日
よ
り
花
と
見
よ
と
て
吉
野
山
雪
の
梢
に
春

や
来
ぬ
ら
ん
」（
新
拾
遺
集
・
春
上
・
六
。
夫
木
抄
・
春
一
・
立
春
・
五
〇
、二
句
「
花
を
見
よ
と
て
」）
と
慈
円
の
「
白
菊
の
残
り
も

花
の
名
な
れ
ど
も
雪
の
梢
や
み
吉
野
の
山
」（
拾
玉
集
・〔
二
十
五
首
題
百
首
〕・
花
・
二
二
五
三
）
が
あ
る

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

東あ
つ
ま

に
侍
り・

し
時
、
歌
合
し
侍
り・

し
に
、
雪
を

157　

越こ

え
や
ら
で
年と
し

の
み
積つ

も
る
足あ
し

柄か
ら

の
山
路ち

の
雪ゆ
き

の
さ
て
や
ふ
り
な
ん

〔
通
釈
〕　

関
東
に
お
り
ま
し
た
時
、
歌
合
を
し
ま
し
た
折
に
、
雪
を

越
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
年
だ
け
が
積
も
る
、
道
が
悪
い
足
柄
の
山
路
の
雪
も
そ
う
し
て
降
り
積
も
り
、
そ
の
ま
ま
私
も
古
び
て

し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。



二
〇
〇

〔
本
歌
〕　

人
は
い
さ
犯
し
や
す
ら
ん
冬
来
れ
ば
年
の
み
積
も
る
雪
と
こ
そ
見
れ
（
拾
遺
集
・
冬
・
二
六
〇
・
兼
盛
）

〔
参
考
〕　

越
え
や
ら
で
恋
路
に
迷
ふ
逢
坂
や
世
を
出
で
果
て
ぬ
関
と
な
る
ら
ん
（
千
載
集
・
恋
二
・
七
五
二
・
家
基
）

足
柄
の
関
の
山
路
を
行
く
人
は
知
る
も
知
ら
ぬ
も
疎
か
ら
ぬ
か
な
（
後
撰
集
・
羈
旅
・
一
三
六
一
・
真
静
）

〔
類
歌
〕　

越
え
や
ら
で
今
日
は
暮
ら
し
つ
足
柄
の
山
陰
遠
き
岩
の
か
け
道
（
続
拾
遺
集
・
羈
旅
・
七
〇
七
・
光
成
）

〔
語
釈
〕　

○
東
―
こ
こ
は
関
東
、
即
ち
鎌
倉
を
言
う
。
○
歌
合
―
未
詳
。
○
積
も
る
―
「
雪
」「
ふ
り
（
降
り
）」
の
縁
で
雪
が
積
も
る
意

が
掛
か
る
。
○
足
柄
の
山
路
―
相
模
国
の
歌
枕
。
相
模
国
と
駿
河
国
の
境
（
現
神
奈
川
・
静
岡
両
県
境
）
の
足
柄
峠
を
中
心
と
す
る
山

地
。「
越
え
や
ら
で
」
の
縁
か
ら
「
悪
し
柄
」
が
掛
か
る
。
宗
尊
幕
下
の
関
東
祗
候
の
廷
臣
藤
原
顕
氏
に
「
駒
な
め
て
い
く
た
び
峰
を

越
え
ぬ
ら
ん
作
れ
る
道
も
足
柄
の
山
」（
顕
氏
集
・
同
〔
将
軍
家
〕
当
座
続
歌
・
羈
旅
・
三
五
）
と
い
う
作
が
あ
り
、
こ
れ
と
同
様
。

○
さ
て
―
「
積
も
る
」
を
承
け
た
接
続
詞
「
さ
て
」
に
副
詞
の
「
さ
て
」
が
重
な
る
。
○
ふ
り
―
「
降
り
」
に
「
年
」「
積
も
る
」
の

縁
で
「
古
り
」
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
後
に
、
参
考
の
『
後
撰
集
』
歌
を
本
歌
に
「
皆
人
の
疎
く
な
り
つ
つ
足
柄
の
関
の
山
路
を
別
れ
来
し
か
な
」（
竹
風

抄
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
関
・
一
一
六
）
や
「
降
り
積
も
る
雪
の
八
重
山
道
閉
ぢ
て
行
く
人
疎
き
足
柄
の
山
」（
同
・
巻
二
・

文
永
五
年
十
月
三
百
首
歌
・
雪
・
四
一
〇
）
と
詠
む
。

歌
頭
の
合
点
を
白
滅
。

歳
暮

158　

春は
る

の
暮く
れ

秋あ
き

の
別わ
か

れ
と
惜を

し
み
来き

て
年と
し

の
終を

は
り
に
な
り
に
け
る
か
な



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
〇
一

〔
通
釈
〕　

歳
暮

春
の
暮
や
秋
の
別
れ
と
惜
し
ん
で
来
て
、
つ
い
に
一
年
の
終
わ
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
な
。

〔
参
考
〕　

春
の
過
ぎ
秋
の
暮
れ
行
く
別
れ
に
も
年
経
る
ま
ま
に
堪
へ
ず
も
あ
る
か
な
（
俊
成
五
社
百
首
・
伊
勢
大
神
宮
・
雑
・
別
・

九
二
）

春
の
暮
秋
の
過
ぎ
し
に
習
ひ
に
き
惜
し
む
に
よ
ら
で
越
ゆ
る
年
と
は
（
弘
長
百
首
・
冬
・
歳
暮
・
四
一
九
・
行
家
）

根
に
帰
る
花
の
名
残
を
惜
し
み
来
て
春
さ
へ
今
日
の
暮
に
な
り
ぬ
る
（
御
室
五
十
首
・
春
・
六
二
・
実
房
）

い
た
づ
ら
に
今
日
も
暮
れ
ぬ
と
言
ひ
言
ひ
て
年
の
終
は
り
に
な
り
に
け
る
か
な
（
宝
治
百
首
・
冬
・
歳
暮
・
二
三
七
四
・
師

継
）

〔
語
釈
〕　

○
年
の
終
は
り
に
―
「
あ
ら
た
ま
の
年
の
終
は
り
に
な
る
ご
と
に
雪
も
我
が
身
も
ふ
り
ま
さ
り
つ
つ
」（
古
今
集
・
冬
・

三
三
九
・
元
方
）
が
原
拠
。

〔
補
説
〕　

参
考
歌
の
内
、『
弘
長
百
首
』
の
行
家
詠
は
、
同
じ
く
参
考
歌
と
し
た
俊
成
詠
に
負
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
用
詞
や

歌
境
の
点
で
宗
尊
の
歌
に
近
似
す
る
。
149
と
同
様
に
、
正
確
に
は
両
者
の
先
後
は
不
明
だ
が
、
家
良
詠
が
先
行
す
る
と
す
れ
ば
、
該
歌

は
そ
の
後
の
詠
作
と
な
り
、
か
つ
宗
尊
が
い
ち
早
く
こ
の
定
数
歌
を
見
習
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
歳
暮
）

159　

世よ

の
中な
か

を
さ
て
も
い
か
に
と
嘆な
け

く
間ま

に
あ
は
れ
早は
や

く
ぞ
年と
し

は
暮く

れ
ぬ
る

〔
通
釈
〕（
歳
暮
）



二
〇
二

世
の
中
を
そ
れ
に
し
て
も
ど
う
し
て
、
と
嘆
く
間
に
、
あ
あ
早
く
も
年
は
暮
れ
て
し
ま
っ
た
。

〔
参
考
〕　

こ
の
世
を
ば
さ
て
も
い
か
に
と
故
郷
の
忍
ぶ
に
堪
へ
ぬ
軒
の
白
露
（
紫
禁
集
・
三
〇
一
）

変
は
る
ら
ん
月
日
も
知
ら
ず
嘆
く
間
に
あ
は
れ
は
つ
か
に
過
ぎ
に
け
る
か
な
（
続
詞
花
集
・
哀
傷
・
四
二
五
・
匡
房
。
江
帥

集
・
哀
傷
・
一
七
七
、
初
句
「
返
る
ら
ん
」
四
句
「
あ
は
れ
は
つ
か
の
」）

明
け
暮
ら
す
世
の
営
み
を
嘆
く
間
に
今
年
も
早
く
暮
ぞ
近
づ
く
（
為
家
集
・
冬
・
建
長
五
十
二
・
九
三
二
）

お
し
な
べ
て
同
じ
月
日
の
過
ぎ
行
け
ば
都
も
か
く
や
年
は
暮
れ
ぬ
る
（
山
家
集
・
冬
・
五
七
五
。
西
行
法
師
家
集
・
冬
・

三
一
二
）

〔
類
歌
〕　

世
の
中
の
憂
き
を
嘆
く
と
せ
し
程
に
は
か
な
く
年
の
ま
た
暮
れ
に
け
る
（
柳
葉
集
・
巻
三
・
弘
長
三
年
六
月
廿
四
日
当
座
百
首

歌
・
冬
・
四
〇
三
）

〔
語
釈
〕　

○
さ
て
も
―
感
動
詞
。
あ
る
い
は
副
詞
と
す
れ
ば
、「
さ
」
は
「
早
く
」
を
承
け
る
か
。

五
十
首
の
歌
合
に

160　

人
と
む
る
憂う

き
世
の
関せ
き

を
出い

で
か
ね
て
ま
た
暮く

れ
に
け
る
年と
し

の
つ
れ
な
さ

〔
通
釈
〕　

五
十
首
の
歌
合
で

人
を
留
め
る
こ
の
憂
く
辛
い
世
の
中
か
ら
出
て
い
く
関
所
を
（
自
分
も
）
出
か
ね
て
、
ま
た
（
俗
人
の
ま
ま
）
暮
れ
て
し
ま
っ
た
年

の
薄
情
さ
よ
。

〔
参
考
〕　

た
ら
ち
ね
の
親
の
別
れ
も
別
れ
に
し
憂
き
世
の
関
も
出
で
が
て
の
身
や
（
壬
二
集
・
光
明
峰
寺
入
道
摂
政
家
百
首
・
述
懐
・



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
〇
三

関
・
六
八
五
）

捨
て
や
ら
ぬ
心
か
ら
に
や
出
で
ざ
ら
む
憂
き
世
の
関
は
守
る
人
も
な
し
（
三
十
六
人
大
歌
合
弘
長
二
年
・
一
七
八
・
北
条
政
村
。

続
拾
遺
集
・
雑
中
・
一
二
三
四
）

い
つ
ま
で
か
つ
ら
き
ま
ど
ひ
を
ほ
だ
し
に
て
憂
き
世
の
関
を
出
で
が
て
に
せ
ん
（
夫
木
抄
・
雑
三
・
う
き
よ
の
せ
き
・
正
嘉
三

年
毎
日
一
首
中
・
九
五
一
九
・
為
家
）

月
は
な
ほ
有
明
の
山
の
影
も
見
き
つ
れ
な
く
過
ぐ
る
年
の
暮
か
な
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
冬
・
惜
歳
暮
・
八
一
七
・
実

氏
）

〔
類
歌
〕　

世
の
中
の
憂
き
を
嘆
く
と
せ
し
程
に
は
か
な
く
年
の
ま
た
暮
れ
に
け
る
（
柳
葉
集
・
巻
三
・
弘
長
三
年
六
月
廿
四
日
当
座
百
首

歌
・
冬
・
四
〇
三
）

〔
語
釈
〕　

○
五
十
首
の
歌
合
―
未
詳
。
→
13
。
○
憂
き
世
の
関
―
辛
い
世
の
中
か
ら
出
家
遁
世
す
る
こ
と
を
留
め
る
障
害
を
言
う
。
○
年

の
つ
れ
な
さ
―
珍
し
い
句
形
。「
年
」
を
擬
人
化
し
て
言
う
。

〔
補
説
〕　
「
憂
き
世
の
関
」
は
、
参
考
の
三
首
な
ど
に
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
二
首
目
の
作
者
北
条
政
村
は
、
宗
尊
将
軍
幕
下
で
連
署
と

執
権
を
務
め
た
が
、
北
条
氏
の
中
で
も
和
歌
に
励
み
秀
で
た
人
物
。

恋
未
見
恋

161　

葛か
つ
ら

城き

や
峰み
ね

の
白し
ら

雲く
も

と
ば
か
り
も
ま
だ
見
ぬ
人
を
か
け
て
恋こ

ふ
ら
ん



二
〇
四

〔
通
釈
〕恋

未
だ
見
ざ
る
恋

「
葛
城
や
峰
の
白
雲
」
の
歌
の
、
恋
し
い
人
を
無
縁
な
も
の
と
し
て
見
る
だ
け
で
終
わ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
程
度
に
で
も
、
ま

だ
見
て
も
い
な
い
（
遙
か
に
遠
い
）
人
を
、
葛
城
の
峰
に
白
雲
を
か
け
て
な
ら
ず
、
気
に
か
け
て
恋
い
慕
う
の
だ
ろ
う
（
そ
の
後
に

見
て
も
無
縁
な
人
と
し
て
終
わ
る
の
で
あ
ろ
う
）。

〔
本
歌
〕　

よ
そ
に
の
み
見
て
や
や
み
な
ん
葛
城
や
高
間
の
山
の
峰
の
白
雲
（
新
古
今
集
・
恋
一
・
九
九
〇
・
読
人
不
知
。
和
漢
朗
詠
集
・

雲
・
四
〇
九
・
作
者
不
記
）

〔
参
考
〕　

よ
そ
な
が
ら
か
け
て
ぞ
思
ふ
玉
蔓
葛
城
山
の
峰
の
白
雲
（
続
後
撰
集
・
恋
二
・
七
七
二
・
良
経
。
千
五
百
番
歌
合
・
恋
一
・

二
三
七
二
。
秋
風
集
・
恋
上
・
六
八
五
）

夢
に
だ
に
ま
だ
見
ぬ
人
の
恋
し
き
は
空
に
し
め
ゆ
ふ
心
地
こ
そ
す
れ
（
新
勅
撰
集
・
恋
一
・
六
二
八
・
読
人
不
知
）

い
に
し
へ
は
あ
り
も
や
し
け
む
今
ぞ
知
る
ま
だ
見
ぬ
人
を
恋
ふ
る
も
の
と
は
（
新
勅
撰
集
・
恋
一
・
六
二
九
・
読
人
不
知
）

奥
山
の
ひ
か
げ
の
露
の
玉
蔓
人
こ
そ
知
ら
ね
か
け
て
恋
ふ
れ
ど
（
新
勅
撰
集
・
恋
一
・
六
八
三
・
為
家
）

〔
語
釈
〕　

○
葛
城
―
大
和
国
の
歌
枕
。
葛
城
山
の
こ
と
。
大
和
と
河
内
の
国
境
に
位
置
す
る
、
金
剛
山
を
主
峰
と
す
る
山
並
み
の
総
称
。

○
峰
の
白
雲
―
本
歌
を
承
け
て
、
遠
く
手
の
届
か
な
い
よ
う
な
存
在
の
恋
人
を
暗
喩
す
る
。
歌
題
の
「
未
見
恋
」
と
歌
語
の
「
ま
だ
見

ぬ
」
の
縁
で
、「
峰
」
に
「
見
ね
（
見
ず
）」、「
白
」
に
「
知
ら
（
ず
）」
が
響
く
か
。
○
と
ば
か
り
も
―
「
今
は
た
だ
思
ひ
絶
え
な
ん

と
ば
か
り
を
人
づ
て
な
ら
で
い
ふ
よ
し
も
が
な
」（
後
拾
遺
集
・
恋
三
・
七
五
〇
・
道
雅
）
の
影
響
下
に
あ
る
と
思
し
い
「
さ
き
の
世
の

契
り
あ
り
け
む
と
ば
か
り
も
身
を
か
へ
て
こ
そ
人
に
知
ら
れ
め
」（
新
勅
撰
集
・
恋
二
・
七
五
一
・
崇
徳
院
。
久
安
百
首
・
恋
・
六
四
）

の
よ
う
に
、
だ
け
で
も
の
意
で
は
な
く
、
程
度
に
も
の
意
に
解
す
る
。
○
か
け
て
―
心
に
い
つ
も
思
っ
て
。「
峰
」「
白
雲
」
の
縁
で
峰



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
〇
五

に
白
雲
を
か
け
て
の
意
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　
「
よ
そ
に
の
み
」
歌
を
本
歌
に
す
る
が
、
直
接
に
は
、
同
じ
歌
を
本
歌
に
し
た
良
経
詠
に
倣
う
か
。
参
考
の
他
の
三
首
に
も
用

詞
を
学
ん
で
い
よ
う
か
。

百
首
の
歌
の
中
に

162　

我わ

が
恋こ
ひ

は
雪ゆ
き

間ま

に
萌も

ゆ
る
若わ
か
く
さ草
の
は
つ
か
に
見
し
や
初は
し

め
な
る
ら
ん

〔
通
釈
〕　

百
首
の
歌
の
中
で

私
の
恋
は
、
雪
間
に
萌
え
出
る
若
草
が
ほ
の
か
に
見
え
る
よ
う
に
、
あ
の
人
を
ほ
ん
の
少
し
見
た
の
が
初
め
な
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

春
日
野
の
雪
間
を
分
け
て
生
ひ
出
で
く
る
草
の
は
つ
か
に
見
え
し
君
は
も
（
古
今
集
・
恋
一
・
四
七
八
・
忠
岑
）

〔
参
考
〕　

片
岡
の
雪
間
に
き
ざ
す
若
草
の
は
つ
か
に
見
え
し
人
ぞ
恋
し
き
（
好
忠
集
・
正
月
中
・
二
二
。
後
葉
集
・
恋
一
・
二
九
九
・
好

忠
、
二
句
「
雪
間
を
ね
ざ
す
」）

萌
え
出
づ
る
草
の
は
つ
か
に
見
つ
る
か
な
こ
れ
や
思
ひ
の
初
め
な
る
ら
ん
（
重
家
集
・
内
裏
百
首
・
初
恋
・
一
四
七
）

野
辺
見
れ
ば
雪
間
に
萌
ゆ
る
若
草
の
つ
ま
ま
ち
出
で
て
鶯
ぞ
鳴
く
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
一
三
一
・
実
伊
）

〔
語
釈
〕　

○
百
首
の
歌
―
→
94
。
○
雪
間
に
萌
ゆ
る
若
草
の
―
「
は
つ
か
に
見
」
の
序
詞
。「
若
草
」
は
、
恋
し
い
人
を
暗
喩
か
。
○
は

つ
か
に
見
し
―
雪
間
の
若
草
が
ほ
の
か
に
見
え
る
の
意
か
ら
、
そ
の
比
喩
で
、
人
を
わ
ず
か
に
見
た
の
意
が
起
き
る
。

〔
補
説
〕　

本
歌
を
踏
ま
え
る
参
考
の
好
忠
歌
に
倣
っ
て
い
る
感
も
あ
る
。
ま
た
、
重
家
詠
に
も
非
常
に
似
通
う
。



二
〇
六

不
逢
恋

163　

雪ゆ
き

の
中う
ち

に
紅も

葉み

ぢ
ぬ
松ま
つ

の
何な
に

な
れ
や
つ
ひゐ

に
つ
れ
な
き
人
の
心
は

〔
通
釈
〕　

逢
は
ざ
る
恋

雪
の
中
で
も
紅
葉
し
な
い
松
、
そ
れ
の
い
っ
た
い
何
だ
と
い
う
の
か
。
同
じ
よ
う
に
最
後
ま
で
つ
れ
な
く
変
わ
ら
な
い
あ
の
人
の
心

は
。

〔
本
歌
〕　

雪
降
り
て
年
の
暮
れ
ぬ
る
時
に
こ
そ
つ
ひ
に
紅
葉
ぢ
ぬ
松
も
見
え
け
れ
（
古
今
集
・
冬
・
三
四
〇
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

雪
の
中
に
つ
ひ
に
紅
葉
ぢ
ぬ
松
の
葉
の
つ
れ
な
き
山
も
暮
る
る
年
か
な
（
続
後
撰
集
・
冬
・
五
二
五
・
家
隆
。
千
五
百
番
歌

合
・
冬
三
・
二
〇
四
七
）

世
の
中
に
つ
ひ
に
紅
葉
ぢ
ぬ
松
よ
り
も
つ
れ
な
き
も
の
は
我
が
身
な
り
け
り
（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
一
一
七
五
・
真
観
）

衣
打
つ
響
き
は
月
の
何
な
れ
や
さ
え
ゆ
く
ま
ま
に
澄
み
の
ぼ
る
ら
ん
（
新
勅
撰
集
・
秋
下
・
三
二
四
・
俊
成
。
久
安
百
首
・

秋
・
八
四
八
）

岩
に
生
ふ
る
た
め
し
を
何
に
頼
み
け
ん
つ
ひ
に
つ
れ
な
き
松
の
色
か
な
（
続
後
撰
集
・
恋
二
・
七
八
二
・
伊
平
。
続
歌
仙
落

書
・
内
裏
撰
歌
合
に
恋
を
・
五
七
。
万
代
集
・
恋
二
・
建
保
内
裏
撰
歌
合
に
・
二
〇
一
四
）

〔
出
典
〕　

文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
。
→
２
。

〔
他
出
〕　

柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
恋
・
七
七
二
。

〔
語
釈
〕　

○
松
の
何
な
れ
や
―
松
と
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
の
か
、
と
い
っ
た
趣
意
。

〔
補
説
〕　
『
古
今
集
』
歌
を
本
歌
に
す
る
が
、
参
考
の
歌
う
た
に
も
措
辞
や
趣
向
を
学
ん
で
い
よ
う
か
。



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
〇
七

（
不
逢
恋
）

164　

は
か
な
し
な
あ
ら
ば
逢あ

ふ
よ
や
と
ば
か
り
に
命い
の
ち

を
か
け
て
過す

ぐ
る
月
日
は

〔
通
釈
〕（
逢
は
ざ
る
恋
）

は
か
な
い
こ
と
だ
よ
。
も
し
生
き
て
い
れ
ば
逢
う
夜
の
折
が
あ
る
か
と
ば
か
り
に
、
命
を
懸
け
て
過
ぎ
る
月
日
は
。

〔
本
歌
〕　

い
か
に
し
て
し
ば
し
忘
れ
ん
命
だ
に
あ
ら
ば
逢
ふ
よ
の
あ
り
も
こ
そ
す
れ
（
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
四
六
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

明
日
知
ら
ぬ
命
を
ぞ
思
ふ
お
の
づ
か
ら
あ
ら
ば
逢
ふ
よ
を
待
つ
に
つ
け
て
も
（
新
古
今
集
・
恋
二
・
一
一
四
五
・
殷
富
門
院
大

輔
）

宿
り
こ
し
袂
は
夢
か
と
ば
か
り
に
あ
ら
ば
逢
ふ
よ
の
よ
そ
の
月
影
（
拾
遺
愚
草
・
承
元
四
年
九
月
粟
田
宮
歌
合
、
寄
月
恋
・

二
五
五
七
）

は
か
な
し
な
問
は
れ
ぬ
月
日
い
く
か
と
か
た
ま
き
は
る
世
に
人
を
待
つ
べ
き
（
露
色
随
詠
集
・
六
三
四
・
定
家
）

〔
類
歌
〕　

は
か
な
し
な
契
ら
ぬ
中
に
長
ら
へ
て
あ
ら
ば
逢
ふ
よ
の
頼
み
ば
か
り
は
（
南
朝
五
百
番
歌
合
・
恋
三
・
六
四
一
・
藤
原
経
高
）

〔
語
釈
〕　

○
逢
ふ
よ
―
本
歌
の
詞
を
取
る
が
、
そ
の
本
歌
自
体
、「
逢
ふ
世
」
と
「
逢
ふ
夜
」
の
両
方
に
解
し
得
る
。
該
歌
の
場
合
も
同

様
で
あ
る
。
掛
詞
に
解
し
て
お
く
。

〔
補
説
〕　
『
拾
遺
集
』
歌
を
本
歌
に
取
る
が
、
参
考
歌
に
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
類
歌
に
挙
げ
た
南
朝
歌
人
経
高
の

歌
は
、
あ
る
い
は
宗
尊
詠
の
影
響
下
に
あ
る
か
と
も
疑
わ
れ
る
が
、『
中
書
王
御
詠
』
の
流
布
の
様
相
は
不
明
で
、
経
高
が
該
歌
を
知

り
得
た
可
能
性
も
測
り
難
い
。



二
〇
八

五
十
首
の
歌
合
に

165　

恨う
ら

む
な
よ
よゝ
そ
の
人
目め

を
つ
つゝ
む
と
て
心こ
ゝ
ろ

の
外ほ
か

に
問と

は
ぬ
月
日ひ

は

〔
通
釈
〕　

五
十
首
の
歌
合
に

恨
ん
で
く
れ
る
な
。
無
関
係
の
他
人
の
目
を
憚
る
と
い
っ
て
、
心
な
ら
ず
も
あ
な
た
を
問
わ
な
い
月
日
は
。

〔
参
考
〕　

恨
む
な
よ
あ
る
を
憂
き
世
の
命
だ
に
長
ら
へ
て
や
は
ま
た
も
逢
ひ
見
ん
（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
一
一
七
七
・
読
人
不
知
）

今
は
た
だ
よ
そ
の
人
目
を
つ
つ
み
こ
し
心
も
身
に
は
そ
は
ば
こ
そ
あ
ら
め
（
隆
信
集
・
恋
四
・
世
の
中
い
み
じ
う
つ
つ
み
し
人

の
許
へ
遣
は
し
侍
り
し
・
六
一
〇
）

忘
れ
じ
の
言
の
葉
な
く
は
な
か
な
か
に
問
は
ぬ
月
日
は
恨
み
ざ
ら
ま
し
（
新
時
代
不
同
歌
合
・
一
五
五
・
後
嵯
峨
院
。
新
拾
遺

集
・
恋
五
・
一
三
八
〇
）

〔
他
出
〕　

新
続
古
今
集
・
恋
一
・
恋
歌
の
中
・
一
〇
四
六
。

〔
語
釈
〕　

○
五
十
首
の
歌
合
―
未
詳
。
→
13
。
○
恨
む
な
よ
―
村
尾
誠
一
和
歌
文
学
大
系
『
新
続
古
今
和
歌
集
』（
平
一
三
・
一
二
、
明

治
書
院
）
は
、「
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
す
」
と
注
す
る
が
、
採
ら
な
い
。
○
心
の
外
に
―
心
外
に
、
不
本
意
に
。
宗
尊
に
身
近
な
先

例
は
「
知
る
や
と
て
枕
だ
に
せ
ぬ
宵
宵
の
心
の
外
に
漏
る
涙
か
な
」（
続
後
撰
集
・
恋
一
・
六
五
〇
・
知
家
）。

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

六
帖
の
題
の
歌
に
、
人
づ
て
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知し

ら
せ
ば
や
吉よ
し

野の

のゝ
山や
ま

の
桜さ
く
ら

花は
な

ま
だ
越こ

え
ぬ
間ま

の
心
づ
く
し
を



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
〇
九

〔
通
釈
〕　

六
帖
の
題
の
歌
に
、
人
づ
て

（
人
伝
に
で
も
）
知
ら
せ
た
い
も
の
だ
よ
。
吉
野
の
山
の
桜
の
花
を
、
ま
だ
（
大
和
へ
と
）
越
え
て
行
か
な
い
間
は
、
人
づ
て
に
ば

か
り
聞
い
て
い
て
、
心
尽
く
し
の
物
思
い
を
す
る
よ
う
に
、
ま
だ
逢
い
に
越
え
て
行
か
な
い
間
の
、
さ
ま
ざ
に
心
を
尽
く
す
恋
の
物

思
い
を
。

〔
本
歌
〕　

越
え
ぬ
間
は
吉
野
の
山
の
桜
花
人
づ
て
に
の
み
聞
き
渡
る
か
な
（
古
今
集
・
恋
二
・
大
和
に
侍
り
け
る
人
に
つ
か
は
し
け
る
・

五
八
八
・
貫
之
）

踏
め
ば
惜
し
踏
ま
で
は
行
か
む
方
も
な
し
心
づ
く
し
の
山
桜
か
な
（
千
載
集
・
春
下
・
落
花
満
山
路
と
い
へ
る
心
を
よ
め
る
・

八
三
・
赤
染
衛
門
）

〔
参
考
〕　

頼
め
て
も
ま
だ
越
え
ぬ
間
は
逢
坂
の
関
も
な
こ
そ
の
心
地
こ
そ
す
れ
（
六
百
番
歌
合
・
恋
下
・
寄
関
恋
・
一
〇
〇
四
・
家
隆
。

壬
二
集
・
三
八
四
）

夕
づ
く
夜
花
に
い
ざ
よ
ふ
春
は
ま
た
心
づ
く
し
の
み
吉
野
の
山
（
如
願
法
師
集
・
春
・
建
仁
二
年
二
月
十
三
日
当
座
御
歌
合

に
、
暮
山
見
花
・
三
七
七
）

〔
影
響
〕　

い
か
に
し
て
行
き
あ
ふ
坂
の
道
な
れ
ば
ま
だ
越
え
ぬ
間
の
苦
し
か
る
ら
ん
（
李
花
集
・
恋
・
五
三
〇
）

越
え
ぬ
間
の
心
づ
く
し
よ
花
に
だ
に
か
か
り
し
も
の
か
み
吉
野
の
山
（
春
夢
草
・
恋
上
・
不
逢
恋
・
一
四
七
八
）

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
人
伝
・
一
五
四
。

〔
語
釈
〕　

○
六
帖
の
題
の
歌
―
→
98
。
○
人
づ
て
―
『
古
今
六
帖
』
第
五
の
「
人
づ
て
」（
新
撰
六
帖
に
も
）。
○
吉
野
の
山
―
大
和
国
の

歌
枕
。
吉
野
山
。
○
越
え
ぬ
間
―
本
歌
の
『
古
今
集
』
歌
の
詞
を
取
る
。
大
和
へ
と
越
え
て
行
か
な
い
間
の
意
に
、
逢
う
こ
と
の
一
線

を
越
え
な
い
間
の
意
を
重
ね
る
。



二
一
〇

〔
補
説
〕　

影
響
に
挙
げ
た
『
春
夢
草
』
の
一
首
に
つ
い
て
は
、
外
に
め
ぼ
し
い
先
行
例
が
な
く
宗
尊
が
用
い
て
い
る
「
た
え
だ
え
迷
ふ
」

（
竹
風
抄
・
五
二
）
の
語
も
、
後
出
例
と
し
て
『
春
夢
草
』
の
中
に
こ
れ
を
用
い
た
一
首
（
七
〇
七
）
を
見
出
し
得
る
の
で
、
肖
柏
の

宗
尊
詠
享
受
の
問
題
を
考
え
る
必
要
性
を
検
討
す
る
材
料
と
し
て
掲
出
し
て
お
く
。

と
ほを

み
ち
へ
だ
て
た
る
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君き
み

が
住す

む
方か
た

や
そ
な
た
と
な
が
む
れ
ば
山
も
幾い
く
へ重
の
遠を
ち

の
白し
ら

雲く
も

〔
通
釈
〕　

遠
道
隔
て
た
る

あ
な
た
が
住
む
方
は
そ
ち
ら
か
と
眺
め
る
と
、
山
も
幾
重
に
連
な
り
、
遠
く
ま
で
幾
重
も
の
白
雲
が
か
か
っ
て
い
る
よ
。

〔
参
考
〕　

思
ひ
か
ね
そ
な
た
の
空
を
な
が
む
れ
ば
た
だ
山
の
端
に
か
か
る
白
雲
（
詞
花
集
・
雑
下
・
三
八
一
・
忠
通
）

越
え
わ
ぶ
る
山
も
幾
重
に
な
り
ぬ
ら
む
分
け
行
く
あ
と
を
埋
む
白
雲
（
新
勅
撰
集
・
羈
旅
・
五
三
三
・
藤
原
頼
実
）

高
島
の
か
ち
野
の
原
に
宿
問
へ
ば
今
日
や
は
行
か
ん
遠
の
白
雲
（
続
後
撰
集
・
羈
旅
・
一
三
一
四
・
家
隆
）

〔
類
歌
〕　

君
が
住
む
そ
な
た
の
空
を
詠
む
れ
ば
雲
も
幾
重
の
み
吉
野
の
山
（
風
葉
集
・
雑
三
・
院
吉
野
山
に
こ
も
ら
せ
給
ひ
て
後
、
い
づ

か
た
に
か
と
お
ぼ
さ
れ
て
・
一
三
七
七
・
風
に
つ
れ
な
き
さ
が
の
入
道
姫
宮
）

〔
語
釈
〕　

○
と
ほ
み
ち
へ
だ
て
た
る
―
「
遠
道
隔
て
た
る
」。『
古
今
六
帖
』
第
五
の
「
と
ほ
み
ち
へ
だ
て
た
る
」（
新
撰
六
帖
に
も
）。
○

山
も
幾
重
の
遠
の
白
雲
―
「
山
も
幾
重
」
か
ら
「
幾
重
の
（
遠
の
）
白
雲
」
へ
鎖
る
。「
遠
の
白
雲
」
の
句
は
、
参
考
の
家
隆
詠
の

他
、
定
家
や
慈
円
や
良
経
等
の
新
古
今
歌
人
が
詠
み
始
め
る
。

〔
補
説
〕　

参
考
の
忠
通
詠
は
実
質
的
に
は
本
歌
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、『
金
葉
集
』
初
出
歌
人
の
作
で
あ
る
の
で
参
考
歌
と
し
て
お



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
一
一

く
。
参
考
の
他
の
両
首
は
共
に
「
建
暦
二
年
内
裏
詩
歌
合
」
の
「
羈
中
眺
望
」
題
の
歌
。

〔
補
説
〕　

参
考
の
頼
実
詠
は
、
世
上
に
俊
成
の
秀
歌
と
さ
れ
た
「
面
影
に
花
の
姿
を
先
立
て
て
幾
重
越
え
来
ぬ
峰
の
白
雲
」（
長
秋
詠

藻
・
二
〇
七
。
続
詞
花
集
・
春
下
・
五
〇
。
新
勅
撰
集
・
春
上
・
五
七
）
の
影
響
下
に
あ
ろ
う
か
。
当
該
歌
に
も
そ
の
面
影
が
微
か
に

感
じ
ら
れ
る
か
。

名
を
惜お

し
む

168　

憂う

し
辛つ
ら

し
さ
て
恋こ

ひ
死し

な
む
あ
と
ま
で
も
埋う
つ

も
れ
ぬ
名な

の
人
に
知し

ら
れ
ば

〔
通
釈
〕　

名
を
惜
し
む

憂
鬱
だ
、
苦
痛
だ
。
そ
の
ま
ま
恋
い
焦
が
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
で
あ
ろ
う
後
ま
で
も
、
そ
う
し
た
恋
の
埋
も
れ
る
こ
と
の
な
い
評
判

が
、
人
に
知
ら
れ
る
な
ら
ば
。

〔
参
考
〕　

憂
し
辛
し
安
積
の
沼
の
花
の
名
よ
か
り
に
も
深
き
え
に
は
結
ば
で
（
六
百
番
歌
合
・
恋
上
・
見
恋
・
六
四
五
・
定
家
。
続
古
今

集
・
恋
一
・
一
〇
三
〇
）

恋
ひ
死
な
ば
世
の
は
か
な
き
に
言
ひ
お
き
て
な
き
あ
と
ま
で
も
人
に
知
ら
せ
じ
（
千
載
集
・
恋
一
・
六
六
六
・
頼
輔
）

身
に
か
へ
て
思
ひ
け
り
と
は
知
ら
る
と
も
さ
て
恋
ひ
死
な
ば
か
ひ
や
な
か
ら
ん
（
続
後
撰
集
・
恋
二
・
七
八
〇
・
慈
円
）

〔
語
釈
〕　

○
名
を
惜
し
む
―
『
古
今
六
帖
』
第
五
の
「
な
を
を
し
む
」（
新
撰
六
帖
に
も
）。
○
さ
て
―
「
恋
ひ
死
な
む
」
と
「
埋
も
れ

ぬ
」
の
両
方
に
か
か
る
か
。
○
埋
も
れ
ぬ
名
―
和
泉
式
部
の
「
も
ろ
と
も
に
苔
の
下
に
も
朽
ち
も
せ
で
埋
ま
れ
ぬ
名
を
見
る
ぞ
悲
し

き
」（
金
葉
集
・
雑
下
・
六
二
〇
。
和
泉
式
部
集
・
五
三
六
、三
句
「
朽
ち
ず
し
て
」）
の
「
埋
ま
れ
ぬ
名
」
が
、「
埋
も
れ
ぬ
名
」（
後



二
一
二

六
々
撰
・
九
、
古
来
風
体
抄
・
五
二
六
、
定
家
八
代
抄
・
六
六
三
、
詠
歌
大
概
・
六
八
、
時
代
不
同
歌
合
・
二
九
七
他
）
の
形
で
伝
わ

っ
て
い
る
の
が
早
い
。

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

よ
ひ
の
ま

169　

ま
だ
宵よ

ひ

の
人
言こ
と

し
げ
き
真ま

木き

の
戸と

に
立た

ち
や
す
ら
ひ
て
月
を
見み

る
か
な

〔
通
釈
〕　

宵
の
間

ま
だ
宵
の
内
の
、
人
の
口
が
や
か
ま
し
い
真
木
の
戸
に
、
ぐ
ず
ぐ
ず
と
た
た
ず
ん
で
月
を
見
る
こ
と
だ
な
。

〔
参
考
〕　

道
の
辺
の
人
言
し
げ
き
思
ひ
草
霜
の
ふ
り
葉
と
朽
ち
ぞ
は
て
ぬ
る
（
拾
遺
愚
草
・
関
白
左
大
臣
家
百
首
貞
永
元
年
四
月
・
怨
恋
・

一
四
七
五
）

木
の
間
よ
り
う
つ
ろ
ふ
月
の
影
惜
し
み
立
ち
や
す
ら
ふ
に
さ
夜
更
け
に
け
り
（
万
葉
集
・
巻
十
一
・
問
答
・
二
八
二
一
・
作
者

未
詳
。
続
拾
遺
集
・
秋
下
・
三
五
七
・
人
麿
）

宵
の
間
に
あ
は
れ
ま
ぎ
れ
の
ひ
ま
も
が
な
立
ち
や
す
ら
は
ば
人
も
こ
そ
知
れ
（
新
撰
六
帖
・
第
五
・
よ
ひ
の
ま
・
一
四
五
五
・

真
観
）

〔
語
釈
〕　

○
よ
ひ
の
ま
―
宵
の
間
。『
古
今
六
帖
』
第
五
の
「
よ
ひ
の
ま
」（
新
撰
六
帖
に
も
）。
○
人
言
―
「
ひ
と
ご
と
」。
他
人
の
言

葉
、
世
間
の
噂
・
評
判
。「
人
事
」（
人
の
営
み
）
に
も
解
さ
れ
る
。『
万
葉
』（「
人
言
を
し
げ
み
言
痛
み
」「
人
言
は
し
げ
く
あ
り
と

も
」）
以
来
、
恋
の
逢
瀬
の
妨
げ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
一
三

〔
補
説
〕　

参
考
に
挙
げ
た
同
じ
六
帖
題
の
真
観
詠
に
触
発
さ
れ
て
い
よ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
男
女
い
ず
れ
の
立
場
に
せ
よ
、
恋
歌
と
し

て
の
気
分
が
希
薄
な
感
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、「
や
す
ら
は
で
寝
な
ま
し
も
の
を
さ
夜
更
け
て
傾
く
ま
で
の
月
を
見
し
か
な
」（
後
拾
遺

集
・
恋
二
・
六
八
〇
・
赤
染
衛
門
）
を
意
識
し
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
気
分
を
詠
じ
た
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

う
た
たゝ
ね

170　

待ま

ち
わ
び
て
し
ば
し
ま
ど
ろ
む
う
た
たゝ
寝ね

に
あ
や
し
や
人
の
夢ゆ
め

に
見
え
つ
る

〔
通
釈
〕　

う
た
た
寝

恋
し
い
人
を
待
ち
あ
ぐ
ね
て
暫
し
ま
ど
ろ
む
う
た
た
寝
に
、
妙
だ
な
、
あ
の
人
が
夢
に
現
れ
た
と
は
。

〔
本
歌
〕　

忘
ら
れ
て
し
ば
し
ま
ど
ろ
む
程
も
が
な
い
つ
か
は
君
を
夢
な
ら
で
見
ん
（
拾
遺
集
・
哀
傷
・
む
す
め
に
お
く
れ
侍
り
て
・

一
三
一
二
・
中
務
）

〔
参
考
〕　

結
び
て
し
我
が
下
紐
の
と
け
ゆ
く
は
あ
や
し
や
君
が
來
べ
き
宵
か
な
（
新
撰
六
帖
・
第
五
・
ひ
も
・
一
七
八
〇
・
真
観
）

〔
類
歌
〕　

待
ち
わ
び
て
し
ば
し
ま
ど
ろ
む
う
た
た
寝
の
夢
に
も
見
せ
よ
人
の
面
影
（
新
後
拾
遺
・
恋
二
・
一
〇
一
二
・
善
算
）

〔
語
釈
〕　

○
う
た
た
ね
―
『
古
今
六
帖
』
第
四
の
「
う
た
た
ね
」（
新
撰
六
帖
に
も
）。
○
あ
や
し
や
―
「
や
」
は
詠
嘆
の
間
投
助
詞
。
○

見
え
つ
る
―
「
つ
る
」
は
助
動
詞
「
つ
」
の
連
体
形
だ
が
、
上
の
「
や
」
は
疑
問
の
係
助
詞
で
は
な
い
の
で
、
係
り
結
び
で
は
な
く
余

情
の
体
言
止
め
に
解
さ
れ
る
。

〔
補
説
〕　

大
き
な
枠
組
み
で
は
、「
う
た
た
寝
に
恋
し
き
人
を
見
て
し
よ
り
夢
て
ふ
も
の
は
頼
み
そ
め
て
き
」（
古
今
集
・
恋
二
・

五
五
三
・
小
町
）
の
類
型
の
範
疇
に
入
る
一
首
で
あ
る
。



二
一
四

同
じ
く
中
務
歌
を
本
歌
に
す
る
類
歌
が
、
該
歌
の
影
響
下
に
あ
る
か
否
か
は
不
明
。

契
恋

171　

い
さ
や
我わ

れ

待ま

ち
見
む
事
も
頼た
の

ま
れ
ず
明あ

日す

知し

ら
ぬ
世
の
あ
だ
し
契ち
き

り
は

〔
通
釈
〕　

契
る
恋

さ
あ
ど
う
か
、
私
は
待
っ
て
見
届
け
る
こ
と
も
頼
み
に
で
き
な
い
。
明
日
を
も
知
ら
な
い
私
の
人
生
の
中
の
、
は
か
な
く
む
な
し

い
、
あ
の
人
と
の
契
り
は
。

〔
参
考
〕　

お
の
づ
か
ら
つ
ら
き
心
も
変
は
る
や
と
待
ち
見
む
程
の
命
と
も
が
な
（
千
載
集
・
恋
二
・
七
七
〇
・
静
縁
）

頼
む
と
も
い
さ
や
契
り
は
し
ら
と
り
の
鳥
羽
山
ま
つ
の
同
じ
緑
に
（
為
家
一
夜
百
首
・
恋
・
寄
山
恋
・
六
六
）

明
日
知
ら
ぬ
身
に
は
頼
ま
ず
お
の
づ
か
ら
契
り
し
ま
ま
の
日
数
な
り
と
も
（
万
代
集
・
恋
二
・
二
〇
七
六
・
鷹
司
院
按
察
。
続

古
今
集
・
恋
三
・
一
一
三
五
）

頼
ま
じ
よ
身
は
明
日
知
ら
ぬ
は
か
な
さ
の
末
の
月
日
は
む
な
し
契
り
を
（
新
撰
六
帖
・
第
五
・
ち
ぎ
る
・
一
五
三
八
・
知
家
）

〔
類
歌
〕　

さ
て
も
げ
に
明
日
知
ら
ぬ
世
の
契
り
こ
そ
頼
む
に
つ
け
て
悲
し
か
り
け
れ
（
続
後
拾
遺
集
・
恋
二
・
七
九
八
・
覚
助
）

〔
他
出
〕　

類
聚
歌
苑
・
巻
十
三
・
恋
三
・
八
、
四
句
「
明
日
知
ら
ぬ
身
の
」。

〔
語
釈
〕　

○
契
恋
―
『
六
百
番
歌
合
』
で
設
け
ら
れ
た
題
。
○
い
さ
や
我
―
宗
尊
の
師
の
両
者
、
即
ち
真
観
と
為
家
に
作
例
が
見
え
る
歌

句
。「
い
さ
や
我
馴
る
る
を
人
は
厭
ふ
と
も
暁
露
の
お
き
は
わ
か
れ
じ
」（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
恋
・
後
朝
恋
・
一
二
六
四
・
真
観
）、

「
い
さ
や
我
恋
て
ふ
事
も
習
は
ぬ
に
落
つ
る
涙
の
し
る
べ
が
ほ
な
る
」（
為
家
五
社
百
首
・
初
恋
・
四
九
四
・
春
日
社
）。
○
待
ち
見
む



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
一
五

―
待
っ
て
見
届
け
る
意
に
解
し
た
が
、
下
の
「
世
」
を
男
女
の
意
に
解
す
る
と
、
待
ち
受
け
て
恋
し
い
人
と
逢
い
見
る
意
に
も
解
さ
れ

る
。
○
世
―
人
生
の
意
に
解
し
た
が
、
男
女
の
仲
の
意
に
も
解
さ
れ
る
。
両
意
が
重
な
る
か
。
○
あ
だ
し
契
り
―
明
確
な
先
行
例
を
見

な
い
詞

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

恋
の
歌
の
中
に

172　

頼た
の

め
と
や
待ま

て
と
や
い
か
に
あ
ぢ
き
な
く
ま
だ
偽い
つ
は

り
も
知し

ら
ぬ
契ち
き

り
を

〔
通
釈
〕　

恋
の
歌
の
中
に

（
恋
し
い
人
が
私
に
）
あ
て
に
せ
よ
と
い
う
の
か
（
否
と
い
う
の
か
、
そ
れ
と
も
さ
ら
に
）
待
て
と
い
う
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
、

ど
れ
ほ
ど
張
り
合
い
が
な
く
て
。
ま
だ
嘘
偽
り
と
も
知
ら
な
い
あ
の
人
と
の
契
り
で
あ
る
の
に
。

〔
本
歌
〕　

頼
め
と
や
い
な
と
や
い
か
に
稲
舟
の
し
ば
し
と
待
ち
し
程
も
経
に
け
り
（
千
載
集
・
恋
一
・
六
八
二
・
惟
規
）

〔
類
歌
〕　

さ
き
の
世
に
い
か
に
契
り
て
あ
ぢ
き
な
く
我
が
た
め
つ
ら
き
人
を
恋
ふ
ら
む
（
柳
葉
集
・
巻
一
・
弘
長
元
年
五
月
百
首
歌
・

恋
・
五
五
）

〔
語
釈
〕　

○
あ
ぢ
き
な
く
―
い
わ
ゆ
る
連
用
中
止
法
。

〔
補
説
〕　

上
句
は
詞
足
ら
ず
の
感
が
否
め
な
い
。

後
崇
光
院
の
「
さ
き
の
世
に
い
か
に
契
り
て
あ
ぢ
き
な
く
つ
ら
き
人
し
も
し
ひ
て
恋
し
き
」（
沙
玉
集
・
片
思
・
五
一
三
）
は
、
類

歌
に
挙
げ
た
宗
尊
詠
の
影
響
下
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。



二
一
六

（
恋
の
歌
の
中
に
）

173　

来こ

ぬ
ま
で
も
慰な
く

さ
む
も
の
を
偽い
つ
は

り
の
無な

き
世よ

な
れ
と
は
誰た
れ

か
言い

ひ
け
ん

〔
通
釈
〕（
恋
の
歌
の
中
に
）

（
恋
し
い
人
が
来
る
と
言
っ
て
）
来
な
い
ま
で
も
、（
そ
の
言
葉
が
本
当
な
ら
ば
）
心
慰
む
の
だ
け
れ
ど
。
嘘
偽
り
の
無
い
二
人
の
仲

で
あ
れ
（
も
し
そ
う
な
ら
ば
恋
人
の
言
葉
が
ど
れ
ほ
ど
嬉
し
い
の
に
）
と
は
、
い
っ
た
い
誰
が
言
っ
た
の
だ
ろ
う
か
（
そ
の
と
お
り

嘘
偽
り
な
の
で
、
嬉
し
く
も
な
く
心
慰
む
こ
と
も
な
い
の
だ
）。

〔
本
歌
〕　

偽
り
の
無
き
世
な
り
せ
ば
い
か
ば
か
り
人
の
言
の
葉
う
れ
し
か
ら
ま
し
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
一
二
・
読
人
不
知
）

来
ぬ
ま
で
も
待
た
ま
し
も
の
を
な
か
な
か
に
頼
む
方
な
き
こ
の
夕
占け

か
な
（
後
拾
遺
集
・
恋
二
・
六
九
九
・
読
人
不
知
）

〔
出
典
〕　

文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
。
→
２
。

〔
他
出
〕　

柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
恋
・
七
七
八
、
書
陵
部
本
を
底
本
と
す
る
新
編
国
歌
大
観
本
四
句
「
な

き
世
な
り
と
は
」（
時
雨
亭
文
庫
本
は
本
集
に
同
じ
）。
新
拾
遺
集
・
恋
三
・
題
し
ら
ず
・
一
一
三
二
。

待
恋

174　

侘わ

び
つ
つゝ
も
曇く
も

れ
と
言い

ひ
し
月つ
き

影か
け

の
時し

雨く

る
るゝ
し
も
ぞ
人
は
待ま

た
る
るゝ

〔
本
文
〕　

○
曇
れ
と
―
底
本
「
く
◦も

れ
と
」（「
く
」
と
「
れ
」
の
間
に
補
入
符
を
打
ち
右
傍
に
「
も
」
と
あ
り
）。

〔
通
釈
〕　

待
つ
恋



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
一
七

（
あ
の
古
歌
の
よ
う
に
）
気
落
ち
し
な
が
ら
も
、（
月
夜
に
は
来
ぬ
人
が
待
た
れ
る
の
で
）
曇
れ
（
そ
し
て
雨
も
降
っ
て
ほ
し
い
）
と

言
っ
た
月
が
、（
か
き
曇
っ
て
）
時
雨
れ
る
の
は
実
に
、
か
え
っ
て
人
が
つ
い
待
た
れ
る
こ
と
だ
。

〔
本
歌
〕　

月
夜
に
は
来
ぬ
人
待
た
る
か
き
曇
り
雨
も
ふ
ら
降
ら
な
む
侘
び
つ
つ
も
寝
む
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
七
五
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

侘
び
つ
つ
も
寝
ら
れ
ざ
り
け
り
か
き
曇
る
雨
に
も
人
の
な
ほ
待
た
れ
つ
つ
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
恋
・

二
八
四
・
藤
原
清
時
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
。
→
１
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
待
人
・
一
五
一
。

〔
語
釈
〕　

○
待
恋
―
『
六
百
番
歌
合
』
で
設
け
ら
れ
た
題
。

暁
恋

175　

ま
た
や
さ
は
身
は
な
ら
は
し
の
つ
れ
な
さ
に
こ
の
暁あ
か
月

も
起お

き
別わ
か

れ
な
ん

〔
通
釈
〕　

暁
の
恋

ま
た
も
さ
あ
、
所
詮
身
は
慣
れ
次
第
で
あ
る
の
で
、（
暁
の
侘
び
し
い
別
れ
で
も
）
そ
し
ら
ぬ
様
子
で
こ
の
暁
も
起
き
て
別
れ
て
し

ま
お
う
。

〔
本
歌
〕　

暁
の
な
か
ら
ま
し
か
ば
白
露
の
起
き
て
わ
び
し
き
別
れ
せ
ま
し
や
（
後
撰
集
・
恋
四
・
八
六
二
・
貫
之
。
拾
遺
集
・
恋
二
・

七
一
五
。
和
漢
朗
詠
集
・
暁
・
四
二
〇
・
作
者
不
記
）

手
枕
の
隙
間
の
風
も
寒
か
り
き
身
は
な
ら
は
し
の
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
（
拾
遺
集
・
恋
四
・
九
〇
一
・
読
人
不
知
）



二
一
八

〔
参
考
〕　

起
き
別
れ
つ
れ
な
く
見
え
し
暁
の
憂
か
り
し
空
ぞ
形
見
な
り
け
る
（
如
願
法
師
集
・
恋
・
暁
恋
・
六
四
六
）

〔
語
釈
〕　

○
暁
恋
―
『
金
葉
集
』
か
ら
見
え
る
題
だ
が
、『
六
百
番
歌
合
』
に
も
出
題
。
○
起
き
別
れ
な
ん
―
「
起
き
て
別
れ
て
し
ま
う

の
で
あ
ろ
う
」
と
も
解
釈
さ
れ
る
。

百
首
の
歌
の
中
に

176　

と
どゝ
ま
ら
ぬ
我わ

が
通ゝ
よ

ひ
路ち

の
悲か
な

し
き
に
暁
あ
か
つ
き

ば
か
り
関せ
き

守も
り

も
が
な

〔
通
釈
〕　

百
首
の
歌
の
中
で

留
ま
ら
な
い
（
で
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
私
の
（
恋
人
へ
の
）
通
い
路
が
悲
し
い
の
で
、
暁
だ
け
（
私
を
留
め
る
）
関
守
が
欲

し
い
な
。

〔
本
歌
〕　

人
知
れ
ぬ
我
が
通
ひ
路
の
関
守
は
宵
宵
ご
と
に
う
ち
も
寝
な
な
む
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
三
二
・
業
平
。
伊
勢
物
語
・
五
段
・

六
・
男
）

〔
参
考
〕　

越
え
か
ね
し
逢
坂
山
を
あ
は
れ
今
朝
帰
る
を
と
む
る
関
守
も
が
な
（
長
明
集
・
恋
・
後
朝
・
六
六
。
三
百
六
十
番
歌
合
・
雑
・

六
二
九
・
長
明
、
二
句
「
逢
坂
山
に
」）

〔
類
歌
〕　

関
守
は
暁
ば
か
り
う
ち
も
寝
よ
我
が
通
ひ
路
を
忍
ぶ
別
れ
に
（
続
千
載
集
・
恋
三
・
一
三
六
七
・
後
二
条
院
。
藤
葉
集
・
恋

下
・
五
二
六
・
贈
従
三
位
為
子
）

待
つ
宵
も
問
ふ
べ
き
夜
は
も
悲
し
き
は
我
が
通
ひ
路
の
同
じ
関
守
（
後
二
条
院
歌
合
乾
元
二
年
七
月
・
互
有
障
恋
・
一
五
・
為
藤
）

〔
影
響
〕　

こ
の
頃
の
寝
覚
め
は
物
の
悲
し
き
に
暁
ば
か
り
時
雨
れ
ず
も
が
な
（
新
葉
集
・
冬
・
四
一
六
・
北
畠
顕
能
）



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
一
九

〔
語
釈
〕　

○
百
首
の
歌
―
→
94
。

〔
他
出
〕　

新
千
載
集
・
恋
三
・
題
し
ら
ず
・
一
四
一
五
。

〔
補
説
〕　

類
歌
の
一
首
目
は
作
者
に
違
い
が
あ
る
。『
続
千
載
集
』
の
詞
書
は
「
正
安
四
年
六
月
五
首
歌
合
に
、
忍
別
恋
と
い
へ
る
心
を

よ
ま
せ
給
う
け
る
」、『
藤
葉
集
』
の
詞
書
は
「
忍
別
恋
と
い
ふ
こ
と
を
よ
み
侍
り
け
る
」。
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
は
不
明
だ
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
該
歌
と
の
用
詞
の
類
似
は
無
視
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

影
響
に
挙
げ
た
一
首
は
、『
新
千
載
集
』
所
収
歌
と
し
て
の
宗
尊
詠
に
倣
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
か
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

恋
歌

177　

山や
ま

の
井
や
結む
す

ぶ
契ち
き

り
の
浅あ
さ

み
こ
そ
飽あ

か
で
別わ
か

る
るゝ
袖そ
て

は
漬ひ

つ
ら
め

〔
通
釈
〕　

恋
の
歌

山
の
井
よ
、
そ
の
水
を
掬
い
結
ぶ
所
が
浅
い
よ
う
に
、
恋
し
い
人
と
結
ぶ
契
り
が
浅
い
の
で
、
満
足
す
る
こ
と
な
く
別
れ
る
袖
は
、

水
に
漬
か
っ
て
濡
れ
る
よ
う
に
、
涙
で
ぐ
っ
し
ょ
り
濡
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

〔
本
歌
〕　

結
ぶ
手
の
滴
に
濁
る
山
の
井
の
飽
か
で
も
人
に
別
れ
ぬ
る
か
な
（
古
今
集
・
離
別
・
四
〇
四
・
貫
之
）

浅
み
こ
そ
袖
は
漬
つ
ら
め
涙
川
身
さ
へ
流
る
と
聞
か
ば
頼
ま
む
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
一
八
・
業
平
）

〔
語
釈
〕　

○
浅
み
―
「
浅
」
は
形
容
詞
の
語
幹
。「
み
」
は
接
尾
語
で
、
後
句
の
原
因
・
理
由
を
表
す
。
か
つ
、「
山
の
井
」
の
縁
で
、
そ

の
状
態
の
場
所
を
表
す
。



二
二
〇

〔
出
典
〕　

文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
。
→
２
。

〔
他
出
〕　

柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
恋
・
七
八
七
、
初
句
「
山
の
井
の
」
四
句
「
逢
は
で
別
る
る
」。

〔
補
説
〕　

二
首
本
歌
取
り
の
典
型
の
よ
う
な
詠
作
と
言
え
る
。『
柳
葉
集
』
の
第
四
句
「
逢
は
で
別
る
る
」（
時
雨
亭
文
庫
本
）
は
不
審
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

（
恋
歌
）

178　

き
ぬ
ぎ〳〵
ぬ
に
別わ
か

れ
て
後の
ち

の
恋こ
ひ

し
く
は
見
て
も
偲し
の

ば
む
有あ
り

明あ
け

の
月

〔
通
釈
〕（
恋
の
歌
）

後
朝
に
恋
人
と
別
れ
て
後
が
恋
し
い
の
な
ら
、
見
て
偲
ぼ
う
、（
そ
の
別
れ
の
時
の
）
有
明
の
月
を
。

〔
本
歌
〕　

恋
し
く
は
見
て
も
偲
ば
む
紅
葉
葉
を
吹
き
な
散
ら
し
そ
山
お
ろ
し
の
風
（
古
今
集
・
秋
下
・
二
八
五
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

い
つ
の
ま
に
恋
し
き
こ
と
の
積
も
る
ら
ん
別
れ
て
後
は
程
も
経
な
く
に
（
古
今
六
帖
・
第
四
・
わ
か
れ
・
二
三
七
四
・
作
者
不

記
）

夢
の
よ
に
別
れ
て
後
の
恋
し
さ
を
い
か
に
せ
よ
と
か
君
に
馴
れ
け
ん
（
万
代
集
・
雑
五
・
三
五
六
八
・
後
堀
河
院
民
部
卿
典

侍
。
後
堀
河
院
民
部
卿
典
侍
集
・
三
〇
。
続
拾
遺
集
・
雑
下
・
一
三
二
七
）

思
ひ
出
で
よ
誰
が
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
暁
も
我
が
ま
た
偲
ぶ
月
ぞ
見
ゆ
ら
ん
（
千
五
百
番
歌
合
・
恋
二
・
二
五
二
一
・
定
家
）

き
ぬ
ぎ
ぬ
の
別
れ
し
な
く
は
憂
き
物
と
言
は
で
ぞ
見
ま
し
有
明
の
月
（
続
後
撰
集
・
恋
三
・
八
三
〇
・
為
氏
）

〔
語
釈
〕　

○
き
ぬ
ぎ
ぬ
―
衣
衣
・
後
朝
。
男
が
女
の
所
か
ら
別
れ
て
帰
る
こ
と
。
そ
の
朝
。



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
二
一

〔
出
典
〕　

文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
。
→
２
。

〔
他
出
〕　

柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
恋
・
七
八
九
。

〔
補
説
〕　
『
古
今
集
』
歌
を
本
歌
に
す
る
が
、
参
考
の
各
歌
に
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
。

五
十
首
の
歌
合
に
、
恋
歌

179　

逢あ

ふ
ま
で
と
恨う
ら

み
て
過す

ぎ
し
つ
れ
な
さ
を
月
に
な
し
つ
る
有あ
り

明あ
け

の
空そ
ら

第
四
句
老
耄
之
心
ま
ど
ひ
て
不
覚
候
（
墨
滅
）

〔
通
釈
〕　

五
十
首
の
歌
合
で
、
恋
の
歌

（
す
ぐ
行
く
と
言
っ
た
人
に
）
逢
う
ま
で
は
と
、
恨
み
な
が
ら
時
が
過
ぎ
た
そ
の
冷
淡
な
つ
れ
な
さ
を
、（
一
夜
だ
け
で
な
く
）
月
頃

待
つ
ま
で
に
、
月
が
有
明
月
の
空
の
頃
に
な
る
ま
で
に
引
き
延
ば
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。

第
四
句
、
老
耄
の
心
惑
ひ
て
覚
え
ず
候
ふ
。（
第
四
句
は
、
老
い
ぼ
れ
の
心
が
と
惑
っ
て
、
訳
が
分
か
ら
な
く
ご
ざ
い
ま
す
。）

（
墨
滅
）

〔
本
歌
〕　

今
来
む
と
言
ひ
し
ば
か
り
に
長
月
の
有
明
の
月
を
待
ち
出
で
つ
る
か
な
（
古
今
集
・
恋
四
・
六
九
一
・
素
性
）

〔
参
考
〕　

逢
ふ
ま
で
と
せ
め
て
命
の
惜
し
け
れ
ば
恋
こ
そ
人
の
祈
り
な
り
け
れ
（
後
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
四
二
・
頼
宗
）

三
年
ま
で
恨
み
て
過
ぎ
し
む
く
い
と
て
明
日
よ
り
つ
ら
き
心
あ
る
な
よ
（
月
詣
集
・
恋
下
・
会
後
述
懐
と
い
ふ
心
を
よ
め
る
・

五
六
三
・
皇
太
后
宮
大
進
。
皇
太
后
宮
大
進
集
・
逢
ひ
て
後
思
ひ
を
言
ふ
・
一
六
）

つ
れ
な
さ
を
命
に
か
け
て
逢
ふ
ま
で
も
待
つ
夜
を
渡
る
佐
野
の
舟
橋
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
橋
恋
・
二
七
四
九
・
安
嘉
門
院
高



二
二
二

倉
）

七
夕
の
年
の
契
り
の
あ
は
れ
さ
を
月
に
な
し
て
も
尽
き
せ
ぬ
や
な
ぞ
（
拾
玉
集
・
詠
三
首
和
歌
建
久
元
年
九
月
廿
四
日
参
殿
下
有
会
・

毎
月
逢
恋
、
負
・
四
一
三
七
）

〔
類
歌
〕　

逢
ふ
ま
で
と
思
ひ
し
か
ひ
も
な
き
も
の
は
ま
た
つ
れ
な
さ
の
あ
る
世
な
り
け
り
（
続
拾
遺
集
・
恋
四
・
九
二
七
・
国
助
）

幾
歳
の
秋
を
か
へ
け
む
つ
れ
な
さ
を
月
に
か
こ
ち
て
長
ら
ふ
る
身
は
（
亀
山
院
御
集
・
詠
十
首
和
歌
・
月
増
久
恋
・
二
八
二
）

つ
れ
な
さ
を
月
に
ぞ
か
こ
つ
時
鳥
待
つ
に
む
な
し
き
有
明
の
空
（
続
千
載
集
・
夏
・
二
三
六
・
伏
見
院
）

つ
れ
な
さ
を
月
に
ま
が
へ
し
恨
み
さ
へ
人
に
ぞ
か
へ
る
有
明
の
空
（
春
夢
草
・
恋
下
・
寄
月
恨
恋
・
一
六
〇
五
）

〔
語
釈
〕　

○
五
十
首
の
歌
合
―
未
詳
。
→
13
。
○
つ
れ
な
さ
を
月
に
な
し
つ
る
有
明
の
空
―
新
奇
な
措
辞
で
難
解
。
参
考
に
挙
げ
た
慈
円

の
「
七
夕
の
」
歌
は
、
七
夕
の
一
年
一
度
の
契
り
を
た
と
え
一
月
一
度
に
な
し
た
と
し
て
も
そ
の
「
あ
は
れ
さ
」
は
尽
き
る
こ
と
が
な

い
、
と
い
う
主
旨
か
。
こ
れ
を
援
用
し
、
本
歌
「
今
来
む
と
」
歌
に
、「
一
夜
」
と
「
月
頃
」
の
両
説
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
つ
れ

な
さ
」
を
一
夜
ば
か
り
で
な
く
、「
有
明
の
空
」
の
「
月
」
の
頃
に
ま
で
引
き
延
ば
し
て
し
ま
っ
た
、
と
嘆
じ
て
い
る
と
解
し
て
お
く
。

別
に
例
え
ば
、「
憂
き
人
を
夜
す
が
ら
む
か
ふ
月
に
な
し
て
思
ふ
限
り
を
泣
き
愁
へ
ば
や
」（
永
仁
元
年
内
裏
御
会
・
月
前
恨
恋
・

一
五
・
藤
大
納
言
典
侍
）
の
よ
う
に
、
恋
の
相
手
の
「
つ
れ
な
さ
」
を
「
月
」
に
見
立
て
た
と
解
さ
れ
な
く
も
な
い
が
、
そ
れ
に
は
詞

が
足
り
な
い
か
。
為
家
が
墨
滅
し
た
と
は
い
え
、
一
旦
は
「
第
四
句
、
老
耄
之
心
ま
ど
ひ
て
覚
え
ず
候
ふ
」
と
批
判
し
た
の
は
、
そ
の

分
か
り
に
く
さ
故
で
あ
ろ
う
。
→
補
説
。

〔
語
釈
〕　

本
歌
の
「
今
来
む
と
」
歌
の
、
古
来
あ
る
「
一
夜
」
説
と
「
月
頃
」
説
と
を
踏
ま
え
た
歌
だ
と
解
し
た
。
即
ち
『
顕
注
密
勘
』

に
、
顕
昭
の
「
長
月
の
有
明
の
月
と
は
、
長
月
の
夜
の
長
き
に
有
明
の
月
の
出
づ
る
ま
で
人
を
待
つ
と
よ
め
り
」
に
対
し
て
、
定
家
が

「
今
来
む
と
言
ひ
し
人
を
月
頃
待
つ
程
に
、
秋
も
暮
れ
月
さ
へ
有
明
に
な
り
ぬ
、
と
ぞ
よ
み
侍
り
け
ん
。
今
宵
ば
か
り
は
、
な
ほ
心
尽



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
二
三

く
し
な
ら
ず
や
」（
日
本
歌
学
大
系
本
。
表
記
は
改
め
る
）
と
応
じ
た
一
連
の
言
説
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
し
て
も
や
や
詞
足
ら
ず
の
感

は
否
め
な
い
が
、
古
歌
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
知
識
に
基
づ
い
て
趣
向
を
立
て
た
一
首
だ
と
見
て
お
く
。

（
五
十
首
の
歌
合
に
、
恋
歌
）

180　

鐘か
ね

の
音を
と

ぞ
傾か
た
ふ

く
月
に
聞き

こ
ゆ
な
る
ま又た
有あ
り

明あ
け

の
別わ
か

れ
せ
よ
と
て

〔
通
釈
〕（
五
十
首
の
歌
合
に
、
恋
の
歌
）

（
晨
朝
の
）
鐘
の
音
が
、
傾
く
月
に
つ
れ
て
聞
こ
え
て
来
る
こ
と
だ
。
ま
た
、
有
明
の
恋
人
と
の
辛
い
別
れ
を
し
ろ
と
い
っ
て
。

〔
参
考
〕　

有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
れ
よ
り
暁
ば
か
り
憂
き
物
は
な
し
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
二
五
・
忠
岑
）

惜
し
み
か
ね
げ
に
言
ひ
知
ら
ぬ
別
れ
か
な
月
も
今
は
の
有
明
の
空
（
千
載
集
・
恋
五
・
九
四
六
・
兼
実
）

初
瀬
山
傾
く
月
も
ほ
の
ぼ
の
と
霞
に
も
る
る
鐘
の
音
か
な
（
拾
遺
愚
草
・
正
治
二
年
三
月
左
大
臣
家
歌
合
、
暁
霞
・

二
一
五
五
。
風
雅
集
・
春
上
・
三
〇
・
定
家
）

大
方
の
月
も
つ
れ
な
き
鐘
の
音
に
な
ほ
恨
め
し
き
有
明
の
空
（
千
五
百
番
歌
合
・
雑
一
・
二
七
二
〇
・
定
家
。
定
家
卿
百
番
自

歌
合
・
一
六
一
）

〔
類
歌
〕　

入
り
方
の
月
や
は
人
に
教
へ
け
む
あ
か
で
有
明
の
別
れ
せ
よ
と
は
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
恋
・
二
八
二
・
時

遠
）

〔
補
説
〕　

類
歌
と
は
相
互
の
影
響
関
係
あ
り
そ
う
だ
が
、
先
後
は
不
明
。

歌
頭
の
合
点
を
白
滅
。



二
二
四

別
恋

181　

つ
れ
な
し
と
月つ

き

や
見み

る
ら
ん
き
ぬ
ぎ〳〵
ぬ
の
別わ
か

れ
に
堪た

へ
て
生い

け
る
命い
の
ち

を

〔
通
釈
〕　

別
る
る
恋

つ
れ
な
く
冷
淡
だ
と
月
は
私
を
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
後
朝
の
恋
人
と
の
辛
い
別
れ
に
も
堪
え
て
生
き
て
い
る
私
の
命
で
あ
る
の

だ
け
れ
ど
。

〔
参
考
〕　

別
れ
路
の
有
明
の
月
の
憂
き
身
こ
そ
堪
へ
て
命
は
つ
れ
な
か
り
け
れ
（
弘
長
百
首
・
恋
・
暁
別
恋
・
四
八
七
・
為
家
。
為
家

集
・
恋
・
暁
別
恋
弘
長
元
年
院
百
首
・
一
〇
一
五
、三
句
「
憂
き
に
こ
そ
」。
続
拾
遺
集
・
恋
三
・
九
二
九
、
三
句
同
上
）

暁
の
別
れ
に
堪
へ
て
今
朝
の
間
も
い
か
に
命
の
暮
を
待
つ
ら
ん
（
続
拾
遺
集
・
恋
三
・
後
朝
恋
・
四
九
三
・
家
良
）

さ
り
と
も
と
思
ふ
心
に
慰
み
て
今
日
ま
で
世
に
も
生
け
る
命
か
（
続
後
撰
集
・
恋
三
・
八
五
七
・
敦
忠
）

〔
類
歌
〕　

き
ぬ
ぎ
ぬ
の
別
れ
も
知
ら
ぬ
寝
覚
め
に
も
な
ほ
つ
れ
な
き
は
有
明
の
月
（
柳
葉
集
・
巻
一
・
弘
長
元
年
九
月
、
人
人
に
よ
ま
せ

侍
り
し
百
首
歌
・
雑
・
一
三
八
）

〔
語
釈
〕　

○
き
ぬ
ぎ
ぬ
―
→
178
。
○
別
れ
に
堪
へ
て
―
参
考
の
家
良
の
『
弘
長
百
首
』
詠
と
同
時
期
の
『
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長

元
年
』
に
も
「
散
る
花
の
別
れ
に
堪
へ
て
命
だ
に
あ
ら
ば
と
後
の
春
を
待
つ
か
な
」（
春
・
五
二
・
重
教
）
が
見
え
る
。
該
歌
と
の
先

後
は
不
明
だ
が
、
相
互
の
影
響
関
係
は
想
定
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

〔
補
説
〕　

参
考
の
『
弘
長
百
首
』
の
両
首
と
該
歌
と
の
先
後
は
正
確
に
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
応
両
首
を
踏
ま
え
た
と
見
て
お
く
。
為
家

詠
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
れ
よ
り
暁
ば
か
り
憂
き
物
は
な
し
」（
古
今
集
・
恋
三
・
六
二
五
・
忠
岑
）

を
本
歌
に
す
る
。
該
歌
も
「
有
明
の
」
歌
を
意
識
す
る
か
。
同
じ
く
「
有
明
の
」
歌
を
踏
ま
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
類
歌
に
挙
げ
た
宗
尊



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
二
五

詠
と
は
、
対
照
的
な
趣
向
と
言
え
る
。

後
朝

182　

い
か
に
せ
む
か
かゝ
る
た
め
し
も
ま
だ
知し

ら
で
行ゆ

く
方か
た

ま
よ
ふ
明あ

け
暮く

れ
の
道み
ち

〔
通
釈
〕　

後
朝

ど
う
し
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
（
契
る
前
か
ら
拒
ま
れ
る
）
慣
ら
い
も
ま
だ
知
ら
な
く
て
、（
恋
し
い
人
と
別
れ
て
）
帰
っ
て
行
く

方
角
も
迷
い
、
気
持
の
や
り
場
に
も
迷
っ
て
い
る
、
こ
の
逢
瀬
の
翌
明
け
方
の
ま
だ
暗
い
空
よ
。

〔
本
歌
・
（
薫
は
）
心
や
ま
し
く
、
こ
わ
づ
く
り
給
ふ
も
、
げ
に
あ
や
し
き
わ
ざ
な
り
。

本
説
〕　
し
る
べ
せ
し
我
や
か
へ
り
て
ま
ど
ふ
べ
き
心
も
行
か
ぬ
明
け
暮
れ
の
道
（
薫
）

「
か
か
る
た
め
し
、
世
に
あ
り
け
ん
や
」、
と
の
た
ま
へ
ば
、〔（
大
君
は
）
心
か
ら
に
、
憂
く
ぞ
聞
き
給
ふ
。〕（
補
入
本
文
）

か
た
が
た
に
暮
ら
す
心
を
思
ひ
や
れ
人
や
り
な
ら
ぬ
道
に
ま
ど
は
ば
（
大
君
）

と
ほ
の
か
に
の
た
ま
ふ
を
、
い
と
飽
か
ぬ
心
地
す
れ
ば
、（
薫
）「
い
か
に
、
こ
よ
な
う
隔
た
り
て
侍
る
め
れ
ば
、
い
と
わ
り
な
う
こ

そ
」、
な
ど
、（
大
君
を
）
よ
ろ
づ
に
恨
み
つ
つ
、
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
行
く
程
に
、
よ
べ
の
か
た
よ
り
出
で
給
ふ
な
り
。（
源
氏
物
語
・

総
角
・
六
六
一
。
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
り
、
表
記
は
改
め
る
。
物
語
二
百
番
歌
合
・
三
八
九
）

〔
参
考
〕　

明
け
暗
れ
の
空
に
ぞ
我
は
迷
ひ
ぬ
る
思
ふ
心
の
行
か
ぬ
ま
に
ま
に
（
拾
遺
集
・
恋
二
・
女
の
も
と
よ
り
暗
き
に
帰
り
て
、
遣
は

し
け
る
・
七
三
六
・
順
。
能
宣
集
〔
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
〕・
人
の
も
と
よ
り
ま
か
り
帰
り
て
遣
は
す
・
七
、
二
・
三

句
「
道
に
ぞ
今
朝
は
ま
ど
ひ
つ
る
」。
同
〔
書
陵
部
本
〕・
人
の
も
と
に
ま
か
り
て
、
ま
だ
暗
き
に
ま
か
り
帰
り
て
・



二
二
六

一
三
九
、
二
・
三
句
「
道
に
ぞ
今
朝
は
ま
ど
ひ
ぬ
る
」）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
。
→
１
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
後
朝
・
一
四
五
、四
句
「
行
く
方
ま
ど
ふ
」。

〔
語
釈
〕　

○
後
朝
―
『
古
今
六
帖
』（
第
五
・
雑
思
）
の
「
あ
し
た
」
に
当
た
る
。
こ
れ
は
、『
新
撰
六
帖
』
で
は
、「
の
ち
の
あ
し
た
」

と
あ
る
も
の
。「
後
朝
」
の
表
記
は
早
く
、『
堀
河
百
首
』（
恋
）
に
「
後
朝
恋
」
と
見
え
る
。
○
い
か
に
せ
む
か
か
る
た
め
し
は
―
先

行
の
類
例
に
「
い
か
に
せ
む
か
か
る
た
め
し
は
片
し
貝
並
び
ふ
せ
れ
ど
会
は
で
や
み
ぬ
る
」（
今
撰
集
・
恋
・
一
五
四
・
内
新
宰
相
）

が
あ
る
が
、
こ
れ
に
倣
っ
た
訳
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
○
ま
だ
知
ら
で
―
「
慣
ら
ひ
来
し
誰
が
い
つ
は
り
も
ま
だ
知
ら
で
ま
つ
と
せ
し

ま
の
庭
の
蓬
生
」（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
八
五
・
俊
成
女
。
千
五
百
番
歌
合
・
二
六
五
七
）
に
学
ぶ
か
。
○
行
く
方
―
帰
っ
て
行
く

方
角
の
意
に
、
比
喩
で
、
別
れ
の
悲
し
み
に
沈
む
心
を
も
っ
て
行
く
と
こ
ろ
の
意
を
重
ね
る
。
○
明
け
暮
れ
―
夜
明
け
方
の
ま
だ
暗
い

時
分
。

〔
補
説
〕　

本
歌
を
含
む
本
説
は
次
の
よ
う
な
場
面
。
薫
は
大
君
に
求
愛
す
る
が
、
大
君
は
中
君
と
薫
を
結
婚
さ
せ
よ
う
と
す
る
思
惑
が
あ

る
の
で
、
そ
れ
を
そ
ら
す
、
為
に
薫
は
彼
岸
の
果
て
八
月
二
十
八
日
に
、
匂
宮
を
宇
治
に
案
内
し
て
中
君
の
部
屋
に
導
き
、
二
人
は
結

ば
れ
る
。
そ
の
後
、
薫
は
そ
れ
を
大
君
に
伝
え
つ
つ
、
ま
た
も
厳
し
く
求
愛
を
拒
ま
れ
て
む
な
し
く
夜
を
過
ご
し
て
退
出
す
る
場
面
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

恋
歌

183　

我わ
れ

な
れ
や
塩し
ほ

焼や

き
め
刈
る
海あ

人ま

人
の
干ほ

さ
ぬ
袂た
も
と

も
か
ら
き
思お
も

ひ
も



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
二
七

〔
本
文
〕　

○
め
刈
る
―
底
本
「
め
くか

る
」（
書
陵
部
本
も
同
じ
）。
他
出
本
文
を
参
照
し
内
容
を
勘
案
し
て
、
傍
記
の
「
か
」
に
従
い
改
め

る
。

〔
通
釈
〕　

恋
の
歌

私
な
の
だ
。
塩
を
焼
き
、
海
藻
を
刈
る
、
海
に
働
く
者
の
、
濡
れ
て
干
す
ひ
ま
も
な
い
袂
も
、
ひ
ど
い
思
い
も
（
そ
の
よ
う
な
憂
き

目
を
見
て
い
る
の
は
）。

〔
参
考
〕　

し
か
の
海
人
の
め
刈
り
塩
焼
き
暇
な
み
櫛
げ
の
を
櫛
取
り
も
見
な
く
に
（
新
勅
撰
集
・
雑
四
・
一
三
三
七
・
読
人
不
知
。
原
歌

万
葉
集
・
巻
三
・
雑
歌
・
二
七
八
・
石
川
君
子
、
初
句
「
し
か
の
海
人
は
」
四
句
「
つ
げ
の
を
ぐ
し
を
」）

潮
た
る
る
伊
勢
を
の
海
人
や
我
な
ら
む
さ
ら
ば
み
る
め
を
刈
る
よ
し
も
が
な
（
千
載
集
・
雑
下
・
七
一
九
・
実
国
）

塩
釜
の
う
ら
み
に
馴
れ
て
立
つ
煙
か
ら
き
思
ひ
は
我
ひ
と
り
な
り
（
拾
遺
愚
草
・
皇
后
宮
大
輔
百
首
文
治
三
年
春
詠
送
之
・
寄
名

所
恋
十
首
・
二
七
六
）

〔
類
歌
〕　

つ
れ
な
さ
の
辛
き
思
ひ
や
ま
さ
る
ら
ん
め
刈
り
塩
焼
く
海
人
の
し
わ
ざ
に
（
長
綱
集
・
こ
ひ
・
三
三
四
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
。
→
１
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
海
人
・
一
二
七
、
二
句
「
塩
焼
き
め
刈
り
」。

〔
語
釈
〕　

○
塩
焼
き
め
刈
る
―
「
め
」（
海
藻･

海
布･

和
布
）
は
、
食
用
に
す
る
海
藻
の
総
称
。
原
拠
は
、
参
考
の
「
し
か
の
海
人
の
」

歌
の
「
め
刈
り
塩
焼
き
」
で
あ
る
。「
塩
焼
き
め
刈
り
」
の
形
で
は
、
そ
の
参
考
歌
を
本
歌
に
し
た
後
鳥
羽
院
の
「
海
人
を
と
め
塩
焼

き
め
刈
り
し
が
の
浦
に
黄
楊
の
を
櫛
も
取
る
間
な
き
頃
」（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
保
四
年
二
月
御
百
首
・
雑
・
五
九
二
、
万
代
集
・
雑

三
・
三
二
九
二
）
が
あ
る
。
ま
た
、『
新
撰
六
帖
』
に
は
、
家
良
の
「
海
人
人
の
身
を
浦
な
み
に
袖
濡
れ
て
め
刈
り
塩
焼
き
世
を
渡
る

ら
ん
」
と
為
家
の
「
海
松
布
刈
り
塩
焼
く
海
人
の
足
た
ゆ
く
暮
る
れ
ば
帰
る
暇
な
の
身
や
」（
第
三
・
あ
ま
・
一
〇
九
一
、
一
〇
九
二
）



二
二
八

と
い
う
、
や
は
り
参
考
の
「
し
か
の
海
人
の
」
歌
を
本
歌
に
し
た
歌
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
倣
っ
た
可
能
性
を
見
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
○

か
ら
き
―
辛
く
過
酷
で
あ
る
意
。「
塩
」
の
縁
で
、
塩
辛
い
意
が
響
く
か
。

（
恋
歌
）

184　

逢あ

は
ぬ
夜
も
逢あ

ふ
夜よ

も
濡ぬ

る
るゝ
袂た
も
と

か
な
恋こ
ひ

て
ふ
も
の
や
涙な
み
た

な
る
ら
ん

〔
通
釈
〕（
恋
の
歌
）

恋
人
に
逢
わ
な
い
夜
も
逢
う
夜
も
、
涙
に
濡
れ
る
袂
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
恋
と
い
う
も
の
は
、
涙
そ
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

飽
か
で
の
み
経
れ
ば
な
り
け
り
逢
は
ぬ
夜
も
逢
ふ
夜
も
人
を
あ
は
れ
と
ぞ
思
ふ
（
新
勅
撰
集
・
恋
三
・
八
二
二
・
醍
醐
天
皇
。

大
和
物
語
・
百
三
十
四
段
・
二
二
一
、二
句
に
「
見
れ
ば
な
る
べ
し
」「
経
れ
ば
な
る
べ
し
」
の
異
文
あ
り
）

う
れ
し
き
も
つ
ら
き
も
同
じ
涙
に
て
逢
ふ
夜
も
袖
は
な
ほ
ぞ
か
わ
か
ぬ
（
新
勅
撰
集
・
恋
三
・
七
八
七
・
皇
嘉
門
院
別
当
）

逢
は
ぬ
夜
も
逢
ふ
夜
も
あ
か
ず
君
が
た
め
大
方
安
き
い
や
は
寝
ら
る
る
（
江
帥
集
・
恋
・
あ
る
人
に
・
二
一
七
）

忘
れ
な
む
と
思
ふ
に
濡
る
る
袂
か
な
心
長
き
は
涙
な
り
け
り
（
後
拾
遺
集
・
恋
三
・
七
六
〇
・
高
橋
良
成
）

思
ふ
よ
り
い
つ
し
か
濡
る
る
袂
か
な
涙
ぞ
恋
の
し
る
べ
な
り
け
る
（
千
載
集
・
恋
一
・
六
四
四
・
後
二
条
関
白
家
筑
前
）

恋
し
と
も
言
は
ぬ
に
濡
る
る
袂
か
な
心
を
知
る
は
涙
な
り
け
り
（
千
載
集
・
恋
一
・
六
六
二
・
雅
通
）

い
さ
や
我
恋
て
ふ
こ
と
も
な
ら
は
ぬ
に
落
つ
る
涙
の
し
る
べ
が
ほ
な
る
（
為
家
五
社
百
首
・
恋
・
初
恋
・
五
九
四
・
春
日
）

〔
補
説
〕　

用
詞
や
趣
向
の
点
で
、
参
考
に
挙
げ
た
諸
詠
に
負
っ
て
い
よ
う
が
、
特
に
「
濡
る
る
袂
か
な
」
を
含
む
三
首
は
直
接
念
頭
に
置

い
て
い
よ
う
か
。『
後
拾
遺
集
』
の
一
首
は
、
本
歌
と
見
て
も
よ
い
か
。



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
二
九

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

（
恋
歌
）

185　

恨う
ら

み
来こ

し
心
も
今い
ま

は
な
き
も
の
を
た
だゝ
恋こ
ひ

し
さ
の
音ね

の
み
泣な

か
れ
て

〔
通
釈
〕（
恋
の
歌
）

恨
ん
で
き
た
心
も
今
は
な
い
の
だ
け
れ
で
も
、
や
は
り
た
だ
恋
し
さ
故
に
、
自
然
と
声
を
上
げ
て
泣
い
て
ば
か
り
い
て
。

〔
参
考
〕　

恨
む
べ
き
心
ば
か
り
は
あ
る
も
の
を
な
き
に
な
し
て
も
問
は
ぬ
君
か
な
（
千
載
集
・
恋
五
・
九
五
八
・
和
泉
式
部
。
続
詞
花

集
・
恋
下
・
六
四
二
。
古
来
風
体
抄
・
六
〇
六
。
和
泉
式
部
集
・
久
し
う
音
も
せ
ぬ
人
に
・
四
二
八
）

恨
む
べ
き
方
だ
に
今
は
な
き
も
の
を
い
か
で
涙
の
身
に
残
り
け
ん
（
万
代
集
・
恋
四
・
二
四
二
一
・
和
泉
式
部
。
和
泉
式
部

集
・
五
七
二
）

憂
き
に
お
ひ
て
人
も
手
ふ
れ
ぬ
あ
や
め
草
た
だ
徒
ら
に
音
の
み
泣
か
れ
て
（
和
泉
式
部
集
・
同
じ
人
〔
丹
後
〕
に
・
五
七
六
）

鐘
の
音
を
な
に
と
て
昔
恨
み
け
む
今
は
心
も
あ
け
が
た
の
空
（
新
勅
撰
集
・
雑
二
・
一
一
七
二
・
隆
衡
）

悲
し
き
は
憂
き
世
の
咎
と
背
け
ど
も
た
だ
恋
し
さ
の
慰
め
ぞ
な
き
（
続
後
撰
集
・
雑
下
・
藻
璧
門
院
御
事
の
後
、
頭
お
ろ
し
侍

り
け
る
を
、
人
の
と
ぶ
ら
ひ
て
侍
り
け
る
返
事
に
・
一
二
六
三
・
後
堀
河
院
民
部
卿
典
侍
。
世
を
背
き
ぬ
と
聞
き
て
、
人
の

と
ぶ
ら
ひ
て
侍
り
け
る
返
事
・
後
堀
河
院
民
部
卿
典
侍
集
・
二
九
）

〔
影
響
〕　

恋
し
さ
の
慰
む
こ
と
は
な
け
れ
ど
も
か
こ
つ
か
た
と
て
音
を
の
み
ぞ
泣
く
（
隣
女
集
・
巻
四
自
文
永
九
年
至
建
治
三
年
・
恋
・
人
の

も
と
へ
遣
は
し
侍
り
し
・
二
三
九
〇
。
都
路
の
別
れ
・
一
〇
・
雅
有
、
二
句
「
慰
む
と
し
は
」）



二
三
〇

〔
出
典
〕　
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
。
→
７
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
三
・
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
・
雑
恋
・
五
八
〇
、五
句
「
音
の
な
か
れ
て
」。
新
後
撰
集
・
恋
五
・
一
一
六
〇
。

〔
補
説
〕　

参
考
歌
の
内
、
特
に
和
泉
式
部
の
両
首
（
あ
る
い
は
三
首
）
に
負
っ
た
詠
作
か
と
も
疑
わ
れ
る
。

怨
恋

186　

い
か
に
せ
む
思お

も

ひ
知し

ら
ぬ
に
な
し
か
ね
て
つ
ら
さ
あ
ら
は
す
心こ
ゝ
ろ

弱よ
は

さ
を

〔
通
釈
〕　

怨
む
る
恋

ど
う
し
よ
う
か
。
恋
し
く
思
う
情
け
を
知
ら
な
い
こ
と
に
し
か
ね
て
、
恨
め
し
さ
を
表
に
出
す
心
の
弱
さ
を
。

〔
本
歌
〕　

世
の
中
の
憂
き
も
つ
ら
き
も
忍
ぶ
れ
ば
思
ひ
知
ら
ず
と
人
や
見
る
ら
ん
（
拾
遺
集
・
恋
五
・
九
三
三
・
読
人
不
知
）

数
な
ら
ぬ
身
は
心
だ
に
な
か
ら
な
ん
思
ひ
知
ら
ず
は
恨
み
ざ
る
べ
く
（
拾
遺
集
・
恋
五
・
九
八
四
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

い
か
に
せ
ん
い
へ
ば
憂
き
世
の
秋
を
だ
に
思
ひ
も
捨
て
ぬ
心
弱
さ
を
（
寂
身
法
師
集
・
百
首
中　

題
四
季　

貞
応
二
年
・
秋
述

懐
・
一
五
〇
）

身
の
程
は
恨
み
て
と
だ
に
頼
ま
ね
ば
思
ひ
知
ら
ぬ
に
な
し
て
過
ぎ
つ
つ
（
新
撰
六
帖
・
第
四
・
う
ら
み
ず
・
一
二
五
七
・
為

家
）

今
は
は
や
道
踏
み
絶
え
て
来
ぬ
人
の
つ
ら
さ
あ
ら
は
す
宿
の
夏
草
（
宝
治
百
首
・
夏
・
夏
草
・
一
〇
二
八
・
行
家
。
現
存
六

帖
・
な
つ
の
く
さ
・
一
一
）

〔
語
釈
〕　

○
心
弱
さ
―
「
浦
風
に
な
び
き
に
け
り
な
里
の
あ
ま
の
焚
く
藻
の
け
ぶ
り
心
弱
さ
は
」（
後
拾
遺
集
・
恋
二
・
七
〇
六
・
実
方
）



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
三
一

や
「
問
へ
か
し
な
誰
も
さ
ぞ
と
は
知
り
ぬ
ら
ん
今
朝
し
も
し
ぬ
る
心
弱
さ
は
」（
堀
河
百
首
・
恋
・
後
朝
恋
・
一
一
九
二
・
俊
頼
）
が

先
規
と
な
る
。

変
恋

187　

思お
も

へ
た
だゝ
縹は
な
た

の
帯お
ひ

の
仮か
り

に
だ
に
結む
す

ば
ぬ
仲な
か

の
う
つ
り
や
す
さ
は

〔
通
釈
〕　

変
は
る
恋

た
だ
思
っ
て
み
よ
。
変
わ
り
や
す
い
縹
色
の
帯
を
仮
に
さ
え
結
ば
な
い
よ
う
に
、
か
り
そ
め
に
さ
え
も
結
ぶ
こ
と
の
な
い
男
女
の

仲
、
そ
の
変
わ
り
や
す
さ
は
。

〔
参
考
〕　

う
つ
り
や
す
き
縹
の
帯
の
色
ぞ
憂
き
絶
え
け
る
仲
を
な
に
結
び
け
ん
（
明
日
香
井
集
・
院
百
首
建
保
四
年
・
恋
・
八
〇
八
）

月
草
の
縹
の
帯
の
色
も
憂
し
こ
な
た
か
な
た
の
う
つ
り
や
す
さ
に
（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
つ
き
く
さ
・
二
〇
五
九
・
信
実
）

石
河
や
あ
は
に
契
り
や
結
び
置
き
し
縹
の
帯
の
う
つ
り
や
す
さ
は
（
万
代
集
・
恋
四
・
寄
帯
恋
・
二
四
九
八
・
後
鳥
羽
院
下

野
。
続
後
拾
遺
集
・
恋
三
・
光
明
峰
寺
入
道
前
摂
政
家
恋
十
首
歌
合
に
、
寄
帯
恋
を
・
八
七
九
。
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
・

寄
帯
恋
・
一
二
八
、
結
句
「
か
へ
り
や
す
さ
は
」）

麻あ
さ

機は
た

の
賤
が
か
り
帯
の
あ
だ
に
の
み
ま
た
も
結
ば
ぬ
契
り
な
れ
と
や
（
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
・
寄
帯
恋
・
一
一
五
・
為
家
）

秋
の
田
の
早わ

稲さ

穂ほ

の
か
づ
ら
ゆ
ふ
か
け
て
結
ぶ
契
り
は
か
り
に
だ
に
な
し
（
内
裏
百
番
歌
合
建
保
四
年
・
恋
・
一
七
六
・
雅
経
。

明
日
香
井
集
・
一
二
五
五
、
三
句
「
露
か
け
て
」。
万
代
集
・
恋
二
・
二
〇
六
三
、
三
句
同
上
。
新
後
撰
集
・
恋
一
・

八
五
六
、
三
句
同
上
）



二
三
二

〔
語
釈
〕　

○
変
恋
―
『
壬
二
集
』（
家
百
首
）
や
『
四
十
番
歌
合
建
保
五
年
十
月
』
あ
る
い
は
『
紫
禁
集
』（
建
保
五
年
十
月
十
九
日
当
座
歌
合
）
等

に
見
え
る
の
が
比
較
的
早
い
例
。
宗
尊
が
撰
ば
せ
た
と
思
し
い
『
東
撰
六
帖
』
に
も
見
え
、
宗
尊
自
身
も
『
瓊
玉
集
』（
三
九
七
）
で

詠
ん
で
い
る
。
○
縹
の
帯
の
―
「
帯
の
」
か
ら
「
結
ば
ぬ
」
を
起
こ
す
序
だ
が
、「
縹
の
」
か
ら
「
う
つ
り
や
す
さ
」
も
起
こ
す
。「
縹

の
帯
」
は
、
薄
い
藍
色
に
染
め
た
帯
。
赤
染
衛
門
の
「
結
ぶ
と
も
解
く
と
も
な
く
て
仲
絶
ゆ
る
縹
の
帯
の
恋
は
い
か
が
す
る
」（
赤
染

衛
門
集
・
一
一
〇
。
匡
衡
集
・
七
五
）
や
和
泉
式
部
の
「
泣
き
流
す
涙
に
堪
へ
で
絶
え
ぬ
れ
ば
縹
の
帯
の
心
地
こ
そ
す
れ
」（
後
拾
遺

集
・
恋
三
・
七
五
七
。
和
泉
式
部
集
・
二
〇
八
）
が
早
い
例
。
原
拠
は
「
石
川
の　

高
麗
人
に　

帯
を
取
ら
れ
て　

か
ら
き
悔
す
る　

い
か
な
る　

い
か
な
る
帯
ぞ　

縹
の
帯
の　

中
は
た
い
れ
る
か　

か
や
る
か　

あ
や
る
か　

中
は
い
れ
た
る
か
」（
催
馬
楽
・
呂
・
石

川
）
に
求
め
ら
れ
る
（
参
考
の
三
首
目
も
こ
れ
を
本
に
す
る
）。
○
う
つ
り
―
色
が
褪
せ
る
・
色
が
他
に
付
く
意
に
、
男
女
の
仲
が
変

わ
る
・
恋
仲
が
変
化
す
る
意
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　

直
接
は
参
考
の
諸
詠
の
い
ず
れ
に
負
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
鎌
倉
前
期
の
比
較
的
新
し
い
措
辞
や
趣
向
に
従
っ
て
い
よ
う

か
。歌

頭
に
合
点
あ
り
。

被
忘
恋

188　

出い

で
が
て
の
木こ

の
間ま

の
月
を
か
ご
と
に
て
待ま

ち
し
も
い
つ
の
夕
べ・

な
り
け
む

〔
通
釈
〕　

忘
ら
る
る
恋

（
山
の
端
か
ら
出
て
も
）
な
か
な
か
出
か
ね
て
木
の
間
に
あ
る
月
を
言
い
訳
に
し
て
、（
訪
れ
な
い
恋
人
を
）
待
っ
た
の
は
、
い
っ
た



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
三
三

い
何
時
の
夕
方
で
あ
っ
た
ろ
う
か
（
今
で
は
そ
れ
す
ら
も
虚
し
い
程
に
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て
）。

〔
参
考
〕　

山
の
端
を
出
で
が
て
に
す
る
月
待
つ
と
寝
ぬ
夜
の
い
た
く
更
け
に
け
る
か
な
（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
五
〇
一
・
為
時
）

山
の
端
を
出
で
て
も
松
の
木
の
間
よ
り
心
づ
く
し
の
有
明
の
月
（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
五
二
二
・
業
清
）

も
ろ
と
も
に
見
し
夜
の
月
を
か
ご
と
に
て
空
に
心
の
行
方
待
つ
と
も
（
拾
遺
愚
草
員
外
・
一
字
百
首
・
恋
・
八
三
）

〔
類
歌
〕　

こ
の
頃
と
頼
め
か
お
き
し
言
の
葉
の
う
れ
し
も
い
つ
の
夕
べ
な
り
け
む
（
碧
玉
集
・
稀
問
恋　

前
内
大
臣
勧
め
侍
る
に
・

八
八
八
）

〔
語
釈
〕　

○
出
で
が
て
の
木
の
間
の
月
を
か
ご
と
に
て
―
既
に
山
の
端
を
出
て
い
る
月
が
木
の
間
に
隠
れ
て
出
か
ね
て
い
る
の
で
、
そ
れ

を
恋
人
が
訪
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
と
思
い
な
す
口
実
に
し
て
、
と
い
っ
た
趣
旨
。
ち
な
み
に
、
書
陵
部
本
の
第
二
句
「
こ
の
よ
の
月

を
」
は
、
誤
写
か
。

〔
補
説
〕　

類
歌
に
挙
げ
た
下
冷
泉
政
為
の
一
首
は
、
該
歌
の
影
響
下
に
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
政
為
詠
全
体
の
検
証
の
中
で
改
め
て

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

遇
不
逢
恋

189　

曙
あ
け
ほ
の

も
夕ゆ
ふ

べ
も
絶た

え
ぬ
形か
た

見
に
て
人
を
忘わ
す

る
るゝ
時
の
間ま

ぞ
な
き

〔
通
釈
〕　

遇
ひ
て
逢
は
ざ
る
恋

曙
も
夕
方
も
、
恋
の
絶
え
る
こ
と
の
な
い
形
見
と
し
て
、
あ
の
人
を
忘
れ
る
時
は
少
し
の
間
も
な
い
よ
。



二
三
四

〔
参
考
〕　

契
り
き
や
飽
か
ぬ
別
れ
に
露
置
き
し
暁
ば
か
り
形
見
な
れ
と
は
（
新
古
今
集
・
恋
四
・
建
仁
元
年
三
月
歌
合
に
、
逢
不
遇
恋
の

心
を
・
一
三
〇
一
・
通
具
。
新
宮
撰
歌
合
建
仁
元
年
三
月
・
遇
不
会
恋
・
七
一
）

憂
き
も
の
と
誰
か
言
ひ
け
ん
暁
の
別
れ
の
み
こ
そ
形
見
な
り
け
れ
（
千
五
百
番
歌
合
・
恋
三
・
二
六
二
九
・
俊
成
女
。
万
代

集
・
恋
四
・
二
四
八
八
。
続
古
今
集
・
恋
三
・
一
一
七
八
）

故
郷
も
秋
は
夕
べ
を
形
見
に
て
風
の
み
送
る
小
野
の
篠
原
（
新
古
今
集
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
・
羈
旅
・
九
五
七
・
俊
成

女
、
新
編
国
歌
大
観
本
三
句
「
形
見
と
て
」。
卿
相
侍
臣
歌
合
建
永
元
年
七
月
・
羈
中
暮
・
五
九
）

う
た
た
寝
の
夢
の
契
り
の
形
見
と
て
夕
べ
の
空
に
過
ぐ
る
村
雨
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
雨
恋
・
二
四
八
七
・
実
雄
）

恋
ひ
侘
ぶ
と
聞
き
に
だ
に
聞
け
鐘
の
音
に
う
ち
忘
ら
る
る
時
の
間
ぞ
な
き
（
新
古
今
・
哀
傷
・
八
一
六
・
和
泉
式
部
）

も
の
ご
と
に
忘
れ
が
た
み
を
留
め
お
き
て
涙
の
た
ゆ
む
時
の
間
ぞ
な
き
（
新
勅
撰
集
・
雑
三
・
一
二
五
五
・
基
良
）

〔
類
歌
〕　

そ
の
日
よ
り
落
つ
る
涙
を
形
見
に
て
思
ひ
忘
る
る
時
の
間
も
な
し
（
山
家
集
・
雑
・
か
く
て
後
、
人
の
ま
ゐ
り
け
る
に
つ
け
て

ま
ゐ
ら
せ
け
る
・
一
二
三
四
）

我
の
み
や
絶
え
ぬ
記
念
と
偲
ぶ
ら
む
つ
ら
き
が
中
の
有
明
の
月
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
逢
不
会
恋
・
三
九
一
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
。
→
１
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
不
忘
・
一
五
六
。

〔
語
釈
〕　

○
曙
―
恋
人
と
の
別
れ
の
時
と
し
て
は
、「
有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
れ
よ
り
暁
ば
か
り
憂
き
物
は
な
し
」（
古
今
集
・
恋

三
・
六
二
五
・
忠
岑
）
を
初
め
と
し
て
、「
曙
」
よ
り
も
少
し
前
の
「
暁
」
を
言
う
の
が
一
般
的
。
そ
れ
を
「
形
見
」
と
す
る
の
も
、

こ
の
忠
岑
詠
を
本
歌
に
す
る
参
考
の
前
両
首
の
よ
う
な
詠
み
方
が
目
立
つ
。
○
夕
べ
―
本
来
は
恋
人
が
訪
れ
て
来
る
時
間
帯
だ
が
、
こ

こ
は
、「
来
ぬ
人
に
よ
そ
へ
て
待
ち
し
夕
べ
よ
り
月
て
ふ
も
の
は
恨
み
そ
め
て
き
」（
続
後
撰
集
・
恋
五
・
九
六
八
・
後
嵯
峨
院
）
の
よ



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
三
五

う
に
、
待
っ
て
も
恋
し
い
人
が
も
は
や
訪
れ
て
来
な
い
時
と
し
て
言
う
。

六
帖
の
題
の
歌
に
、
ひ
ご
ろ
へ
だ
て
た
る

190　

花は
な

薄す
ゝ
き

初は
つ

穂ほ

の
枕ま
く
ら

そ
の
ま
まゝ
に
う
ら
枯か

る
るゝ
ま
で
問と

は
ぬ
君き
み

か
な

〔
通
釈
〕　

六
帖
の
題
の
歌
に
、
日
頃
隔
て
た
る

花
薄
の
初
穂
、
そ
の
よ
う
に
初
め
て
共
寝
し
た
新
枕
は
そ
の
ま
ま
で
、
花
薄
の
穂
が
枯
れ
る
よ
う
に
、（
私
の
）
心
が
萎
え
る
ま
で
、

ず
っ
と
訪
れ
て
来
な
い
あ
な
た
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

〔
本
歌
〕　

さ
牡
鹿
の
爪
だ
に
漬
ち
ぬ
山
河
の
あ
さ
ま
し
き
ま
で
問
は
ぬ
君
か
な
（
拾
遺
集
・
恋
四
・
八
八
〇
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

さ
牡
鹿
の
入
野
の
薄
初
尾
花
い
つ
し
か
妹
が
手
枕
に
せ
ん
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
四
六
・
人
麿
。
万
葉
集
・
巻
十
・
秋
相

聞
・
二
二
七
七
・
作
者
未
詳
）

そ
の
ま
ま
に
ま
た
も
結
ば
ぬ
草
枕
い
く
ら
か
塵
の
積
も
り
は
つ
ら
ん
（
艶
詞
・
過
ぎ
に
し
方
の
事
思
ひ
続
け
ら
れ
て
・
三
九
）

そ
の
ま
ま
に
ま
た
こ
そ
我
は
う
ち
臥
さ
ね
君
は
誰
と
か
新
枕
す
る
（
登
蓮
恋
百
首
・
二
八
）

〔
類
歌
〕　

さ
ざ
れ
石
の
岩
ほ
を
か
け
し
新
枕
苔
の
む
す
ま
で
問
は
ぬ
君
か
な
（
逍
遊
集
・
恋
・
寄
枕
恋
・
二
三
〇
九
）

〔
語
釈
〕　

○
六
帖
の
題
の
歌
―
→
98
。
○
ひ
ご
ろ
へ
だ
て
た
る
―
『
古
今
六
帖
』
第
五
の
「
ひ
ご
ろ
へ
だ
て
た
る
」（
新
撰
六
帖
に
も
）。

○
花
薄
―
「
初
穂
」
を
起
こ
し
、「
う
ら
枯
る
る
」
と
も
縁
語
。
女
性
を
暗
喩
か
。
○
初
穂
の
枕
―
「
新
枕
」（
男
女
が
初
め
て
共
寝
す

る
こ
と
）
の
比
喩
か
。
新
奇
な
詞
。
後
出
に
「
い
つ
か
今
日
結
び
置
き
け
ん
花
薄
初
穂
の
枕
露
か
か
れ
と
は
」（
題
林
愚
抄
・
恋
二
・

逢
恋
・
永
徳
御
百
首
・
六
七
三
九
・
為
重
）
の
例
が
あ
る
。
○
う
ら
枯
る
る
―
「
う
ら
」
は
「
末
」
で
、
草
木
の
葉
先
や
枝
先
が
枯
れ



二
三
六

る
こ
と
。「
花
薄
」
の
「
初
穂
」
が
枯
れ
る
こ
と
を
言
う
。「
花
薄
」
が
女
性
の
暗
喩
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
う
ら
」
は
心
の
内
の
意
で
、

男
を
待
つ
女
の
気
持
ち
が
萎
え
衰
え
る
意
が
掛
か
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、「
う
ら
」
が
男
の
心
の
内
だ
と
見
れ
ば
、「
う
ら
離
る
る
」

で
、
男
の
女
へ
の
気
持
ち
が
遠
く
離
れ
る
意
と
な
ろ
う
か
。
前
者
に
解
し
て
お
く
。

〔
他
出
〕　

夫
木
抄
・
雑
十
四
・
枕
・
は
つ
ほ
の
ま
く
ら
・
六
帖
題
御
歌
・
一
五
三
八
一
。
続
後
拾
遺
集
・
恋
三
・
題
し
ら
ず
・
八
七
三
。

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

百
首
の
歌
の
中
に

191　

そ
の
ま
まゝ
の
た
だゝ
有あ
り

明あ
け

を
限か
き

り
に
て
ま
だ
見
ぬ
月
に
残の
こ

る
面お
も

影か
け

〔
通
釈
〕　

百
首
の
歌
の
中
で

た
だ
有
明
月
が
残
っ
て
い
た
（
逢
瀬
の
別
れ
）
そ
れ
を
限
り
と
し
て
、
以
来
ま
だ
（
恋
人
と
一
緒
に
は
）
見
て
い
な
い
月
に
残
る
、

そ
の
時
の
ま
ま
の
恋
し
い
人
の
面
影
よ
。

〔
参
考
〕　

そ
の
ま
ま
の
鏡
の
影
も
頼
ま
れ
ず
変
は
る
心
の
程
を
見
せ
ね
ば
（
為
家
集
・〔
寛
元
四
年
日
吉
社
三
首
歌
合
〕・
寄
鏡
忘
恋
・

一
〇
八
四
）

郭
公
鳴
き
つ
る
方
を
な
が
む
れ
ば
た
だ
有
明
の
月
ぞ
残
れ
る
（
千
載
集
・
夏
・
一
六
一
・
実
定
）

玉
津
島
和
歌
の
松
原
夢
に
だ
に
ま
だ
見
ぬ
月
に
千
鳥
鳴
く
な
り
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
雑
・
月
前
千
鳥
・
五
六
七
）

露
払
ふ
寝
覚
め
は
秋
の
昔
に
て
見
果
て
ぬ
夢
に
残
る
面
影
（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
三
二
六
・
俊
成
女
）

〔
語
釈
〕　

○
百
首
の
歌
―
→
94
。
○
そ
の
ま
ま
の
―
「
面
影
」
に
か
か
る
と
解
す
る
。
こ
の
句
形
自
体
は
参
考
の
為
家
詠
が
早
い
が
、



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
三
七

「
た
だ
そ
の
ま
ま
の
」
の
形
で
、
定
家
の
「
昔
を
ば
夢
に
の
み
こ
そ
あ
ひ
見
し
か
た
だ
そ
の
ま
ま
の
袖
の
月
影
」（
拾
遺
愚
草
員
外
・

四
〇
一
）
と
家
隆
の
「
い
か
に
せ
む
た
だ
そ
の
ま
ま
の
朝
ぼ
ら
け
暮
る
る
も
の
と
も
な
に
頼
み
け
む
」（
洞
院
摂
政
家
百
首
東
北
大
学

本
拾
遺
・
恋
・
怨
恋
・
二
五
九
）
が
先
行
す
る
。
宗
尊
は
別
に
「
そ
の
ま
ま
の
峰
の
横
雲
消
え
か
へ
り
あ
り
し
別
れ
の
空
を
恋
ひ
つ

つ
」（
竹
風
抄
・
巻
二
・
文
永
五
年
十
月
三
百
首
歌
・
遇
不
逢
恋
・
四
四
四
）
と
も
詠
む
。
勅
撰
集
で
は
『
風
雅
集
』
の
「
そ
の
ま
ま

の
夢
の
名
残
の
覚
め
ぬ
間
に
ま
た
同
じ
く
は
逢
ひ
見
て
し
か
な
」（
恋
二
・
後
朝
恋
を
・
一
一
三
〇
・
永
福
門
院
）
が
初
出
。
南
朝
の

尊
良
親
王
に
「
そ
の
ま
ま
の
途
絶
え
を
今
は
嘆
く
か
な
渡
り
初
め
に
し
夢
の
浮
橋
」（
一
宮
百
首
・
恋
・
逢
不
逢
恋
・
七
六
）、
宗
良
親

王
に
「
そ
の
ま
ま
の
都
な
り
せ
ば
庭
の
雪
に
厭
ふ
ば
か
り
の
跡
は
見
て
ま
し
」（
李
花
集
・
冬
・
四
四
五
）
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

宗
尊
と
京
極
派
と
南
朝
が
結
ば
れ
る
が
、
特
に
南
朝
の
両
親
王
に
は
宗
尊
詠
か
ら
の
影
響
を
見
て
も
よ
い
か
。
○
ま
だ
見
ぬ
月
に
残
る

面
影
―
や
や
詞
足
ら
ず
か
。（
有
明
の
別
れ
の
時
に
見
て
以
来
）
い
ま
だ
一
度
も
恋
人
と
の
逢
瀬
で
共
に
は
見
て
い
な
い
、
独
り
で
見

る
月
に
恋
し
い
人
の
面
影
が
残
っ
て
い
る
、
と
い
っ
た
趣
旨
か
。「
ま
た
見
ぬ
月
に
」
と
し
て
も
、（
有
明
の
別
れ
の
時
に
見
て
以
来
）

二
度
と
恋
人
と
の
逢
瀬
で
共
に
は
見
て
い
な
い
、
と
解
さ
れ
る
の
で
、
大
意
に
差
異
は
な
い
。
参
考
の
実
朝
詠
の
他
に
、
御
家
人
宇
都

宮
泰
綱
に
も
「
思
ひ
や
る
み
山
の
奥
の
秋
の
空
ま
だ
見
ぬ
月
に
澄
む
心
か
な
」（
新
和
歌
集
・
雑
上
・
七
九
五
）
の
作
例
が
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
意
味
合
い
は
違
っ
て
も
、
言
わ
ば
、
関
東
縁
故
歌
人
に
共
有
さ
れ
た
句
。

〔
補
説
〕　

189
の
「
遇
不
逢
恋
」
や
190
の
「
日
頃
隔
て
た
る
」
と
同
様
に
、
一
度
逢
っ
て
か
ら
逢
っ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
久
し
く
絶
え
て

い
る
恋
を
詠
じ
る
。
次
歌
も
同
じ
。

参
考
の
実
定
詠
は
、
実
質
的
に
は
本
歌
と
言
え
る
が
、『
千
載
集
』
初
出
歌
人
の
歌
で
あ
る
の
で
本
歌
と
は
見
な
さ
な
い
。



二
三
八

（
百
首
の
歌
の
中
に
）

192　

忘わ
す

れ
ば
や
逢あ

は
ぬ
現う
つ
ゝ

に
な
し
果は

て
てゝ
あ
り
し
一ひ
と

夜
の
夢ゆ
め

の
通か
よ

ひ
路ち

〔
通
釈
〕（
百
首
の
歌
の
中
に
）

む
し
ろ
忘
れ
た
い
よ
。
い
っ
そ
あ
の
人
と
は
逢
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
を
現
実
に
し
て
し
ま
っ
て
。
あ
の
時
の
一
夜
の
夢
の
よ
う
な

通
い
路
の
逢
瀬
を
。

〔
参
考
〕　

忘
れ
ば
や
風
は
昔
の
秋
の
露
あ
り
し
に
も
似
ぬ
人
の
心
に
（
内
裏
歌
合
建
保
二
年
・
秋
恋
・
一
二
一
・
順
徳
院
。
紫
禁
集
・
三
九 

〇
）

近
く
て
も
逢
は
ぬ
現
に
今
宵
よ
り
遠
き
夢
見
む
我
ぞ
わ
び
し
き
（
貫
之
集
・
近
隣
な
る
人
の
、
時
時
と
か
う
言
ふ
を
、
ほ
か
に

う
つ
ろ
ふ
と
聞
き
て
・
六
三
四
）

住
の
江
の
岸
に
寄
る
波
夜
さ
へ
や
夢
の
通
ひ
路
人
目
よ
く
ら
む
（
古
今
集
・
恋
二
・
五
五
九
・
敏
行
）

辛
き
を
も
憂
き
を
も
夢
に
な
し
果
て
て
逢
ふ
夜
ば
か
り
を
現
と
も
が
な
（
新
勅
撰
集
・
恋
五
・
九
七
七
・
顕
昭
）

〔
類
歌
〕　

あ
ひ
見
て
の
後
に
ま
た
見
ぬ
仲
な
れ
ば
あ
り
し
一
夜
ぞ
今
は
く
や
し
き
（
他
阿
上
人
集
・
同
じ
き
年
〔
正
和
五
年
〕、
暁
月
房

合
点
の
歌
・
恋
・
六
四
〇
）

面
影
の
残
る
形
見
も
か
ひ
ぞ
な
き
あ
り
し
一
夜
も
現
な
ら
ね
ば
（
慶
運
法
印
集
・
恋
・
絶
恋
・
二
二
二
）

〔
語
釈
〕　

○
忘
れ
ば
や
―
「
あ
り
し
一
夜
の
夢
の
通
ひ
路
」
に
か
か
る
。
一
度
逢
っ
て
か
ら
逢
え
な
い
辛
さ
に
、
一
夜
の
逢
瀬
も
忘
れ
た

い
と
言
う
。
○
夢
の
通
ひ
路
―
一
般
に
は
、
夢
の
中
で
恋
人
に
逢
い
に
行
き
来
す
る
道
の
意
だ
が
、
こ
こ
は
、「
あ
り
し
一
夜
」
と
あ

る
の
で
、
恋
人
に
逢
い
に
通
っ
た
夢
の
よ
う
な
道
、
そ
の
逢
瀬
を
言
っ
た
と
解
す
る
。



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
三
九

〔
補
説
〕　

参
考
の
「
つ
ら
き
を
も
憂
き
を
も
夢
に
な
し
果
て
て
」
の
歌
の
よ
う
に
「
現
」
を
「
夢
」
に
「
な
し
果
て
」
る
の
が
常
套
で
あ

り
、
そ
れ
を
逆
さ
ま
に
し
て
「
現
に
な
し
果
て
て
」
と
し
た
の
が
趣
向
。
宗
尊
自
身
の
「
忘
れ
ず
よ
と
ば
か
り
だ
に
も
知
ら
せ
ば
や
昔

語
り
の
夢
の
一
夜
を
」（
竹
風
抄
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
昔
逢
人
・
一
六
〇
）
と
は
、
同
工
異
曲
だ
と
言
え
る
か
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

六
帖
の
題
の
歌
に
、
お
ど
ろ
か
す

193　

夢ゆ
め

ぞ
は
や
忘わ
す

れ
果は

て
ね
と
言い

ひ
も
せ
ば
い
か
に
せ
ん
と
か
お
ど
ろ
か
す
ら
ん

〔
通
釈
〕　

六
帖
の
題
の
歌
に
、
お
ど
ろ
か
す

（
恋
し
い
人
に
、
こ
の
二
人
の
仲
は
）
夢
な
の
だ
よ
、
早
く
忘
れ
き
っ
て
し
ま
え
と
言
っ
た
な
ら
ば
、（
今
頃
）
あ
の
人
は
さ
あ
ど
う

し
た
も
の
だ
ろ
う
と
、
思
い
が
け
ず
訪
れ
て
、
そ
の
夢
か
ら
覚
め
さ
せ
る
よ
う
に
私
を
は
っ
と
さ
せ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。（
そ

う
は
言
わ
な
か
っ
た
の
で
訪
れ
も
し
な
い
）。

〔
参
考
〕　

逢
ふ
こ
と
は
心
に
も
あ
ら
で
程
経
と
も
さ
や
は
契
り
し
忘
れ
果
て
ね
と
（
拾
遺
集
・
恋
五
・
九
九
二
・
平
忠
依
）

忘
れ
ね
よ
夢
ぞ
と
言
ひ
し
か
ね
ご
と
を
な
ど
そ
の
ま
ま
に
頼
ま
ざ
り
け
ん
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
恋
・
遇
不
逢
恋
・

一
三
一
八
・
為
家
）

夢
と
の
み
思
ひ
な
し
つ
つ
あ
る
も
の
を
何
な
か
な
か
に
お
ど
ろ
か
す
ら
ん
（
続
後
撰
集
・
恋
四
・
久
し
く
絶
え
た
る
男
の
訪
れ

た
る
女
に
か
は
り
て
・
八
七
九
・
匡
房
。
江
帥
集
・
四
五
三
）

〔
類
歌
〕　

面
影
の
憂
き
に
か
は
ら
で
見
え
も
せ
ば
い
か
に
せ
ん
と
か
夢
を
待
つ
ら
む
（
新
後
撰
集
・
恋
二
・
八
七
三
・
長
舜
）



二
四
〇

〔
語
釈
〕　

○
六
帖
の
題
の
歌
―
→
98
。
○
お
ど
ろ
か
す
―
『
古
今
六
帖
』
第
五
の
「
お
ど
ろ
か
す
」（
新
撰
六
帖
に
も
）。
○
お
ど
ろ
か
す

ら
ん
―
思
い
が
け
ず
に
訪
れ
て
い
る
だ
ろ
う
（
あ
る
い
は
便
り
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
）
の
意
に
、「
夢
」
の
縁
、
目
を
覚
ま
さ
せ
る
意

が
重
な
る
。
訪
れ
る
意
に
解
す
れ
ば
女
歌
だ
が
、
便
り
を
す
る
意
に
解
す
れ
ば
男
女
ど
ち
ら
の
立
場
の
歌
に
も
見
な
し
得
る
。

〔
補
説
〕　

参
考
の
匡
房
詠
は
「
中
納
言
平
惟
仲
久
し
く
あ
り
て
消
息
し
て
侍
り
け
る
返
事
に
か
か
せ
侍
り
け
る
／
高
階
成
忠
女
／
夢
と
の

み
思
ひ
な
り
に
し
世
の
中
を
何
今
更
に
お
ど
ろ
か
す
ら
ん
」（
拾
遺
集
・
雑
賀
・
一
二
〇
六
）
を
踏
ま
え
る
。

歌
頭
の
合
点
を
白
滅
。

む
か
し
あ
へ
る
人

194　

現う
つ
ゝ

こ
そ
さ
も
絶た

え
果は

て
め
逢あ

ふ
と
見
し
夢ゆ
め

も
昔む
か
し

に
な
り
に
け
る
か
な

〔
通
釈
〕　

昔
逢
へ
る
人

あ
の
人
と
逢
っ
た
と
い
う
現
実
は
、
い
か
に
も
消
え
果
て
る
の
だ
ろ
う
。
逢
う
と
見
た
夢
で
さ
え
も
、
昔
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ

っ
た
か
ら
。

〔
参
考
〕　

現
に
は
さ
も
こ
そ
あ
ら
め
夢
に
さ
へ
人
目
を
守
る
と
見
る
が
わ
び
し
さ
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
五
六
・
小
町
。
新
日
本
古
典
文

学
大
系
本
。
新
編
国
歌
大
観
本
、
四
句
「
人
目
を
よ
く
と
」）

現
に
も
別
れ
し
鐘
の
声
な
れ
ば
逢
ふ
と
見
し
夜
の
夢
も
覚
め
け
り
（
続
古
今
集
・
恋
三
・
一
一
八
一
・
兼
実
）

逢
ふ
と
見
し
夢
に
な
ら
ひ
て
夏
の
日
の
暮
れ
が
た
き
を
も
嘆
き
つ
る
か
な
（
後
撰
集
・
夏
・
一
七
三
・
藤
原
安
国
）

年
を
経
て
見
し
も
昔
に
な
り
に
け
り
里
は
水
無
瀬
の
秋
の
夜
の
月
（
影
供
歌
合
建
長
三
年
九
月
・
名
所
月
・
二
一
五
・
隆
親
。
秋



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
四
一

風
集
・
秋
下
・
三
八
二
、
二
句
「
見
れ
ば
昔
に
」。
続
拾
遺
集
・
雑
秋
・
五
九
八
）

〔
影
響
〕　

逢
ふ
と
見
し
夢
は
現
に
絶
え
果
て
て
寝
ら
れ
ぬ
夜
半
に
音
を
の
み
ぞ
泣
く
（
為
家
集
・
恋
・
逢
不
逢
恋
・
同
〔
文
永
〕
八
年
四

月
四
日
続
五
十
首
、
寂
恵
始
入
来
・
一
〇
二
七
）

〔
語
釈
〕　

○
む
か
し
あ
へ
る
人
―
『
古
今
六
帖
』
第
五
の
「
む
か
し
あ
へ
る
人
」（
新
編
国
歌
大
観
本
は
「
む
か
し
あ
る
人
」。
他
本
に
よ

る
）。『
新
撰
六
帖
』
に
も
。

〔
補
説
〕　

題
か
ら
判
断
す
る
と
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
〜
三
年
（
一
二
六
六
）
の
「
九
月
十
三
夜
六
帖
題
歌
会
」（
→
98
）
の
歌
と

見
ら
れ
る
の
で
、
宗
尊
が
参
考
の
兼
実
詠
を
『
続
古
今
集
』
の
一
首
と
し
て
披
見
し
刺
激
さ
れ
た
の
だ
と
す
る
な
ら
ば
、『
続
古
今
集
』

は
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
十
二
月
二
十
六
日
撰
定
完
了
、
同
三
年
（
一
二
六
六
）
三
月
十
二
日
意
宴
催
行
で
あ
る
の
で
、「
九
月

十
三
夜
六
帖
題
歌
会
」
は
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
で
あ
っ
た
可
能
性
が
よ
り
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

影
響
に
挙
げ
た
為
家
詠
は
後
出
で
、
為
家
が
本
抄
に
加
点
・
加
評
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
該
歌
に
触
発
さ
れ
た
可
能
性
を
見
た
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

寄
月
恋

195　

恨う
ら

み
じ
な
後の
ち

は
忘わ
す

れ
ぬ
形か
た

見
ぞ
と
言い

ひ
し
に
か
な
ふ
有あ
り

明あ
け

の
月

〔
通
釈
〕　

月
に
寄
す
る
恋

恨
む
ま
い
な
。
後
々
に
は
こ
れ
が
忘
れ
な
い
た
め
の
形
見
だ
と
（
あ
の
人
が
）
言
っ
た
、
そ
の
望
み
ど
お
り
と
な
る
（
た
だ
独
り
眺

め
る
）
有
明
の
月
よ
。



二
四
二

〔
本
歌
〕　

忘
れ
ね
と
言
ひ
し
に
か
な
ふ
君
な
れ
ど
問
は
ぬ
は
つ
ら
き
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
（
後
撰
集
・
恋
五
・
九
二
八
・
本
院
蔵
）

〔
参
考
〕　

今
さ
ら
に
な
に
か
恨
み
む
忘
れ
ね
と
言
ひ
し
に
か
な
ふ
人
の
心
を
（
続
拾
遺
集
・
恋
五
・
中
務
卿
宗
尊
親
王
家
の
歌
合
に
・

一
〇
八
四
・
真
観
）

つ
れ
な
し
と
言
ひ
て
も
今
は
有
明
の
月
こ
そ
人
の
形
見
な
り
け
れ
（
続
後
撰
集
・
恋
五
・
九
七
二
・
公
親
）

つ
ら
し
と
は
思
ふ
も
の
か
ら
有
明
の
憂
か
り
し
月
ぞ
形
見
な
り
け
る
（
続
後
撰
集
・
恋
五
・
九
七
七
・
修
明
門
院
大
弐
）

〔
類
歌
〕　

は
か
な
し
や
言
ひ
し
ば
か
り
の
形
見
だ
に
面
影
つ
ら
き
有
明
の
月
（
続
拾
遺
集
・
恋
三
・
九
五
六
・
性
助
）

め
ぐ
り
逢
は
ん
有
明
の
月
を
形
見
ぞ
と
言
ひ
し
ば
か
り
を
思
ひ
出
に
し
て
（
玉
葉
集
・
恋
五
・
一
八
〇
五
・
良
実
）

〔
語
釈
〕　

○
寄
月
恋
―
院
政
期
か
ら
見
え
る
題
で
、『
六
百
番
歌
合
』
に
も
出
題
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
定
家
や
家
隆
や
雅
経
等
が
詠
じ
た
。

『
金
槐
集
』（
貞
享
四
年
刊
本
）
に
見
え
、『
宝
治
百
首
』
に
出
題
さ
れ
て
い
る
。『
続
後
撰
集
』
以
降
、『
続
後
拾
遺
集
』
を
除
く
各
勅

撰
集
に
見
え
る
。
○
言
ひ
し
―
主
語
を
相
手
と
見
た
が
、
自
分
に
も
解
し
得
る
か
。

〔
出
典
〕　

文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
恋

〔
他
出
〕　

柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
恋
・
七
九
〇
。

〔
補
説
〕　

参
考
の
真
観
詠
と
該
歌
と
の
先
後
は
厳
密
に
は
不
明
。
参
考
の
後
二
首
は
、「
有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
れ
よ
り
暁
ば
か
り

憂
き
も
の
は
な
し
」（
古
今
集
・
恋
三
・
六
二
五
・
忠
岑
）
を
本
歌
に
す
る
。
類
歌
の
一
首
目
は
、「
今
来
む
と
言
ひ
し
ば
か
り
に
長
月

の
有
明
の
月
を
待
ち
出
で
つ
る
か
な
」（
同
上
・
恋
四
・
六
九
一
・
素
性
）
を
本
歌
に
す
る
。
該
歌
も
微
か
に
こ
の
歌
が
想
起
さ
れ
る

か
。



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
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三
）

二
四
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寄
雲
恋

196　

立た

たゝ
ば
立た

て
通か
よ

ふ
心こ
ゝ
ろ

の
隔へ
た

て
ず
は
妹い
も
せ背

の
山
の
峰み
ね

の
白し
ら
く
も雲

〔
通
釈
〕　

雲
に
寄
す
る
恋

白
雲
が
立
つ
な
ら
立
て
。
恋
し
い
人
を
慕
っ
て
通
ふ
心
が
そ
れ
を
隔
て
と
し
な
い
な
ら
、
妹
背
の
山
の
峰
の
白
雲
よ
。

〔
本
歌
〕　

む
つ
ま
じ
き
妹
背
の
山
の
中
に
さ
へ
隔
つ
る
雲
の
晴
れ
ず
も
あ
る
か
な
（
後
撰
集
・
雑
三
・
一
二
一
四
・
読
人
不
知
）

雲
ゐ
に
も
通
ふ
心
の
後
れ
ね
ば
別
る
と
人
に
見
ゆ
ば
か
り
な
り
（
古
今
集
・
離
別
・
三
七
八
・
深
養
父
）

〔
参
考
〕　

白
雲
の
立
ち
隠
せ
ど
も
疎
か
ら
ぬ
妹
背
の
山
は
隔
て
ざ
り
け
り
（
高
遠
集
・
一
〇
七
）

も
ろ
と
も
に
通
ふ
心
や
隔
つ
ら
ん
妹
背
の
山
の
中
の
浮
雲
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
恋
・
寄
雲
恋
・
八
五
五
・
光
経
。
光
経

集
・
三
四
四
）

東
路
は
ま
た
逢
坂
を
隔
つ
と
も
通
ふ
心
に
関
守
は
ゐ
じ
（
続
後
撰
集
・
恋
三
・
八
四
六
・
時
朝
）

白
雲
は
幾
重
な
り
も
隔
つ
と
も
思
ふ
心
の
通
ふ
べ
け
れ
ば
（
明
日
香
井
集
・
雑
・
一
四
八
六
・
明
恵
。
明
恵
上
人
集
・

七
四
、
四
句
「
お
ほ
ふ
心
の
」）

〔
語
釈
〕　

○
寄
雲
恋
―
『
六
百
番
歌
合
』
に
設
け
ら
れ
た
題
。
そ
の
後
、
新
古
今
歌
人
達
や
順
徳
院
や
為
家
等
が
詠
じ
た
。『
宝
治
百
首
』

と
『
白
河
殿
七
百
首
』
に
出
題
さ
れ
て
い
る
。『
新
古
今
集
』
以
降
、『
玉
葉
集
』
を
除
く
各
勅
撰
集
に
見
え
る
。
○
立
た
ば
立
て
―

「
五
月
雨
に
恋
す
と
い
ふ
名
は
立
た
ば
立
て
君
に
あ
ふ
ち
の
花
し
咲
き
な
ば
」（
古
今
六
帖
・
第
六
・
あ
ふ
ち
・
四
二
九
二
・
作
者
不

記
）
以
来
の
措
辞
。
宗
尊
に
よ
り
身
近
な
例
と
し
て
は
、『
影
供
歌
合
建
長
三
年
九
月
』
の
「
富
士
の
嶺
の
け
た
ぬ
煙
も
立
た
ば
立
て
身

の
思
ひ
だ
に
人
し
知
ら
ず
は
」「
藻
塩
火
の
よ
そ
の
煙
は
立
た
ば
立
て
我
が
下
燃
え
を
人
に
知
ら
す
な
」（
恋
・
寄
煙
忍
恋
・
三
四
二
・



二
四
四

資
季
、
三
七
四
・
成
茂
）
が
あ
る
。
○
妹
背
の
山
―
紀
伊
国
の
歌
枕
。「
妹
山
」
と
「
瀬
山
」
の
併
称
と
も
言
う
。「
背
山
」
は
、
紀
ノ

川
北
岸
の
伊
都
郡
・
那
賀
郡
の
境
に
位
置
し
、「
妹
山
」
は
紀
ノ
川
を
挟
ん
で
こ
れ
と
対
峙
す
る
山
。
大
和
国
大
和
国
吉
野
郡
の
吉
野

川
の
両
岸
に
も
同
様
の
も
の
が
あ
り
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
混
同
さ
れ
て
ゆ
く
。

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

寄
風
恋

197　

い
か
に
せ
ん
我わ

が
身
を
う
ら
の
沖お
き

つ
風か
せ

思お
も

ふ
方か
た

に
は
寄よ

る
舟ふ
ね

も
な
し

〔
通
釈
〕　

風
に
寄
す
る
恋

ど
う
し
よ
う
か
。
我
が
身
を
憂
く
辛
い
と
思
う
私
は
、
浦
の
沖
を
風
が
吹
い
て
思
う
方
向
に
漕
ぎ
寄
る
舟
が
な
い
よ
う
に
、
恋
し
く

思
う
方
に
近
寄
る
こ
と
も
で
き
な
い
よ
。

〔
本
歌
〕　

み
る
め
な
き
我
が
身
を
う
ら
と
知
ら
ね
ば
や
離
れ
な
で
海
人
の
足
た
ゆ
く
く
る
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
二
三
・
小
町
。
伊
勢
物

語
・
二
十
五
段
・
五
七
・
色
好
み
な
る
女
）

〔
参
考
〕　

楫
を
絶
え
由
良
の
湊
に
寄
る
舟
の
た
よ
り
も
知
ら
ぬ
沖
つ
潮
風
（
新
古
今
集
・
恋
一
・
一
〇
七
三
・
良
経
。
正
治
初
度
百
首
・

恋
・
四
七
七
）

い
か
に
せ
ん
涙
の
袖
に
海
は
あ
れ
ど
同
じ
渚
に
寄
る
舟
も
な
し
（
続
後
撰
集
・
恋
二
・
七
六
〇
・
家
良
。
新
三
十
六
人
撰
正
元
二

年
・
一
五
九
。
後
鳥
羽
院
定
家
知
家
入
道
撰
歌
・
定
家
京
極
入
道
中
納
言
撰
・
五
二
）

〔
類
歌
〕　

波
越
ゆ
る
袖
の
浦
風
立
つ
名
に
も
思
ふ
方
に
は
寄
る
舟
ぞ
な
き
（
雪
玉
集
・
名
所
百
首
和
歌
・
恋
・
袖
浦
・
五
一
八
〇
）



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
四
五

〔
語
釈
〕　

○
寄
風
恋
―
『
忠
盛
集
』
に
見
え
る
の
が
早
い
か
。『
六
百
番
歌
合
』
に
出
題
さ
れ
た
。
○
我
が
身
を
う
ら
の
沖
つ
風
―
「
我

が
身
を
憂
」
か
ら
「
う
」
を
重
ね
て
「
浦
の
沖
つ
風
」
へ
鎖
る
。
○
思
ふ
方
に
は
寄
る
舟
も
な
し
―
「
沖
つ
風
」
で
、
思
う
方
向
に
漕

ぎ
寄
せ
ら
れ
る
舟
が
無
い
こ
と
を
言
い
、
自
分
が
恋
し
く
思
う
人
に
近
寄
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
の
比
喩
と
す
る
。

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

寄
関
恋

198　

陸み
ち

奥の
く

に
あ
り
て
ふ
関せ
き

の
い
は
で
思お
も

ふ
心こ
ゝ
ろ

の
奥お
く

は
誰た
れ

か
知し

る
べ
き

〔
通
釈
〕　

関
に
寄
す
る
恋

陸
奥
に
あ
る
と
い
う
関
、
そ
の
「
磐
手
」
の
関
な
ら
ず
、「
言
わ
で
」
言
わ
ず
に
恋
し
く
思
う
私
の
心
は
、
い
っ
た
い
誰
が
知
る
こ

と
が
で
き
る
か
。

〔
本
歌
〕　

逢
坂
の
関
に
流
る
る
岩
清
水
言
は
で
心
に
思
ひ
こ
そ
す
れ
（
古
今
集
・
恋
一
・
五
三
七
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

陸
奥
に
あ
り
て
ふ
川
の
埋
も
れ
木
の
い
つ
あ
ら
は
れ
て
う
き
名
取
り
け
ん
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
恋
・

二
九
〇
・
源
時
清
。
続
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
九
二
）

陸
奥
の
岩
手
の
関
の
言
は
で
の
み
過
ぐ
る
月
日
を
知
る
人
ぞ
な
き
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
関
恋
・
二
六
〇
六
・
公
相
）

思
へ
ど
も
い
は
で
の
関
に
年
経
ぬ
る
我
が
恋
ふ
ら
く
は
知
る
人
も
な
し
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
関
恋
・
二
六
一
八
・
顕
氏
）

い
は
で
の
み
思
ふ
を
下
に
忍
ぶ
と
て
心
の
奥
よ
誰
に
知
ら
せ
ん
（
為
家
五
社
百
首
・
忍
恋
・
四
九
九
・
石
清
水
）

〔
類
歌
〕　

陸
奥
の
し
の
ぶ
ば
か
り
に
道
絶
え
て
通
ふ
心
の
奥
も
知
ら
れ
ず
（
実
兼
百
首
・
恋
・
六
八
）



二
四
六

〔
語
釈
〕　

○
寄
関
恋
―
『
金
葉
集
』（
正
保
版
二
十
一
代
集
本
）
に
見
え
る
題
。『
六
百
番
歌
合
』
に
出
題
さ
れ
た
。
○
陸
奥
―
道
の
奥
が

原
義
で
、
今
の
東
北
地
方
の
主
に
東
部
を
言
う
。
○
あ
り
て
ふ
関
の
―
「
あ
り
と
い
ふ
関
の
」
の
縮
約
。
こ
こ
ま
で
「
い
は
で
」
を
起

こ
す
序
。
参
考
の
時
清
詠
に
学
ん
だ
か
と
思
し
い
が
、
そ
の
時
清
詠
は
「
陸
奥
に
あ
り
と
い
ふ
な
る
名
取
川
無
き
名
取
り
て
は
苦
し
か

り
け
り
」（
古
今
集
・
恋
三
・
六
二
八
・
忠
岑
）
を
本
歌
と
し
て
い
て
、
こ
れ
を
宗
尊
も
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
○
い
は
で
―

「
磐
手
」
に
「
言
は
で
」
が
掛
か
る
。「
関
」
の
「
磐
手
」
即
ち
「
磐
手
の
関
」
は
、
陸
奥
国
磐
手
郡
に
あ
っ
た
関
。
現
岩
手
県
盛
岡
市

（
旧
玉
山
村
）
渋
民
付
近
に
あ
っ
た
と
い
う
。
○
心
の
奥
―
こ
こ
は
「
陸
奥
」
と
対
照
さ
せ
る
。
よ
り
直
接
に
は
参
考
の
為
家
詠
に
負

っ
た
か
。
そ
の
為
家
詠
は
、
父
定
家
の
「
い
は
つ
つ
じ
い
は
で
や
染
む
る
忍
ぶ
山
心
の
奥
の
色
を
尋
ね
て
」（
建
保
名
所
百
首
・
春
・

忍
山
陸
奥
国
・
一
八
三
）
に
倣
っ
て
い
よ
う
。

〔
他
出
〕　

夫
木
抄
・
雑
三
・
関
・
い
は
で
の
せ
き
、
陸
奥
・
六
帖
題
御
歌
・
九
五
二
六
。

〔
補
説
〕　
『
古
今
集
』
の
「
逢
坂
の
」
歌
の
、「
逢
坂
の
関
」「
岩
（
清
水
）」「
言
は
で
」
を
「
関
」「
磐
手
」「
言
は
で
」
に
ず
ら
し
た
本

歌
取
り
と
見
た
が
、
よ
り
直
接
に
は
参
考
歌
に
拠
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
本
歌
取
り
で
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
参
考
に
挙
げ
た

四
首
は
宗
尊
が
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
歌
で
あ
り
、
比
較
的
近
い
時
代
の
歌
の
詠
み
方
を
も
敏
感
に
取
り
込
む
宗
尊
の

姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

寄
野
恋

199　

見
え
ぬ
ら
ん
浅あ
さ

葉は

の
野ゝ
ら
に
摘つ

む
花は
な

の
そ
の
色い
ろ

に
の
み
濡ぬ

る
るゝ
袂た
も
と

は



『
中
書
王
御
詠
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注
釈
稿
（
三
）

二
四
七

〔
本
文
〕　

○
色
に
―
底
本
「
い
ろ
に
」（「
ろ
」
は
「
か
」
に
上
書
き
）。

〔
通
釈
〕　

野
に
寄
す
る
恋

分
か
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
浅
葉
の
野
原
で
摘
む
花
の
、
そ
の
紅
の
色
に
ば
か
り
（
恋
の
）
涙
で
濡
れ
る
袂
は
。

〔
本
歌
〕　

紅
の
浅
葉
の
野
ら
に
刈
る
か
や
の
束
の
間
も
我
忘
れ
す
な
（
万
葉
集
・
巻
十
一
・
寄
物
陳
思
・
二
七
六
三
・
作
者
未
詳
）

人
知
れ
ず
思
へ
ば
苦
し
紅
の
末
摘
花
の
色
に
出
で
な
む
（
古
今
集
・
恋
一
・
四
九
六
・
読
人
不
知
）

紅
の
振
り
出
で
つ
つ
な
く
涙
に
は
袂
の
み
こ
そ
色
ま
さ
り
け
れ
（
古
今
集
・
恋
二
・
五
九
八
・
貫
之
）

〔
参
考
〕　

見
え
ぬ
ら
ん
色
に
出
で
行
く
秋
草
の
ま
ほ
な
ら
ず
と
も
思
ふ
心
は
（
夫
木
抄
・
秋
四
・
秋
雑
・
弘
長
三
年
内
裏
百
首
、
恋

二
十
五
首
、
寄
草
恋
・
五
五
五
五
・
行
家
）

紅
の
浅
葉
の
野
ら
の
露
の
上
に
我
が
敷
く
袖
ぞ
人
な
咎
め
そ
（
続
後
撰
集
・
恋
四
・
九
三
〇
・
家
隆
）

か
さ
ね
て
も
今
ひ
と
し
ほ
の
色
ぞ
濃
き
心
が
は
り
に
濡
る
る
袂
は
（
拾
玉
集
・
短
冊
・
逢
不
逢
恋
・
四
三
七
八
）

〔
語
釈
〕　

○
寄
野
恋
―
公
重
の
『
風
情
集
』
に
見
え
る
の
が
早
い
か
。
順
徳
院
の
『
紫
禁
集
』
に
見
え
る
他
、『
白
河
殿
七
百
首
』
に
出

題
さ
れ
て
い
る
。
○
浅
葉
の
野
ら
―
所
在
未
詳
。
武
蔵
国
（
現
埼
玉
県
坂
戸
市
浅
羽
）、
駿
河
国
（
現
静
岡
県
袋
井
市
浅
羽
）
等
の
諸

説
が
あ
る
。「
野
ら
」
の
「
ら
」
は
接
尾
語
。
○
そ
の
色
―
本
歌
と
見
た
三
首
い
ず
れ
か
ら
も
、「
紅
」
の
色
を
言
う
。
た
だ
し
、『
万

葉
集
』
歌
の
「
紅
の
」
は
一
般
に
「
浅
葉
」
の
枕
詞
と
さ
れ
る
。

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

寄
原
恋

200　

形か
た

見み

と
て
な
に
面お
も

影か
け

の
残の
こ

る
ら
ん
か
れ
に
し
も
の
を
真ま

野の

のゝ
萱か
や

原は
ら



二
四
八

〔
通
釈
〕　

原
に
寄
す
る
恋

形
見
だ
と
い
っ
て
、
ど
う
し
て
恋
し
い
人
の
面
影
が
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
真
野
の
萱
原
が
す
っ
か
り
枯
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う

に
、
あ
の
人
は
す
っ
か
り
私
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
。

〔
本
歌
〕　

陸
奥
の
真
野
の
草か
や

原
遠
け
れ
ど
面
影
に
し
て
見
ゆ
と
い
ふ
も
の
を
（
万
葉
集
・
巻
三
・
譬
喩
歌
・
三
九
六
・
笠
郎
女
）

〔
参
考
〕　

恨
み
わ
び
思
ひ
絶
え
て
も
や
み
な
ま
し
な
に
面
影
の
忘
れ
が
た
み
ぞ
（
新
勅
撰
集
・
恋
四
・
九
二
一
・
寂
蓮
）

増
鏡
な
に
面
影
の
残
る
ら
ん
つ
ら
き
心
は
う
つ
り
は
て
に
き
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
鏡
恋
・
三
〇
六
〇
・
為
氏
）

言
の
葉
は
か
れ
に
し
も
の
を
露
の
身
の
何
に
か
か
り
て
年
の
経
ぬ
ら
ん
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
恋
・
二
八
九
・

藤
原
行
俊
）

吹
く
風
や
寒
く
な
る
ら
し
白
菅
の
真
野
の
萱
原
う
ら
が
れ
に
け
り
（
現
存
六
帖
・
か
や
・
一
三
九
・
公
基
）

〔
出
典
〕　

文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
。
→
２
。

〔
他
出
〕　

柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
恋
・
七
九
八
。

〔
語
釈
〕　

○
寄
原
恋
―
比
較
的
新
し
い
題
。『
宝
治
百
首
』
に
設
け
ら
れ
、『
白
河
殿
七
百
首
』
に
も
出
さ
れ
た
。
○
か
れ
に
し
―
「
離
れ

に
し
」
と
「
枯
れ
に
し
」
の
掛
詞
。
○
真
野
の
萱
原
―
陸
奥
国
の
歌
枕
。
行
方
郡
真
野
郷
（
現
福
島
県
相
馬
郡
鹿
島
町
）
辺
り
。「
萱

原
」
は
、
萱
が
一
面
に
生
え
る
野
。「
萱
」
は
、
薄･

茅･
菅
な
ど
の
細
長
く
強
い
葉
を
持
つ
イ
ネ
科
の
草
の
総
称
。

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

寄
篠
恋

201　

恨う
ら

み
ば
や
猪ゐ

名な

の
篠さ
ゝ

原は
ら

と
に
か
く
に
い
で
そ
よ
つ
ら
き
節ふ
し

の
繁し
け

さ
を



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
四
九

〔
通
釈
〕　

篠
に
寄
す
る
恋

恨
み
た
い
よ
。
猪
名
の
篠
原
は
（
風
が
吹
く
と
）
そ
よ
と
音
を
立
て
る
そ
の
篠
に
節
が
多
く
、（
あ
の
人
を
忘
れ
な
い
け
れ
ど
）
あ

れ
や
こ
れ
や
と
、
そ
う
そ
の
よ
う
に
辛
い
折
節
の
多
さ
を
。

〔
本
歌
〕　

有
馬
山
猪
名
の
笹
原
風
吹
け
ば
い
で
そ
よ
人
を
忘
れ
や
は
す
る
（
後
拾
遺
集
・
恋
二
・
七
〇
九
・
大
弐
三
位
）

〔
参
考
〕　

忘
ら
れ
ぬ
昔
の
こ
と
も
笛
竹
の
つ
ら
き
節
に
も
音
ぞ
泣
か
れ
け
る
（
源
氏
物
語
・
手
習
・
七
七
五
・
中
将
）

逢
ふ
こ
と
は
一
夜
だ
に
な
き
笹
竹
の
つ
ら
き
節
を
も
な
ほ
し
の
ぶ
か
な
（
白
河
殿
七
百
首
・
恋
・
寄
竹
恋
・
四
五
六
・
為
氏
）

世
の
中
は
憂
き
節
繁
し
篠し
の

原
や
旅
に
し
あ
れ
ば
妹
夢
に
見
ゆ
（
新
古
今
集
・
羇
旅
・
九
七
六
・
俊
成
）

〔
語
釈
〕　

○
寄
篠
恋—

新
奇
な
題
。『
白
河
殿
七
百
首
』
に
設
け
ら
れ
た
題
。
○
い
で
そ
よ
―
「
い
で
」
は
感
動
詞
で
、
さ
あ
、
と
い
う

こ
と
。「
そ
よ
」
は
そ
う
だ
よ
の
意
に
、
笹
が
風
に
吹
か
れ
て
そ
よ
ぐ
擬
音
が
響
い
て
掛
か
る
。
○
節
の
繁
さ
―
「
節
」
は
機
会
・
折

の
意
に
、「
篠
原
」
の
縁
で
篠
（
笹
）
竹
の
節
の
意
が
掛
か
る
。
他
に
は
、
宗
尊
親
王
幕
下
に
有
力
御
家
人
歌
人
と
し
て
在
っ
た
後
藤

基
隆
の
「
知
ら
せ
ば
や
竹
の
籬
に
這
ふ
葛
の
下
に
恨
む
る
ふ
し
の
繁
さ
を
」（
新
拾
遺
集
・
恋
五
・
中
務
卿
宗
尊
親
王
家
百
首
歌
に
、

恋
・
一
三
六
八
）
が
あ
る
。
影
響
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

寄
葦
恋

202　

憂う

か
り
け
る
蘆あ
し

の
一ひ
と

夜
の
か
り
ね
か
な
さ
て
津つ

の
国く
に

の
名
に
は
立た

ち
つ
つゝ

あ
しのか
り
ね
の
一
夜
ゆ
へ　

見
る
べ
し
（
墨
滅
）



二
五
〇

〔
通
釈
〕　

葦
に
寄
す
る
恋

憂
く
辛
か
っ
た
、
蘆
の
一
節
や
そ
の
刈
り
根
な
ら
ぬ
、
恋
し
い
人
と
の
一
夜
限
り
の
仮
寝
で
あ
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
津
の
国
の
難

波
な
ら
ず
名
に
は
立
ち
、
そ
れ
が
評
判
と
は
な
り
な
が
ら
。

「
蘆
の
か
り
ね
の
一
よ
ゆ
ゑ
」（
の
歌
を
）、
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
墨
滅
）

〔
本
歌
〕　

世
の
中
を
知
ら
ず
な
が
ら
も
津
の
国
の
な
に
は
立
ち
ぬ
る
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
（
後
撰
集
・
雑
三
・
一
二
〇
一
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

難
波
江
の
蘆
の
か
り
ね
の
一
よ
ゆ
ゑ
み
を
つ
く
し
て
や
恋
ひ
渡
る
べ
き
（
千
載
集
・
恋
三
・
八
〇
七
・
皇
嘉
門
院
別
当
）

〔
語
釈
〕　

○
寄
葦
恋
―
「
寄
蘆
恋
」
と
も
。
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
十
一
月
一
日
の
順
徳
天
皇
内
裏
御
会
に
設
け
ら
れ
た
題
（
紫
禁

集
、
明
日
香
井
集
、
拾
遺
愚
草
、
壬
二
集
）。『
白
河
殿
七
百
首
』
に
も
出
題
さ
れ
た
。
○
蘆
の
一
夜
の
か
り
ね
―
「
蘆
の
一
節よ

の
刈
り

根
」
に
「
一
夜
の
仮
寝
」
が
掛
か
る
。
○
津
の
国
の
名
に
は
立
ち
つ
つ
―
「
津
の
国
の
難
波
」
か
ら
「
な
に
は
」
を
掛
詞
に
「
名
に
は

立
ち
つ
つ
」
へ
鎖
る
。「
難
波
」
は
摂
津
国
の
歌
枕
。
今
の
大
阪
湾
の
淀
川
河
口
付
近
一
帯
。

〔
補
説
〕　

参
考
の
皇
嘉
門
院
別
当
詠
も
、『
後
撰
集
』
歌
と
並
ん
で
実
質
的
な
本
歌
だ
が
、『
千
載
集
』
初
出
歌
人
の
一
首
な
の
で
本
歌
と

は
見
な
い
で
お
く
。
為
家
の
評
語
は
、
そ
の
皇
嘉
門
院
別
当
詠
を
見
習
え
と
言
い
つ
つ
、
何
故
か
そ
れ
を
撤
回
し
た
も
の
。

寄
薄
恋

203　

真ま

葛く
す

這は

ふ
山
の
陰か
け

野の

のゝ
篠し
の

薄す
ゝ
き

ほ
に
こ
そ
出い

で
ね
恨う
ら

み
て
ぞ
経ふ

る

〔
通
釈
〕　

薄
に
寄
す
る
恋

真
葛
が
這
ふ
山
、
そ
の
陰
に
な
る
野
の
篠
薄
、
そ
の
穂
が
出
な
い
よ
う
に
、
思
い
は
表
立
っ
て
顕
わ
に
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
恨
ん



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
五
一

で
月
日
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
だ
。

〔
参
考
〕　

里
遠
き
山
の
陰
野
の
篠
薄
ほ
に
こ
そ
出
で
ね
身
を
嘆
き
つ
つ
（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
し
の
す
す
き
・
一
九
七
六
・
家
良
）

〔
語
釈
〕　

○
寄
薄
恋
―
類
例
と
し
て
は
『
有
房
中
将
集
』
に
「
す
す
き
、
こ
ひ
に
よ
す
」（
一
四
一
）
と
見
え
る
の
が
早
い
か
。
貞
永
元

年
（
一
二
三
二
）
七
月
四
日
の
後
堀
河
天
皇
の
内
裏
当
座
歌
会
に
設
け
ら
れ
た
題
。『
金
槐
集
』（
貞
享
四
年
刊
本
）
に
も
見
え
る
。
○

ほ
に
こ
そ
出
で
ね
―
前
句
の
「
篠
薄
」
ま
で
が
序
詞
で
、「
穂
に
こ
そ
出
で
ね
」
に
「
秀
に
こ
そ
出
で
ね
」（
感
情
が
表
立
っ
て
顕
わ
に

な
ら
な
い
の
意
）
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

寄
花
恋

204　

色い
ろ

見
え
ぬ
花は
な

と
は
な
に
か
思お
も

ひ
け
ん
あ
ら
は
に
う
つ
る
人
の
心こ
ゝ
ろ

を

〔
通
釈
〕　

花
に
寄
す
る
恋

（
あ
の
古
歌
の
よ
う
に
）
色
に
見
え
な
い
で
う
つ
ろ
う
花
だ
と
は
、
ど
う
し
て
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
ん
な
に
も
目
に
見
え
て
あ

か
ら
さ
ま
に
、
他
へ
と
移
る
人
の
心
を
。

〔
本
歌
〕　

色
見
え
で
う
つ
ろ
ふ
も
の
は
世
の
中
の
人
の
心
の
花
に
ぞ
あ
り
け
る
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
九
七
・
小
町
）

〔
参
考
〕　

い
か
が
せ
ん
奥
も
隠
れ
ぬ
笹
垣
の
あ
ら
は
に
薄
き
人
の
心
を
（
順
徳
院
百
首
・
恋
・
七
二
）

〔
出
典
〕　

文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
。
→
１
。

〔
他
出
〕　

竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
思
他
人
・
一
四
六
。



二
五
二

〔
語
釈
〕　

○
寄
花
恋
―
『
金
葉
集
』
と
『
千
載
集
』
に
見
え
る
題
。
西
行
を
初
め
、
定
家
や
家
隆
や
為
家
等
が
詠
じ
て
い
る
。
○
人
の
心

を
―
「
を
」
を
格
助
詞
に
解
し
た
。
逆
接
の
接
続
助
詞
に
解
す
れ
ば
、「
人
の
心
で
あ
る
の
に
」
の
意
、
感
動
の
間
投
助
詞
に
解
す
れ

ば
、「
人
の
心
で
あ
る
の
に
な
あ
」
の
意
と
な
ろ
う
。

〔
補
説
〕　

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

寄
鳥
恋

205　

山
越こ

え
て
別わ
か

る
るゝ
雁か
り

の
音ね

を
ぞ
な
く
い
や
遠と
を

ざ
か
る
人
に
恋こ

ふ
と
て

〔
通
釈
〕　

鳥
に
寄
す
る
恋

山
を
越
え
て
別
れ
て
行
く
雁
が
声
を
上
げ
て
鳴
く
、
そ
の
よ
う
に
、
い
よ
い
よ
遠
ざ
か
る
あ
の
人
を
恋
い
慕
う
と
い
っ
て
私
も
声
を

上
げ
て
泣
く
こ
と
だ
。

〔
本
歌
〕　

秋
風
に
山
飛
び
越
ゆ
る
雁
が
ね
は
い
や
遠
ざ
か
る
雲
隠
れ
つ
つ
（
万
葉
集
・
巻
十
・
秋
雑
歌
・
二
一
二
八
・
作
者
未
詳
。
古
今

六
帖
・
第
六
・
か
り
・
四
三
七
六
・
人
麿
、
三
・
四
句
「
雁
が
ね
の
い
や
遠
ざ
か
り
」）

〔
参
考
〕　

葦
辺
よ
り
雲
ゐ
を
さ
し
て
行
く
雁
の
い
や
遠
ざ
か
る
我
が
身
悲
し
も
（
古
今
集
・
恋
五
・
八
一
九
・
読
人
不
知
）

住
吉
の
有
明
の
月
を
な
が
む
れ
ば
遠
ざ
か
り
に
し
人
ぞ
恋
し
き
（
和
泉
式
部
続
集
・
暁
の
恋
・
一
四
九
）

夢
と
見
し
春
は
昔
の
秋
風
に
別
る
る
雁
も
恋
ひ
つ
つ
ぞ
な
く
（
壬
二
集
・
雑
・
建
永
元
年
仙
洞
御
歌
合
に
、
寄
風
懐
旧
・

三
〇
三
三
）

〔
出
典
〕　

文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
。
→
２
。



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
五
三

〔
他
出
〕　

柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
恋
・
七
九
六
。

〔
語
釈
〕　

○
寄
鳥
恋
―
『
散
木
奇
歌
集
』
に
見
え
る
の
が
早
い
か
。
鎌
倉
時
代
で
は
、『
六
百
番
歌
合
』
に
設
題
さ
れ
、『
宝
治
百
首
』
に

も
出
題
さ
れ
て
い
る
。『
新
勅
撰
集
』
か
ら
『
玉
葉
集
』
ま
で
の
各
勅
撰
集
に
見
え
、
以
後
の
勅
撰
集
に
も
散
見
す
る
。
○
山
越
え
て

別
る
る
雁
の
―
こ
こ
ま
で
序
。「
音
を
ぞ
鳴
く
」
と
の
掛
詞
で
「
音
を
ぞ
泣
く
」
を
起
こ
す
。
ま
た
、「
山
越
え
て
別
る
る
」
が
比
喩
と

し
て
「
い
や
遠
ざ
か
る
」
を
起
こ
す
。

〔
補
説
〕　

参
考
の
一
首
目
の
『
古
今
集
』
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、「
山
越
え
て
別
る
る
雁
」
は
「
山
飛
び
越
ゆ
る
雁
が

ね
」
に
負
っ
た
と
思
し
い
の
で
、『
万
葉
集
』
歌
を
本
歌
と
し
た
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

寄
舟
恋

206　

逢あ

ひ
見み

し
も
し
ば
し
ば
か
り
ぞ
稲い
な

舟ふ
ね

の
い
な
と
て
人
は
遠と
を

ざ
か
り
に
き

〔
通
釈
〕　

舟
に
寄
す
る
恋

逢
い
交
わ
っ
た
の
も
暫
く
の
間
だ
け
だ
。
稲
舟
の
「
稲
」
な
ら
ず
「
否
」
と
い
っ
て
、
あ
の
人
は
私
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

〔
本
歌
〕　

最
上
川
上
れ
ば
降
る
稲
舟
の
い
な
に
は
あ
ら
ず
こ
の
月
ば
か
り
（
古
今
集
・
東
歌
・
み
ち
の
く
歌
・
一
〇
九
二
）

い
か
が
せ
む
我
が
身
下
れ
る
稲
舟
の
し
ば
し
ば
か
り
の
命
絶
え
ず
は
（
拾
遺
集
・
雑
下
・
五
七
五
・
兼
家
）

〔
参
考
〕　

最
上
川　

上
れ
ば
下
る　

や　

稲
舟
の　

否
に
は
あ
ら
ず　

や　

暫
し
ば
か
り
ぞ
や　

あ
の
（
風
俗
歌
拾
遺
・
出
羽
風
俗
・

三
五
。
日
本
古
典
文
学
大
系
に
拠
る
）



二
五
四

い
ざ
し
ら
ず
鳴
海
の
浦
に
引
く
潮
の
早
く
ぞ
人
は
遠
ざ
か
り
に
し
（
新
撰
六
帖
・
第
三
・
し
ほ
・
一
一
〇
二
・
為
家
。
秋
風

抄
・
恋
・
二
四
九
。
続
古
今
集
・
恋
五
・
一
三
八
七
）

〔
語
釈
〕　

○
寄
舟
恋
―
『
仙
洞
句
題
五
十
首
』
に
設
け
ら
れ
た
題
。
鎌
倉
殿
御
家
人
笠
間
時
朝
の
家
集
『
時
朝
集
』
に
も
見
え
る
。『
白

河
殿
七
百
首
』
に
出
題
さ
れ
た
。「
寄
船
恋
」
は
、
覚
性
の
『
出
観
集
』
に
見
え
る
の
が
早
く
、
鎌
倉
時
代
で
は
、『
光
明
峰
寺
摂
政
家

百
首
』
に
出
題
さ
れ
た
。
○
稲
舟
の
い
な
―
本
歌
を
承
け
て
、「
稲
舟
の
」
が
序
詞
の
よ
う
に
働
き
、「
稲
（
い
な
）」
の
同
音
の
掛
詞

で
「
否
（
い
な
）」
を
起
こ
す
。

〔
補
説
〕　
「
人
は
遠
ざ
か
り
（
る
）」
の
類
の
措
辞
は
、
参
考
の
為
家
詠
が
早
い
が
、
他
に
も
「
い
か
に
せ
ん
道
行
く
駒
の
早
く
の
み
我
が

思
ふ
人
は
遠
ざ
か
る
な
り
」（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
獣
恋
・
二
九
九
一
・
鷹
司
院
帥
）
や
「
恨
み
わ
び
寝
ぬ
夜
重
な
る
唐
衣
夢
に
も
人

は
遠
ざ
か
り
つ
つ
」（
続
後
撰
集
・
恋
五
・
九
八
七
・
惟
宗
盛
長
）
や
「
憂
き
た
び
に
袖
こ
そ
濡
る
れ
唐
衣
き
な
れ
し
人
は
遠
ざ
か
り

つ
つ
」（
実
材
母
集
・
寄
衣
恋
・
七
八
八
）
が
あ
っ
て
、
鎌
倉
中
期
頃
の
小
さ
な
流
行
を
窺
わ
せ
る
。
該
歌
も
そ
の
流
れ
の
中
に
あ
る
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

寄
糸
恋

207　

夏な
つ

引ひ

き
の
手て

引ひ

き
の
糸い
と

の
わ
く
ら
ば
に
く
る
と
見
え
し
も
昔む
か
し

な
り
け
り

〔
通
釈
〕　

糸
に
寄
す
る
恋

（
夏
引
き
の
）
手
引
き
の
糸
の
「
繰
る
」
な
ら
ず
、
た
ま
さ
か
に
恋
し
い
人
が
「
来
る
」
と
見
え
た
の
も
、
既
に
昔
な
の
で
あ
っ
た
。

〔
本
歌
〕　

夏
引
き
の
手
引
き
の
糸
を
く
り
返
し
こ
と
繁
く
と
も
絶
え
む
と
思
ふ
な
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
〇
三
・
読
人
不
知
）



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
五
五

濡
れ
つ
つ
も
く
る
と
見
え
し
は
夏
引
き
の
手
引
き
に
絶
え
ぬ
糸
に
や
あ
り
け
ん
（
続
後
撰
集
・
恋
五
・
九
七
六
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

わ
く
ら
ば
に
あ
ふ
坂
山
の
真
葛
く
る
を
絶
え
ず
と
誰
か
頼
ま
む
（
新
勅
撰
集
・
恋
三
・
八
五
七
・
道
家
）

筆
の
跡
言
の
葉
残
る
も
ろ
人
よ
聞
き
し
も
見
し
も
昔
な
り
け
り
（
定
家
名
号
七
十
首
・
無
常
・
六
二
）

〔
類
歌
〕　

夏
引
き
の
手
引
き
の
糸
の
わ
く
ら
ば
に
問
は
れ
し
仲
ぞ
今
は
絶
え
ぬ
る
（
続
千
載
集
・
恋
四
・
一
四
九
二
・
藤
原
宗
行
）

〔
出
典
〕　

文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
。
→
２
。

〔
他
出
〕　

柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
恋
・
七
九
五
。

〔
語
釈
〕　

○
寄
糸
恋
―
院
政
期
の
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
に
設
け
ら
れ
た
題
。
鎌
倉
時
代
で
は
、『
光
明
峰
寺
摂
政
家
百
首
』
や
『
白
河

殿
七
百
首
』
に
出
題
さ
れ
た
。
○
夏
引
き
の
―
「
夏
引
き
」
は
夏
に
繭
か
ら
糸
を
引
き
紡
ぐ
こ
と
。「
糸
」
の
枕
詞
。
○
手
引
き
の
糸

の
―
こ
こ
ま
で
「
く
る
」
の
序
詞
。「
繰
る
」
の
掛
詞
で
「
来
る
」
を
起
こ
す
。
○
わ
く
ら
ば
に
―
た
ま
た
ま
、
偶
然
に
。
○
く
る
―

「
繰
る
」
と
「
来
る
」
の
掛
詞
。

〔
補
説
〕　

類
歌
は
同
じ
『
古
今
集
』
歌
の
本
歌
取
り
だ
が
、
定
家
の
「
わ
く
ら
ば
に
問
は
れ
し
人
も
昔
に
て
そ
れ
よ
り
庭
の
跡
は
絶
え
に

き
」（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
八
八
）
に
も
詞
を
負
っ
て
い
よ
う
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。

寄
帯
恋

208　

末す
ゑ

に
だ
に
め
ぐ
り
逢あ

は
な
む
山や
ま

城し
ろ

の
井ゐ

手て

の
下し
た

帯を
ひ

契ち
き

り
絶た

え
ず
は

〔
通
釈
〕　

帯
に
寄
す
る
恋



二
五
六

（
今
は
別
れ
別
れ
と
し
て
も
）
将
来
だ
け
で
も
巡
り
逢
い
た
い
も
の
だ
。
あ
の
山
城
の
井
手
の
下
帯
の
故
事
の
よ
う
に
、
二
人
の
契

り
が
絶
え
な
い
の
な
ら
。

〔
参
考
〕　

結
び
置
き
し
契
り
絶
え
ず
は
山
城
の
井
手
の
下
帯
め
ぐ
り
逢
ひ
な
む
（
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
・
寄
帯
恋
・
一
二
六
・
中
宮
但

馬
）

山
城
の
井
手
の
下
帯
幾
よ
経
て
結
ぶ
契
り
の
あ
は
れ
知
る
ら
ん
（
万
代
集
・
恋
三
・
二
一
八
〇
・
行
能
）

〔
他
出
〕　

夫
木
抄
・
雑
十
五
・
帯
・
ゐ
で
の
し
た
お
び
・
同
〔
六
帖
〕
題
御
歌
、
帯
・
一
五
六
三
一
。

〔
語
釈
〕　

○
寄
帯
恋
―
『
光
明
峰
寺
摂
政
家
百
首
』
に
設
け
ら
れ
た
題
。『
白
河
殿
七
百
首
』
に
も
出
題
さ
れ
て
い
る
。
○
井
手
の
下
帯

―
「
井
手
」
は
山
城
国
の
歌
枕
。
綴
喜
郡
（
現
京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
）。
奈
良
街
道
の
途
次
、
泉
川
（
現
木
津
川
）
の
渡
り
の
北
方

の
地
で
、
橘
諸
兄
が
別
業
を
構
え
た
と
い
う
。「
山
吹
」「
蛙
」
が
景
物
。
そ
の
「
井
手
の
下
帯
」
は
、
男
女
が
別
れ
て
後
に
再
び
巡
り

逢
っ
て
契
り
を
結
ぶ
こ
と
を
寓
意
す
る
。『
大
和
物
語
』（
百
六
十
九
段
）
の
次
の
話
に
基
づ
く
。
内
舎
人
が
御
幣
使
い
で
大
和
国
に
下

る
途
次
に
、
井
手
の
辺
り
で
か
わ
い
ら
し
い
六
、七
歳
ぐ
ら
い
の
女
児
に
目
を
と
め
て
、
自
分
と
結
婚
せ
よ
大
き
く
な
っ
た
ら
来
よ
う

と
言
っ
て
、
そ
の
形
見
に
自
分
の
帯
を
解
い
て
与
え
、
女
児
の
帯
を
解
い
て
受
け
取
っ
た
が
、
そ
の
後
女
児
は
こ
れ
を
忘
れ
ず
に
い
た

が
、
内
舎
人
は
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
を
、
七
、
八
年
し
て
内
舎
人
が
同
じ
使
い
で
大
和
へ
行
く
折
に
、
井
手
の
辺
り
に
宿
を
取
っ

て
見
る
と
、
井
戸
で
水
汲
む
女
達
が
い
た
、
と
い
う
。『
大
和
物
語
』
本
文
は
、「
水
汲
む
女
ど
も
が
言
ふ
や
う
」
で
、
切
断
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
で
内
舎
人
と
約
束
し
た
女
が
出
逢
っ
た
と
い
う
想
像
が
容
易
に
働
く
。

〔
補
説
〕　

該
歌
に
酷
似
す
る
参
考
歌
の
前
者
に
倣
っ
た
と
す
れ
ば
、『
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
』
を
宗
尊
が
ど
の
よ
う
に
披
見
し
得
た
か

が
問
題
と
な
ろ
う
。

歌
頭
に
合
点
あ
り
。



『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
三
）

二
五
七

寄
夢
恋

209　

今い
ま

は
た
だゝ
我わ
れ

の
み
通か
よ

ふ
夢ゆ
め

路ち

か
な
い
か
に
寝ね

し
夜よ

か
人
の
見
え
け
ん

〔
通
釈
〕　

夢
に
寄
す
る
恋

今
は
た
だ
、
私
ば
か
り
が
（
あ
の
人
へ
と
）
通
う
夢
路
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
寝
た
夜
に
、
あ
の
恋
し
い
人
が

現
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

宵
宵
に
枕
定
め
む
方
も
な
し
い
か
に
寝
し
夜
か
夢
に
見
え
け
む
（
古
今
集
・
恋
一
・
五
一
六
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

今
は
た
だ
寝
ら
れ
ぬ
寝い

を
や
嘆
く
ら
ん
夢
路
ば
か
り
に
君
を
た
ど
り
て
（
長
秋
草
・
一
八
三
・〔
式
子
内
親
王
〕）

思
ひ
寝
の
我
の
み
通
ふ
夢
路
に
も
逢
ひ
見
て
帰
る
暁
ぞ
な
き
（
新
勅
撰
集
・
恋
五
・
九
七
三
・
公
衡
。
時
代
不
同
歌
合
・

二
五
八
）

〔
類
歌
〕　

は
か
な
し
や
我
の
み
通
ふ
思
ひ
寝
の
夢
路
ば
か
り
の
絶
え
ぬ
契
り
は
（
亀
山
殿
五
首
歌
合
文
永
二
年
九
月
・
絶
恋
・
七
五
・
実

経
）

〔
語
釈
〕　

○
寄
夢
恋
―
『
金
葉
集
』
に
見
え
る
題
。
鎌
倉
時
代
で
は
、
順
徳
天
皇
内
裏
の
『
歌
合
建
保
四
年
八
月
廿
四
日
』
に
出
題
さ
れ
た
。

『
万
代
集
』
や
『
秋
風
集
』
の
他
、
宇
都
宮
歌
壇
の
『
新
和
歌
集
』
に
も
見
え
る
。『
続
古
今
集
』
に
「
五
首
歌
講
ぜ
ら
れ
け
る
時
、
寄

夢
恋
」
の
詞
書
で
「
思
ひ
つ
つ
寝
る
夜
も
人
の
つ
ら
き
か
な
夢
も
現
の
見
ゆ
る
な
り
け
り
」（
恋
三
・
一
一
九
〇
）
と
い
う
、
宗
尊
の

弟
亀
山
天
皇
の
一
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
宗
尊
は
別
に
、「
文
永
元
年
六
月
十
七
日
庚
申
百
番
自
歌
合
」
で
こ
の
題
を
「
思
ひ
つ
つ

寝
れ
ば
や
人
の
と
ば
か
り
に
夜
な
夜
な
頼
む
夢
も
は
か
な
し
」（
柳
葉
集
・
巻
四
・
五
三
二
）
と
詠
じ
て
い
る
。
相
互
の
影
響
関
係
が

想
定
さ
れ
る
。


